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同じ建て坪なら ます

務 所 ・ 工 場 ・倉 庫 な ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ プ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V ) を ご 利 用 く だ さ い 。 中柱が不要で、問円、 廃 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建て坪なら、まず、情くやらいに活用でき、合理的てやす 。 強 靭 で 耐 久 性

に富 み 、 建 築 も 簡 単。 360積 以 上 の 楳 準 設計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

- _ ， 
. 憧 ま 盆 層

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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いつまでも変わらない美しいロイヤルパターン

すばらしい立体感をもっ絵模様、ロイヤルパターン。

その、美しい気品ある絵柄は、 o.5mm・..... 1 .0mm.

1 .5mm'" 、どこまでいっても消えません。

しかも、マチ コロイヤルは

摩耗に強く、きびしい床の使用条件に

耐えるタフさは抜群です。

ロイヤルの

美しさは

いつまでも

豪華な雰囲気をただよわせる

最高級の床タイル

マチコロイヤルは、良 L 、材料を

すぐれた技術で加工、いっそう

品質を高めた最高傑作です 。

色は、インテリアデザイナーが

最も使いやすいようにまとめ

あげた 6 色。明度・彩度とも

ひかえ目 。高級タイルにふさ

わしいエ レガントな I床をだし

ています。ロイヤルを数きつ

めたフロアは、まさに“ ロイ

ヤルルーム" の風絡です 。

わとろえません

… 山OR TI LE 品集

M A T・c o

② 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

人通りのはげ.しし 1場所には

とくにおすすめします。

マチコロイヤルは、ビルのエレベーター

ホー ルや附段、 1T. li Fなどに最適です。 もちろん、

オフ ィスにも使えます。ホテル、レストラン、喫茶倍、

銀行、デパー ト、病院など、人の集まる Jl，lJ 肝には

ドシト‘ シ ご採川くださ L 、。

本 社 / 大阪市南区順慶町通り 4 ー 25(l iIfi / i <町 三 和 ピ ル ) 干542 雷 (06) 252 - 2921代

東 京 / 東 京 都 港 区 芝 琴 平 田T 3  3  ( 琴 平 町 東 洋 ピ J レ) 干105 曹 (03) 503- 3021代

名古屋 / 名古屋市中区錦 2 - 2 - 1 3 (名古屋セン ターピル) 〒460 曹 (052 )211- 5458代

福 岡 / 福 岡 市 大 手 門 1 - 4 ー 1 2  〒812 骨 (092 )7 5 - 0 4 2 5



見事に解決
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⑤月星ポリコf ム鋼板

建 築 の 近 代 化 に と も な い 着 色 亜 鉛鉄 板 の 需 要 が 増 大 ノ 目

建 材 と し て の 断 熱 性 や 防露 性 な ど に 問 題 の 解 決 が 強 く 目

の ぞ ま れ て い ま す 日 新製 鋼 で は こ れ ら の 諸 問題 を 見 目

事 に 解 決 ま っ た く 新 し い 建 築 素 材 〈月 星 ポ リ フ ォ -

ム 鋼 板 》 の 開 発 に 成 功 い た し ま し た 目

こ の ポ リ フ ォ ー ム 鋼 板 は 月 星 カ ラ ー 及 び E 鈴 鉄 板 の 裏 目

面 に 発 泡 ポ リ エ チ レ ン を 熱 融 着 さ せ た も の で す ぐ れ E

Tこ断 熱 性 と 防 露 十生 さ ら に 経済 性 ・ 防 音 性 ・ 加 工 性 を も 目

か ね そ な え た 画 期 的 な 新製 品 屋 根 材 と し て 最 適 で す 目

- 夏は，京 し く 冬 は 版 力 、 い 寸 く れ た 断 熱 効 果 /

・ 防r t I 生( 結ぶ防 止 ) に す く れ 錆 び の 心 配 カ 、 ら 角 平 成 /

. ]] IJ に 断 熱 材 を 用 い る ニ と な く 労 力 や 工 期 の 節 J 衣lニ.

きわめて車圭，斉的 /

・赤茶・肯 ・緑 ・薄緑 ・ク レー なとカラ ーフル な色杉 .  

・ 雨 l告 を 完 全 に シ ャ y タ ー ア ウ ト す く れ た i明日性，. .

・ m ; l の 富 治 幽 け に も び く と も し な い 抜 若 干 の 加 工 性圃a

ｬｵＭｪｅ 指 ｾｅ￭ ｊＳ ｦｧ 叩
本 社東京喜 Ｑ 千代田区丸の内 Ｓ 丁目 Ｔ 岳・竺Ｍ六ヒルｬＱｬｩ東京ｗＢｾ大 ￮Ｍ［ＮｋＵＵＱＱ

大 l I t I 支 社 大 理 市 東 豆 大 - - 吊 ち 正 日 ヒ ル 1m大! I t 1i I i 大・て主 1331

名古屋支宕 名古旨市中円区笹巳 Ｕ ・ ｬ 丁目ｾＮｪ｝晶ｲｈｉｉｬｉＡＡｉヒル TEL ￟ 口元 ｾＺｴ ，・会主 ＶＰＶＱ

宮 某 . u 司 24 7524 ｾ巳Ａｊ｡￟ Ｑ Ｎ 、 ｟｟ｴＴ ｗｍｴＱニｾ羽 Ｔ
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美装塗床仕上材

ヨ ｦｾＱ ゴー
美装塗壁仕上材

つ ｬｴＭｊｉｉｾ ・ ＳｅＱＮ
間隙充填材

Z組 日 中 羽 抽 出

内壁美装仕上材

当ョトJII : J ートM

内外装材

ヨォーJ b::J -"S

大阪支社

大阪市東淀川区中島町4-8-3  

T EL 大阪 06 - 303 - 1117附

水島営業所

T Eし 倉 敷0864- 46- 1  515 

四国営業所

T E L 高キ丑0878- 62- 6221 

神戸営業所

T Eし 神 戸078- 32- 2 9 2 8  

京都営業所

T E L 京都 075 - 671 ー 18 1  8  

通気性吸音板

白ヨ・9 リ- 1- -

ｾＥｄ ・ＺＺＱ［Ｂ
機械台座用材

，ニdEd且司副! J

コンクリート用接着補修材

司自ート，ｩｉｩ［Ｂｾ
不燃性吸音吹付仕上材

三 重 ヲ ヨ ザ ト

着色耐摩耗性床材
H  

ｐＭ ｊＮ込ストロＺｊｾ
通 気 吸 音 板

本社

東京都千代田区永田町2 12  14 

T EL 東京03580 1411 (大 代 )

出張所

名 古 屋 ・札 幌 ・仙台・北 陸

広 島 ・福 岡

営業所

北関東 ・4黄浜 ・静岡 ・宇都宮

千 葉

駐在所

金 沢 ・鹿島 ・長 野
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建 築 に お け る ガ ラ ス の 歴 史 的 な か か わ り の う え で ， ガ ラ ス の 機

能 と 表 現 性 は ， た ゆ み な く 追 求 さ れ て き ま し た 。

そ し て 今 や ， 不透 明 な フ レ ー ム を 取 η 除 く こ と に よ り 純 粋 に 透

明 で し か も 実 体 で あ る フ レ ー ム レ ス の ガ ラ ス 開 口 部 や . 巨 大 な

ガ ラ ス の フ ァ サ ー ド を 可 能 に し た サ ス ペ ン シ ョ ン 構 法 な ど が ，

そ の 最 も 新 ら しい 成 果 で す 。 す な わ ち 「 グ ラ サ ー ド 」 は ， 人 間

本 来 の 自 然 な 欲 求 で あ る 透 視 関 口 部 の 巨 大 化 を 可 能 に し ま し た 。

( F = F r a me l e s s  S = S u s pe ns i on M = Me t a l  M ull i on)  

・ 写 真 = 三 ツ 輪 ピ ル ( 大 阪 ) の グ ラ サ ー ド F 言宣言十/ 清水建設

・ グ ラ サ ー ド に つ い て の 詳 し い 資 料 を ご 希 望 の 方 は 弊 社 普 及 謀

K  S - 12  { 系までお申 しi込 み く だ さ い 。

。 シ 旭 硝 子 株 式 会 社

本 社 ・ * 京都千代間区 ;!L ノ内 2 - 14 郵便需号 100

大阪支 Ａ 苫 ・ 大阪市 北 区 ＱｾＺ ， ｦ，ｾ船大 工 町 ＵＳ Ｈ 毎日 大阪 会 館ｽ

重lifllii 昨り530 '，1]: 話 ( 06) 3  6  3  - 1  1  2  1  

4  
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色

に

風

雨

BP:  
-

〈色彩〉

・ グリーン( 緑)

・ダークブラウン( 茶)

・ロ イヤルレッド( 赤)

・カセドラルグレイ( 寺院)

、

. 美しい色調です ( 4 色 )

美しさは永久的で変色の心配はありません 0

. 軽くて割れません

シングル葺きは極めて軽< 12kg/ m

2

程度で日本瓦の?i の

重量 です 。

- 防水性と耐久性が抜群です

棟、谷、立上りも、自由自在で、勾配は 15/100から可能

で、防水性は完壁です 。

. 雨の音がしない屋根材です

良質なルーフイ ング原紙とカナダの 天然、アスフアルトで

出来ています 。
. カタログご請求ください

・類以品がありますので、御注文は

B P シングルと御指定願います

マルヱスルーフイン グ ・ピニヱスタイル“ s P " 製 造 元

日 新 工 業 株 式 会 社

日 新 工 業

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2  1  - 2  8  T  E  L  ( 882) 大代2424

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  8  T  E  L  ( 53 1) 代5 2 8  1  

名古屋出張所 . 名古屋 市千種区千種通 2 ー 19(妓阜正ビル ) T E L  ( 74 1)  6257- 8  

広 島 出 張 所 広 島 市 八 丁 掘 1 2 ー 1 6  ( S  Y ピル ) T E L ( 21 ) 1019 ・6061

九 州 出 張 所 福 岡 市 大 手 門 1 - 1  6  - 1  4  T  E  L  ( 74) 3  4  6  1- 3  

5  
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ビ

ル

が

変

れ

ば

窓

も

変

り

ま

す

ビ

ル

が

高

層

化

・

マ

ン

モ

ス

化

す

る

に

つ

れ

て

、

そ

の

窓

も

変

り

ま

す

。

大

き

な

ビ

ル

の

窓

に

は

、

気

密

性

・

遮

蔽

性

・

清

掃

の

安

易

き

・

熱

損

失

の

多

少

・

採

光

性

能

な

ど

、

あ

ら

ゆ

る

面

か

ら

検

討

さ

れ

、

す

ぐ

れ

た

も

の

が

要

求

さ

れ

ま

す

。

さ

ら

に

ビ

ル

の

顔

と

も

い

え

る

窓

に

は

、

ビ

ル

の

外

装

を

生

か

す

美

し

さ

も

忘

れ

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

ス

イ

ス

で

生

ま

れ

た

エ

ル

ミ

ン

窓

が

各

方

面

で

話

題

に

な

り

、

注

目

を

集

め

て

い

る

の

も

、

こ

う

い

う

ビ

ル

の

マ

ン

モ

ス

化

時

代

に

窓

の

性

能

が

再

検

討

さ

れ

た

結

果

じ

は

か

な

り

ま

せ

ん

。

-

エ

ル

ミ

ン

窓

は

ブ

ラ

イ

ン

ド

内

蔵

・

回

転

式

ア

ル

、
、

二

一

重

窓

で

す

二

重

構

造

と

内

蔵

ブ

ラ

イ

ン

ド

、

す

ぐ

れ

た

断

熱

構

造

及

び

)

高

い

気

密

性

が

、

抜

群

の

遮

蔽

性

、
話

相

t

f

u

l

臨

を

発

揮

し

ま

す

。

騒

音

・

外

気

は

ミ

蓮

寺

A

M

M

訓

言

明

室

内

に

オ

フ

リ

ミ

ッ

ト

。

冷

暖

房

ミ

雲
喜
一

/

三

日
戸

川

効

果

も

た

か

め

ま

す

。

外

光

調

整

院

佐

佐

「

レ

子

詰

問

も

思

い

の

ま

ま

で

す

。

ま

た

エ

ル

耐

山

刷

閉

山

川

釧

附

配

輔

、

こ

ン

窓

は

横

軸

削

度

回

転

式

で

す

標

か

ら

、

ロ

ッ

ク

を

は

ず

し

障

子

部

分

を

回

転

さ

せ

る

こ

と

に

よ

り

、

高

層

窓

の

外

面

も

手

が

る

に

清

掃

で

き

ま

す

。

ブ

ラ

イ

ン

ド

に

も

挨

り

が

つ

き

ま

せ

ん

。

こ

の

よ

う

に

数

々

の

特

色

を

持

つ

エ

ル

ミ

ン

窓

は

、

ホ

テ

ル

病

院

・

学

校

・

寒

冷

地

の

住

宅

な

ど

各

方

面

で

、

時

代

の

要

求

に

こ

た

え

た

新

し

い

窓

と

し

て

ご

好

評

い

た

だ

い

て

お

り

ま

品

ふ

9

0

-

エ

ル

ミ

ン

窓

に

は

8

つ

の

特

徴

が

あ

り

ま

す

①

二

重

ガ

ラ

ス

に

よ

り

熱

損

失

が

少

い

②

遮

音

性

能

が

す

ぐ

れ

て

い

ま

す

③

ア

ル

ミ

形

材

に

挿

入

さ

れ

た

断

熱

材

に

よ

り

熱

伝

導

が

少

な

い

④

水

密

・

気

密

が

完

全

で

す

⑤

ガ

ラ

ス

に

も

枠

に

も

結

露

を

生

じ

ま

せ

ん

⑥

ブ

ラ

イ

ン

ド

が

内

蔵

さ

れ

て

い

る

の

で

冷

房

負

荷

を

へ

ら

し

ま

す

⑦

横

軸

制

度

回

転

し

内

部

か

ら

外

部

ガ

ラ

ス

の

清

掃

が

可

能

で

す

⑨

大

窓

に

も

適

し

ま

す

エ
ル

ミ

ン

窓

は

住

友

軽

金

属

の

す

ぐ

れ

た

ア

ル

ミ

形

材

を

使

用

し

て

い

ま

す

製 造 ・ 販 売 ・ 施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東京都中央区日本橋江戸備3- 7( 第 2 三木 ピル) 電 ( 272) 1841代表

営業所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 1  2  5  ( 東洋ピ J レ) 屯 ( 441) 1979直通

。 住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社
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も耐えていかなる苛酷な条件に

しい特性がこのすばら

建築を守ります

特許

*'決。々 6防水ＧＮ￰ｾ ゅう ＱＴ ，. ... 

、瞬

.  

※ 新アスタイトの開発に成功- 4 種類から 2種類へー

※ 建築構造の多様化に即応した特殊防水仕様の採用

※ 建築物の大型化に備えた歩行用及び室内、地下防水仕様の強化

※ 強力ギルソイドー主材料として特に 重点的に改良

※ ベースルーフィングの採用 一駄米に比べて湿気の多い我が国独 自な配慮

※ ギルボードf采用によるインシュレーションイ士ネ長の石在立

折曲げ試験ですばらしい

柔軟性を示すギル ・アス防水 層

折曲げ試験に耐えきれず

に破断 した一般防水 層

.  

責 任 施 工 組 合 員 名 簿 ( 西 ア ス 会 員 ) S .  44. 5 現 在

近 館 地 方 日 本 滋 青 工 業 側 大 阪 支 庖 附 名 主 主 商 式 附 小 島 工 務 庖 正 和 商 事 株 式 会 社

附 久 保 商 庖 石 井 建 材 有 限 会 社 高 僑 建 材 庖 中 国 ・ 四 園 地 区 九 州 地 区

側 木 下 護 三 商 応 胸 中 出 商 会 日 東 物 産 株 式 会 社 青 盛 建 材 株 式 会 社 青盛建材体制福 岡 営 業 所

側 井 上 浄 夫 商 庖 千 代 田 建 材 株 式 会 社 太 田 建 材 株 式 会 社 青 盛 建 材 側 岡 山 営 業 所 高 稲 工 業 株 式 会 社

側 大 和 商 会 側 タ テ パ ヤ シ 商 会 北 陸 地 区 陶 小 野 甚 商 庖 高稲工業側北九州営業所

高山工業側大阪営業所 田島応用化工附大阪営業所 北 川 涯 青 工 業 株 式 会 社 側 浜 原 箆 商 庖 石 素 産 業 株 式 会 社

内 外 工 業 株 式 会 社 東 海 地 区 北川澄背工 業附 富 山出 張 所 側 浜原登商 庖 防府 営 業 所 高 稲 工 業体制大 分 出 張 所

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 岡 田 建 材 株 式 会 社 北川 挺膏工業鮒福井出張 所 古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 稲 工 業 側 熊 本 出 張 所

〈ぬ

ム

ロ

ム

ロ

事 業 協 同 組

事 業 協 同 組

ト

ト

j レ

J レ

アフ

フ

本 ア ス

本 ア ス

日

日

東

西θ  
ア

東 京 ・ 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 11の 13田 島 応用 内 T E L 代 表 ( 866 ) 6101

大 阪・ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 の 7 4  T E  L 代 表 ( 441 ) 5951

札 幌 ・ T E  L  ( 22)  6  0  3  8  福 岡 ・T E  L  ( 28)  2  8  0  7  

仙 台 ・T E  L  ( 22)  6  4  1  3  広 島 ・ T E  L  ( 21 )  2  2  8  1  

名 古 屋 ・ T E L ( 571 ) 6 3 6 1  岡 山・ T E  L  ( 24)  2  6  9  2  
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独得な組立法により 、取 付 は 簡 単

カラー特殊ア ル ミ合金( フレクサラム) を使

用しているので、般公で、美しく、3 < . . 1也のアル

ミ合金では与えられない豊かな ') lii ) J 性のため

ピス止めの手間がなく、取付は迅速、補修、

とり替も簡単です の

レディメードが生んだ口ーコスト

コイルから直接成形するので、 I乏尺 が可能で

あり、切断 ・4装車:J t - 折り l出げ ・アー ル加l じが

自由にできます 。 パネル棋ｾＡｩ色は Ｑ Ｕ 色で形状

Ｈ 断 面Ｉの磁類も盟 ｦｾ ［ 、 レ ディメード製品のた

め仙i格が安いのも干年長です 。

材 質 は 最 高 級 品 を 保 障

完全な耐制 ＡＱｾ Ｑ 二 材 料のため、断 Ｑ Ｈｬｩ が現われでも

腐 蝕 の 心配 はなく 、イ く［撚ド ｼ ニ ・ 耐 ｊＢＯｾｦ 毛性の ｊ ｟ ｉ 立 ｉ ｾＺ ｊ＠

級 品 で す o H'出I} も水洗い で簡単にすみ、メン

テナス費 ｮｾ も不要です 。

総発売元
縦く伝統・ l引11 へ の 飛似

現代建築の夢 一一 画期的な内・外装材

コじヨヲヨc. . . . ヲコJ L- J [ I -

〔ハ ン タ ー ・ ダ ク ラ ス 社 技 術 提 携 〕

製造元 三 協 ア ル ミ ニ ウ ム 工業 株式会 社

詳 細 は カ タ ロ クを ζ 請 求 下 さ い

<i9 
4毎宅走業株式言E赤土

ｾ＠ J;( 文 字t_ *J ;( 附 千 代 1I11正大 F 回r 1 1" 114 ( 大 F 町ピル) 苅! J k (03)  201- 64 11  

札 制 支 l ， I i 守L 剛 山 北 三 条 州 4 l i -11 ( 11 本 屯 命 ピ ル ) '11 ｊｾ＠ (0122)  23 - 7161  

れ 山 I"¥! Ji. Vi  t ，，'i I11  di 中 1;<. 蹄 2 l i J  15 - 2 2  (  111組 ピ ル ) 'Il J b ( 052)  201- 3271 

/}.; 向 支 前 広 品 市 峰 町 II の 10 ( 千 代 間 生 命 ピ ル ) 電 ｊｾ ( 0822)  28 - 0586 

八 幡 支 山 北 九 州 出 八 幡 l正 (1 111 町 1 の 1 10: ｾ ｫ＠ (093)  67 - 513 1  

金属建材部 ・本 社 大阪司叫{ 区今橋 5丁目 14 電話 (06) 231- 8 4 6i  ( 大代表) M 同 支 /，1; ｾ， ｉｉ 刈市綱刷町 Ｒ J' U  2  Ｈ ｾ ， ｉ ，Ｂ ｉ［Ｇ ， ー ピルＩ 司! ，lb ( 092)  28 - 6231 
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v  

、

ドアチェ ック 60シリ ース

ドアチェ ック 70シリー ズ

、

ドアチェック 80シリー ス

フロア ヒンシ

その他

ラパ トリヒ ンジ

ピポッ 卜ヒ ンジ

ドアハン ドル

N E W * S T A R  

ぅ!モ品質 性能とな用禁スライド式

z ユースターf j1"ペI.，--g

片引 き戸内観図
上枠断面懸吊要領

ｾ日間円一戸
卜一一一OW 1  

'80白 磁 3∞ 一 3回 一 一 3田

レール取付緩例図

. ニ ュースタースライド式ドアオペ レーターの特徴

_ J  

-J  

u  

.f.P I!lll. t、.Yoて f ｾい

535 

・印 hJ . NSl - 4の刈合1:

600
1': 変質 され J t

内

・illi 圧 の長所と ，包気l;:.¥. の平Ij} ，'，i，とを組合せた新製品 です。 ・ilil l T : 淡白がついているために |射る迷 lぷが 「ゆるく J r なめらか」て、す 0 ・パルプの利守主

で閉る述脱が自 ｬ ま ｬ に変えられます 。 Ｎ ｉ Ａｴ ｊ る予 ｬ￬￭￮ で ー 且 Ｑ Ｑ Ｚ Ｚ って 、その后ゆ るく ｲ ｾＱ り ます。 Ｎ ｻ ， ト Ｇｬ Ｇｬ ｉ の 上ｌ ｩ 合、すぐに下で峰く附 ｼ 羽が 出 来ます。 ・ ｦ ｩｬｬｩｦ 符が

安く、日IJ 途 工 事 が ほ とんどない 0 ・i 阿 .[ __[ Ｉ ｊ ｾ 、保守が ｾ ｉ ，Ｇ ，Ｇ［ Ｇ［ に 簡単 です 。

恒 面、

閣

日本l ! Y '一子工、υ ケ袋、単〓式命社
，，+， r) " - ， ｾＧｹＭＯ 苓芝入ー Ｑ 不 日 f

本 社 工 場 大 阪 市 乍 野 区 総 矢 柄 町 2 2  2  7目指 ( 06) ( 758)  1 2 5 1  ( 代)

東 京 支 l苫w.: J;r Ｑｩｉ ｾ千 代 旺 ｬ 区神田小川町 Ｒ Ｍ Ｑ Ｒ Ｈ 信 愛ピル Ｉ 電話 Ｈ ＰＳ Ｉ ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 n j車 中 央 通 り 月 来 3 1  4  - 1  ?世話 ( 01 22 )( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 1ヒ 6 ｾ 昨丁 Ｑ Ｘ Ｗ 市 町 Ｈ ＰＲ ＲＲ ＩＨ ＳＴ Ｉ 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 鹿 市 北 区 浪 打 町 2 - 8  0 ー 2 -，，!!結 ( 052)( 981) 7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 ぬ !};t. ' 1 < 俊 郎 佐 東 町 総 井 2 0 5 電 話 ( 08287) (  7  )  1  6  1  1  

福 岡 出 張 所 柄 l出l 市 天 神 4 丁 目 4 帯 2 4 電 話 ( 092) ( 74 )  2372 .  3312 
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の 製 品 に は ・ ・

r ぺ潤i 。
- ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

111霊
。

初ート

。
S T - 8 4  (18- 8 ステンレス )

1111 
。._-

- ｾ＠ -
。

邑』てｾＭ・・司・ Ｖ ・
。

1111 
。 • 可

ーR A システム

- 仕上はサテン仕上です

. R A システム (90。抜け芯装置付) です

・高 精 度 を誇 り、耐蝕性 ・耐 熱' 性に す ぐれ

錆びたり変色したりする事はありません

・18- 8 ステンレス、木ネ ジ付 き で す

寸法( %) 板 厚 木ネジ穴の数 木ネジの太さ及び長さ 梱包数量

全長 +黄巾 (%)  
+  

税、
(枚)

8 9  8 9  2.  5  6  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2. 8  8  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・ 2 枚 木 ネ ジ付 紙 面 入

木ネジの革命ヌ侃イヲー

. jijt で ガイ ド( 下穴) を設ける必要がない。

・全 ネ ジ 式 で す か ら 密 Jff が 良 く 振 動 の た め に

抜 け て く る よ う な こ と は な い 。

・釘 ;1犬の音11分 で 木 音11へ 安 定 し た 似 合 が出 来 る

の で ド ラ イ パ ー の機 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に 凶 定 出 来 る 。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 損 が

少なく 反 復 作 用 に よ く 耐 え ま す 。

※ ミア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以 上 ( D R- 844.  

N  R - 64.  S  T - 84. S  T - S  L - 84- 1 ) には:

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

. 最 新 型 ウ オ ー ル

レ ジ ス タ ー セ ッ ト EWι シ究ター・米国 F HA糊

- 自 然 換気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か。
レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 温 調 節 が 容 易 。 N o. 5 5- R

・ シ ャ ッ タ ー 120・ 迄 自 在 調 節 止 め 付。

・錆 の 発 生 、 変 色 が な く 温 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス ッ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調。

・風 雨 の 晒 す 場 所 で も 雨 の H欠 込 む 心 ク‘ リ } v

酋己がない 。 N o. 5 5- G

・ ソフ トシ ー ト に で 取付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

夕 つ き が な く 、 完 全 密 着 取 付 け 施

工 が 出 来 る 。

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 悦 ( 吋 )

縦 | 検

表 面 板 寸 法 (' %. )

縦 | 横

150 ( 6  ")  

150 ( 6  ")  

150 ( 6 砂)

260 ( 10つ

310  ( 12" )  

360 ( 14つ 395 

195 295 

195 

195 

345 

取 付 部 分切 込 み 寸 法 ' %. ( 吋 )

縦 | 横

褒面板寸法( ' % . )

縦 | 償

150 ( 6 つ

150 ( 6 つ

150 ( 6  " )  

260 ( 10つ

3 10  ( 12")  

360 ( 14")  

E

U

E

1

M

E

a

 

n

u

d

内

u

d

《

M
U

l

-

-

295 

345 

395  

出 鉄 筋 住 宅 の お 部 屋 の換 気 、 冷a畳耳再装低の i且l瓜 口 に は 理 想 的 な

吸 入 、 排 気 の レ ジス ター、グリルをセ γ ト して 使 用 く だ さ い 。

匂t

.-..115 規 格表 示 許 可 工 場 住 宅 公 団 ・建 設 省 指定 メ ー カ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

. 本社 大 阪 市生 野 区 巽 矢 柄 関T 1  2  8  T E L *乱 以 …Lは明明一大嫡棚蜘阪阪貯(げ7

エ 場 束 大 阪 市 布 市 町 5 0  T E L枚 岡 (ω81け) 5  5  6  6  

束 京 東京 都 干代 回 区 外神 回3シ- 6ト- 1は2 T E L東 京 (げ25幻3) 日ω317 - 8  
出 張 所

10 



'  

宅ラヌ令: ;

ｾラ Ｓｶ ト

e ラカョ，ト

@  

倉敷レイヨン中央研究所

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( C E R A MI C  S K I  N) と

云 う 意 味で 砂 粒 状 の 有 色 陶 砲 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 液

状 と し た も の で 、 こ れを ス プ レ ー ( コ ン プ レ ッ サ - 1受

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画 、 天 井 etc に 吹 付

け 、防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

キ寺 f数

- 色 彩 高 熱 焼成 ( I  250. C ー 1350. C) に で 発 色

し た 陶 也 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん 。

. 防 水 性 通 気 性、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱菌室、弱アルカリに対しては変化を起

し ま せ ん0

. 耐 寒 性 - 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の異常は認めませ人。

. 下 地 コンク リー ト打放し 、 モ ル タ ル 、 べ 二

ヤ板、辛口壁、ブロ ソク、 ス レート、

テックスま頁 etc.

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 っ て 下 さ い 。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工 場/ 大 阪 府 領 津 市 別 府 3 6  5  T E L 大阪 (381 )9131 - 5

東京出張所/ 東 京 都 港 区 西 新 矯 2 - 2 1 - 6 T E L 東京 (431 )7106- 7

仙台出張所/ 仙 台 市 堤 通 り 3  0  T  E  L 仙台 (23 1  9  2  7  

漏 戸 工 場/ 愛知県瀬戸市大字山口宇南山 1 3  8  

11 



日本のシャッター界をリードする画期的新製品. グ

ース全長 ( =W+ 2C )

工

三点押釦スイ ッチ

言

使用モータ一

三 相20 0 V 50/ 60%  40 0 W 

4  

内

〈

i

v

n

ノ

』

古

同

さ

(

H

)

2  

停電時用手動チ ェン

4  5  

幅 (W)一一

3  6
M 

開閉機使用範囲 ( スラット S C I 6)

可1

• 

ブラケ y ト

L 型

電 動 開 問 機

L 型'，Li: 1iJJllf JI -!J J機 は 、 11 木 シャ y ター 技 術 研究 所 において 、ムー

1f. に わ た り、 |主|、工大 'γ':Hl'，斤i機 械 仁 、戸;'';¥1消 教授 の 折 導をあおき、つ

つ 、、 ｉｈｉ Ｚ 技術ｼ却 が 総 Ｉ ｊ を あ げて 研究開先 し 、 逆に 従米 の ｉｉｈｉｾｊ 機

の 概 念を 破 ってラ ヒ Ｑ Ｆ した ｰ ｬ ￎ ｉ 則的 な ｾＩ ｲ 製 ＱＱ ｬ Ｑ です 。

この ｉｬ ｦ Ｍ ｊ 問機 には ｾ￻Ａｦ￬ｉｊ に お ＱＱｪ ちた ｾＩ ｲ 機柿 が 数 多く 取 り入れら れ て

お り( 村" 午 3 1' 1 、 'ム 川 新 案 2 1' 1ーを 1

1

1'1即!i[ 'I' ) 、減速機、 モー タ一 、

ブ レーキ 機桝、十;γI 'Lt II.

l

j: 川 手 助 装 iUは も と よ り、リ ミッ トス イ ッ

チ 、 配1立板 に ゼ る ま で、 す べ て を 一 つ の l 'li 河内 にコンパク トに

ｲ Ｚ ｬ ｾ ｬ めでありま す 。

fえって 、立j J ; 築設。n 1".の車内りが非常 に簡 単 で 、 しかも 、 l 附 J や

そ の 後 の ｩｾ 仁 ｊＧ点 検ブ ｪｾ も ｾ にできるよう 将来 さ れ ております 。

これ らの 点 から 比 て 、1，r:-*との 製 品 に比 べ総ゆる 点 に禿 れてお・

り、 シャ ｹ ター ｬｩｦｊ ｉ ｾ Ｍ ｊ 機 の 決ＧￆＺ版 といえるでしょう 。

出 版 中 特 許 リ ミ μ トスイ y チ 実 用 新 実 巻 l & り軸 との 連 結 機帆

ガ パ ナ - 1融制 お よ び L 型 機州

手 動 機 例 チ エ ン収 納 箱

- 特長・

1  開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2 . 凸部のない 真直なシャッターケース 。

3  袖壁は不用です 。

4. 減速機摘はすべて完全密閉式です 。

5  小型で耐久力に 富む減速機構。

6  給油の必要かありません 。

7  エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8. リミット・スイッチを完全に内造。

9  手動操作をひとつにしました 。

10 ヒユ ース装置の取付けが可能。

11 一斉 ・両面・ 遠隔操作いつ れも可能です 。

日 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 ，j; ｾｊｩ＠ ) L r- *  3  r  11 1  1  5  9 併 地 泡Ui ( 代 ) <I ' IJ;(( 41 )6325 

大 阪 工 場 大 阪 ，j; 点 淀 川 区 川 川 辿 6 J I  1  3 8 1ft! 也' ，U: ，:，rj ( (i; )( 301 )  3 6 5 6  

九州工場 制 ｼ拍 ｊｾ Ｎｵ Ｈｉ ｉ［ ｕ Ｚ 日 平 ＨＱＱ Ｍ［Ｑ ｾ ｉ＠ r  (<1' I以後1 ; [ 2  7  2  7  I存地 ・世ぷ Ui; )( 65) 6 1 3 1  

名 古 屋 工 場 :}' ， 1
1
1  hA rli 小 川 lメ .It i  [111  r  2  r  11 1  2 併t I h 廿祈 ( 代 )( 361 ) 7 4  4  1  

12  
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島

九

児

北

鹿

松

島

分

崎

高

広

大

宮

岡

陸

戸

山

静

北

神

岡

台

部

西

浜

仙

東

城

償

所業営



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

日本万国博建築講演会( 第 1回)

一米国・ソ連館の外人設計者を迎えて-

4  ‘ 新宮殿建設記録映画の上映と講演の会

日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築

学会近畿支部・日本建築家協会関西支部

共催

日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築

学会近畿支部・日本建築家協会関西支部・

大阪建設業協会・日本建築材料協会

共催

8月 5 日( 火) 13.30- 17.∞ 

大阪科学技術センタ - 8階大ホ ール

( 大阪市西区靭 1- 118 靭公園東北詰)

400名( 本会割当1∞名)

往復はがきに限ります。はがき 1 名限りとし ，氏名 ・勤 務 先

名及所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名を記入の上 7月28日

までに事業課へ。

ただし定員を超過した時は拍せんにて決定し ， ど通知いたし

ます。

4 新建築研究ゼミナールと見学会

大阪三菱ビルディング新築工事

時

場

員

込

日

会

定

申

光之助氏

日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

共催

8月11 日 ( 月) 13.30 (集合) → 17. ∞( 解散)

大阪市北区堂島浜通 1丁 目 ( 堂 ビ、J レ前)

建築中の大阪三菱ビノレディング南玄関前 ・目標会旗

Oゼミナール 13.30→ 15.00 ( 3 階会議室)

1. 建物の概要につい て 大 林組堂浜工事事務所長

2. 施 工計画について 大 林 組 堂 浜 工 事 建 築 係

3.仕 上 工事と設備の概要について

大林組堂浜工事建築主任

4 外装材のテス トに ついて( スラ イド併用)

大林組堂浜工事( 元〕建築主任

15. 00→ 17.00 

日 時

集合場所

7月24日( 木) 13. ∞( 開湯) ・13. 30 ( 開会) - 15.30 ( 閉会)

大阪市東区高麗橋 5 丁目50 ( 御堂筋西側)

朝日生命 8 階ホーノレ( 屯 話202- 1371)

13.30- 14.30 

O C: 造 営 工事について

株 式 会 社 大 林 組 取 締役 東京支底 次長

( 前宮殿造営工事共同企業 体工事事務所長) 府 }II 

14. 45- 15. 30 

0 1宮殿の造営」技術篇( シネマス コープ) 1巻

450名( 本会割当 100名)

l ∞円( 当日 会場受付 lζ て頂きます〉

普通はがきで 1 :名のみ とし，述名のお申込はお断り しま す。

氏名 ・勤葛先名 ・および所在地 ・述絡電話番号を記入の上. 7  

月21 日までにそれぞれ所属の会へお申込下さい。但し定員にな

り次第期限前でも〆切らせていただきます。そ のため葉書か電

話で折返しと来場をお断りする方が出ると恩いますので，あし

からず ，お許しを願います。当日は 13時より受付を開始し ，入

場していただきますが，遅れた方は立見席でど辛抱願う乙とと

なりま すので，なるべく早い自にど来場下さ い。なお ，会場で

のお申込みは一切受付 けませんのであらかじめど了承おき綴い

ます。

時

場

演

画

員

費

込

日

会

講

映

定

会

申

徳 氏

夫氏

義

奥

チド

村

氷

JI協

4 新設のビール工場を見学する会

地 上151法

地 上 2 階

( 床版のみ R C造)

地下郎分 S R C 造 地 下4 階 ・ベタ基礎

さ 最 高 部 G L  + 66. 772m 

期 昭 和42年 3 月→昭和44年 8 月 (30カ月)

150名

100円( 当日受付でいただきます)

往復はがきに限ります。氏名 ・勤務先名及所在 地 ・連 絡 定 話

番号 ・返信用宛名を記入の上 7 月28日までに事業課へ。

ただし ，定員を趨過したと きは抽せんにて決定 し，と通知い

たします。

雄 氏

之氏

H召回

1m 

ドす

新

大阪市北区堂島浜通 1丁目 15

株 式 会 社 三 菱 銀 行

三 菱地所株式会社

株 式 会 社 大 林

3. 562.  oorrr 

3， 137. 27 rrr 

37，361. 19rrr 

地 上 郎 分 高 層 部

低層部

組

S R C造

S 造

0 見 学

建築慨要

所 在 地

建 築 主

設 計 監 理

施 工

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 ・規模

一一サントリー桂工場一一

日 時 8月 2 日( 土) ・13.30 ( 集合)

集合場所 阪急電車京都線，長岡天神駅前 ・目標会旗

12.47 阪急道車悔間発急行乗車→高槻市駅 l乙て普通に乗替

へ →長岡天神下車，電車賃往復( 大阪より ) 220円各自負担

14.∞ ( 長岡天神駅より徒歩約20分にて工場着， 見 学) →

16.∞( 工湯 ( Cて解散)

建築概要

工 事 名 称 サ ン ト リ ー 桂 工 場 新 設 工 事

建 設 地 京 都 府 乙 訓 部 長 岡 町 大 字 調 子 小 字 硲

建 築 主 サ ン ト リ ー株式会社

設 計 ・監 理 株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

敷 地 面 積 132，OOOrrr

総 延 面 積 47，5∞rrf 

構 造 ・規模 S 造 ・P C 造 ・S R C造~平家建 ・2 階建 ・3 階建

麦 芽サイロ，仕込工場 ，貯酒工場 . i P過原動機工場，

瓶詰工場，給瓶工場，製品倉庫，事務所，従業員施 設

昭和42年11月 l 日→昭和44年 4 月 15日

工場見学

13 

員

費

込

高

工

定

会

申

期

50名

往復はがきに限ります。氏名 ・勤務先名および所在地 ・連絡

電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し 7 月25日までに事

業課へ。ただし，定員を超過したときは拙せん! とて決定し，

ど通知い たします e

工

員

込

定

申



東京都港区芝浜松町 3 - 5

世界貿易センタ ー ビ、ノレ新築工事場 ・目標会旗

( 国鉄浜松町駅より芝増上寺大門の方へ50m響備室北入口前)

員 30名

集合場所

4 新建築研究ゼミナールと見学会

ホテルプラザ新築工事

ー日 本 建 築 協 会 会 告

v  

5∞円 ( タクシ 一代 ，霞が関 ビ〉レ入場料，その他， 当日会場

でいただきます)

往復はがきに限ります。

はがきには l 名限り氏名 ・勤務先名所在地，連絡先電話番号，

郵便番号，返信用宛名を必ず記入の乙 と。

〆切は 8 月5 日

申込が定員を超過したときは委員会で拍せんを行い，参加者

30名を決定します。

申込者に はその結果を 8 月12日までにお知らせ しま す。

参加者には参加証をお送りします。

世界貿易センターヒ〉レのみ見学ど希望の向は申込はがきに明

記して下さい。

乙の場合会費は不要です。

費

定

A  

コ玄

日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

共催

込

参 加 者

申

8月28日( 木) 13. 30 ( 集合) → 17. ∞ ( 解散)

大 阪市大淀区大淀町 2 丁目 2

ホテ J レプラザ東玄関車寄( 大阪タ ワー隣り) ・目標会旗

O ゼミナール 13. 30-→15.∞ ( 2 階大宴会場の予定〉

1 . ホテルプラザの建設について

ホテノレプラザ企画業務部長

日 時

集合場所

考備

平氏

功氏

次田

村

秋

中

世界貿易センタ ー ビソレの見学

13. ∞ - 14. 50 ( タクシ ーに分乗霞が関 ピJ レへ約10分)

2. 霞が関 ヒツレの見学 15. 00- 16. 30 (同 ビ、ルで= 解散)

〔参考〕 ・自由行動

( 新大阪ご東京間運賃￥4. 130x 2. 各自負担)

( 往) 9. ∞新大阪発ひかり 18号乗車→ 12. 10東京着

( 山手線IC乗替え浜松町下車)

( 復) 17. ∞東京発ひかり 37号桑車→20. 10新大阪着

17. 20東京発ひかり 39号乗車→20. 30新大阪着

。世界貿易セ ンター ビルの建築概要

建 築 主 株 式 会 社 東 京 タ ー ミナノレ

総合建築計画 株 式 会 社 東 京 タ ー ミナノレ企画室

設 計 ・監 理 日建設計工務株式会社 ・武藤研究室

鹿島建設株式会社

程f寸

身司氏

市民

夫氏

郎氏

正

文

照

主

口

沢

岡

原

砂

宮

松

神

中

2.設計計画について

大成建設大阪支庖建築部設計課長

3. 構造計画について

大成建設大阪支庖建築部設計課構造主任

4. 空調衛生設備計画について

大成建設ホテ J レプラザ作業所設備主任

5. 電気設備計画について

大成建設ホ テJ レプラ ザ作業所電気主任

6. 高層建築物の施工基本方針と施工について

大成建設ホ テノレプラザ作業所工事長

15. α〉→ 17.∞

パスタ ー ミナノレ ・公共駐車場 ・展示場 ・庖鋪 ・事務所

東京都港区芝浜町 3 - 5

16. 080. 99m 

9.573. 17 m 

153.841 . 36m 

工

用 途

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造

高 層 部

施

0 見 学

工事概要

所 在 地

建 築 主

設 計 ・施 工

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

階 数

軒 高

構 造

下 部 R C造 ・地下 l 階~地上 2 階 S R C造 ・地上 3 階以

上 S 造

周 辺 低 層 部 地 下 3 階，地上 2 階一部 3 階R C造

中 層 部 地 下 3 階，地上 5 階R C造

階 数 地 上40階 ・地下 3 階

高 さ ・深 さ 地上 G L + 152m・地 下 G L - 18. 6m

外 装 ア J レ ミ 浅 田 式 自 然 発 色

工 期 昭 和42年 7 月→昭和44年 12月

見学時の進捗状況外装工事大半完了，内装工事中

O霞が関ビルの建築概 要

建 築 主 三井不動産株式会社

所 在 地 東京都千千代田区霞が関 3 丁 目4

敷 地 面 積 16.319. 67m' 

建 築 面 積 3. 561. 60m 

延 床 面 積 153. 223. 69m' 

階 数 地 上36階 ・地下 3 階

高 さ 地 上G L 十 147m

室

員

費

込

客

工

定

会

申

‘ 東京の超高層建築見学会

( 東京在住 会 員 の ど参 加 を 歓 迎 し ま す 〉

一一目下芝浜松町に新築中の世界貿易センター

ピルと昨年 3 月完成した 霞が関ピル一一

時

大阪市大淀区大淀町 2 丁目 2

株式会社 ホテ J レプラザ

大成建設株式会社

16，745m' 

4. 095m 

50. 422nf  

地 下 3 階 ・地上23階 ・塔 屋 3 階

77m (塔屋最高88m)

基 礎 G  L - 14m 

深 礎 G  L - 25m 

地下部分- R C造 ・低層部分- S R C造

高層部分一 S 造

数 約ω 0室

期 昭 和42年 10月 6 日→ 昭和制年 9 月30日

150名

1CO円 ( 当日受付でいただきます)

往 復はがきに限ります。 l 人 l 枚使用の上，氏名 ・勤務先名

および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名記入 の上 8 月20日

まで lζ 事業課へ。

ただ し，定員を超過した ときは抽せん にて決定 し. ど通知い

たします。

8 月20日( 水) 13. ∞( 集合〉日

14 



4 昭 和 4 3 年 度 事 業 報 告

I  1 . 総

( イ) 通 常 総 会

. 6.  

コE

6月初日 於会館集会室出席者 16名

議事(1)昭和42年度事業報告承認の件

(2) 昭和位年度収支決算承認の件

(3) 昭和43年度収支予算承認の件

( ロ) 通 総 会

2月28日 於 会 館 集 会 室 出 席 者 9 名

議事(1)監事 l 名選挙の件

(2) 本部所属評議員65名選挙の件

(3) 役員重任承認の件

I  2. 評 議 員 会

( イ) 定時評議員会

6月20日 於会館集会室

出 席 者 委 任 状 共 76名

議事(1)昭和42年度事業報告承認の件

(2) 昭和42年度収支決算承認の件

( ロ) 定時評議員会

11月29日 於会館集会室

出 席 者 委 任 状 共 64名

議事(1)昭和M 年度評議員選出数決定に関する件

( ハ) 定時評議員会

3月28日 於会館集会室

出 席 者 委 任 状 共 74名

議事(1)評議員会議長および副議長互選の件

(2)細則一部改正の件

(3) 副会長 1 名選任の件

(4) 理事21名選任の件

5) 常務理事重任承認の件

(6) 役員重任承認の件

(7)昭和制年度収支予算承認の件

( ニ) 技術部門評議員会 2回

3. 理 事
4 与.

コヨZ

(イ)定例理事会 10回

伊) 編集理事会 1田

川総務会計合同理事会 3 回

I司会ま|理事会 2 回

4. 常 設 委 員 会

委員会
幹分事科会会 小打蚕合員会会

(イ)事業委員会 12回 44回

( 建築 3 団体事業委員長打合会) 10回

(ロ)編集委員会 12回 41 回

座談会 2 回

付教育委員会 2 回 6 回

同住宅委員会 10回 24回

(ホ)出版委員会 l 回 22回

図書編集委員会 5 回

ト)法規委員会 9 回

lト陛材委員会 9 回

I  5. 特 別 委 員 会

幹事会，小委員会

蚤貝会 分科会，打合会

(イ)表彰候補者

推薦委員会

2 回

(ロ) 建築データシ ート

編集委員会 11回 80回

い) 部会世話人会

(ニ)安 全 基 準 試 案

検討会

6. 講 ;実

2 回

5 回

. 6.  

=  

座談会 l 回

十勝沖地震の調査報告と R C構造耐震対策講

演会

共 催 大 阪 府 建 築 士 会

日本建築学会近畿支部

11月28日 於大阪科学技術センター 350名

超高層建築講演会 (第 1 回)

神戸商工貿易センターピノレの構造計蘭につ

いて

共 催 大 阪 府 建 築 士 会

日本建築学会近畿支部

1月30日 於大阪商工会議所 190名

超高層建築講演会 (第 2回)

神戸商工貿易センタ ーヒソレの設計i計画と施

工について

共 催 大 阪 府 建 築 士 会 ，兵庫県建築士会，

日本建築学会近畿支部

3月20日 於大阪商工会議所 159名

7. 説 明
. 6.  

=  

工事請負契約約款説明会

共催 近 畿 6 府県建設業協会 ，日本建築家

協会関西支部，近畿建築士会協議会

日本建築学会近畿支部 ，日本建築材

料協会 ，大阪建築設計協会

6月14日 於関電ホ ーJ レ 279名

実務に直結した建築工事別説明会

「可動間仕切について」

1月23日 於大阪商工会議所 145名

協 賛 株 式 会 社 岡 村 製 作 所

株式会社 7 ンテン

日程ア J レミニウム工業株式会社

日米パーティション株式会社

実務に直結 した建築工事別説明会

i  A L C  (高温高圧蒸気養生された軽量気

泡) コンクリート 」について

3 月14日 於大阪商工会議所 143名

協賛 日本イトン工業株式会社

旭化成工業株式会社

シポレックス販売株式会社

自 昭 和43年 4 月 1 日 至 昭 和44年 3 月31 日

8. 講 習

鉄骨構造設計講習会

. 6.  

=  

5月11 日 於東海建築文化セ ンタ ー 144名

共 催 愛 知 県 建 築 士 会，本会東海支部

5月23日 於愛媛県庁第 2 別館 74名

共催 愛媛県建築士会，日本建築学会支所

5 月24日 於香川県総合会館 104名

共 催 香 川 県 建 築 士 会

8月25日 於岡山建設会館 120名

共催 岡山県建築士会，本会中国支部

8月27日 於広島平和記念館講堂 170名

共 催 広 島 県 建 築 士 会，本会中国支部

10月25日 於大阪科学技術センタ ー 215名

第17回建築工事実務講習会

自6月17日 至 6月22日 ( 6 日間〉

於大阪科学技術センタ ー 111名

第18回建築工事実務講習会

自7月 1 日 至 7月 6 日 ( 6 日間)

於大阪科学技術セン ター 144名

9. 関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議

新都市計画法をめ ぐる諸問題

10月 5 日 於大阪商工会議所 240名

共催 大阪府建築士会 ，大阪建設業協会，

大阪住宅建設促進協議会，大阪市街

地再開発促進協議会 ，日本建築材料

協会，臼本建築家協会関西支部 ，日

本建築学会近縫支部

10. 若 い 会 員 の 集 い

建築のライフ

第 l 回「建築の進歩と調和」

ゲスト 西沢文隆氏 岩本博行氏

10月29日 於会館集会室 28名

11 コ ン ク ー ル |  

第14図工高生デザインコンクール

設計課題 「日本万国博覧会モノレール ・

ステ ーシ ョン」

募 集 9 月20日締切り

応 募 数 10校 40点

審 査 会 10月24 日

入選作10点( 内最優秀作 l 点)

表 彰 式 11月22日

12. 会 誌 「建 築 と 社 会」

4 月 号 幼 児 施 設

5 月 号 教 育 施 設

6 月 号 医 療 施 設

7 月 号 都 市 交 通 施 設

8 月号都市供給処理施設

9 月 号 群 と し て の 住 居

10月号都市のアクセサリ ー

15  



11月号 第15回青年技術者

12月 号 新 都 市計画法の問題点、

l 月号建築産業の構造と方向

2 月号 鉄筋 コンク リー ト構造耐震設計の

再検討

3 月号計画と住民一中部からの報告

13. 出

( 創立50周年記念事業)

建築データシート

建築データシ ー ト編集委員会編

「建築と社会」の附録として会員無料配布

299シート 刊 行 ( 累計329・ン ー 卜)

昭和43年度会員名簿

B 5 版 464頁 7.(間 部

定価 ￥5∞ 会 員 無 料 配布

版

14. 見 学

4 色、

"'" 

日本シポレ ックス工業大阪工場，尼崎中央卸

売市場，大阪国際空港ターミナルピル及び外

国貨物倉庫，大阪市清探局森之宮工場見学会

( 建材委員会)

4 月27日 13名

大阪大学産業科学研究所と日本建築総合試験

所見学会

6月12日 28名

住宅公団森之宮市街地住宅と大阪市清掃局森

之宮工場見学会

共催大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支部

6月15日 145名

A L C工場見学会 ( 建材委員会)

6月22日 7 名

住友商事メゾン甲子園見学会

共催大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支部

7 月10日 116名

Y K Kファスナー工場と黒部峡谷を見る会

7 月20日・ 21 日 27名

日本住宅公団住吉市街地住宅，日本セメント

大阪工場，大阪マーチャンダイズ・マー卜・

ピル見学会 ( 建材委員会)

9月28日 11名

第 2 回原子力発電所建設工事見学会

(関西電力美浜発電所，日本原子力敦賀発電所)

9 月14日 22名

新建築研究ゼミナールと見学会

( 朝日新聞社大阪本社ビル改築工事)

共催大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支部

9月20日 はO名

日本伝統工芸を見る会

( 京都「西陣織」町工場の見学と金閣寺の拝観)

9月28日 28名

第 1 回京都御所・仙洞御所の拝観と清水焼祝

峰窯元の見学会

10月11 日 28名

日本伝統工芸を見る会

「西陣織」の川島織物本社工場見学会

10月19日 20名

「京漆器J 象彦の見学会

10月26日 10名

伊奈製陶常滑工場とトヨタ自動車工場見学会

11月 8 日・ 9 日 20名

16 

第 2回京都御所・仙洞御所の拝観と清水焼祝

峰窯元見学会

11月11 日 29名

枚方プレハプ工場とプレハブ集合住宅見学会

共催大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

11月29日 80名

大阪駅前市街地改造ピル第 1号館新築工事見

会学

共催大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

12月13日 114名

大阪国際空港ターミナルピル新築工事見学会

共催大阪府建築士会

日本建築学会近滋支部

1 月18日 219名

大阪マーチャンダイズ・マート新築工事見学会

( 大阪市と関西財界がつくる 7 ンモス卸売セ

ンタ ー)

2 月20日 48名

重量の生一本酒蔵見学会 ( 白鶴酒造工場)

2 月22日 25名

大阪市清掃局森之宮工場塵芥焼却施設見学会

(第 2回)

共催大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

3 月 6 日 39名

神戸商工貿易センターピル新築工事見学会

( 第 1 回)

3月27日 40名

15. 午 餐 会 ，懇 談 会

役員，委員の見学と懇親会

法隆寺拝観 ・中宮寺新築工事見学後懇親会

於奈良ホテノレ

4 月13日 90名

夏の会員懇親会

夜の天神祭を見る会

7 月25日 於ホテル大阪旅行会館 51名

中華民国建築師考察団歓迎会

共催 大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支郎，日本建築家協会関西支部，大

阪鐙設業協会，日; 本態築材料協会

10月21 日 於大阪ロイヤ J レホテル 44名

会員忘年懇親会

12月17日 於太閤園 406名

建築 6団体新年交礼会

1 月 4 日 於国際ホテノレ 必4名

建築 6団体会長惣談昼食会

3月 3 日 於カ' スピノレ 8 階 20名

創立記念日の集い

( 映画と祝賀ノマーティ)

3 月29日 於綿業会館 70名

在東京建築団体会長懇談会

12月 2 日 於鉄道会館 15名

2月 3 日 於日本建築学会 15名

16. 展 覧
. 6.  

"'" 

自9月16日 至 9 月25日 (除22日23日)

於明治生命館 l 階ホーノレ

共催 日本建築学会近畿支部，大阪府建築

士会，大阪建設業協会，日本建築家

協会関西支部，日本建築材料協会，

大阪住宅建設促進協議会，大阪市街

地再開発促進協議会

万国博に協力する建設資材展示会

自10月12日 至10日18日 於国際見本市会館

入場人員 19. 394人

共催大阪建設業協会，日本建築材料協会

大阪府建築士会，日 本建築家協会関

西支部，日本建築学会近畿支部

よろず相談住宅展覧会

自7月11 日 至 7 月16日 ( 6 日間)

於阪神百貨庖 8 階催場

入場人員 41.175人 相談件数1 . 7∞件

スエーデン都市計画写真展

の 他

( イ) 他団体との共同活動

建築国際連絡協議会

万国博推進運動大阪連絡協議会

( 口) 会館建設借入金の償還

日本建築学会に50万円のほか抽せんにより

50万円償還

( ハ) 会計監査

4 月19臼 ・20日. 5 月10日の 3 日間公認会

計士宮島事務所によって昭和42年度決算の

会計監査を受く

18. 本 会 が 入 会 し て い る 団 体 |

大阪商工会議所，関西経済述合会，大阪市

街地再開発促進協議会，大阪住宅建設促進

協議会，建築行政協会大阪市支部，日本コ

ンクリ ー 卜会議，建築関係団体連絡会，大

阪府社会保険協会，東区納税協会

19. 後援または協賛した会

マイホームショー

主 催 株 式 会 社 住 宅 新 聞 社

自4 月10日 至 4 月14日

於大阪府立体育館

「建築物の安全基準に関する研究」説明会

主 催 財 団 法 人 建 築 業 協 会

6月13日 於大阪科学技術センタ ー

「ネットワークによる工程管理と新しい見積

書式J 講習会

主 催 社 団 法 人 日本建築学会

9 月24日および25日 於朝日生命ホ ール

第 3回建築士のための設備基礎教室

( 衛生設備，電気設備コース)

主催 社団法人大阪府 建築士会

衛生設備コース 自10月 9 日 至12月20日

のうち l 週 2 日

包気設備コ ース 自 l 月10日 至 4 月11日

のうち l 遡 2 日

H 形鋼に関する講演会

主催 日本鋼管株式会社

3月18日 朝日生命ホ ーJ レ

20. 会 員 動 態

年 間 入 会 年 間 退 会 年 度 末 現 在

正 会 員 8ω 381 4. 962 

団体会員 33 16  661 

(34口) (29口) (1. 伍 6ロ)

地方会員 79 40 345 

准 会 員 450 227 796 



4 昭 和 4 3 年 度 決 算 報 告

般 勘 定

表

一

在

一

現

照

一

日

・

l

園

内

J

一

同

刀

対

一

園

内

4

d

一

年

品

目

一

4

{

-
-

a

q

 

一

和

貸

一

昭

事

借 方 貸 方

科 目 額 科 目 額

現 金 68，874 基 本 金 609，560 

傘E立ヨ 通 預 金 421，296 什 器 償 却 準 備 金 179，484 

郵 便 振 替 口 座 35，330 来 ナム 金 5，295，157 

有 価 証 券 20，000 前
買J ιえ

金 15，542，651 

未 収 入 金 3，020，505 仮
xコzζ  金 312，426 

仮 ナム 金 44，408 収 支 勘 定 83，274 

前 払 受i 用 17，181，703 

{十 器 510，480 

在 廊 図 書 72，270 

前 期 繰 越 金 647，686 

A  日 計
メL 入a  計

財 産 録目

昭 和 44 年 3 月 31 日 現 在

、

資 産 之 部 負 償 之 部

国 定 資 産 510，480 51 当 勘 定 789，044 

什 器 基 本 金 609，560 

流 動 資 産 545，500 什 器 償 却 準 備 金 179，484 

普 通 預 金 421，296 流 動 負 債 21，150，234

有 価 証 券 20，000 前 ｾ＠ 金 15，542，651

郵 便 振 替 口 座 35，330 仮 受 金 312，426 

現 金 68，874 未 ナム 金 5，295，157

雑 勘 定 20，318，886 収 支 勘 定 83，274 

仮 払 金 44，408 

未 収 入 金 3，020，505

前 千ム 費 用 17，181，703

在 庫 図 書 72，270 

前 期 繰 越 金 647，686 

ρL 、d  
計 22. 022. 552 22. 022. 552 

近畿建築会館特別勘定 |  

表
一

在

一

現

照

一

日
.

，

B

A

 

-

q
喝

υ

一

日
付

対
一

師

内

喝

U

一

年

並

日

-

4

{

・

4

輸

，
A

唯

一

和

貸

一

昭

借 方 勘 定 科 目 貸 方

建 築 会 館 基 金 5. 822. 866 

16，955. 445 建 物

建 物 償 却 ] 準 備 金 6. 055，134 

148，620 電 話 設 備 費

1. 102，485 什 器

什 器 償 却 準 備 金 388. 773 

27. 396 銀 行 預 金

116. 081  現 金

126. 880 有 価 証 券

借 入 金 5. 285. 000 

未 払 手リ ，息 189. 250 

前 期 繰 越 金 728. 710 

収 支 勘 定 7. 174 

ρ'" 、 計 18. 476，907  

収 入

表

一

在

一

現

訳
一

日

圃

唱

E

A

-

q
δ
 

-

月

肉

山一
園

内

J

一

年

支

一

一
鈍

一

和

収

一

昭

費 目
増 ム 減

第二一般会計繰入金 3，000，000 1. 700， 000 1. 300， 000 

貸 室 料 300，000 1，440，000 

雑 収 入 13，302 20，000 ム 6，69

3，313，302 3，160，000 153，30 

支 出

費 目 予 算 額 増 ム 滅

借 入 金 利 子 289，250 265，000 24，250 

電 気 料 137，009 135，000 2，009 

瓦 斯 代 131，440  156，000 ム 24，560 

水 道 代 9，001 12，000 ム 2，999 

借 地 料 724，228 725，000 ム 772 

火 災 保 険 料 15，200 16，000 ム 800 

公 課 167，280  180，000 ム 12，720 

什 器 購 入 賞
。

150，000 ム 150，000

修 理 資 398，503 200，000 198，503 

給 与 330，805  330，000 805 

雑 資 379，949 240，000 139，949 

建 物 償 却 金 584，000 587，000 ム 3，000 

什 器 償 却 金 139，463 90，000 49，463 

計
220，128 

差 引 今 期 剰 余 金

前 期 繰 越 剰 余 金

計

7，174 

728，710  

735，884・.. ... .... .. 次期繰越金
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般 勘 定

表

一

在

一

一拐

コt

、

-

口

凶

==

n

-

-

噌

'h・

回

q

t

u

一

月

内
一

-

q
o
 

一

年

支

一

一
必

一

和

収
一

昭
収入の部

科 目 賛 目 決 算 額 予 3事 額 増 t:， 減

正 会 費 11. 101. 390 9. 840. 000 1， 261.  390 

団 体 会 費 6. 304. 105 6. 400. 000 ム 95. 895 

会 費 収 入
地 方 会 費 503. 500 540. 000 ム 36. 500 

准 会 資 770. 480 420. 000 350. 480 

計 18. 679. 475 17. 200. 000 1. 479. 475 

雑 誌 収 入 15. 140. 470 15. 884. 000 ム 743. 530 

講 演 講 習 会 収 入 2.358. 100 2. 085. 000 273. 100 

集 会 収 入 2. 457. 782 1. 825. 000 632. 782 

約 款 売 上 収 入 1. 549. 600 1. 000.000 549. 600 

事 業 収 入

図 書 出 版 収 入
。

13. 561. 000 ム 13. 561. 000

住 宅 相 談 所 収 入 3. 896. 950 3. 700. 000 196. 950 

会 員 名 簿 収 入 5.382. 750 4. 750. 000 632. 750  

デ ー タ シ ー ト 収 入
。

12. 600. 000 ム 12. 600. 000

雑 1， 054. 295  1. 035. 000 19. 295  

計 31， 839.  947 56. 440. 000 ム 24. 600. 053

雑 収 入 雑 収 入 83. 921 30. 000 53. 921  

収 入 ぷE 入E  
計 50. 603. 343 73. 670. 000 ム 23. 066. 657

支出の部

科 目 資 目 決 算 額 予 算 額 増 ム 減

雑 誌、 費 17. 667. 065 17. 430. 000 237. 065 

講 演 講 習 会 費 2. 183. 362 1， 770.  000 413. 362 

集 会 費 2. 645. 447 2. 070. 000 575. 447 

図 書 出 版 登
。

11. 250. 000 ム 11. 250. 000

事 業 費

調 査 費 147. 810 200. 000 ム 52. 190 

住 宅 相 談 所 費 3. 237. 533 3. 500. 000 ム 262. 467 

会 員 名 簿 発 行 賞 4. 990. 745 4. 450. 000 540. 745 

デ ー タ シ ー ト 出 版 費
。

12. 480. 000 ム 12. 480. 000

雑 1， 933.  970 1. 500. 000 433. 970 

計 32. 805. 932 54. 650. 000 ム 21. 844.  068 

総 会 評 議 員 会 費 216. 786 200. 000 16. 786 

理 事 会 費 64. 280 80. 000 ム 15. 720 

会 議 費

部 会 費 1， 200 50. 000 ム 48. 800 

常 設 委 員 会 費 407. 676 420. 000 ム 12. 324 

特 別 委 員 会 費 47. 234 50. 000 ム 2. 766 

計 737. 176 800. 000 ム 62. 824 

支 部
，千易て、

付 金 417. 070 488. 000 ム 70. 930 

支 部 費 支 部 補 助 金 60. 000 100. 000 ム 40. 000 

計 477. 070 588. 000 ム 110. 930 

電 話 料 365. 813 360. 000 5. 813 

通 イ言 費 14. 017 12. 000 2. 017 

旅 費 交 通 費 478. 050 480. 000 ム 1， 950 

事 務 費

集 金 賛 1， 051. 851 910. 000 141. 851 

印 局リ 物 費 282. 500 240. 000 42. 500 

文 房 具 2主 163. 883 120. 000 43. 883 

雑 資 219. 949 240. 000 ム 20. 051 

計 2. 576. 063 2. 362. 000 214. 063 

給 料 7. 297. 400 7. 672. 000 ム 374. 600 

給 与

趨 動 手
、ゴ

197. 660 300. 000  ム 102. 340 

賞 与 2. 488. 000 2. 488. 000  
。

計 9. 983. 060 10. 460. 000 ム 476. 940 

健 康 保 険 料 282. 840 300. 000 ム 17. 160 

厚 生 年 金 保 険 料 169. 569 180. 000 ム 10. 431 

厚 生 費

失 業 保 険 料 65. 150 84. 000 ム 18. 850 

労 災 保 険 料 23. 222 25. 000 ム 1. 778 

職 員 福 手リ 費 134. 840 240. 000 ム 105. 160 

計 675. 621 829. 000 ム 153. 379 

賦 課 金 賦 課 金 34. 200 35. 000 ム 800 

会 館 勘 定 繰 入 金 会 館 勘 定 繰 入 金 3. 000. 000 1， 700.  000 1. 300.  000 

退 職 手 当 積 立 金 退 職 手 当 積 立 金 186. 880 800. 000 ム 613. 120 

償 却 金 什 器 償 却 金 44. 067 31. 000 13. 067 

予 備 費 予 備 費
。

1. 415.  000 ム 1. 415. 000 

支 出
メ日入

計 50. 520. 069 73. 670. 000 ム 23. 149. 931

差 引 余 剰 金

前 期 繰 越 不 足 金

差 引

83. 274 

647. 686 

564. 412… … - 一次期繰越不足金
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暑中御見舞申し上げます

逢 i畢 英 雄

-、

中 国 土 木 株 式 会 社 取 締 役 社 長

岡 山 市 上 之 町 1 6  3  電 話 岡 山 ( 25) 2151

東京支r r . ・大阪支庖・名古屋支庖・営業所 ( 神戸

広ぬ ・下I期 間絵・福岡・仙台 )

車

問 島 憲 車菌

合 資 会 社 青 島 設 計 室 代 表 所 長

名古屋市中村区米屋町2 崎王ピル 電 話 ( 582)7171代

自宅・名古屋市西区枇杷砧通2の35 電 話 何31) 1915 

車

問 盛 繁 男

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役社長

広 品 市 鉄 砲 町 5 の 1 6 包 話 ( 21) 2281代

赤崎 信尚

赤 崎 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 北 区 南 森 町 29 の 1 (新 南 森 町 ピ ル )

電 話 ( 361) 0982 ・ 8388

浅 井 貞
ごム

，口

株式会社双星社竹腰建築事務所代表取締役

大 阪 市 北 区 堂 品 中 2 の 3 7  1世話 ( 341) 6671

j斐
盲
一

ハ

、芝ｾ

I!il. 野

株式会社浅野建築設計事務所代表取締役

大 阪 市 天 王 寺 区 域 南 寺 町 9 の 27 電話 ( 762)1346 

( 768)3236 

ｉｾ 毛 ・大阪市住 育区南住吉町 Ｒ の ＱＰＳ ¥(L話 ( 691) 2449

東 秀

株式会社 三 国 タ イ ル 代 表 取 締 役

大阪市東淀川区十八条町3 I T >7 電 話 ( 391)3912・3341

( 393) 1951代

向 宅 吹 闇 市 藤 白 台 2 の28 電 話 係8 (72)  3256 

静岡 野 栄

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6 電 話 ( 312) 926日t

荒 芳 手B木

株式会社荒木造園設計事務所 代表取締役

池 田 市 鉢 塚 2 の 8 - 2 1  電 話0727(61)  1298 

自宅・池間市鉢塚 2 の 9 - 8 電 話0727(61) 8874 

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 沼 田 町 9 電 話 ( 364) 臼3併t

池 彦回

r::=. 

晶

株式会社池田富彦設計事務所代表取締役

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 の 6 8 電 話 (761) 0360 

自宅・堺市上野芝向ケ丘町4の1405 電 話0722 (78) 0034 

生 島道 春

日 新 工 務 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市，I l i><: .k i'( Ｎｾ 町東之 ｔＲＰ m訴(251) 3195代

生 重政回

日 本 建 設 株 式 会 社 取締役社長

大阪市米[ ) ( 安 1-_ orr 4 の 5 '，j L話( 261) 7591- 6

n宅・芦尾市朝lfl ヶ丘町2坊の2 泣 訴0797(23) 0657 

諒 夫早

日本シルパ ークール 株 式 会 社 社 長

本社 東京郎中央l烹銀!!Il . 4 の 2 - 15  (塚本ビル }

電話 03 ( 部1 ) 3581  

大阪常業所 大阪市街医鰻谷仲之町57 (不動主主設ピル )

電話 (271)4771 

t 場・滋 " 県甲杭郡甲西町湖商工業団地世話07487(5) 1221

昭和44年盛夏 ( 50音順)

石 井 蔀

東洋基礎工業株式会社大阪営業所 取締役営業所長

大阪市商灰京町制l の156( 中谷ピル) '，Ie，活 (441) 6678 

石

ー

l

 

'

E

，
，
 寛

石 川 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町111 "!Lti 首(779) 9491- 2  

向毛 ・宝塚市切畑長尾山2の317 lllr話0727 ( 59) 2963 

石 田 秀 安

松田平田坂本設計事務所大阪出張所所長

大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 の 1 0  " 官話 (344) 7 8 2 1  

自宅・東京加世田谷区

桜ケ丘 2 の8 - 6 - 2 0 2 1官話 03 ( 429) 5074 

石 季 夫原

株式会社石原建築設計事務所代表取締役所長

大 阪 市 北 区 京 赴 町 l 大ピル内 電話 06 (441 ) 7826 

東京偲千代田区内幸町 1 の 3 - 6

新日比谷ビル内 包括08 (50218921- 4  

円毛 神戸市生閉院中山手通 6 的 38 1tI訴078 (  34 I  2073 

井

ニl O: .

与主関

株 式 会 社 藤 田 組 取 締 役 広 島 支J苫長

広 砧 市 岡 泰 寺 町 2 の 3 - 23 i1l話 (41)4131代

磯 道 夫秀

太平建設株式会社建築仕事務所代表取締役

松 山 市 味 柄 町 2 の 13 - 17 Ｇｾ話 Ｈ ＲＱ Ｉ 2023 

自宅・同 i二 電 話 向 上

f手 久 吉丹

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 副 社 長

大 阪 市 東 区 両 替 町 1 の 13 ¥!L話 ( 942) 1461代

19 



暑中御見舞申し上げます

市 雄
i

 

l

 

--
.，
， 繁

日 本 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 田 町20 電話 ( 681) 5101- 5  

自宅・京都市左京区下鴨芝本町37 包括 ( 781) 0289 

r: .  

昌 自E 和

日泉化学工業株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市西I更1休場通l 町 27( タケウチピル) 包 括 (443)2261

向宅 神戸市清 I更筏原南町2の3- 24 世話。78 (87) 3479 

f手 東 正 也

株式会社伊東建築設計事務所代表取締役

大阪市浪速区幸町通ν ) 6消光ピル l1t話 (562) 4343 - 4  

自宅 ・西 宮 市 松 生 町 1 2 9 の 2 電話 (22) 3  5  9  8  

f手 藤 郎

大 栄 電 気 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪支庖長

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 の 35 ｾ話 Ｈ ＴＴＳ Ｉ 0631代

f手 藤 康 夫

有 限 会 社 伊 藤 工 務 庖 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 淀 川 区 十 三 南之町 3 町 7 電 話 (301) :却91

(302)  14ω 

向宅 大阪市東淀川区十三南之町 3 の35 電話 (302) 2824 

井 正 雄手

社団法人 日本建築協会京都支部支部長

京都市中京区押小E普通柳馬場東入橘町 6 4  5  

京事関l設会館内 電話 ( 211) 2857 

平田 葉 重郎

建 財 設 計 工 務 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市北区芝回町97 新梅田ピル 電話 ( 372) 5ω7代

自宅 ・八尾市山本町南 5 町 1 3  電話0729α2) 3587

20  

井 j季 夫上

株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 庖

取 締 役 社 長

日 本 特 殊 化 成 株 式 会 社

大阪市西区江戸沼 l の 1 0  1  電話 (441) 8531代

向宅 ・西常市甲子関三番町 9 の 5 i包括 079(41)4661

井 達 明上

井 上 透 明 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 西 淀 川 区 竹 島 町 3 の24

(473) 1069 

司 ｬｊｾ
(471)  4871 

自宅。大阪市西淀川区竹島町 3 の31 屯 ｊｾ (473) 1069 

井 上 福 蔵

株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役

大 阪 市 都 品 区 東 野 田 町 2 の 15 電話ω 51) 0 5  3  0  

( 3お52幻)40.ω31トト角-】，

自宅. 束大阪市束石切町6の4一4 司従Z話 0仰729(伶81υ) 2お52お6  

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名I有限市中村1買怖ST4町 28( 国鉄会館内) 包 括 (571) 1271大代

(551  )2025 

肉宅・: 1 ' ，肯尾市千柿医下方町 4 の 30 恒 常 (71 1)94∞

，6. .  

7  西

菩罰

百可F
雄

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 社 長

，6. .  

7  キサ 騰

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

九 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 56 電話 ( 312) 鎚81大代

，6. .  

.フ 康 彦フE

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 専 務 取 締 役

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1  電 話 (312) 1281大代

自宅Ｎｾ中市北桜塚 Ｔ の ＵＭＵ 電 話068( 52) 5 8 8 7  

昭和44年盛夏 (50音順)

岩 崎 甚 太 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電 話 (231) 9  6  4  0  

自宅 兵 ｷ 県川西市花属般 ｬ の ＳＲＭ ＱＱ 句 ， ＱｾＰＷＲＷ (59) 9317  

〆.

山

右 直 員リ佐

有限会社岩佐建築設計事務所代表取締役

尼 崎 市 西 本 町 ? の 2 6  8  1屯訴06 (411)  :却94

向宅・西符市上甲子閉2の11- 23 1電話也798( 47) 5753 

岩一崎 徹

株式会社 岩崎建築設計事務所代表取締役

奈 良 市 法 蓮 立 花 町 1 0 4  6  包括0742(22) 228討t

自 宅 ・奈 良 市 学 関 町 北 l 電話0742(45) 15 13  

岩崎 久 雄

高 千 穂 電 機 株 式 会 社 取 締 役 村 長

大阪市都'::j 灰郁山中i l ! i 6 の58 '，jL話( 922) 3 1 5  1  

山

一

相 崎 弘

株式会社教育施設研究所大阪事務所所 長

大阪市丙恢在任峨 ｾｴ 通 Ｒ 町 ＲＷＨ 大 ｪ ， Ａ ビル Ｒ 附 ｬ 屯ぷ (531)  ＰＹＱｾ＠

(54I ) n01 

向宅 療 良 市 法 直 立 花 町 1 0  4  6  m間0742( 22) 2283

上 田

F 晶 『

員

光 洋 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市南区長崎儲筋 2 の7 日新ビル 電話 (211 )0991- 3  

自宅 。盟 中 市 旭 丘 6 町 31- 403 世話 (52) 2  4  3  8  

上 良

: A 

J ロ田

U. A . 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区谷町 5 の30

( 新野村ヒソレ ) 電話 (762) 2  9  4  I  

自宅・寝屋川市本町17の18 包括 0720 ( 21  )0320 



暑中御見舞申し上げます

上 村

株 式 会 社 京 都 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

耳 ｃ ｉＤ 市中京区 三 条柳 ，ＱＮＡＡ Ｑｾ 晶車入中之町 Ｑ Ｐ 電話 Ｈ Ｒ Ｑ Ｑ Ｉ 0562 

(331) 凶81

牛 田 正 郎

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社長

大 阪 市 北 区 万 才 町 5 0 電話 ( 312) 8  6  7  1  

内 成 之田

須 賀 工 業 株 式 会 社

j甫 野 男

株 式 会 社 浦 野 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

名古尾市西区山岡町上小田井中柿1254- 5 包括052 (却) 1991代

自宅ー同 上

3工 好
l

 

l

 

-
-
a
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巳

山下 寿 郎 設 計 事 務 所 大 阪 支 社 支 社 長

大 阪 市 東 区 北 浜 5 の 1 1  電話 ( 231)4217・7321

自 宅 ・ 芦 屋 市 山 手 町 1 6  電話 0797 (  2  )  9269 

大 井 弘 次 郎

株式会社大弁建築設計事務所代表取締役

大 阪 市北 区宗娃田T 44第一ピ j レ 屯，!li 付44) 4521 代

自宅・ 箕面市百楽荘4の4- 11 7!i.!i ;0727 (21)  4113  

大 ;畢 平幸

大 幸 建 設 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 東 区 今 的 5 の 2 '，11話 (203 )0065代

自 毛 位 中 市 fi)!: 町! の8ー 18 ;11，];1' ; 068 (52 ) 32 3 7  

大 )1慎 良R下

平 和 建 設 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 ，li 城 東 区 l則 自 町 l の 4 0  ¥包括 (939 )4741- 5代

自宅 ・大阪市旭区新綴小路中3 の94 包括 (952) 1  2  4  0  

大 旗 正

大旗迎合建築設計株式会社取締役社長

広品市大手町 2 の11- 2 農林 ビル 5階 電話 (48) 3734- 6 

(47) 4 9 9 2  

自宅ー広品市大手町 2 新大干町ピル 901号 電 話 (48) 1692 

大 林 芳 郎

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 京 僑 3 の 7 5  

大 森 司久

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1  電話 ( 312) 1281大 代

自 宅 ・奈 良 市 今 辻 町 1 2  電話 0742(22) 2390 

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 三 晃 商 会 会 長

大 阪 市 北 区 京 田 町 16 電話 ( 363) 1371大 代

自宅・枚方市岡 山手町 15<7l 4  電話 0720 (41)  3427 
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正

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 常 務 取 締 役
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実

社 団 法 人 大 阪 建 築 設 計 協 会 会 長

大阪建築設計監理事業協同組合代表理事

大阪市西区土佐堀池SUl 58( ヤマタマピル ) 電話 (448)4110

(448) 3329 

昭和44年盛夏 ( 50音順)

小 河
士

ロ之 助

株式会社 小河建築設計事務所取締役社長

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 町 8 電話 (761)6957代

東京事務所 東京都中央区日本儲両悶 50ニッセンビル 8 階

分 室 大 阪 船 場，和歌山

1'1 '' e 泌崎川r I ' i 東作明間町 18- 14 屯訴0720 (31)  2601  

岡 寛 男崎

イ 申 輿 熱 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

神 戸 市 生 問 区 多 開 通 4 円 11 - 8 電話 (35) 1212代

向宅 神 戸 市 斑 糠 灰 i王 山 町 常 ノ 本 1814 1lt 話 078 ( 85) 0466 

岡 正 日百回

河 内 石 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪府大東市灰塚 6 の 3 - 2 2 電話 ( 788) 7761- 3  

岡 橋 作 太 郎

日建設計工務株式会社 取締役副社長

大 阪 市 東 区 積 層 2 の 3 8 電話 ( 203) 2  3  6  1  

同 本 茂 棺f

岡 本 茂 樹 建 築 事 務 所

神 戸 市 灘 区 楠 丘 町 6 の 2 - 9 電話 ( 85) 2020 

自宅 ・同 上

岡 本 4ラ
差

株 式 会 社 昭 和設計事務所 取締役 社長

大阪市西区西 lと刷北通 l の 8

(  1' 4つ陥ピル ) 屯 ，:，c; (532 )  0415代

岡 美男本

株式会社巴商会常務取締役大阪支庖長

大 阪 市 北 区 A'・ 砧 上 2 の 38 電話 ( 344) 1441代

自宅 ・宝 塚 市 南 口 l の 4 - 18 電話 ( 86) 2909  
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沌

1

1

・
噌
f

H

紅

白

梶 本 尾秀

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区森之宮 東之町 3 9 2 徒話 ( 941) 6531代

自宅・堺市大美野 1 0 7 - 4  電 話0723(  7  ) 2548 

鼎 秀 夫
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金 光 五 良日

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市西成区千本j J f j 7 の I I 電話 ( 661) 8181  

昭和44年盛夏 (50音順)

辛 貞 夫 河 津 吾 之 助木

東 海 興 業 株 式 会 社 常 任 顧 問

自宅・芦屋市宮川町 l の 2 0 包括0797(22) 0328 

唐 木 道
ごム

，ロ

河 津 装 飾 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 市 向 上 1 "・E話( 羽 1) 1351- 3  

自宅 ・設中市服部本田J 1 の10 '  .. U，!百 (62) 6 8 6  5  

• 

所 長

株式会社唐木建築設計計算事務所代表取締役

東 京 都 文 京 区 本 郷 I の 1 3 - 1  2 世 話 (812) 2384- 5  

自宅・東京縮小金持市 n井南町 l の13- 12 ¥tt. 活刷23 (81) 2041 

柄 谷
士

ロ 良R

河 村 幸

太

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取締 役 社 長

尼 崎 市 広 帯 南 之 町 4 'i(i話 (4 11 ) 14 5 1  

1' 1宅 ・問符市町 f一間 illi 風町 9 町14 '，l1. 活0798( 41 )07∞ 

川 口 喜 代 枝

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所 社 長

名 古 屋 市 東 区 高 1・塚町 3 の 2 11L話 ( 971) 2255 

自宅 ・名古屋市千純区稲田通2町7 i R話 ( 751) 26日

中 国 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪支 社 支 社 長

大 阪 市 北 区 東 刷 川 町 1 0 電話 ( 362) 8651  

神
主

回崎 明

株 式 会 社 神 山市 総 取 締 役 社 長

姫 路 市 北 条 仁1 8 6 の 3 ｾｴｌ話 ＰＷＹＲＨ ＲＳ Ｉ ＲＰＲ Ｑ

肉宅 ・姫路市北条 日 6 2 ;，[[，訴0792 ( 23) 0 2 1 0

木 園 男下

株 式 会 社 内 外 写 真 代 表 取 締 役

大阪市北区ｾＺ J:.) 北 町 1 6 電話( 抑 ) 905計t

拘 宅 住 中 市 北 住 塚 3 の 9 ー 15 j起訴068(53)0892

最- =乞r

納 伝 )11 崎 敬 木 キす
Z員時呈噌・ ッ、，./-0、

三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

株 式会 社 木 村 工 務 所 取 締 役 社 長

大阪市内区制4 ' 田T 4 の 1 0 3  '，(t 話 ( 532) 0081

大 阪 市 北 区 制 i ' : r.町 5 0 電 話 (364) 1471 

ＱＧ ＱＧ 色 ・ 大阪市 ｩｬｾｪ 車区新 ＱＱ Ｑ Ｒ の ＶＶＶ '，(t 訴 ( 632) 7369 

大 阪 市 南 区 市 炭 長 町 38 ¥(tif."i( 271) 5678 

向宅 . y'i 屍市岩間町Tl 8 4 の 2 1電話0797 (22) 2191 自宅・大阪市東住吉区平野元町? の 14 l !t話 ( 791)0834

カ日 納 秀 雄

戸 田建 設 株 式 会 社 大 阪 支庖 取 締 役 支 庖 長

大 阪 市 東 灰 本 町 3 の 2 7 - 1 電話 ( 252) 6311 

向2包・吹 田 市 千 里 山 松 ケ 丘 6 i1[話 ( 388) 0244 

亀 井 晃
ごム

，ロ

株 式 会社 A.R. l. 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

大阪市南灰谷町 8 町8 - 2 久# 野木ビル 711話 (762) 1456 

(761)  1161 

生駒山間アトリエ 東大阪市石切町 1 4  5  1 町 3 5  

1当主・ 夜良 市 六 条 鯨 町 1 5  3  7 包括0742(45)2995 
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，
 中 正 道

三協71レミニウム工業株式会社大阪支鹿取締役支J i I i 長

大阪市西区京町堀i函lの 125 東洋ビル 'ι :fi (113) ＹＶＰ ＱＱ ｾ＠

河 内 義 就

有 限 会 社 河 内 義 就 設 計-1，) ，; 務所 代 表 取 締 役

広 Jね 市 上 餓 町 2 の 3 7  "官話 (28) 2  2  7  1 代

: 重三

J 同 文 水国

株 式 会 社 梓 ， 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 相 長

東京都千代川灰本川町 2 の14 - 2  電話 ( 580) 4411代

( Ll I  F グラノドピル 5 附)

ｦＧｉＧＭＨ［点 ＩｪＨ ｲＮｉ ｉＧｉＧｾｦ ，，， ＨＢＧＡＧｦＧ Ｕ の ＳＷＭＲＳ ｜Ｈｴ ｾＱｩＨＳＸＷＩ Ｑ ＵＳＹ＠

清 回 幸 夫

株 式 会 社 消 図 工 務 庖 代 表 取 締 役

広品県三原市皆袋町 1ω 4 111話 0 8 4 8 6 ( 2 ) 5 2 2 5



暑中御見舞申し上げます 昭和44年盛 夏 (50音順)

工 藤 雅 西 山甲 佐

Ｚｾ、
誠

、シh、

工 藤 建 夫

，ロ

*  工 藤 雅 三 建 築 事 務 所

株 式 会 社 田 中 小 西 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長
株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市此花区四l ' t 島大通 2 の 12 電話(461) ∞43・4198

大 阪 市 西 区 阿 波 直 前 週 2 町 60 電話 (532)4051代
大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 3 の 2 2 電話 (538)2991代

自宅大阪市此花区四町品大通 2 の 12 電話(461)4393・9293
自宅・式阪市東住吉区平野西脇町 37ν 川 電 話 (701) 0297 

l当宅。校方市再里丘 9 公団住宅 D- 3Q- 205 包 括0720(54) 3283 

肯ｾ ;畢

_._ 

/ ' - 朗

矢 島 建 設耕 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役営 業 部 長

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 8 包 括06( 271) 5837代

自宅・大飯府吹田市内本町3 の23- 8 m抑 6( 381) 0451

栗林 馬

栗 林 建 築 士 事 務 所

和歌山市和歌浦鶴立i l J ' ，1527 111.話 (44 ) 3623 

栗 山 徳 良R

栗 山 板 硝 子 庖 庖 主

大阪市南区上汐田T 2 の4 1 電話 (761) 0635. 0636

桑

、tt:

J S.  田 正

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

神 戸 市 生 田 区 中 町 通 3 の 5 電話 ( 35) 2161  

自宅神戸市生田区中町通 3 の 5 電 話 ( 34) 7邸 O

‘
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-

E

E

E

d

 

，
，
 

泉

目

品

川

株 式 会 社 大 建 エ ンジニア ー ズ 代 表 取 締 役

大阪市西区江戸嶋 l の52 堀田ピル 4 階

電 話 付41) 136ト 7

‘
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'

E

-

-

a

e

 
.
，
 

泉 重
韮

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市領以区堂島浜通 4 の14 電 話 ( 452) 1651代

向 宅 羽2且野市高鷲 7 の 3 - ll ';II 訴阪南 ( 55) 4416

‘
、

•••• 

，

 

.
，
 

林 清

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 常 安 町 17 電話 (444)4677

自宅 大阪市阿倍野区北{ ，¥3 7 J 1- 7 電 話 ( 651) 1594 

‘
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-
-
-
-
e
 

.
，
 

林

4目

下守

士

山

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 堂 ぬ 北 町 20 電話 ( 362) 565ト 9

自 宅 西 宮 市 丸 橋 町 6 の 16 電 話 0798 (66) 2394 

‘
、

E

・

E

・'
.
，
 

雄林 正

飛島建設株式会社大阪支庖常務取締役支庖長

大 阪 市 東 区 島 町 2 の28- 1 電話 ( 942) 2481代

古

同 主武 計

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市西区江戸堀 5 的 155 新山越ピル二階

電 話 ( 448) 0178 ・2408

大阪市西区北細江御池通り 4 の20 電話 ( 531) 2812  

鴻 藤池

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

大阪市東区北久宝寺町 4 - 2 7 電 話 (252) 3  10 0  

自宅・索都市北灰平野 ｲＮ ｾ続的町 ＸＶ III 話075( 461)1526

近 藤 郷 次 郎

近 藤 金 属 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 土 佐 場 通 3 の 55 電話 ( 441) 8676 

佐 藤 松

.:D::. 

日

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 会 長

大阪市天王寺区上本町7町 2- 1 上六ピル内 電話 (772) 1251  

日 毛 芦 尾 市 六 鍵 荘 町 9 7 世話 097 (22) 2226 

佐 藤 夫鉄

役

代

締
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吉
小

株

東

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役社長

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 の 34 ¥1L話 (202) 3836代

自宅 ・西 宮 市 雲 井 町 4 の 9 m話 (22) 1569 

佐 原 忠 雄

株 式 会 社 浪 花 組 副 社 長

大 阪 市 南 区 玉 屋 町 12 包括 (211) 1501代

東 京 都 港 区 赤 坂 4 の 14 ー 17 ，II 話 (584) 1571代

奈佐 賀 孝 夫

株 式 会 社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 西 汀 丁 l 電話(31) 1371代

自 宅 相 歌 山市小松原通 5 の l 包括( 23) 5888  

斉 藤 健

島藤建設工業株式会社大阪支庖常務取締役支庖長

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 31の 2 1世話 (372) 6001- 4  

23 



暑中御見舞申し上げます

寮 藤 ↑専

株 式 会 社 三 晃 商 会 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 灰 日 岡 町 1 6 電話。63) 1371大代

ｉｾ 毛， )'(;1両市行楽: l i : 3 の 4 - 3 電話。72( 21) 234 1

所 長 坂 内 幾 三 郎

専 務 取 締 役 坂 内 幾 男

株 式 会 社 坂 内 建 築 設 計 事 務 所

大阪市内淀川灰 ｾｦｾ｜ 束 Ｓ 町 Ｑ Ｓ 電話 ＨＴＷＲＩ 0631代

自宅地問r ! i Jt!l. li. . 2 の 1 - 2 電話 0727 (61) 8636 

坂 本 明承

|仮 tl ll !m鉄 株 式 会 社 取 締 役 社 長

* 大 阪 di '.1' ｾｦＧ＠ 2  1  4  "官ぷ (781) 0 0  5 4  

。η9( 62) 5581- 5  

酒 井 辰

三 光 令 属 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 lti r><: ｾ型作 ＧＱＧ 之町 ＸＰ " 立話 (271 ) 6234 

n  '1:， .  ｉｾｪｾ＠ '11  rli 本田r 10 - 98 電話068( 52) 3888 

酒 秀 定、

，十、.

E コ

E E U株式会社設備計画聯合代表取締役

大 阪 市 内 l互市場uc 立 花 通 3 町86 '，(L話 ( 541) 7044 

自宅大阪府市川内問［狭山町くみの木 ｾｲｲ 話 ＨＶＵＩ 0264 

佐 久 間 逸

: .b.  

J ロ

株式会社 佐久間逸治建築設計事務所代表取締役

大阪市阿倍野区松崎町 3 的 14- 18 世話(623) 郎91- 3

自宅太阪市阿惰野区共立通2の1- 3 電話 (651) 4  7  54 

士

ゆ賀 男信

志 賀 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役

私i 間 市 広 屋 町 l の 21 電話 ( 82) 5631- 3  

向屯・制問市 ｲｮｬｾ｜ 友Ａ￮ｬＮ ＾［ＺＹＴＲ の Ｒ Ｑ 電話 ( 87) 6 11 0  
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四 方

. . . .  竺金?

以円 良B 城 庸 平

四 方 設 計 工 務 株 式 会 社 代 表 取 締 役

京都市伏見区深市 l則M 蜘町32 円 2 '，1(，桶 (641) 6091 

il"t  '  ｊｾＺ＠ 1: 11市伏見l更深 1;'.11水闘1666的 28 '，It訴 (641) 3080 

繁 田 実

口

繁 田 建 築 事 務 所 所 長

株式会社大阪城口研究所 取締役社長

大 阪 市 北 区 向 上 重 町 1 "正話 ( 372) 7151 代

自 宅 西 宮 市 相 生 町 6 - 4 0  

‘  

大阪市西区靭本町l の144 イデビル '.:l1訴 (441 ) 8537 

(443)  1798 

大 阪 市 東 住 吉 区 凶 辺 本 町 l の48 ¥(L話 (741) 4155 

設 楽 貞

4・

2頁
曲

亘 郎

株 式 会 社 洋 建 築事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区松ケ校四J 88( 河日 l ピJレ) 氾お( 羽) 臼72- 3

自宅・神戸市須磨区桜木町3の3- 18 包 括 (71) 0324 

篠 太原 郎

こ.b.

，ロ賀

須 賀 工 業 株 式 会 社 取締役社長

な に わ 建 築 事 務 所 所 長

大阪市西区南堀江i i ! i 2 の 48 包 括 ( 531) 4428 

向毛・: n ; 而市箕面 5 の 7 - 6 包 括0727(21) 3561

ごJ.l:.

t 、，
，、 谷 雄

取締役社長杉村正三郎

専務取締役柏岡十三介

阪 急 正 気 工 事 株 式 会 社

大阪市点淀川区| 西之町3の34 ｾＱＱ 話 ＨＳＰＲＩＰＲＳＱ - 5  

F寓 美

幸

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締1支社長

大 阪 市 南 1'( 鍛 治 "1 田r 5 2 包 括 (21 1 ) 7 3 3 3 代

車

円水 和 5関

田 正

株式会社清水和禰設計事務所代表取締役

大阪市北区万才町43 i 良述ビル 'il.t話 ( 312) 7278・4616

自 毛 盟 中 市 中 桜 塚 4 町 3 ー 10 電話068 ( 52)  7056 

白

玄泳

三五 男

第一工業株式会社大阪支所取締役却市長

大 阪 市 北 1><: '/・1 日11町 3 0  ;l!:，;，ro  n64)  0977代

瀬 戸 本 典

: ιh 

，ロ

セ謹=

.s:呈.

1=1 
石

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 任 顧 問

大 阪 市 東 区 両 作 町 l 町 13

自宅・大阪市住吉区接ノ江中 l の68

電話 (942) 1461 

電話 (671) 3792 

三 雄 設 備 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 府 長

大阪市r . l W，区r. l 11; ，¥本通6の14 - 2 包括 ( 922) 6251代

銭
吉

岡 輝 之

株 式 会 社 銭 高 組 取締役社長

太 阪 山 内 l王阿波 l世 上 泊 3 町 2 l(t，括(臼1)6431大代

仙 四 良R回

関 西 媛 房 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪t問主吉区万代東 6 の3 7lH;!; (672)  1281大代

自宅' 1! I lrfi 大美野 7 6 の6 屯，!，!; 0723(  7  )6513  
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高IJ 島 栄 ) ¥ 

株式会' 11 向村辺機製作所 取締役社長

大阪市北Iメ:河内町 2 の28 ｾＨｌ， ｩ 百 Ｈ ＳＵＸＩ 6351 - 5  

田 阪 朋 美

J株式会社団阪建築設計事務所代表取締役

大阪市点灰森ノ宮東之町545

大阪紙器会館ピル 5 附 ¥l t話 (941) 9648 

田 谷 郎清

清 光 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 丙 I買沖j 刷 江 大 辿 2 町 2 0 11t訴( 臼 1) 1661代

向宅 神戸市東灘駅釦崎町東松1M108 電話078(4り3396

田 中

、三生z

，同 真

太 洋 組 株 式 会 社 代表 取 締 役

大阪 ｉｬ￮ｾ ヒ灰 ｦ 福岡町 ＴＷ 新阪神ビル l lL;活 ( 361)  2791  

I'I '主 ・戸 I i 市 内 山 町 5 0  1[t訴0797α2) 0249

問 中 幸 良R

問 中 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 天 王 寺 灰 北 河 期 町 54 ｊ ， ｬｬｾ 首 ＨＷＷ Ｑ ) 2391- 4  

0999 

自宅 ・大阪市阿倍 ' f 医阪南町5- 9- 24 i !L訴 ( 622) 0494

田 中 政

大島服用化学工業株式会社 取締役社長

4171- 3 

東 大 阪 市 新 庄 141 ¥Il話 (782) 6734-8 

門宅・大飯市城点灰野汀東町4 - 9 9 j l L話 (931) 3506 

田 中 実

富 士 屯 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 北 糊 iT 1-，通 l の 6 5  

田 ;刻 誠 也

株式会社 ｒｬｩｾＱ 建築設計事務所取締役社長

和 歌 山 市 下 町 1 9  '，(L話 (31) 0 2  6  1  

向 宅 向 上 電 話 (31) 0  2  6  2  

田 村 幸 良R

江 東 五 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市生野区勝山i J l j 9 の 72 '，K話 (716) 4035代

自宅 八 l e 市 山 本 町 5 の 81 電 話 (22) 4472 

回 本 栄

高砂熱学工業株式会社大阪支応取締役大阪支 1;li1立

大阪市北区的日 18 ( 新版包ピル ) 屯，! Ii (312)  '1521  Ｈｾ＠

吉

岡
洪 良日須

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社長

大 阪 市 東 淀 川 区 加 ぬ 町 3 5 7 電 話 ( 302) 2271 

自宅 ・西 宮 市 叩 子 闘 町 3 の 8 電 話 ( 41) 0494 

吉

岡
杉 久

主主

株 式会 社 大 成欽 工 所 代 表 取 締 役社 長

校 万 市 出 u 3  8  3  '，(L話也720 (31)  7001代

自 宅 大 阪 市 岐 点 r，( ' f 江 見L 之 町 4 の 9 0  

古

同
橋 勝 郎

共立建設株式会社大阪支庖常務取締役支院長

k 阪，h *  1，( 谷 町 5 の 30 '，It，話(i61) OI12ft

ｉＧｉＧｴ［，池ｮｉ ｬｨｫｾｉｉｉ ＢＧ Ｖ 'i'官7 〆J ヨ〆 '，10:，詰(61) 1'155 

高 橋 惣 右 衛 門

西 日 本 鐙 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社長

大 阪 市 東 区 1-，Bl T 5  ilt ぷf! i : . i J Eビル屯話 (762) 5701 

自宅大阪市阿倍野灰ｾｴｉ［｜ :>Pl 13 - 26' ill 話 ( 661) 3132 

昭和44年 盛夏 ( 50音順)

古

同 武橋 士

株式会社建築モード研究所代表取締役所長

東 京 都 目 黒 区 白 葉 台 3 の 5 - 3 III 話 ( 463)766討t

n 毛・東京都世田谷灰深沢8の2 - 8 .. 世話 ( 703) 032 1  

武 井
出

ナ

イ

l

ごム

，ロ

セ メ ダ イ ン ( 株 ) 大 阪 支 府 支 府 長

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 * 之 T 41 111話 ( 251) 3555 

竹 健

、tt:

Z旦腰

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区堂島中 2 の 37- 3 '0'江，lli (34 1)  66i l 代

自 宅 西 宮 市 松 岡 田T 7  - 22 屯，11; 0798 (:3<1  )2650 

竹 中 錬

株 式 会 社 竹 中 工 務 病 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 2 7  "江E活 ( 252) 1201  

f 1 宅 ・ 戸 屋 市 東 芦 尾 田T 2  0  '，!L，;l; ( 31) 7238 

丹 司

. . . . . .  唱

え

: b‘  
J 口

ア サ ヒ 街 陶 株 式 会 全i 取 締 役 社 長

大阪市住有ｾ L f 主 点 町 l 包括 ( 673) ω∞

n 宅 ・声援市住者医ト fi 吉田f404 'ilL，活 (671) 2531  

地 5頁 政 人

小俣シャッ ター工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

大 阪 市 北 区 若 怯 町 30 泣 E語(364)4825 ，9004 ，90 16 

矢口 義 夫見

抹式会社斎藤省三商16大阪応取締役支府長

大阪市西区士{ 主制通大i言j ピル臼6 i江，活 (443) 3361代

25 
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塚 本

、Ｎｾ

ッ、猛

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

辻 本

陸昌

三宝.

辻 本 豊 設 計 事 務 所 所 長

和 歌 山 市 東 長 町 中 町 丁 12 - 3  111.1古 (24) 6346

r l宅 ・ 同 上 屯J首位4) 6347

恒 成 ヨ11

合 名 会 社 つねなりすたじお 代表社員

大阪市点 ｉ ｾ 北浜 Ｓ の Ｔ 0  電 話 ( 231) 0141' 7781

津 村 芳

オリエンタルメタル製造株式会社取締役社長

尼 崎 市 長 洲 字 稲 川 新 田 4 4  電 話 (481) 808ト 9

自宅 ・崎 玉 県大宮市ｩｬＧＱｩ Ｖ ｾ 町 Ｓ の ＵＸ

土 居 雄

社団法人 大 阪 建 築 設 計 協 会 常 務 理 事

大阪建築設計監理事業協同組合専務理事

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 5 何 回 電 話 ( 448) 3329 

7 ヤタマビル ( 448)  4110 

東 土田 謙

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 の 1 9 電 話 ( 202) 0391

自宅 ・神戸市点灘区住吉町縄手下 1680 包括 078 ( 85) 5043 

時 山 竜 太 郎

時 111 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区怜般鯖上 2 の21 美 都 ピ ル 電 話(お1) 6248

1;1宅・大阪市東淀川区三 国本町2め 127 電話 (3幻) 9557

26 
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徳 氷 正

株式会社 三座 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 4 の 3 3  f包括 ( 443)0051

内 藤
盲

穴

株 式 会 社 竹 内 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市浪連区元町 l 町742 j基本ピ ル 電話( 削)5089 . 1156 

内定 大阪市阿倍野区王 F 町4の 1- 8- 303 電話( 自由)7385

内 正 克藤

株式会社内藤建築設計事務所代表取締役所長

民w県小野市J 本町240肉 4 小野 ビル 電話(小野 )4757.代

1・1宅 兵 1・11 県小野市久保木町 1063 ff!. 眠( 小野 ) 4  668 

中
I

 

l

 

--』， 匠

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所

大阪市北区浪花町 3 8 新興ピル 包括 ( 371) 3651  

自 宅 宝 塚 市 米 谷 字 石 田 1 8  電 話0797( 86) 2391

中 川 真 佐
士

ロ

ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 区 北 新 町 2 の 7 電 話 (割2) 2951代

自 宅 東 大 阪 市 森 河 内 本 通 3 の17 包括 (781) 7995 

中 津 誠 良R

中 津 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北区富田町38 新日i I 'l ピ ル 電 話 ( お お お81

自 宅 ・ 守 口 市 滝 井 元 町 3 町 27 電 話 ( 991 ) 1848 

中

吉 宮

7 む

士

口回

株式会社日 本総合建築事務所取締役社長

東 京 都 渋 谷 区 神 宮 通 l の 15 l 1t昔前3 (  463)  50201¥: 

中 原 茂

安宅エンジニヤリング株式会社取締役建築部長

大阪市東区京僑 2 の 15ー l 松村ビル

電 話 ( 942) 2312代

.  

中 ヰサ 金

中 村 金 三 商 庖 庖 主

京都市下京区楊絡通烏丸酋入横諏訪町 3 1  5  

m話 075( 351) 1002.  1184 ・ 8380

自 宅 向 上

中 村
直
一
旦

中 村 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区悔ケ伎町 114 関西ピル m. 話 ( 362) 1767 

自宅・京都市下京区七条通来場川西入八百屋町 1 2  

t世話。75( 371)  2755 

中 本 正 明

中 本 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市城東区野江東之町 3 の 15 電 話 ( 931) 734 1  代

自宅・枚方市香里ケ丘7の3 - 14 電話 (54) 0688 .  0578 

氷 井 城賢

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

東 京 都 中 央 区 銀 座 7 の 11- 10 電 話 ( 572) 1401代

札 幌 ・ 仙 台 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 福 岡

氷 鼎田

大 阪 電 気 l暖 房 株 式 会 社 相 談 役

大 阪 市 西 区 江 戸 地 1 の6 0 電 話 ( 441) 8 2 3 1  

自宅 ・ｾ中 市上野 Ｖ の Ｒ 7  電 話 ( 5 5 ) 3 7 1 0

長 屋 斉

株 式 会 社 朝 日 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区横綱 3 町30 京 音 ピ ル 内 電 話 ( 202) 6408

自 宅 ・ 吹 国 市 背 山 台 1 9 の l
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西 嶋 徳 太 郎

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 専 務 取 締 役

大阪市丙灰京町堀 2 の 7 5  '1世話 (441) 9351代

19毛・' I t 而市住ケ丘 3 の 11- 3 5 ，起訴0727包1) 2432

根 津 耕 郎

株 式 会社 根津 建 築 事 務 所 代 表取 締 役

k 阪 "i 車! ><: 宇野町 2 町 10(' 1' 制ビル ) 電話 (231) 1632- 3  

Ii"{; Ｎ宝塚市川耐 Ｖ 丁目印帯 ＱＰ 号 ｬＱ ｴＮｴ ｾ Ｈ ＸＶ Ｉ 7 8 6 2  

萩 正 勝

株式会社 萩 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

*京者11 円，'，I，U，z -1'[ ｾｦ￬＠ 2 の 2 0 - 1 4  '，{L，活 (719) 1734

1'1宅 **、相Ii'JI'" 麻布我持JJj 町3 0 '，[e，活 ( 583) 2828

土問 典
ごム

，ロ

福井ビニーノレ工業株式会社大阪営業所所長

太阪市南 ｉｾｬ え掬 ｈ 品筋 ｬ 町 ｬ 枇 久l毛刷ピル '，It，;i; (271)  8531  

原 守蔵

昭和44年盛夏 (50音順 )

回

原 区|今 尚 司 王 株 式 会社 代 表 取 締 役

大阪，j ，丙[ >1: 州民胤，+1 通 3 の 8 電話 (541)745針t

部 館 崎 ビ ル (541)  65 75¥V  

n毛 大 阪 t訂正 E ，).[>I: ' E 1.，，) 町 6 の 2 0 1世話 (711) 9792 

イ半 秀 雄

広 谷 嘉 秋

株式会社西原衛生工業所大阪庖取締役会長

大阪市大淀t<_中i ll ，*iiI曲 4 の11 電話( 458) 353l-ft  

イ半 野 貞

合 資会 社 中 建 築設 計 事務 所 代表 社 員

名古屋市中区西瓦町19(広瀬ピル) 電話 ( 262) 4411代

贋 野 '悦

と も い き 会 代 表

'，'1' 1  1  ，11 ｾｾ究田 ｦ 2 の 6 7 電話 (992) 5  4  9  6  

日 名 雄

日 亜 金 属 興 業株 式 会社 取 締役 社 長

大 阪 市 北 区 木 幡 町 82 ¥:Il，1市( 364) 2771  

起 業 所 東 京 ・名 古 屋 工 場 伊 丹 ・ 津 山

干富 朝 生

，合、

ロロ

怨 築 コ ン サ ル タ ン ト 事 務 所 関 西 所 長

k 阪 市 点 lズ安" ，悶T2 町 12トヤマピル内 電話 (271) 4  103 

U 中市I t ! l ケ丘 9 帯 創 的 1 1tt話 068( 56) 02∞

田

株式会社双星社竹腰建築 事務所代表取締役

大阪市北区堂島中 2 の 3 7 - 3 i lL話 ( 341) 6671代

n 宅丙宮市甲子間砂田町 17の 29 "lL話0798 (48) 0989 

子園 好 雄田

ダイケ ンサ ァシ株式会社 取 締 役 社 長

緋 市 松 屋 町 l の 6 屯J市緋 (38) 1  1  4  1  

畠 中 繁 平 田 イ手 良B 子菌 中
Fえ...... 

良日

( 株) 輿建築設計 事 務 所 代 表 取 締 役
株 式 会社 ー|ι 川 タ イ ル 取 締 役 社 長 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 埋 事

大 阪 市 内 r><: 制 2 の 23 "正n，H (441) 2288 
大阪市内 I烹|阿波 I唱Ij li 函l の 5 '，{L話 ( 532) 1231代

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 37 '0'日，I!; ( 231)  9648 

f，.: r.J I，h  ｾ＠ i  ，;， 1><: Ii:. ｦＧ 剖ｾ， ｪ 上 ｬ 相田ｔｬ ＲＧ "ι"，r， 0751  462)  2495 
n 宅 事1'/; 市灘 lメ卜針通 8 の10 Ｇ，ｻｌｾ西神戸 ＨＸＶＩＴＴＷＲ

浜 口 幹 郎

株 式 会 社 浅 沼 *Il 専 務 取 締 役

大阪市天王寺ｾＪｲＮ ｾｩ ｬ ｾ 町 Ｘ の Ｑ jlt ぷ ( 762) 0251  

向宅奈良市- : 1，町 3336 町 7 "包括 ( 44) 3237 

原 ネ青

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市東淀川医トゴ西之町4 の3 '.ll 訴 ( 302) 1551代

ドl 宅丙- : : i rn名次町 12 - 9  '，lLri fi 0798(22) 1504 

平 田 作 太 郎

株 式 会 社 平 閉 タ イ ル 副 社 長

大阪市両院阿波崎中通 l の 5 電話 ( 532) 1234 

向宅 京都市下京医綬小路大宮東 ilt 話 ( 801) 1806 

蛭 田 捨 太 郎

長

河

川

η

氾

社

倒

抑

制

品
又

り

幻

り

制

倒

倒

ω

恥

一

日

間

間

』歪

3

ル

0

3

l
L

一

ピ

6

笥
山

口

矢

4

研

M

当

日

…

悶

雌

馴

蛭

市

一

R

灰

灰

社

以

附

ム

z

m

捌

隠

H

H
m

古
削

有

点

京

ネ富 刀く 薫

株式会社主唱水建築設計事務所 (U 正取締役

大阪市南区順度目T通4 の61 ;UJ 再(251) 3102 ・5189

自 宅 同 上

子園 圭 蔵頼

株 式 会社 新興 建材 工 業 所 取 締役 社 長

大阪市西区西長沼南通 l の5 電話 (54 l ) 5757{¥

J ' I 宅大阪市住吉区住吉町242の22 m 活 ( 673) 5 120 
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藤 明井

新 晃 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市東区大川町 l 市治 (202) 4761大代

藤 幾井

株 式 会 社 藤 井 仁 業 所 取 締 役 社 長

大 法 市 本 山 2 の 2 - 9  1日約 ( 3 )0119代

自宅・京mldi 左京区松ケ崎J品川町23 ，liJ 古(781) 5: 3.13 

藤 木 銭

株 式 会 社 藤 本 工 務 1，1'; 取締役社長

大 阪 市 東 区 凶Ij f千田T 1 の 13 ，官話 (942) 1461  (¥ 

藤 ;畢 英 雄

株式会社藤湾建築設計事務所代表取締役

大阪市南区大宝寺町中ノ丁29 1li .lf; (271) 0040・6661

藤 手B 目白田

R I A 建 築 綜 合 研 究 所 大 阪 事 務 所

大阪市北|メ大融寺田 f33 {tl ，.)ピ j レ406 官，l'; (312) 9154 

点 以 . ｲ ， 占 ｬ￯ｬ 陥ｩＡｾ

藤 村 清

株式会社日新建築設計事務所代表取締役

大 阪 市 北 区 壷 1'Ii_ 田f 1 の 66 ，.li訴。52) 6161代

自 宅 ・ 奈 良 市 中 山 町937の 37 ｾＧｬ￬ ｊｴｯＷＴＲ＠ ( 44) 0201  

藤 本 庄 之 助

株 式 会 社 工 盛 社 代 表 取 締 役

大阪市城京区画 ｾｲｬｮ 6 の 4 3  .，喧，!，f; (961)  4460 

(962)  1288 

28 

昭和44年盛夏 (50音順)

星 麿 文

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市減東区| 則自国T 1 の40 ;ll ，活 (939) 4741- 5  

自宅・門真市域垣田 fl 2の16 包括 0720 (81)  0667 

星 野 健
l 日

. J l .  

日生不動産株式会社代表取締役社長

大 阪 市 東 区 日 開 附 l の 4 ift 話 ( 203) 3841  

内宅・神戸市点灘灰御彬田f I 出家大蔵28 ¥11話 (81) 9063

堀 フE 也

1
1
1
1 戸 材 料 株 式 会 社 社 長

神戸市主主合区熊内町 2 の88 l1W0 7 8  (23) 1421代

自宅・神戸市長 ffl lR1< 山町 l の79 電話078 (69) 8350 

布 袋 園 雄

東西建築サーピス株式会社取締役社長

大 阪 市 東 区 陥 剥 2 の 48 1世話 (202) 3626代

自宅和歌山市新制南町f 2 の 6 - 1  市崎0734 (22)9382 

本 ｾＡＱ＠圧 弘

株 式 会 社 ス 晃 尚 会 常 務 取締役

大 阪 市 北 区 以 川 町 16 i'tt，J古(363) 1371大代

自宅 ・箕面市舷丘 3 の 6 - 11 司1，!古 0727 (21) 2655 

本 史 郎田

本 国 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 芝 l司 田r 65 ; 包括 (372) 0831- 6 

一匙4 一日IJ 敬 蔵
l

 

l

 

-
-
a

，

 株式会社- * 知l辿築事務所取締役業務部長

大 阪 市 東 区 ( ) ( ｾ田 ｦ 5 の 19 .1li .li; ( 202) 0391  

(J 宅 京 郎rli F京区凶本桜田[ 訟I!;i 上ル ...li ぷ (351) 2083

前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 ii'; '!，i 町 17 1証話 (444) 1日II (¥:: 

自宅・芦屋市祭ケ丘町 4 の 18 司Ht o797(22)2∞5  

政 岡 基 次

日新ピルダーズ株式会社取締役会長

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 60 包括 (211) 6843(¥:: 

松 尾 陽 雄

内外ア スベス ト株式会社大阪支庖 取締役支庖長

大 阪 市 部 品 区 部 品 北 通 l の 14 .，11話 (922 )1371  

本公 村
士

口雄

株 式 会 社 松 村 組 取 締 役 社 長

大阪市北区ｾ心町 ｬ の ＷＰ 電話 ＨＳＵＲＩ 1131  

松 本 八儀

株 式 会 社 三 木 組 相 談 役

大阪市東淀川区十三元今卑北 通 2 の54

司 ￬ｾ 首 ＨＳＶＲＩ 1451代

自宅 ・豊中市蛍 池 中 町 4 の65 司I3古068 (52) 3448 

松 本 平大

別品応用化工株式会社大阪; 営業所 所 政

大 阪 市 西 区 京 町 掘 l の 74 .;.立.!l;( 糾 1) 5951  

自宅 ・大阪市東淀川区下新庄町 2 公団住宅2 2 - 4

電，!Ii (328) 0029 

丸 山

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

東京町l 港 区 北 川 山 3 の 5 - 25 nw; (401)  2287 

自 宅 点 J;( 郎港区南，' tlli3の11- 1 活 J占(401) 3328 
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寓

宅 謹 =・

..!:i%. 

o:::::a 
郎

車

同

.'  

パ ン ポ ー 工 業 株 式 会 社 代 表 取締 役

大阪 市 住吉区鎚江 中 Ｖ の ｾＷ 包括 ＨＶ ＹＱ Ｉ 1081代

自宅 ・向 上

南 廃
士

ロ

株 式 会社 南建 築 事 務 所 取締 役 社 長

京 都 市 東山区本町 15の7 6 0 - 16 包 括 (561) 9320 

自宅 ・京 都 市 東 山 区 本 町 19 電 話 (561) 3242 

南 長
士

口

斎久工業株式会社大阪支底 代表取締役支庖長

大 阪 市 北 区 常 安 田J 11 1ι 訊 (443) ＵＰＴｈｾ＠

自宅・尼崎市塚μ 町 6 の20ー 7 屯話 (421) 5136 

「 晶 『

昌 自司 克

社 凶 ii ，人 日 本 建 築 協 会 兵 庫 支 部 支 部 長

神戸市生且l区下U.!T' iill5 の23 兵J l l ( 辿設会館内

，li .ll ; 078 (35) 2800 

「 晶 『

昌 後 進

株 式 会社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 町 6 の35 ，必J后(771) 0393 

自宅・大阪市点住吉区山坂田fl の5 1li j ，fi (622)  5130 

昭和44年盛夏 (50音順)

輪 泰 司 望 月 光 夫

株式会社 地域計画 ・建築研究所代表取締役所長

京都市花京区吉1 l I 本町 12 の 15 1目指 (761) 2167代

自宅 車問i市伏見区桃山与五郎町 l の4 電話 (601 ) 3962 

村 石 秋
士

ロ

永 和 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市生野区総矢柄町 1 2  8  包括 (751) 1271  

自宅・東大阪市上小阪町 3 ー10 電 話 (721) 8183 

フE
士

ロ 太 郎

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市浪速区幸町 3 の2 ー l 電 話 (561) 2201代

自宅・芦屋市岩園田T334 芦屋ロイヤ Jレハイツ401

首お (31) 2643  

村 上 秀

勇

株 式 会 社 大 末 組 専 務

大 末 プ レ ハ ブ 株 式 会 社 社 長

大 阪 市 南 区 大 和 町 l 包括 (213) 0555 

自宅 ・大 阪 市 旭 区 縞 寺 町 417 電話 (953) 5121  

盛 道 雄

株 式 会 社 村 上 工 務 庖 取 締 役 社 長

大阪市大淀区盟崎束通 3 の l←16 電 話 ( 372) 2924 

向宅・西寓市仁川町 2 の 6 8  電 話0798 (51)  0230 

村 隆

、.J，..

ッ、

株 式 会 社 盛 工 務 庖 代 表 取 締 役

大 阪 市 旭 区 赤 川 町 2 の 8 屯話( 舵1) 3471代

自宅・宝塚市切畑字長尾山12の53 屯話 ( 86) 243 1

ー 晶 『

京 誠回

安 藤 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 応 長

大阪市西区江戸掘北通 l の7 電 話 (443) 5561代

村 田 鞠 ニ (通名篤信)

明 研 化 学 工 業 株 式 会社 代 表 取 締 役

明 石 市 藤 江 中 谷 町 8 8  8  1正話 (913氾45併t

自宅・神戸市垂水区出屋町西町田 164 電 話 078 (76)4186 

田

安 田 レ ル 株 式 会 社 会 長

大阪市南区末吉橋通 l の 1 7  ，!L話 ( 251) 7091  

八 十 島 健

t 1; 式会社 竹中工務応大阪本商 取締役大阪本 1;5長

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 27 ';ILぷ ( 252) 1201 

自宅 ・西符市甲子問 2 の 5 - 3 0 ';IL話 (41) 0598 

・ー孟』己
康 介 本す 本 E盛E包E  嗣 薮 本 芳

八幡工コンスチール株式会社大阪支庖取締役支倍長 村 本 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役
薮 本 建 築 土 事 務 所

大阪市東区平野町 5 の40 第11長谷川ピル 大阪市天干寺区上本町 9 の49 電話 (779) 1571- 8  和歌山市東長町 1 0 の 1 3  電 話 ( 22) 9930

電 話 (203) 5371代 向毛・努良県 ｾｴ ＾Ｑ［域郡広陵町大字安部 ＵＴＷ
自 宅 向 上

電話07455 (  2  )  6240 

宅
金tz:

国

株 式 会 社 入 江三 宅 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

東京都港区芝西久保桜川町28 ilL話 ( 501) 0286- 8  

自宅 ・東京都世間谷区祖師谷 l の32 ¥IL話 ( 300) 6830 

室谷 山 水

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

神戸市生悶区北長狭通 4 の l 電話。3) 0881  

向宅ー神戸市弔問 J ; ( 山本通 4 の108- 37 地縮 (22) 5050 

山 口
主

同良B

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 阿 波 座 t 通 4 の 8 '，tL話 (541 ) 5534代

向宅宝塚市匂j 畑' { : 長尾 l112 め 花8 lll.;活0727( 59 )2018  
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山 由 美ロ

や11 東 塗 料 株 式 会 社 社 長

! 己崎市 J己浜字国 lぶ I の 1 ，'Ii:.lI i  (429)  6261 

貴宅 ｮ￺ｬｩ 市 Ｖ 楽ｾＮｅ 3 の4 ー 18 電話0727 (21) 8976 

山崎 敏 明

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

神戸市生f HJ X : 栄町 2 の 2 1  '，[t話 078(  32)  0655 

ｾｉ＠ 宅・丙 '/:¥rfiH. 月 II' . 2 8  8  氾話i0798( 26) 2763

山
宏、

I-LI 
男下

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

よ阪，11 点 { 主 庁 医 駒 川 町 3 17) 5  Ｔ 正ＮＮｾ Ｈ［田 ＩＷＸ Ｑ Ｔ ＭＶ

ｬ Ｇ ｉ Ｇ ｴ［ Ｎ大阪 ｲｈ 点 ＨＢＢｩｬ ，Ｍ ｈ ｬｩｬｬｾ｛ ノ町 Ｓ の ＱＹＳ '，!l，，1i (621 )  9086 

山 華庁 郎

ごム

，ロ国

株 式 会 社 Ll I十日建築事務所 代 ぷ 取 締 役

大阪市北区神山町26自国信用ピ Jレ 屯活 ( 312) 0937- 8

自宅 ・大阪府H! i : J ! 市千里丘5の9- 21 ＧＱ包， ｬｾ (388)  0119  

山本 ↑専

昭和44年盛夏 ( 50音順)

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区中之ぬ 3 の 3 糾11ビルディング

?直訴 (448) 1361代

自宅・日大111 rlli 事(l f' i 4 の2 3 - 8  ，'I!J，f;068 (72)  9087 

山 本 義 t!1 

若林 繁
士

ロ

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社

大 阪 市 点 l豆上回f 5  ｾＧ包括 ＨＷＶＲＩ 5  7  0  1  

酒

-
m

j斐 夫

三 業 尾 装 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市大淀 1)( ..j>: rE川崎町 2 の 6 ill 訴 (371 )3321:"'3 

i'I'-iS . 中、都市J l ULJ 灰i，'t 水2の232 '，11訴 (561) 6283 

鷲 健

武

湯 浅 建 築 設 計 事 務 所 代 表 者

大阪市西区阿波康 上過 り4 の l 電話 ( 532) 4948 

向宅・堺市 i主待 山 町 3 の 10 電話 ( 2 )  8714 

士

口
gp 田 之 松

尾

大 阪 大 学 工 学 部 建 築 工 学 教 室

手口 達 也

ブルドーザー工事株式会社大阪支庖，取締役支底長

大阪市大淀区大淀町市 l の 5 電話 ( 458)5851大代

l司 宅 戸 摩 市 浜 町 6 の 27 111話0797 (  2 )  4383 

回

株 式 会 社 和 田 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 間 短 町 61 包括 ( 313) 2021-代

1' 1 宅・ 芦 原 市 西 山 町 52 'ilt諮 0797(22) 2860

j度 選 勇

株 式 会 社 間 組 名 古 屋 支 庖 建 築 部 長

名 古 尾 市 中 区 錦 2 - 4  - 16 電 話052 (201) 75 JJ 

自宅・名古風市干楓区神丘町2の48 電鯖052( 701)4203 

山 国 5邑宝劃.  
-:::1= 

田 広 助 北 野 正 雄Eコ

大 日 本 上 木 株 式 会 社 大 阪 支 応 常 務 取 締 役

東洋陶器株式会社 特約庖

中 西 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 !H 伝

株 式 会 社 ナ ニ ワ 商 会 代 表 取 締 役

大阪市北区中ノ島 3 ( 朝日ビル) 電話伶31) 9531  

大阪市天 E 、，'fJX: f，:; ケ辻町61 111話 ( 771) 9123- 7  

円宅 . Iii J k  ';fL話 ( 771) 9 1 2 8

山 出 敬

山 出 興 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役

止阪市南限太吉寺丙ノ町 2 1  電 話 (252) 8  5  9  1  

向屯 哩中市新千叫北町2の7ー10 電話 ( 72) 3  6  3  3  

山 本 ;葉

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

俊 ?宮 市 別 府 3 6  5  1電話 (381)9131- 5

自宅Ｎｾ中市東盟中町 Ｓ の ＲＰＹ 電話 ＰＶＸ (52)  4387 
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士

ロ竹 利

神鋼建材工業株式会社 専務取締役サ ｹ シｾ業部長

本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 丙 向 島 町 7 7  

福岡工場稲岡県粕尿剖l納艮町大字j'!' 原字釜昆2761

士

口嶺 徳

吉 嶺 汽 缶 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区安上町 4 の 10 ホースピル

電話 ( 271)8731代

小 林 甫 朗

小 林 住 宅 産業 株 式会社 社 長 一 級 建 築 |

大阪市東灰御世筋難波神社 li iJ 'ilt話 (251 ) 8371代

松 井 秀

亀 井 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区南久宝寺町 4 の47 電話 ( 251) 135訴t



e  

帝塚山学院短期大学

設 計 A . R . I 建築事務所

所 在 地 大 阪 市 住 吉 区 帝 塚山中 3 - 66 

建築面積 685 .070m'  

延 車 税 2.053.320m'  

構造規模 R C 造、 3 F .  P  1  

工 WI 昭和43年 7 月~昭和44年 3 月
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新時代の建築をリードするグ

9 . . . ，. ワコサ旦，ヨの I ) : 1: ミ，ー径三<>

- 耐風圧強度 風圧 ＲＰＰｾ 1m
2

の大型台風にも

ビクともしません 。

・気密性 す ぐれた気密性を持ち、遮音暖冷

房負荷にも好結果をもたらします 。

・割 安 の 低 価 格 枠 見 込70引 に ま さ る と も 劣

らない高' 1' : 生青色を? 寺ち 、 しカ、もおイ直E宝がグー

ンと低;いお買い得サ ッシです 。

ヲイワコサ旦，ヨ掛豆信託
. 7.ドキ土 ・工場 堺 市 松屋 町 1- 6 T E L .0722( 38 )  1141 大 代 表



特 別 避難 階 段の付室に 設 ける 窓お よ び 排 煙設 備の基準

倒 ｩ 設 Ｑ 宣告示第 ＱＷＲＸ 号第二の排煙設備の ｴｬｾ 準 Ｉ

2. 

(2)  特別避難階段の付室における排煙

設備基本図

(1) 特別避難階段の付室における排煙設備図

量上部升買

1I 間!i.

-ナ

日本建築協会法規委員会

質疑な どの投稿をお待ちし てお ります

-コ

23 

ｾ＠
寸' 1法

(7) 凶 中 ( ) 内の数字: は外気に向っ

て/Jfl ける乙とのでき る窓の場合の緋煙

口/J f.1口回航であ る。なお，外気に向っ

て直接開放する助合であるから ，図中

の排煙風道がない ものとして参照。

付) 封| 煙口は平常 ⑪ と し ，火; えが発

生した場合排煙口を作動 させて (/) 日)と

する 。給気 口は い す れ 倒 的 ⑪ と

する 。

(ゥ) 4rri' /sec の排出能力を街する排煙

機を使用する場介は ，排煙 IJ の! J fl口面

積および排煙風道の断凶紡を適宜定め

るζ とができる 。

(エ) スプリング式. ill 力式などの併造

を有する封| 雄日は避ける。

(オ) 排煙風辺およひ給気風道lζ 使用す

る鉄板J I l - さは ，甲.FI¥防火戸の鉄板厚さ

以上とする 。

初) 天 井衷 • ｗｾ の 風 道 配 管は金属以

外の不燃材料でおおわな ければな らな

(3) 特別避難段階の付室から直接外気に向って聞けるこ

とのできる窓と給気風道の関連図

度院一寸 !'l i 度

I司伊 l 曳 l

11:1 1.11.i. 1  

I  :r ".a 過l

ヰ ｾ ｬＢＢ トＮ 内

B二且一旦A. @

日 梓:

，. " 且温 眠扇1・

〔法令解説〕

建築基準法施行令の規定に

基づく排煙設備の基準 〔図解〕

建築基準法施行令の一部を改正する政令の施行

に関しての， 尿尿浄化槽の構造基準( 建設省告

示第1726号) .尿尿浄化処I の処理対象人員算定方

(4)  特別避難階段の付室から排煙風道によって排煙する

場合の関連図

( 判俳煙 uの/J f.I/.!i1方法は ，前項l の(エ)

に同じとする 。

4. 特 殊 建 築 物 等 の 内 装 の 防 火 措

置 にかえて設 ける排煙基準

( 建設省告示第1731号)

(ア) 排煙を行なう i私分は ，床面積 500

nf 以内ごとに， 天井面か ら0. 8m以上

下方 IC突出したJ f f . れ壁その他乙れと同

等以上の維の流動を防げる効力のあ る

もので区画する 。

(イ) 排煙機の能力は ，防煙区画郎分の

床面積lζ Yaom を乗じて得た休積一( 一

つの排煙機が二以上の防煙区画部分K

係る場合にあっては ，ζ れらの防煙区

画部分のうち床面積の最大のものの床

面積に ちもom を乗じ得た休紡) Iζ 相当

する il1 ( 2 r r i ' 未満のときは . 2  rri ' とし

10rri' を乙えるときは 10ni' とする) の室

内空気を l 秒間に排出する能力を有す

るもの。

(ウ) その他のな準は ，特別避難階段の

付室お よび地下街の各構えの接する地

下道に設ける排煙基準に準ずる 。

( 大阪司m築 r.;j ill 築 部 1ft 笠原設備 係長 種 目高 己 〉

スト y パーヒューズイ寸

ドア ーチェ ック付

甲種又は乙種防火戸

司・ー給 気 風 道 、 断 面 積2 m辺

A'  

事iii ｪｊｾ＠
曾 慢 罵

l::!!!. J.豆三

品h 凪

脅さ? 道

Z長6m'

す

る

ａ 二 ｾ亙図

式( 建設省告示第1727号) . 特別避難階段の付

室に設ける外気に向って開ける ζ とのできる窓

および排煙設備の基準( 建設省告示第1728号L

地下街の各構えの接する地下道の壁，柱，床，

はりおよび床板の耐火性能( 建設省告示第1729

号) . 地下街の各構えの接する地下道lζ 設け る

非常用照明設備，排煙設備および排水設備の基

準( 建設省告示第 1730号) . 特殊建築物などの

内装の防火措置にかえて設ける排煙設備の基準

( 建設省告示第 1731号) など，各技術基準が公

布され，いずれ も5 月 1 日か ら施行されていま

す。特に避難対策とし ての排煙設備の技術的蕊

準を図によって概要を説明します。設計施工上

の参考にしていただければ幸甚です。なお ，他

の法令との関連した技術的指導の細部について

検討差している ものも現在あります。 したがっ

て指導行政面で多少の変更が生ずるかも知れま

せんがと了解願います。

地 下街 の 各 構え の 接 す る 地 下道 に 設 け る排煙

設 備

(建設省告示第1730号第二の非常用の排煙設備の図)

3. 1. 特 別 避難階段の付室に設ける 窓 およ び

排 煙設 備 の 基 準

( 建設省告示第1728号第一)

33 

(ア) 排煙区画郎分ごとに排煙機を設けるよう配慮する 。

(イ) その他の益準は ，特別避難階段の付室における排煙

基準に準ずる 。

い1.1. 門叶 .1.1・|広「干

ー函庁官守安云1i 持者耳目てコ27i

lgg l.I.I.I.I.H.J gg ト1.  11  

品官官ヤ 長官Ztr 長官官官 長

ｾ ｩ ｹ＿ ミ 二 ｬ ｟｟ Ｚ 二 ＿ ｅｕ Ｑ ぷ竺ぜ Ｍ

外気に向って聞けることのできる窓の図

(7) ガラリ ーの/A口有効面積率は5096。

(イ) 排煙ロの開閉は手動開放装置にするほか，

煙感知器により 述動動作する機構につ とめ るな

と，排煙設備操作方法には十分配慮しなければ

ならない。乙の場合の煙感知認は消防法に基づ

き設置さ れた ものを利用するか，消防法施行規

則の基準に準じた煙感知器を設ける 。



実井・間仕切・アルミニウムのニとなら何でもご相餓下 ｾｉ ... 、

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 唐

大 阪 市 北 区 木 幡 宮T 6  0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 町 2 9 3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 
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名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋 (551 )3013



読者の頁

投稿をおまちしてお ります。掲織の

分に は規定の稿料を差上げます。

町、

ノ

口 地域冷暖房の実現につい

て 河 野 元 昭

現在千里中央地区センターに日本では初めて

の地域冷暖房工事が雄投rll であります。乙れを

きっかけとして全国ではいくつかの計画案が計

画されております。そして特 lζ 本誌 5 月号読者

の頁掲 E肢の柳田T先生の所論をはじめとして ，地

域冷暖房方式のエネルギー源や ， 乙れを地成計

画の内 lζ 組入れる場合の必然性や ，可能性につ

いて色々と議論がなされています。そ乙で地域

冷暖房昔| 闘が笑施 lζ うつされるまでの経過や設

ｾ Ｂ ｉ Ｎｑ 図を述べる乙とによって実現にあたっての

現状と問題点を明確にしたいと思います。

1. 企 画 段 階 … 「煙 突 の な い 町」

ある地h主計画がなされる場合，太陽と緑，人

車分自iL ーなと いろいろな設計怒図が提案さ

れます。千虫rl] 央地区の場合「煙' 失のない IIITJ  

という考えが強く打ち/ 1 ¥されました 。住宅団地

の中心にできる高IJtli 心であり ，もし何の努力も

なされないならば各位物に ，ボイラーや: 111. 突が

設けられ，大気が汚染される恐れがあります。

乙の「煙突のない IIl r J という挺突を実現させ

る方法として次の Ｒ つをｾＮえました。

(a) 各i J t 物の空調方式を空気熱源( 封|熱利JTJ

を含む) のヒートポンプ方式とする 。

(b)  地域冷暖房方式を採用する 。

(a) は理論的 1Cは非常に良い方式ですが，現段

|経では掛熱として利用 できる熱 l立を l珂『止に予恕

出来ない。熱回収機ｾとして経済的で安定した

ものが未だ得られなし、。設計者 ，胞工者とも未

元ふなれない点が多い。各極条件( 熱負荷特性，

工 'j( 担当者なと) がそろった場合に514験的 lζ 探

! 日している段階である 。などの理由で，地域計

| 聞という公共的立場 より対象地威内の建築設計

条例ーとして空調方式をヒートポンプ式に強制す

るのは無理である と判断されま した 。

(b) は中央プラントに煙突は必要ですが，燃料

や集盛装置を考慮する乙とにより大気汚染をな

くし ，煙突が無いのと同じような状態 lζ 出来る

わけです。 しかし次の成立条件を検討する必要

があります。

(c) 対象地成の規模や熱負荷の状態はどうか

地域冷暖房の機械類は集中 ，大型化するので，

当然安くなりますが ，rt 央プラン トか ら各建物

への地峻配管が余分のものとして必要となるの

で，経済的な規模というものがあります。また

熱負荷密度の検討も必要です。千里中央地区の

場合を他の実施例， 計画例と 比較したものを図

1  - 4  ( C示します。

(ct ) 個別方式の場合 lζ 比し て安い冷侃水が供給

できるか。対象地威内』ζ 非常に熱効率のI込いul

て物( 大規模な組合建築 ，ホテ J レなど〉がない

かぎり ，上記の(c) 条件が満足されれば地域冷暖

房方式の方が個別方式の場合より安い熱 lii が供

給できます。 しかしとの段階でプラント方式を

仮定してケーススタデイを行います。

(e) : 需用者の協力が得られるとと。信用者が地

域冷温水を貝うかどうか決定する場合，その価

値の判断u ; 準が明確に整理されてないのでなか

なか認がまとまりません。乙のため需用者ーには

地峡計画への協力という姿勢と ，地j或計画を進

める人々には指導性が必要になってきます。

以上の条件が満足されるという目安をつ けて

次の段階に進みました。

2. 基本設計段階… ・・ ・運 営 母 体 は ど こ が 良

いか

地域冷暖房事業は ，初期lζ 大きな先行投資が

要求され，資本の回収が長j切にわたり企業とし

ての危険負担も大きくなります。乙のｽ， ｉｾｾ から占 ｾｓ

市設備として公共投資を期待したいと乙ろ です

が ，未だその段階でないようです。 したがって

エネルギーの効果的運用といった点より屯力会

社 ，カd ス会社が乙の辺営 lζ 参加するのが以も可

能性があります。活力会社は深佼電力の利用と

いう点、より熱心ですが ，乙れは各 ヒノレで務熱方

式を採用すれば個別方式でも可能となるので ，

ぜひ地域冷暖房をという必然性は出てきませ

ん。ガス会社は五LJ 切のカo ス利用という点より熱

心ですが，ガス料金を自家使用として従来の%

Ｍ ｹ ｾ 程度 ｬζ て計算し ， 熱効率の良い冷熱源方式

を採用すると料金而でも fG気方式に十分対抗で

きます。千里中央地区の場合多くの運営母体と

しての希筆者がありましたが，結局大阪瓦斯KK

の長年の研究と熱立にが認められて認可されたと

聞いております。7G気方式[ζ しでもガス方式lζ

しでも冬期はi l l : i 1i 11ζ 準じた燃料が必要になり ま

す。乙れは公告防止の立場より検討されなけれ

ばなりません。千. ! J ! . の湯合いろいろと検討され

た結果 ，灯油の伎mが決定しました 。 しかし乙

れによる経済的負但は供給会社の企業努力によ

って解決することになっています。乙のような

乙とも大規模な集中化によってはじめて可能に

なる乙とと思われます。

3. 実 施 設 計 段 階 … ・ 需用 者 側 の要 求 に 確

実 に 応 じ ら れ る も の ， 経 済的 負 担 の 少

な い も の

乙の段階ではすでに運営母体が決定し ，熱源、

方式は大体の純闘が決められております。設計

の仕事の内容は

(f ) 需用家の要求 lζ 確実に応じられるもの→安

全率の高いもの

(g) より経済的なもの

といった相矛盾したものの追求が中心になりま

す。地域冷暖房は多くの需用家が一つの配管系

で一体となる乙とより( f ) の条件が個別方式に比

して非常に強くなります。乙れは経済性ともか

らみ合せて ，あるパランス点を見出さなければ

なりません。しかし乙の点、では我国において地

域冷暖房の技術的諮積が少ないので今後大いに

研究しな ければな らないと乙ろです。

26. 000m"  

c:::::::コ
S 計 画

250. 000rn三 I

口 l

千里中央地区 T

100.  OOOrn ｾ＠

亡己

、ートフォード

62 . 000m ｾ＠ 札 幌 市

= ニ コ

拭 港深 江 線

図 1 実施例および計画例の敷地面積

典型的な地核冷暖房針商としては，ハートフォ ード，築i岳，

千虫. 5 計闘があげられますが， 乙れらは同程度の敷地規模

であり ， 冷 品 ｾ機容盆も Ｕ ， ＰＰＰＭＲＰ ， OOOR T の純図である 乙と

を考えると， 冷水を送るJ > l 合の経済的規肢が ， c の辺 IC ある

ζ とが予怨されます。

地犠暖房のみの計画になると ， 札幌および京大阪 IC示され

るように ，その脱伎は非常に大きくなります。

日QI8 0.011 

J L  _ll__._ 
' ‘ ートフ，ート ケネテ{ C  '1テデル子守

マｾ ｾｾ悌官

図 2 冷凍結理容量/ 敷地面綴

R  t on m' ;  

15 

10 

宝品

図 4 冷凍機容最/ 配管長 ( 往)

一寸

• O.  138 

13. 2 

S 計画

( 図 2 ＭＴ の説 Ａ 日 ｬＩ実際 の 熱 消 ｾｾ置 は 不叩Ａ なので ， 冷i l Ii 機

およびボ イラーのよ完備行 {誌の 敷地面 白お よび 配管長 応対す る

明合 をもって比 較を行 なっ た。

( ' j M密度の点で1; 1 . ハートフォード訓画や 5 .11画 の 市 街 地

改造 計闘の場合か .J I常IC*で ， 市街地改造における 地 域 冷 限

切の 適正を示しているもの と思われます。

4. ま と め

地域冷暖IAJ I闘は ，ある地域，i j - 画にお いて.g，¥

状よりもより ｬｾｾ 、環邸 ， 便利さ ， 経済性 ， その

他毛追求し ，現状をベースと して解決法を求め

た場合の有力な方法の一つであります。 しかし

乙の実現にあたっては

0 地域計画における明確な思想と ， 乙れを笑射

される 指導性

0 技術的 ，経済的な問題を解決する努力

0 対象地域内の各市JI 'J家の理解ーと協力

の三つがぜひ必混となり ，乙の内一つが欠けて

も成立は不可能です。阿j ち非常に! ぶい分問での

辺解と研究が必要となります。今後更によりえ

い環境を求めての前向きの立場での議論が Ｇ ｈｉｌｾ

する乙とを期待 しています。( 日 ill .l¥l: 計工窃臥)
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口 「都市の論理」をめぐって

本誌 3 月号 IC. 羽仁五郎著「都市の論理」に

対する批判文を寄稿したと乙ろ，同じく 6 月号

において高井氏より反対意見が寄せられた 。氏

の意見の中には，拙論 lζ 対する誤解( あるいは

無理解) や曲解があるので，乙れをも含めて，

氏の窓見にお応えしたいと思う。

まず，高井氏の基本的態度は「都市の論理J

K 対する肯定的意見をもっておられる乙とであ

る。しかしながら ，高井氏の立脚点は羽仁氏の

立脚点とかなり相違したものである。それは ，

現実変革の必要性とその手段というように考え

ればよい。つまり高井氏は乙の必要性を ，羽に

氏はそのための手段を論じようとしていると乙

ろに明確な相違がある。したがって ，高井氏の

場合には一貫して現実変革への実感が，羽仁理

論を無批判 IC肯定させる原因 となっている。

現実変革の必要性はわれわれすべてが ，ひと

しく感じていると乙ろであって ，乙の必要性の

ゆえに手段( 方法論) が要求されるのである。

高井氏はその手段を羽仁氏の「都市自治体. i i l i 合」

にみ，私は そ乙 lζ 架空性をみた。現実変革の手

段となりうるか ，なりえないか。問題は ζ 乙lζ

落着するのである 。以下，高井氏の論点を11原を

おってみてみよう 。

まず次の反論からはじまる。

1  r民衆みずからの自主的な統治による場合

にのみ，それを自治体と 言 うのであるという自

治体の本質規定から ，現実には存在しない自治

体なるものを，実体的なものとして設定してい

る。』と論理の否定を しておられますが，乙う

いうふうな把慢の仕方で論理の否定をする ζ と

に，どれだけ窓味があるというのでしょうか。」

まさに乙の出発点のと乙ろの「本質規定に関す

る問題」から種々の径路が分岐する。もちろん

「どれだけ意味があるので しょうか。」などと

いう気楽な問題ではない。乙の気楽さは ，のち

にみるように拙論のま乙とに気楽な理解となっ

てあらわれる。

一般に ，本質は現象において現れ ，現象は必

ず本質を含んでいる。現実の現象のなかの本質

は，人間のみ K ある抽象能力によって認識可能

であり ，乙れは複雑な諸現象からの抽象化 ( =

概念化) によ ってえられる。 したが って . 1本

質」がそっくりそのまま実在するというような

乙とはありえない。それは丁度，純粋な H 2 0

が現実に は存在しないのと同様であり，乙の意

味において ，純粋な資本主義社会もまた存在し

なし、。

「都市の論理」でいわれている「自治体J ( 具

体的な歴史的事実 とし て引用されている古代ギ

リシヤ のポ リス，ノレネッサンスの自由都市) の

本質は「民主主義J であり ，それはそれぞれの

時代の進歩的階級が代表する。現代における民

主勢力が，一都市自治体というような地域的な

現われかたを して，すでにそれを含んでいる国

家と抗争する乙とはありえない。 1 r都市自治

36 

r 都 市 町 帥 理」の 踊5里帰遺

ヨ

)

-

J

1

 

一

-
7

て

-

ニ

羽

し

一

ユ

批

お

一

ミ

の

と

1

l

「

l

コ

踊

令

;

(

 

一

d

l

一

一

一+一

-

z

-

一

コ

一

)

 

市

て

ス

都

つ

リ

向

出

よ

ボ

自

に

の

の

と

ヤ

ス

ニ

ソ
，

ン

る

リ

サ

す

ギ

y

周

代

字

引

古

ル

令(

 

階級社会

ｻ 地 方に 中央 ｾ対 極 するニとに Ｔ って ｽ

ーの

同

体

体

て

回

具

つ

共

の

よ

公

盾

に

方

矛

柾

抱

M

倒

111'宵白 色体 連 合

「ーーー「

註) I のと ころ が抜 け落らている

ｾＭー ー 」

体連合』 というような，本質的には階級性の抜

けおちた組織」が公然と叫ばれうるのは「国家

権力に対して民主主義の概念が明確に対置され

ていないこと K よる。したがって両者の相互関

:iili . 現代における両者の発現形態が把慢され

ず，民主主義の歴史上の発展段階における発現

形態の抽象物 『自治体』が現代において都市自

治体として発現するべきであるとされ」るので

あり ，乙の背後 lζ は，コ ミュニティ論の批判に

はじまっている「都市の論理」が ，十分にそれ

を批判していない乙とによっている 。

もともとコミュニティなる槻念には ，社会的

要素と空間的要素が含まれている 。ある 一定の

空間的圏域( 地域的空間) において完結 しうる

社会的関係というものは ，封建的都市や農村の

崩域とともに死滅する運命にあったっにもかか

わらず ，従来の地域的空間圏域をはるかに乙え

て国土的空間圏域に拡大している社会的関係

と，空間的 ICは従来の地域的空間圏域( 地方公

共団体レベソレ) を並列する ζ とによって ，その

聞の関係は 1 対 1 1ζ 対応しえない矛盾 を内包せ

ざるをえない。 1都市の論理」においては，コ

ミュニティ批判が乙乙のと乙ろを軌紬にお乙な

われずに ，コ ミュニティの行政的要素の欠溶へ

の視角から，それを補足した地方公共団体を代

替し ，したがってコミュニティのなかの空間的

要素はそっくりそのまま自治体にのり移って ，

社会的関係と空間的圏域の間の矛盾は克服され

ずにもち乙される乙とになるのである。ちなみ

に，空間的圏域，すなわち生活空間のさまざま

の現象を規定する政治的，経済的諸要因を捨象

した幻想的「生活共同体」の理論は，以上のま

ったくの哀返しとしてあらわれるところの ，し

かし同一線上K 発生する思想なのである。

民主主義が現代において自治体によって表象

されたそもそもの原因は .1本質」と「現象」の

混乱から発生しているが，乙の乙とはコミュニ

ティ批判において克服されない乙とによって直

接結論にまでもち乙まれる 。高井氏の場合は ，

ζ 乙のと乙ろをさらに気楽に混乱することによ

って ，自治体の本質がわれわれの運動目標 ，何

かわれわれの逮動を導いてくれる絵図面と して

うけとられている。したがってIr現実 lζ は存在

しないものを』 乙うすればどうなるか，そうす

ればとういうふうになるかという，思考形態が必

要なのではないでしょうか。」というように思

考がすすむのである。 1本質」とは人閣の頭脳

が考案する絵図面ではない。現実の現象K 貫通

する真理であり法則である。 1どういうふうに

なるか」なとという試行錯誤的思考を拒絶して

いるのである。乙の絵図面に向う試行錯誤的思

考ば次の言葉によくあらわれている。 If 仮想的

な都市自治体連合』などの言葉から判断して ，

未来を想像する乙とを担否し ，現時点に存在す

るものだけしか認めない ，現存する形態のみが

正しいのだという考え方のようですが，現在の

社会形態も ，かつて封建主義国家の時代には ，

不完全な形態であったのです。J 1未来を想像

する ζ とを拒否」するのではなく . 1未来は客

観的な現状認識から生む」のであり . 1現存す

る形態」は「正しいか」否かとは無関係に発展

するととが確証されているのである。 1封建主

義国家」の人びとは . 1現在の社会形態 J ( =  

資本主義国家) を「未来に想像」して生活しτ

いたであろうか。

「本質」を絵図面に誤解した高弁氏は . 1本

質」が実在しないという乙との真の意味を理解

せず，乙の絵図面を否定したものと考えて ，そ

れがまたストレート IC現実変革の放棄につなが

り，さらにまたあまりにも単純IC現状の正当化

lζ 帰結すると解釈してしまった。絵図面→絵図

面の否定→現実変革の放棄→現状の正当 化とい

う思考過程の素朴さは誰の目にも明らかであ

る。絵図面は「都市の論理」の内容そのものに起

因する ζ とは 当然として ，乙れとさらに高井氏

のそれに対する無批判な賛同のアマノレガムとな

っている。「都市の論理」の内容そのもの は， も

ちろん高井氏にはかかわり合いがないが，私が

最初 IC ，羽仁氏は現実変革の手段を ，高井氏は

その必要性を論じようとしている とい ったのは

乙乙のと乙ろなの である。

乙の「手段J ( 方法論) の正否については ，す

でに述べたところであり ，いまは高井氏の「必

要性J が問題になってくる。それは上の図式で

いえば，絵図面の否定以下の と乙ろである 。現

実変革の実感 ・必要性は絵図面の消失とともに

現状の正当 化lζ 直行せざるをえず，し か し正当

化しえないか ら絵図面に到達するには「突変説J

が必要になってくるわけである。すなわち「も

し読者の論説を正統化しようとすれば，そ乙 l乙



は古い形態と新 しい形態がと もに不完全な状態

で共存する過渡期の問題を無視 した突変説を必

要とします。 J というと乙ろへ直進す るのであ

る。 r突変説」とは「白昼が突然、夜」となった

り. r生れたばかりの赤子が突然大人になった

りするととだそうである 。 r突変説J というよ

うな考えが出てくるそもそもの原因は. r都市

の論理」の架空性が高井氏の乙れに対する無批

判な理解( 実感的必要性) を通して( それだけ

いっそう正直に) 現われてきたというととなの

である。

絵図面を正当化するために，固と地方自治体

が対置されるが，しかし明らかなように現代に

おいては国と地方自治体とは不可分である。そ

れは丁度人体における不可分な構成部分である

頭と手を対立させているのと同様である。国と

地方自治体を対立させ，前者を権力 ，後者を反

権力として把握すると乙ろに階級的視点が欠落

する 。国 と地方自治体が本質的に対立するもの

であるならば，地方自治体の高級官僚，たとえ

ば都道府県の知事や助役，市町村の長は必ず民

主的である乙とになるが，果してそうか。そと

にもおのずから民主と保守があろう。だから ζ

そ選挙戦が展開されるのであり ，その重要性が

ある。

地方自治体行政の危機は，まず財政問題とし

て顕在化 している。これを現象させている原因

は， 産業資本K 奉仕する公共投資であった( 高

度成長経済期) 。そして乙の結果は ，いまや都市

問題として都市生活者諸階層の共通の問題とな

った 。一つ は生活環境悪化の問題として，いま

一つは利権擁護の問題として。さらにいま一つ

は生活費の問題 として。乙れ らの都市問題は ，

都市改造をめぐって さらに尖鋭化しつつある。

第 3 次産業の発達，就中管理情報部門の異常な

発展は ，過密都市の改造を必要とし ，乙れに加

えて独占系列に従属する開発企業体，いわゆる

民間デベロッパーの営制的閥発事業 として採算

ベースにのりうる事態にたち到ったという乙と

( 独占の多角経営化) . 乙の基盤のうえに都市

改造がおしすすめ られるとき ，必然的 lζ 生じる

のは小経営者 ，自営業者層の都市からの法的 ・

強制的はね出しに対する利権をめぐる利害対

立，したが って利権擁護のための斗争，乙れを

モメントとする中産階級の保守陣営から革新陣

営への転化が進行する。次lζ 労働者階級におい

ては ，都市改造の結果生 じる 受益者負担に よる

生活費の圧迫，一般に都市生活費の増加による

生活の困窮，これを l モメントとする経済斗争

の激化。次lζ 近郊農民の都市化による離農とこ

れによって生じる失業 ，およひ、上記諸階級への

転化，したが ってそれら との利害の一致。最後

に乙れ らの諸階級，諸階層の全てにひ としくお

そいかかる環境悪化の被害。乙乙 K 都市問題の

矛盾は結集され，民主勢力統一の基礎が成立す

る。

乙れは行政的空間圏域〔たとえば市域レベ J レ)

によって統合される エネルギーであるか。全国

土的K . しかし究極的には階級的 l乙発現するエ

ネJ レギーなのである 。

ｩ ｾ 井氏の絵図面に対する信仰は Ｎ r都市の論

理」の「方法論」のところに視点をあてる乙と

をやぶさかにし ，ζ れに対する証明を もって反

論せず，長後には問題を建築家の社会的責務と

い う一般的な意識に解消させている。すなわち

「建築は社会に対して ，経済的にも ，精神的に

も，強い影響力をもっているのです。J r現代

社会の矛盾のひとつである人間疎外の状況を助

長するような ζ とがあってはならないのです。」

口 建築設計と消火器

森 本 茂 次

使うようでは困るもの，しかし備え付けない

と法 令の基準に適合しないもの，乙れが消火ｾ

です。 したがって日 常必要なものでないため ，

ついじゃまもの扱いされがちのよ うです。消火

器は廊下に置かれている ものも多く ，乙の場合

は廊下の rt J 員を狭め ，誤って転倒 させたり， 知

らぬ聞に所定の位置から移動していたりといっ

たことがよくありま す。

そζ で私は ，設計者の皆さん方』ζ 提案 したい

のですが，廊下の間仕切疫にで もでき ればあら

かじめ設計の段階で消火器の位置を決めておい

て，ちょうど トンネ J レ内の待jj 霊場所のような消

火器の入る大きさのくぼみを設けてはいかがで

しょうか。もちろん ζ の場合は速くから消火器

が直接見えないので，有効な標識が必要です

が，乙うする ζ とにより 先に述べた ことが解消

すると思われます。

消火器が身近なものとな った現在，建築と 一

体となった設備のーっ として考えるととも必要

ではないでしょうか。 ( 京都市消妨局)

乙れらの重要性は充分認識さ れねばな らない

が，実のと乙ろ それゆえに乙そ「都市の論理」

の批判も必要になり ，一般に現代流行の建築や

都市計画 lζ 関するさまざまの「理論J IC対しで

も批判的にならなければならないのでめる。そ

して今日では乙れらの「理論」が数多く発表さ

れるにもかかわらず ，相互批判がほとんとな さ

れない無気力な状態が持続している。乙の状態

を打破する意味において ，本誌上に おいても今

後さらに活発に極々の問題が論議される乙とを

希 望 す る も の で あ る 。 ( 島村)

口 御堂筋沿道の景観の保持

について

すでに 6 月 8 日より ，都心部約 2. 200 ヘクタ

ーノレ lζ 容街地区が指定になり，地区内において

は，建築基準法第57条の規定による高さの制限

の適用がなくなり ，都市建築物の形態も・新さ

れる乙と と期待されている 。

しかしなが ら，すでに既成の建築集団が統一

的形態をなして ，街区の美観を燐成している御

堂筋沿道Ｈただし淀屋橋から本 ｾ ｉｔ 4 丁目の間)

については ，大阪都市計画地方審議会に おい

て，容積地区指定Iζ 関する答申の附帯意見と し

て，その統一的形態を維持するよう高さの制限

等について法的手続きをとるよう指摘されてい

る。

大阪市では ，目下具体策を検討中であるが，

当該地区K おいて建築物の計画及び設計をする

場合には ，事前 lζ 市担当課( 建築局建築部指導

第一課または審査課) Iζ 協議するよう，大阪市

では要望している 。

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その30) ( 明治11年10月10日~至10月12日) 口

明治

11年10月 10 日 午前 811寺，北陸御巡幸中の明治天皇，福井県敦賀を出発，大津K 向う。

/ /  / 1 11 東京日本橋浜町二丁目で時限発火装置による放火未遂事件が発覚した。 r窓の外へ

二升樽の中に石炭油( 石油) 二合程入，竹の筒へ線香lζ 火を付，筒の尻の方へ附木

が二把，茅牙 ほくちが四袋。其外乙まかな焚附を添て ，往来からは見えないや うに

C みとり あっ

芥取にて隠して有た」という 。

1/  / /  11 日 内務卿伊藤博文，各府県へ，河港道路橋梁修築 ・ 営繕ｾは， 三 カ月ごとに仕切って

清算し ，翌月 20日の現地発送で ，遅滞? なく請求するようにと公達。 これは明治七年

にすでに公達されている乙とを重ねて通達 したもので ，近代的な経理 lζ 慣れていな

い ζ とや交通の不便か ら余り守られなかったら しし、 。

グ グ 12 日 「有喜世新聞 J IC . 商用で京阪へ遊歴した常連投書家結城光昭の滋賀県坂田郡長浜

U'" る がうと

の近況記事がある。量十二町横八丁余，人家約三千戸。 r美成は神戸町の関知学校

う し や や は た め る

と第廿一国立銀行。 J r牛肉庖はたったーカ所，八慨に有のみ ，牛の事をツナド リ

と言て食ふ者稀なり 。J r擦にかかる往復の蒸気船は北東丸。琵琶湖丸。古龍丸の

にえ はか ζ'" わいしょ

三般。馬車は絶てなく ，人力車は五十附計り J r米会所( 取引所) は船町と金屋町に

ま ら めれ

売買の景気よく ，芝居は横I sJIζ 有ど昨年中は奥行僅 IC二，三度」貸座敷は南片町，

割烹庖は金屋新IIIJ の鮒長が上等で， r新附! 売拐11 ( 盾) は一軒もなく ，また見る 者一

人 もなし」とある。人民は「開化が七分，旧弊が三分」ともあるが，これは頭髪の

スタイノレを評したもので，まだ丁簡を結っている者が ，ざっと三十ノマ一セントとい

う意味である 。 (東京都北区神谷 2 ノ22ノ13 須藤欣ニ〉

‘  

“ II IIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII III III III III III IIII II IIII IIII II II 1111111“ H川111111111111111I1111111111111111111111111111111I 111111111111111111111111111111111川111111“ “ “ 凶 IIIIIHIIIIII II 川H“ 川川M“ “ 1111川1111“ H“ " リ1111111川川 1111“ " “ III IH川"川』“川川"川川l川川'"川"川
』川
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各種玄関マ ット設計製作 E tA + J  

〈 詳 細 図 〉

1+  I  I  I  I  I  I  1弘j ｾ＠

:: ;二=.jミ

〈規格色〉 赤 ・白 ・緑・ 鼠 ・青

お そ う じ 百 貨

玄関に

ハイセンスをノ

マッ卜は

トップメーカーの

三Ｇフ Ｂ ｾｹ 製品を

お選び下さい

( ウルトラセン)

ウルトラインマット試験表

・ 耐摩 粍 試 験 一摩 粍 減 量 0. 0035 グ ラ ム

試験 条件 テ ー パ ー摩 粍 試 験 機 荷重 500 グ ラ ム

回転速度 57 r.p. m. 1000 回 転

・熱収縮試験( 膨張)

40

0

C 士 1 oC 3 時 間 変 化 な し ー 5
0

C 3 時 間 縦 ( ー 0. 10% )

横 ( 一0. 17% )  

・ 耐 薬 品 試験 浸 漬 条件 3 0

0

C X  31 日間重 量変 化 率

3  % H2 S O，( 豆 0. 1 % ) 10%  N AoH( 孟 0. 1 % )

植物油( 白絞油 ) ( 5. 2%) ( 30・C X 5 日間 )

・ 耐 水 試 験 浸 漬 条 件 23

0

C X 24時 間 0 .07%

〈営業所〉

口口 ミ' リ" レ V 工 業 株 式 会 社

東 京/ T  E  L  (  667 )  8  8  4  4  ( 代 )

名 古 屋/ T  E  L  ( 911 )  4  3  0  6  - 7  

京 都 第 1/ T  E  L  (221)  5363 ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312)  6  0  5  1  

大 阪/ T  E  L  (531)  7  5  7  1  - 4  

福 岡/ T E L (27)  2 3 3 1 (代 )

北 九 州/ T E  L  (57)  3  5  7  9  

ミツ ｮｾｾ 営 業 本 部 / 大 阪 市 西区 北 堀 江 上 通一 丁 目 20 T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

本 社 工 場 / 京 都 市 南 区 久 世 築 山 町 380の 2 T  E  L  ( 921 )  6  3  6  1  - 3  
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E X P O '70 NE WS  

日本万国博建築ニュース

3  

- 空 か ら み た 建 設 中 の 会

場と各ノ〈ビリオン

目 下 会 場 に は 弁 パ ピリオ ンが建 設 を 急 い で い る 。

下 の 写 真 は 6 月14 日現: t t の状況である 。

。日 本政府館

@ 鉄鋼館

@ クボタ館

。三菱館

@コ ダッ? 館

@オー ス トラリア館

@ サ ントリ ー館

@コロ ンビア ・ブリティ ッシ ュ館

@ 電力館

@ 古 河パ ピリオ ン

。化学工換館 @ みどり館

@ お祭り 広場大屋根 @オ ランダ館

。万国1専ホー J レ @目立 ダル ープ館

@ 美術館 @ 富士グルー プJ ぐピ リオ ン

⑪縫維館 @三井ク'ルー プ， ぐピリオン

@ オンタリ オ州館 @ 東芝 ・I HI館

@ニ ュー ジラン ド館 @ 松下館

@カナ ダ館 @ 住友童話館

@ サンヨー館 @自動車工難館

@ ガスパ ビリオ ン @ケベック館

な お 、 タ カ ラ ビ ュ ー テ ィ リ オ ン 館 は@ の 後 ろ で

見 え な く 、 ア メ リ カ 館 は@ と@ の 中 間 で ま だ 姿

を 現 わ し て い な い 。 こ の 写 其 に は カ ッ ト さ れ て

入 っ て い な い が 、 ず っ と 左 の 方 に 、 英 国 館 、 ソ

述 館 な ど が 建 設 中 で あ る 。

- 日 本 政 府 館

設 計 日建 設 計工 務 株式 会 社

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社， 大 成 建 設 株 式 会 社

鹿 島 建 設 株 式 会 社 ， 戸 田 建 設 株 式 会 社

敷 地 面 積 37 . 79I m'  

建 築 面 積 14 . 406m'  

延 面 積 22 . 791m'

構 造 鉄 骨 造一部鉄筋コ ンク リート 造

階 数 地 上 4 階 ， 地 下 1 階

最 高 高 さ 28 .5  m 

起 工 昭 和43年 10月 3 日

日本政/ ( . f 館は、万国防? ークを形どった 5 つ

の 円 形 怨 物 か ら な り 、 ひ と つ の 建 物 は 直 径 約58

れる 。

展示は、 “ む か し " 川、ま " “ あ す " の 3 昔日

門 に 分 か れ 、 日 本 と 日 本 人 の 過 去 ・現 在 ・未 来

が 、 経 済 、 社 会 、 文 化 な ど の 各 面 か ら 総 合 的 に

展 示 さ れ る 。

l 号自iI . . むかし" 古 J'J [ 時代から 、 東西 文化

を 受 け い れ な が ら 発 展 し て き た 日 本 の 姿 。

2 号 館 . 、ま" 日本の ill 工 業 の 姿

3 号館" し、ま" 日 本 の 国 土 やj災林 業 の 姿

4 号 館 " あ す " 中 か ら 映 像 を 映 す 球 形 ス ク

リ ー ン と な る 直 後 3 0 怖の地 球 儀 が 設 遣 さ れ 、 宇

宙 中 継 な ど が お こ な わ れ る 。 ほ か に 発明 コンク

ー ル 作 品 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 製 品 の 展 示 。

同 . rzさ 約27 m ，地 下 か ら 6. 5 ' " 浮き上がった 5 号 館 “ あ す " 21世 紀 の 日 本 と 日本 人 の 生

日 床 式 て ¥ 中 心 に は F与さ 90 怖 の ポ ノレが立てら 活 ぶ り を 展 示 。



. 古河パビリオン

設 計 施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

敷 地 面 積 4，852m
2  

建 築 面 積 1，690m
2  

延 面 積 1，990m
2  

構 造 鉄骨造一部鉄筋コンクリート造

階 数 ( 7置 の 塔)

最 高 高 さ 8 5 m 

起 工 昭 和43年 7 月 1 日

〈 古代のｾＨと現代の夢一東大寺七震の浴とコ

ン ピ ユ ー ト ピ ア 〉 が こ の 展 示 館 の テ ー マ 。 周 囲

に 池 を め ぐ ら し た 庭 の 中 に 建 て られ 、 内 部 を 展

示 館 と す る 台 地 の 上 に 基 壇 を 設 け 、 そ の 上 に 東

大 寺 に あ っ た と い わ れ る 七 重 の 塔 を 再 現 す る 。

塔 の 最 上 階 は 展 望 台 、 夜 に な る と 特 殊 照 明 で 極

彩 色の 塔が 浮 か び あ が る 。

七l l 1の 浴 と 一 体 と な っ て 館 を 構 成 し て い る コ

ン ピ ユ ー ト ピ ア は 3 つ の 部 分 に 分 け ら れ る 。 最

初 の テ ー 7 ・ス ペ ー ス で は 抽 象 的 な 環 筑芸 術 の

展 開 、 次の エ レ クト ロニク ス ・シアターでは、

コン ビ ュ ー タ ー が も し 人 の 音 声 を 直 接 理 解 で き

る よ う に な っ た ら 、 と い う 未 来 図 を の ぞ く ス ペ

ー ス と 、 作 曲 ・ 編 曲 演 奏 の 領 域 に コ ン ビ ュ ー

タ ー が ど の 程 度 に は し 、 り こ め る か を 試 み る コ ン

ビ ュ ー タ ー ミ ュ ー ジ y ク か ら な っ て い る 。 政 后

は 、 コ ン ビ ュ ー タ ー を 使 っ た 種 々 の ゲ ー ム を 楽

し む エ レ ク 卜 ロ ニ ク ス ・ トレイニン グ ランド。

上 5 層まで組み上ったところ ( 69 . 6 .20現 在 )

下 左 完 成 予 想 図

下 右 。3 層目の最后の屋根を組み上けようとして

いたころ ( 69 . 5 . 14 )  

E X P O'7 0 古河パビリオン

設計施工

清水建設株式会社
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- 日 本 瓦 斯 協 会 館

設 計 施工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 3，600吊 2 階 数 地上 H 昔 、 地 下 1 階

建 築 面 積 1. 91 4m'  最 高 高 さ 27. 5 m 

延 面 積 4，775m' 起 工 昭 和43年 11 月 5 日

栴 造 鉄 骨 造一部鉄筋 コンクリ ート造

. せ ん い 館

設 計 施 工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 5. 500m' 階 数 地 上 1 階 一 部 4 階

建 築 面 積 2. 664m'  最 高 高 さ 26m 

E正 面 積 3，327耐 起 工 昭 和43年 9 月 3 日

構 造 鉄骨造

- サ ン ヨ ー 館

設 計 施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

敷 地 面 積 3‘ 350m' ，皆 数 地 上 1 階 、地 下 1 階

建 築 面 積 1. 764耐 震 高 高 さ 20 . 5同

延 面 積 1. 84 1m' 起 工 昭 和43年 11 月19 日

構 造 鉄 骨 造

完 成 模 型 と 建 盤中 ( 69 .6.20)

展示館は、 テ ー マ 「笑いの世 界」 を 象 徴 す る 曲 線 を 生 か し た デ ザ イ ン で 、 館 内 は A ゾー

ンと B ゾ ー ン に わ け ら れる 。 A ゾ ー ン は 、 左 右 壁 而 と 床 而 の 立 体 ス ク リ ー ン を 使 っ た 映 像

ホ ー J レ。 B ゾーンは、 ド ー ム 状 の 天 井 を も っ 丸 い ホ ー ノ レ で 、 ホ ア ン ・ ミ 口 氏 の 美 術 品 に 加

えて、 噴水、P . II 明、 音 響 に よ り フ ァ ン タ ス テ ィ ッ 7 な ム ー ド が か も し だ さ れ る 。 こ の 館 の

エ ネ ル ギ ー は す べ て ガ ス に よ る 、 トータル ・エネノレギ- . : ，/ ステムである。

建 設中 ( 69 .6. 20) と 完 成 予 想 図

昼 恨 の ス ロ ー プ に ス カ ー ト の ラ イ ン を 感 じ さ せ る デ ザ イ ン 。 最 高 苦112 6 m、底辺は 9 0 mX  50 m、

中 ほ ど に お さ 20 mの 半 球 状 の ド ー ム が 頭 を 出 す 。

内 部 は 、 床 、 天 井 、 壁 な ど 、 あ ら ゆ る 部 分 に 高 級 な 繊 維 品 が 使 わ れ 、 立体 的 な 衣 環 境 が

っ く り だ さ れ る 。 展 示 は 、 陳 列 展 示 を さ け 、 た と え ば 繊 維 の 紫 材 別 の 感 触 、 色、 柄 、 桜 様

な ど が 動 き の あ る 状 態 で 紹 介 さ れ 、 繊 維 の 本 質 が 理 解 で き る よ う 工 夫 さ れ る 。

機 型 と 建 設中 ( 69 .6.20)

テ ー マ は 「 日 本 の こ こ ろ ー 第三 の 自 然 に よ る 健 康 の 家 」 で 、 展 示館 は 日 本 の 民 家 の4様式

を 取 り 入 れ 、 単 純 で 力 強 い 線 を 生 か し た デ ザ イ ン 。 未 来 の 生 活 環 境 が 動 的 に 展 示 さ れ る 。

〈 巨 人 の 目 〉 入 口 正 而 に 設 世 さ れ 、 観 客 の 表 情 ・動作 を カ ラ ー V T R に再生する。

〈太古ス トリ ート〉 人 工 の 自 然 に 向 か う 地 下 道 路 で 、 笠 間 に 人 類 の 過 去 の 生 活 環 境 を 絵

画 と 笑 物 で 以 示。

〈人 工 自 然 の生活〉 未 来 の rfill 成 な 家 J が 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス を 駆 使 し て 企 画 さ れ る 。

〈サン ・ミュージックポーノレ〉広場 の 中 央 近 く に 立 ち 、 特 殊 な レ ン ズ 操 作 に よ っ て 自 然

の太陽を噂入するポーノレ。

〈カプセノレ ・ユ ニ y ト 〉 新 し い 科 学 苦 器 具 に よ る 将 来 の 家 庭 の 表 現。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽

断

量 (比重 0.5コンクリー卜 仰 重 量)

熱 ( コンク リートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

@ シポレ ックスは工場、住宅から超高層ビ、ルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体 育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

42 

大日 本 イ ンキ化学工 業K. K.堺工場

設 計 海 老原建築設計事務所

施 工 株式会社 竹 中 工 務 庖

使用場所 外壁、屋根

唖豆亙亘P

:5-ポレ11/ ' 7ヌ 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京都 千代 田 区 岩 本町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ビル)

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4 2 1  



口 写 真 と 概 婆 をどしどし お送。 ください.

凡例: a. 所在地 b. 建築面積 c  延商機 d. t. ' II造親娘 e  工 JUI 

|… ν  

442.  鳥取大学医学部付属病院外来診療棟 I  443 .  関西マックス販売株式会社千里寮 I  444.  第一生命住宅白金第一マンションズ

445.  丸 亀

設計 : K K教育施設研究所広島事務所

施工 : 戸 田 建 設 K K 広 島 支 庖

a  米子市西町

鳥取大学医学部付属病院内

c.  23，102.47m'  

d .  S R C 造， B l ，8 F ， P H 2 F  

e  昭和42年 12月~昭和44年 3 月

市 民
. 6.  

ｾ＠ 館

設計 : K  K 大 建 設 計 工 務

総工 西 松 建 設 K K  

a 丸 亀 市 大 手 町 1 番 地

C.  7，009. 283m
2  

d.  R C造，一部S R C造，B 1 ， 2 F  

e  昭和43年 3 月~昭和44年 4 月

446.  

設計施工 K K 大 林 組

a  . 大 阪 府 吹 田 市 千 里

c.  917m
2  

d .  R  C 造， 2  F  

e. 昭和43年 8 月~昭和44年 2 月

株 式 会 社 大 丸 誠 利 寮

設計 : K K双星社竹腰建築事務所

施工 ・K K  大 林 組

a  神 戸市Ｚｌｾ合区篭池町 Ｔ 丁目 ｬ

b  .  781. 511m
2  

C  • 2，245.  330m
2  

d .  R  C 巡， 4  F .  B  1  

e  . 昭和43年 7 月ー昭和44年 2 月

447.  

設計施工 : K K 竹 中 工 務 底

a  . 東京都港区 白金 6 丁目 15- 14

b .  678.3m
2  

C  • 8，161. 9m
2  

d .  S  R  C 造， 15 F  

e  . 昭和42年 10月~昭和44年 3 月

ベ ー リ ン ガ 一 川 西 研 究 所

設計地エ : K K 竹 中 工 務 庖

a. 川 西 市 矢 1111 字竹回 1 0  3  

b.  407. 6m
2  

c.  1，321. 3m
2  

d.  R C迭 及 びW造 ，

B I ，2 F ，P I F  

e  昭和43年 6 月~昭和 44年 4 月

448.  ユ ニ オ ン 硝 子 工 業 K K独 身 寮 I 449 .  烏 ケ 辻 コ ー ポ 公 社 分 譲 住 宅 I 450.  国 際 航 業 大 阪 綜 合 ビ ル

設計 ・K K 設計事務所ゲン プラ ン

地工: K  K  大 林 組

a  大 阪 府 枚 方 市 津 国 4 2 4 6

b .  545. 249m
2  

C .  1，501. 910m倉

d .  R C 造， 4 F ，P H I F ，

一部平家建

e  昭和43年 9 月-11百和44年 2 月

設計. 共 同 設 計 株 式 会 社

施工 . 森 田 組

a  大阪市天王寺区烏ケ辻町110番地

b.  828. 41m
2  

C .  5，762.8I m
2  

d .  S  R  C 泣， 7 F ， P H 2 F  

e  昭和43年 4 月~昭和44年 3 月

! 主体: プレキャストコン 7 リートを使用

設計 K K 梓 建 築 事 務 所

施工 : K  K  大 林 組

a  地闇市圭港町 2丁目大阪国際空港内

b .  3，105. 96m
2  

C .  11，384.  46m
2  

d .  R C 造， 3 F 一部中 2 F ，B  1  

e  昭和43年 3 月~昭和43年 11 月
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クラスメート

50 ( 島 根 県 立 エ 蝶 学 校 修 道 館 ( 現 県 立 松 江

工 業 高 等 学 校) ・明 治44年 一昭 和 11 年 〕

前 列 左より・敬称略

高 橋久 治

( i N水 処;t立K K 大 阪 支 ' ，'i旦R'I'; . 主 山 次 1-< . II({ 和 6 ! I三平)

白 箆 正 徳

( K  K 水 i川組. 明治44' 1・γ )

加 藤i青春

( K K ンヨ y タ ベ ト ， ジ ャ パ ン 大 阪 ' 1' 務所Lt .II({ 引12 '1' (̂ )

永 井 義 徳

( K  K 大 林*11 ";.:i J<工 '1川」務所長、/ 1日制16 '1'  年)

後 列 左 よ り ・ 敬 称 略

伊 藤 辰 夫

( )-Ql l l.ll，l泣K K 大 阪 支 宿 業 務 部 次 Lf . 11円相 11' 1 ヤ )

加 茂 周 孝 蔵

( K  K 凶} 地車J l 大阪本 J;'i 次長、/ I ( HII 9 ' I'. -̂ t:)

福 間 富義

( K  K 大 林剖l新 偏 向 工4' <1み務所段、 lI f..{ 布18 i J'.̂ t:l

前 田 篤 美

( K  K 鴻池組常務取締役、 i昭 和 8 i ド年 )

古 川 吉 太 郎

( K  K ) 、: 林組尼崎工4ν l' 務所. 昭和10年 半 )

( /1円相44年 6 J1 3 目 、 日 本位 築 協会 に て )

建築協 会の ｊｊ 干入りで百十 らずも ｽ Ｚ Ｎ Ｎｾ 似県 立工業学校 イ ｬ 萎 ｩ 江 ｦｩ ｈ ( 11{1和 2 8年校1 ' ，ＧＦｺＮ、 比 一によリ ｖ ｉｾ

立 松 江 工 業 高 等 学 校 に 改 称 、 ) 建 築 科 卒 業 て ギ1: 阪 の ク ラ ス メ ー トな ら ぬ I，;J 窓 生 ( 11 1' :1、

青 年 ml ) の 内 9 名 が 急 溢 集 。〕、 母 校 を 迫 似 し な が ら Bhq り 介 う 楽 し い ひ と と き を 干!i ーま

し た 。

自 鹿 修 道 館 の 大先 輩 で 明 治4 4年 卒 業 、 鴻 池kdl に 入 社 、 重 役 の 裂 臓 に あ っ た 。 づ| 辺

後 は 大 阪 建 設 業 協 会 で|期 間 の 処 築 界 の た め に つ く さ れ 、 今 な お 姉 、 灼 た る 柄 引，1ぷ り は

後 識 の 信E裂 の 的。

加 藤 H召和 2 -4三卒 業 で 、 大 林 組 に 入 社 以 来 、 終 始- r! ' 点 I市 固 な 人 制 で 後 進 の J 行 持 に

定評があ っ た 。 今はｦＹＡｽ系会社で大し、に祈 ｾ ｉｉｉ されて いる 。

高 橋 昭 和 ) 6  i )三 半 業 で た だ ち に ;-"f 7J<. 組 ( 砂U ，'i'7J<.挫 ，st ) に 人中 i さ れ、 ifサ外 で も 大 い に

敏腕を振るわれ て 現在は大 ｼ 坂支唐次長の品ｾ峨にあるベテラン技術名 。

永 井 昭 和 6 年 卒 業 母 校 の 助 手 を 務 め ら れ た 後 、 大 株主且 に 入 社 。 多くの良い' 1 1: 'J '; を

手 ゆ け ら れ 今 は い 超 高 JMピノレ w と 取 組 ん で お ら れ る 。

福 間 H召手[ ) 8 年 卒 業 で 大 林 組 入 社 以 来 各 地 の . J 'J U坊 を 制 ら れ 、 i，' J l lJ 7 - な 人 制 で 魁 l床 心 多

い 。 な か で も 小 l' 員等 は 名 人 級 との/ 1.(1。

前 田 H召和 8 正F 半 業 後 た だ ち に 鴻 池 組 に 人 中 1: さ れ 、 終 始 仕 'J' ; _ - mj の 催 等 生 で、 収 イ1:

で は 'i;¥';{0' 取 締 役 と し て J市 の あ た た ま る /l Hが な い と の こ と 。

加 茂 国 ｈ 召和 Ｙ ｩＧＡ 三 Ｒ 作業 ｩ ｊＱｾ ｩ 也組に入社、ネ ｹ カラのＧＺ［ｾＮ栄一 Ｗ ンでゴノレフ の Ｗ ナ ーが 良い

と ( T) ，' ，平 I'IJ 。

伊 藤 H召手[11 1年 卒 業 戸 Ll I 組 ( 瓜 戸 )Jj 1，幻出土 ) に 入 村 ， 学 生H寺 代 か ら 1'1' 々 の フ ァ イ ト マ

ン で ク ラ ス の 強 引 車 的存 在 で あ っ た が 、 メ ト で も 少 し も 変 ら ぬ 感 じ を う け る 。

古 川 昭 和10年 半 業 で 大 林 組 に 入 社 、 応 れ し て 似 以 後 進 畑一i P:の 桜 収 住 定 工 。J'; を j 11 ‘ "， 、

そ の ま ま 住 宅 を 手 掛 け る よ う に な った。

s沼 先 INの ')';.' 1‘JI も 知 ら ず ー 削 減 の ま ま j勝 手 な こ と を .'}: き ま し た こ と を 深 く お ，，' (; ぴ '1' し

上げます 。 なお、大正年代 の卒業生の 出席 が ｾＡＡ王か っ たことは淋しい思し、がしました 。

ま た 当 日 は 降 雨 の た め 協 会 の 松 井 、 点 UJ ｉｬｬ､ 氏 には 特別 の御 配 Ｑ 起 にあずかりｾ ｾふ ［月十欽し

ま す。 ( ，'，' 川， i e)
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万 国 博 の 雑 踏 対 策 は 万 全 か

万国博の| 井l催 も あ と 9 ヵ 月 た ら ず に 迫 っ た。 い ろ ん な 議，; 命や問題もあったが、今日ともなれ

ば建 設 、 運営 、 ギ 後処理! な ど あ ら ゆ る 薗 に わ た っ て、 そ の 成 功 を 心 から祈りたし、。

と こ ろ で 、 前 の カ ナ ダ 万 国 博 の 入 場 者 は 当 初 の 予 想 を 軽 〈 突 破 し て し ま っ た。 私 の行 っ た 際

も 、 土 ・日 曜 日 の 午 後 の 人 出 は も の す ご い も の で あ り 、 ' EX P O急 行 」 に 乗 る に も 1 、 2 時

間は行' 7 " 1 J しなければな ら な か っ た。 ホー ム ま での か な り長い1; 皆I支は人の波で 身 動 きもできな

い状態であったが、重苦イml . w . の姿は全くみられなかったし、だれひとり列を乱すものもなく、

ｩ 符かにまっていた のには 、 ｴｾ ろきよりむし ろ時 Ｆ ｽｪｾ し てしま っ た 。

日本万国博も、日 ｈ 在、 祭日には 枇￯Ｎ Ｇｾ ＶＰ 万の入場者が見込まれている 。 世界で 一 番せ っかちで

あり、 どこでも毎日 平気て待IJ リ込 みと 押 し 合 い を し て い る 日 本 人 の 場 合 、 し か も 酔 っ ぱ らい

の団体客も考えられ、思わぬ ｩｬｾ 舌しゃ事故の発生が予想される 。 これに対 して答 備員 と箸官に

よる 、 も の も の し い 笹 備 態 勢 に 依 存 し て 「 万 国 ヰ し に な ら ぬ よ う 、 会 場 計 画 の な か で、 これ

らの事故を未然に| 坊ぐ方途が十二 分 に 盛 り 込 ま れ て い な け れ ば な ら な い。

こ れ が 日 本 で 開 催 さ れ る 万 問 博 に 対 す る 一 番 心 配 な 点 で あ る よ う な うi¥. が す る の は 、 私 だ け な

の だ ろ う か。 ( No)

能」

「機 能」 い ろ ん な と こ ろ で 口 に し 表現 す る 言 葉 、 しかもい つ もはそ の 内容ゃな味を: 忘れて、

思 わ ぬ と こ ろ で 再 発 見 す る行 業ではないでしょうかーー

わ れ わ れ の 個 人 の 生 活 の Iｉ ｾ ｉ にも、 職 業としての 中 にも、忘れ ら れない袈素とし て 、什総 や 建

築 、 被 服 な ど の 作 者11分にまで内花し、 11寺と士易令によ っ て 終 り 、 美 的 感 覚 と 機 能 を 満 足 す る も

の を 創 作 、 表 現 す る こ と が 社 会 へ の 努 め で あ る と い え る 。 しかし主主匠と機能はものによ って

そ の 比 重 や バ ラ ン ス の お き か た は 違 っ て も 、 相 反 す る も の で は な く 、 美 し さ を 表 現 せ ん が た

め に 機 能 を 忘 れ て 、 し ば し ば 使 用 に た え な い も の や 、 反 商 機 能 は 満 足 で き て も 美 し さ を う っ

た え な い も の も あ る 。 人 IHJ 生 活 の 中 で こ の 極 端 に 走 る こ と は 生 活 や 人 間 を 無 味 な も の へ走 ら

せ る に す ぎ ず 、 こ の 調和 に よ っ て デザイ ン が 生 れ 、 機 能 が 進 化 す れ ば 美 的 要 素 も 多 い に 取 込

むべきであると考ーえる 。

し か し 人 間 の 利 用 す る も の の 中 に は 機 能 を 満 足 し て い て し ば し ば そ の 恩 忠 . や 有 事11'1床 を 忘 れ 、

何 の 抵 抗 も な く 使 わ れ て い る も の は 機 能 的 に 充 分 な 満足 を 与 え て い て 、 再 発 見す る 場 合 が 多

い 。 人 聞 の体 の各音11、桃 ii t 、 内 蔵 器管 の 用 途機 能 は 頭 の 毛 か ら 足 の 爪 の 先 ま で 非 常 に う ま く

で き て い る も の と つ く っ・く と 考 え さ せ ら れ る 。 は た し て この よ う な創 作 も 、 神 の デ ザ イ ン な の

か ー・ーー 再 め て 発 見 さ せ ら れ る の も年 の せ い る の か と ・・・・ー・・ ( K o )  

あ ま り 知 ら れ て い な い 大 手 建 設 業 者

最 近一 年 間 の 建 設 業 者 完 成 工 事 高 が 業 界 新 聞 に 発 表 さ れ て いた 。 建 築 工事 に つ い て 見 れ ば 大

手 五 社 の 竪 城 は ゆ る が ず 、 六 位 以 下 を 2 倍 以 上 と 大 き く 引 き 脱 し て い る 。 そし て もう 一 つ 注

目 す べ き は 七 位 に 殖 産 住 宅 、 十 位 に 太 平 住 宅 と 、 住 宅 専 門 の 業 者 が 藤 田 、 戸 田 、 熊 谷 な ど の

業 者 と 肩 を な ら べ て ラ ン ク さ れ て い る こ と で あ る 。

21王王手l交 に お け る 住 宅関 連 投 資 は六 兆 円 を超 え る で あ ろ う と い わ れ、 ま た わ がl主|の大 資 本 が こ

ぞ っ て 住 宅 関 係 に 手 を 染 め て い る 昨 今 で あ れ ば 、 一 戸 当 りの焔 工 額 の小 さ 主 住 宅 で あ っ ても 、

そ の お う 盛 な 需 要 に さ さ え ら れ て 、 こ れ ら の 業 者 が 大 手 建 設 業 者 を 遠 か らず 追 い上 げていく

可 能 性 す ら充 分 に 感 じられる 。 これ 程 日 本 固 有 史 以 来の最 大 の住宅街ー妥の 中 に あ って 、 そ の

質 は ど う か と 考 え た H寺 に は 残 念 な が ら、 国 民 総 生 産 が 世 界二 位 な の に一 人 当 りの所 l! J が二 十

位 前 後 に し か な っ て い な い こ と に も 通 じ る 、 ま ず し さ を 感 じ ざ る を1!Tな い の である 。

住 宅 公 団 を は じ め 、 国 の 住 宅 関 係 官 庁 に お け る 建 築 技 術 者 が 、 そ の き び し す ぎ る 予 算 の 枠 の

中 で涙 ぐ ま し い 努 力 を: f f i . ね、日を追ってその質の 向 上が 見 ら れ る が 、 ふ リ 帰 っ て 建 築 家 を 見

た時に、 真 剣 に こ れ らの問 題 と取り 組 ん で い る 方 々 は ど れ 位 い る の であ ろ うか。 本 当 に 人 間

が 住 む た め の 血 の 通 う 住 居 を 創 り 出 す た め に 、 建 築 家 は マ ス プ ロ 化 さ れ る 住 宅 産 業の 中 に 腕

を 振 る え る 方 法 を 早 急 に 考 え 実行 に う っ さ ね ば な らぬH寺j切に も う 突 入 している のである。 ( S a )
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こt L を

( 5i )  

歌」

杉 山 吉 良 氏 の 「 讃 歌」 と 題 す る 写 真 展 を 見 た 。 一人 の モ デ ル を 追 っ て 五 年 もの 問 、 明 る い 海

岸 の砂丘や、 l¥1f暮の 湖 畔 な どの自然、のたたずまいと共に女体 の 美 しさ を捉 え 、大 型 画 面 で 展

示 し た も の で 、 透 明 な 放 の !li7; き や 、 不思 議 な 形 に 侵 蝕 さ れ た岩 肌 の感 触 は 素 晴 ら しく、美し

い 自 然 に ま だ め ( . りあ え る 希 望 を あ た え て く れ る 。

と こ ろ で 、 こ の 個 展 の 成 功 は 、 作 品 の 秀 逸 さ も さ る こ となが ら 、 そ の 展示 法 の 良 さ に 負 う と

こ ろ も 大 き い よ う で あ る 。 それは透明| 場画の裏側IJ に 光 源 を 入 札 、薄 暗 い 室 内 で 透 過光 線 によ

って カ ラ ー写 真 を 鑑賞 す る も の で 、 邪魔 に な る反射 な ど に も わ づら わ さ れ ず 、 紅 葉 の赤も、

背 築 の色も、 雪 の 白 さ も 、 ま こ と に み ず み ず し く 、 とく に 逆 光の場 介の ト ンプ ラ イ ト は 燦 然

と し て 締 き 、 画 面 に バ イ タ リ テ ィ を 与 え る 。 従 来 か ら この純 の展 示 法 は 、壁 広 告 な ど に mい

られてはいるが、 一 流 の 写 真 家 が個 展 に 用 い た の は 例 がな し、。 もう 一 つ 、 大 き な も の は 数 メ

ー トルもありそ うな 鮮 明 な 大 別 透 明 陽画 作 成の 技 術 が こ の展 示 法を可能にしていることを; 官、

れ て は な ら な い。

す ぐ れ た ア イ デ ィ ア と 、 そ れ を さ さ え る 新 し い 技 術 、 お よ び そ れ を 採 用 す る 決 断 力。

4箆 利 し た も の が 、 ど のう子出f でも丹時を ，Li め る よ う で あ る 。
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京 都 市 青 少 年 科 学 セ ン タ ー

設置十監獲 京 都 市 住 宅 局 営繕 謀

日 建 設 計 工 務 K K 大 阪事 務 所

(才且 当) 薬袋公明

( 計 画) 図姻 弘 中津 敏明

付穂 造 ) 青 柳 司

( 空調 ・衛生) 牧 英 二 赤 松 重 J l I)

( 電 気) 大林芳 夫 山田恒春

( インテリア ) 永 図俊夫 中小路泰久

( エ 務) 浜田寛ニ

( 監 1里 ) 佐野正 一 浜上 J U尊

施 エ 建 築 株 式 会 社熊 谷 組

空調股備 三 機エ噴煙株式会社

衛生設 備 扶袋管工業株式会社

電気設備 光星電工株式会社

所 在 地 京 都市 伏見区深草池の内 町 13

規 機 鉄 筋 コンクリ ー 卜造 3 階一部 5'皆

坪 数 敷 地 面積 17，325m'

建 築 面 積 4，719m'  

ｾ床 面積 9， 429m'  

工 期 42
1
手12月 8 日- 44年 5 月 3 日

主要仕上 外部 コンクリート 打放

内部( 天井) ウオ ールコート 吹付

ミク ライト 吹イ寸

( 壁) コンクリ ー ト打数・ 打 放

ベ ンキ・モル タルペン キ

(床) ビニールタイ ル

建 具 スチ ール サ ッシュ ペン キ

設計者のことば 科 学 的 な も の の 見 方 ・ 考 え 方 ・ 扱 い方など、「科 学の方法」 お

よ び こ れ を 活 用 す る 心 構 え を 体外 した将升去の市民を育てるために、 児 童 生 徒 に は

実 験 学 管 室 を は じ め 諸施 設 を 利 用 し た セ ン タ 一 学 習 を 、 つ い て ・ 教 只 に は 研 修 実 験

宅 な ど を 活 用 し た 理 科教 育 改革穿をめざす研 修 を 、 さ 句 に 一 般 市 民 に も 各 縄 施 絞 め

見学、生活科学清座、理科教育 の 桐 ｾ ｧ 斑などを 行なう目的をもったこのセン タ ーは

誕 生 し ま し た .

思 う に 買 主 計 当 時 建 設 委 貝 会 お よ び 司 自 側 室 の 椅 先 生 か ら 示 さ れ た 要 求 に は 創 意 が 満

ち て お り 、 わ れ わ れ の 創 作 意 慾 を 強 〈 刺 激 す る も の で あ り ま し た。 と こ ろ が こ の

内 の地 獄 が や や も す る と 落 入 り 易 い 点 は J 、学智 ・学野々の為、「J令たい学習の場」

に な っ て し ま う こ と で すa 一無論，ill 営 閣 で の 原 因 も 大 き い で す が ー私 たちは、 r s是

かい ＢｴＧＺｬＮ ｾ の 場 ｊ にする為のＮｦＧ［境づく り をこのｬＺ ｉｈ 穫 の殴骨 Ｑ Ｍ テー ＿ としました。また “  

敷 地 は 、 か つ て の 陸軍 の 練 兵坊 の 跡 と か で京 商 約 100 m 、 南 北 約 L70 m の矩 形 で

まったくの平 湿地 のため、 建 物の群 例 成による 外膏 ｉｬ ｭ ｈＱＱ の ｾ かさが 必 裂であ り 、

そ れ に よ り (111 りJ却され る 雰 聞 公 の 中 に 上 記 テ ー ? を 織 込 む こと に 努 め ま し た 。

こ の よ う な 考 え 方 の 中 か ら 出 て き た の が 、 北 側 i E而 より 中央 に 向 つ て の び るス ロ

ープ、 附 段 お よ び 大 き な 中 央 デ ッキ 、 さ ら に 学 習 閣 へ の 広 が り で あ り 、 ま た プ ラ

ネ タ リ ウ ム ド ー ム 北 側 の 池 で あ り 、 そ の 流 れ る 水 の 音 で ι あ リ ま す。

A: 展示プロ ック

s : 学習 ブロック

c : プラネタリウムプロ ック

D  本 部 ブ ロック

虫学習園

出

)



選管針及支柱{ 本工事)

F 一一ー レーダー用アンテナ( 別途)

一一一 風向風力計( 別途)

南立面図

西立面図



、
4

1

1

、

・

、

場

¥

一
ホ

~

展

『

主

-

-

ゐ

多

一

吹

・

〆

/
/

 

• • • 

2  ｾ皆

。
H 皆





京 都 府 議 会 棟



， 

4・

設 計 監 理 日直量殺計エ務株式会社

担 当 薬 袋 公 明

例 函後藤寵慣厳聖ｦＧ￭ｉＺ ｾ 陸

相 造 角 t告ー

股 i醐 牧 野 茂 牧 英一

イ ン テ リ ヤ 永 悶 俊 夫 柴 閉 幕 夫

東i 理 佐 野 正一 刊・義{ 自

大 林 芳 夫

監 理 京 都 府 企 画管理 部管財 線

施 工 建 築 三 井 建設株 式 会 社

電 気 設備 光星 電エ 株 式 会 社

衛 生 設 備 K K大 鳥居 工 機 所

位 置 京 都 市 上京 区 下 立売 通 り新町商入

敷地 菌 積 39 ，941 .92 m'  

建 築面 積 2 ，113 . 5  m'  

延 菌 積 7 ，668 .5 m'  

精 進 鉄 筋 コンクリ ー 卜造 一 部 鉄 骨 造

地 下 1 階 地 上 3 階

漣物の高さ 軒 高 12 .975m 最 高 部 高 13. 875m

外 装 ｭｯ ・ ｳ ｡ ｩ ｾ ＧＺ ネル Ｈ カ ー テンウオ ー ル工法 Ｉ

一 部化 粧 コ ン ク リ ー ト 打 放 し

地下駐車場 31 台

工 期 昭 和43年 3 月 『昭 和44年 3 月

設 計 メ モ

庁 舎 総 合 計 画 の 』 環 と し て

京 都 府 行 政 的 広 域 化 に 対 応 す る た め 、 明 治37年 庁

舎 建 般 以 来 、 湖i定的にやtt5腔を行な っ てきた庁舎を、

税 時 点 に お い て 総 合 的 に 判 断 し 、 新 し い 梨 求 に 基

づ〈日十聞が巡められた。

そ の 基 本 的 な 姿 勢 は 次 円 よ う な も の で あ っ た .

1. 貌 庁 令 の 敷 地 を l プロ y クとして計画を行なう 。

2 本庁舎を保存する.

3.tt韓会微を分離する.

4 事務械を新設する.

5 車内処患と事制也の復活をはかる.

そ の 第一 歩 と し てE集会機が今回計蘭された 。

機 会 練 の ブ ロ ッ ク計画

敷 地 内 ほ ぽ 中 央 に 完 結 さ れ た 形 で 収 ま っ て い る 本

庁舎に対し、 Z提会機内位 置 は 南 西 部 (flil 縫 に 面 す

るス ペー ス ) 、 ま た は 本 庁 舎 の 北 側 { 事 務 機 建 般

予定地 Ｉ に ｾ ｾｾ務練と併わせて 骨 ｨ 面するかの方法し

か な か っ た が 、 人 的 iftl れ お よ び 機 会 的 持 つ 性 格 か

ら正 門 入 口 、 前 庭 に 商 し た 南 西 部 に 決 定 し た.

平 面 形 と 表 現

ｊ レネ ｹ サンス機式を持つ本館と機会制ｻは ｦｬｾ 彪を紬

として ra角 に riij い あ う も の と し て 計 画 し た ，議 場

を シ ン ボ ル 化 し 、 本 館 と の 対 立 と 側 和 を 主ORとし

て 新 ら し さ 場 を つ 〈るよう心掛けた。

そ の た め 、 平 商 的 に も 機 能的 呉 な るZ理場と望号貝会

緒室を分離し、融通1 ' 1 : の ' ! < められるこれら E者集を

中盟主スラプ工法によりi l ! に自由l立を均的. L 型 プ

ロッ クとしてまとめた 。 そ し て 犠 坊 を 絞 と し て 包

h .  3 1 . 徴的な会織的場としての機能的な表現にこ

の1十回を定沼させた.

引鋭、、て王ＱＱＮ夜、本庁舎 ｾｴｬ ｬｩＱ ｊ に恥務械を配置 ｅ しその

設 計 に 策 手 し て い る .

京 都 と い う替業 か ら イ ノ ー ジ円 盤 き と 敷 地 中 央 に

厳 然 た る 抑 止 で 存 在 す る シ ンメトリ ー の 本 庁 舎 と、

周 図 的 静 か な 寡 聞 気 か ら こ の 全 体 計 画 l i . あ〈ま

で本庁舎を輸として、 Mi I 闘を取りまく配置えと決

定 し た と い え る 。

ー・

.. 

委員会主

. -1- . . . _ . . 一一一一一 一 一 一 一.. l 一一一一 ._....1

H 皆
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特集: 転換しつつある住宅生産

�Ｇ ｾ Ｑ＠

回住宅生産のプレハブ化

1. プレハブ化の必然性

一本当のプレハブ化はとれからだ-

2.  住宅の 工業化に おける国の政策

国プレハブ化の進む中層共同住宅

1. 公営住宅におけるプ レハブ化

一 大 阪 府 営 住 宅 -

2.  公団住宅におけるプレハブ化

間躍進するプレハブ独立住宅

1. 乙んにちのプレハブ独立住宅

2.  注文住宅から商品住宅へ

回良いプレハブ住宅を造るために

1. 敷 地 ・道 路 ・上 下 水 道

2. モジュ ーノレ ・グリッド ・壁 厚 ・基 礎 厚

3. モデノレプラン

4.  法規 ・公益事業

5. 工事組織

6. 金融制度

67 



田 住 宅 生 産 の プ レ ハ ブ 化

1  . プレハブ化の必然性

一本当のプレハブ化は

これからだ-

34年のミゼッ トハウス 発売をひとつのき っかけとして耐久消

費材につながる「住宅の商品化」というイメ ージで，掛声だけ

は勇まし くプレハブ住宅メ ーカーがあい ついで誕生した。

しかし 「将来人件費は上り ，建設労務者は減少し ，木材は不

足 して高騰す る」から ，プレハブ化するのは必然だとい われな

がら ，現実には木材をたくさん使って大工が現場で加工する在

来の木造住宅に価格的にも 品質的にも太万打ちできず，わずか

に大企業( 町の工務庖に比べて〉の販売力と信用のもとに細々

と生き延びてきたというのが実情ーであ る。

したがって乙れまでは本来のプレハブ技術を開発すると乙ろ

まではいかず，各社の技術はば らばらで，各社の製品はそれぞ

れの特殊要因( 出身産業 ・経営者の好み ・設計者のせまい経験

など〉でまとめられたものが，そのまま続いて来ている 。

コンクリー卜の共同住宅においても当初は在来工法に比べて

メリッ トが 少 し 公的機関需要に支えら れながら受注生産方式

を脱していない状態で，プレハブ独立住宅と似たような事情で

続い て来たもの と思われる 。

その聞には 「プレハブ化が目的ではない 。良い住宅を作るの

が目的であｾ，住宅生産の全体のシステムを合理化することが

目的である」 との価値転換も行なわれ，プレハプ化を在来工法

へ後退させて品質的 ・経済的解決を図 ったメ ーカー も数多く見

られた。

しかしその苦難の期聞に軽量鉄骨の構造体 ・アルミサッシ ・

外壁材料，また共同住宅における P C版工法などプレハブ化の

ための技術がくりかえ し生産( 大量生産ではないが) の中で定

着し てきた。また小さなコスト ダ ウンの積み重ね ，改良のくり

返しにより非常に合理的な設計 ・生産方法となり ，ようやく品

質的にも価格的にも在来の住宅にひけを とらな くなっ たのであ

る。

また販売のた めの組織，現場での組立工事組織も 小規模なが

ら安定してきているようである 。

68 

と乙 ろが42年頃から ζ ういう 事情は一変して，かつての「人

件費 ・木材費の高騰 ，建設労務者の不足」 という言葉は ，信じ

られないくらいの早さで現実の問題 となり ，在来の住宅との競

争はあまり問題ではなくなっ て きた。むしろ 乙れから数年の聞

にすべての住宅は何らかの形でプレハブ化 されるので，プレハ

ブ住宅 という 言葉はなくなるのではないだろ うか。プレハ ブ化

されない住宅というものは手打ちうどんという言葉のように ，

む しろ稀少価値を示す ようになると 思われる。

乙のように ，現在のプ レハブ住宅は「工業生産 ・量産による

品質向上 ・コストダウン」を意図 しな がら ，技術革新 ・プラン

トの拡大を図ってきたが，需給関係、の開拓を怠ったため ，在来

工法の住宅 lζ 比較 し需要の上で、かなり遅れを とってきたといっ

てよい 。すなわち工業化によ る畳産，コストダウン のメカニズ

ムにのせると とができず，結果的に は「工業化」によ る設備投

資の増大が 「コス トアップ」に なり ， 更に需要の伸び悩みが

「少産」というように ，在来工法に比較して極めて不利な条件

の中で生産を続けなければならなかったのである。 しかし技術

の開発は住宅意識に対する変革をもたら し， 乙れがプレハブ住

宅の需要を次第に高め ，( 第 1 図) 産業界を刺戟し大資本( ゼネ

ラJ レコントラク ターやその他のメ ーカーなど〉の住宅生産への

進出を生み ，今や住宅産業の中絞 となろうしているので ある。

とζ ろが，前にも述べたように ，今までは量産における畳的

規模の自信がなく ，少量生産における技術開発しか行なわれて

きていないので，本当の意味でのプ レハブ住宅一一工業生産住

宅の歴史はとれから始まるのだ と考えた い。

20年聞に 100 兆を越えるといわれる住宅需要の中で，大規模

な生産設備を用いる 量産住宅の設計 技術が今後一層開発されな

ければならない。

しか し量産の技術が一挙に開発される とは思わない 。何 しろ

住宅は需要の多機化という意味で非常に問題の多い商品である

ので，それと工業生産 とを結びつけるのはそんなに簡単な ζ と

ではない。そしてその成否を決めるものとし て， ぼう大な住宅

需要の中で大きな部分を占める住宅部品のメ ーカーの動向の影

響が大 きい。

すなわち住宅部品メ ーカーが良い品物を安く大量に供給する

乙とができるかどうかが大きな問題だと思う。

そのためには

-・



，. 

① まず住宅メ ーカーがモジュー J レ ( 3 尺に代る基本尺度) を

始めとした大きな問題について取り決めをするべきである。

何か取り決めをしようとすると画一化だといって心配する人

もいるが，モジュ ーJ レの問題についていえばどれでも一長一

短で，む しろ統ーされてないための問題が多く ，工業生産化

において部品メ ーカーの協力を得るための基本的なととだと

考えたい。

いくつかのモジュ ーノレの統ーによって性能の高度化 ，多段

化にもつながると思われるので，それによって得られる利益

の方がずっと大きい。

グリッドの方式一一シング J レグリッド( 柱心心制) かダブ

ノレグリッ ド ( 柱内法制) かーーや壁厚につい ても統ーのた め

の検討を始めるべきである。

② 住宅における共通の品質表示方法を決め ，その品質試験の

方法について研究すべきである。

@  各住宅メ ーカーは現在の技術をできるだけオ ープンにする

とと もに ，現製品の生産方式の改良を積極的に行なうべきで

ある。

④ 自社技術だけでなく他社の技術も取り入れて上記の統一モ

ジュ ーノレにおいて現製品より少 しずつ工業化 した住宅を順次

開発していくべきである。勿論メ ーカ一間で技術上の情報交

換を行ない ，早い l時期に自動車における基本的な技術( エン

ジン ，クラッチ，ミッション ，プロペラ軸，ディフ ・ギヤ，左右

後輪) に必敵するものが早急に形造られることを期待したい 。

今後予想される大きな住宅需要の中で住宅メ ーカーにおい

ても ，単に企業利益を求めるだけでなく ，社会的責任を自覚

して，部品メ ーカーと協力して ，在来工法ではとても真似の

できない高度の品質で低価格の住宅を開発すべくプレハブ化

の本来の精神にもとづいて努力すべきであろう。

( 在 来)

( 現在)

( 将来)

ムト

ムょ¥

メ主!??、

公約 三 ト民間

ど ご 込 住宅需要

. . . . . .  在来工法による

f共絵

d 、 込 工 業 化 に よ る

供給士官

第 1図 全住宅需要lζ 占めるプレハプ住宅の比重増大の傾向

2. 住宅の工業化における国

の政策

国民生活を構成する衣食住のうちで コマーシヤノレ ・ソングと

ともに簡単に購入できない住宅が ，す乙しでも安く ，大きく ，

よい ものをと国民が願っている大きな問題なのに ，最近の労務

費の高騰 ・大工の不足 ・天然建材価格などの上昇から ，建築 コ

ス トの上昇率は個人所得の上昇率を大きく上回って増大を続け

ている。( 通産省資料)

また ，41年 8 月建設省発表によると住宅不足はまだまだ解決

しておらず，今後20年聞に予想される住宅建設戸数が 2，700 万

戸で投資額にして 100 兆円になり ，年間 5 兆円という大市場で

あり ，規模は現在花形である自動車産業や弱電産業を はるかに

上回るものであり ， しかも将来の成長性はきわめて大き い もの

である。

産業界がとくに明日の成長産業として "花開く住宅産業ω に

注目するのはごく当然の乙とではあるが，国民生活を構成する

衣食住三大要素のうちもっとも遅れているのが住である。

乙のような背景のもとでの住宅産業政策の必要性と難か しさ

をいかに処理していくのかは ，固と企業がそ して国民が一体と

なって乙の問題に ぶつかって行く乙 とが大切である と考える。

しかしながら ， とれほどの" 住宅ブ ーム仙の基盤とし て はや

はり政府の住宅建設に対する意欲がその大きな軸となっている

乙とは否定できない。

政府は住宅建設のプレハブ化については早くから取組んでき

たが，まず昭和36年に建設省が「簡易耐火造平屋建畳産公営住

宅実施要領」を発表。昭和37年l乙量産公共住宅推進協議会が発

足， 量産公営住宅の研究 ，試作を行ない実施の段階 lζ 達 した。

周年 lζ ，住宅金融公庫の融資において，軽量鉄骨のハ ウス メー

カー 8 社の工場生産住宅を不燃組立構造の住宅と して認定 して

助成の方針( 融資額を木造住宅より優遇 ・設計審査の簡易化)

を明 らかにしその中で "工場生産住宅の居住性などの基準化泌

が行なわれてきた。乙の承認制度における構造審査などによる

技術指導の役割，更にプレハブ住宅の品質に対する権威づけの

役割は大きかったと思われる。

公庫融資によって建設された不燃組立構造の住宅は ，昭和37

年度約 500戸，昭和38年度約 1，000戸，昭和39年度約1，500戸昭

和40年度約 2，000 戸と着実に上昇している。昭和39年 5 月，学

識経験者の参加のもとに工場生産住宅審査委員会 を設置 して，

工場生産住宅としての京認制度を行ない融資手続きの簡素化 を

図り ，木質系のプレハブ住宅とコンクリ ート 系のプ レハブ住宅

を加えて現在に至っている。

なお現在( 昭和43年 2 月) 住宅金融公庫から承認を受け てい
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ミ1

るメ ーカーは， 木造では 8 社 9 住宅 ， 不燃組立構造 8 社 13 住

宅，簡易耐火構造10社15住宅 ，耐火構造10社11住宅となってい

る。

また ，昭和38年 1 月 lζ プレハブ建築協会が設立され，昭和39

年には建設 ・通産省より社団法人の許可を得て ，法人団体とし

て認められた。乙の協会は各分野の技術的開発の成果をひろく

とりいれ，高度に発達した工業生産技術に立脚してさらにすぐ

れた建築部材を開発して ，計画的工場生産の体制を確立する乙

とを目的としている 。

量産公共住宅推進協議会，プレハブ建築懇談会など ，それぞ

れの契機をつうじて相互協力は進められてきたが， 乙の 2 団体

を発展的 lζ 解消して設立されたものでプレハブ建築を全国的な

規模でおしすすめ ，新しい段階をきり拓き ，プレハブ産業全体の

より多角的 ，総合的な協同作業の推進を図ろうと している。プ

レハブ建築を公的に権威づ け技術革新に果 した役割は大きく ，

ζ れからもプレハブ建築の主軸である乙とには間違いない。

更に政府は ，昭和41年 7 月29日閣議決定した「住宅建設 5 ヶ

年計画」の中でプ レハ ブリケ ーシ ョ ン ( 住宅生産の工業化〉が

今後の方向と して高い評価をなしている。それに基づいて建設

省においては ，昭和41年12月「住宅建設工業化の基本構想」お

よび乙れにもとづく「中層共同住宅建設の工業化の促進要領J

を策定以来，工業材料お よび工業化部品の普及 ，工場生産住宅

建設の推進をいっそう積極的に図っている。

乙の工場生産住宅の権威を高め信頼感を増大させた役割を 日

本建築センター がなしていた乙とも見過ごせない。同 センタ ー

が誕生したのは昭和39年11月であり ，昭和42年 lζ 建築センタ ー

の世界機構 U 1  C  B  1<:: 正式加盟。乙の組織の事業目標と しては

① 情 報 活 動 @ 技 術 開 発 ③ 普 及 活 動 @ 事 業 活 動 の 4 つを

挙げ，とくに情報活動に重きを置きその一環として ，建築構造，

建築材料などの性能などの技術的判定や調査研究などが行なわ

れている。その中で，住宅の部品化 lと関する研究や建築モデュ

- }レ採用の現状と普及に関する研究などプ レハブ建築にとって

絶対必要条件な調査研究がなされている。

たとえば，昭和41年 1 月以後建築構造審査会に木質系委員会

を設け ，木質系プ レハ ブ住宅の構造審査を行なっ てきた 。と 乙
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での審査目的は ，建築基準法第38条または第36条に関する 事項

として ，申請建築物の構造耐力が，従来の筋違を入れた木構造

の建築物 と同等以上の耐力を有するか否かを判断する ととであ

っfこ。

昭和43年 8 月まで ， 日本建築センタ ーの審査に合格 した木質

系プ レハ ブ住宅 18件および住宅金融公庫が工場生産住宅と して

承認したものが 4 件である。

また ，昭和43年 ，通産省が発表した「住宅産業における標準

化推進計画」が住宅産業政策の一環として ，プレハブリケーシ

ョンの問題点などを提起している。

基本的方向として ，きわめて多種類の部品をもって構成され

る住宅は ，その複雑さと高価さ ， さらには個人の趣味 ・趣向の

ゆえに いまだに大規模な工業生産による供給体制を確立 しえな

いでいる 。個 々の素材の種類を減ら しでも ，多数の組み合せの

可能性さえ十分に保証 して おけば各人の趣味 ・趣向は殆んど阻

害されない。

その具体的手順として

1. 住宅の品質についての需要構造の把握

2.  住宅の標準化←→部材の標準化

3. 供給体制の整備( オ ープンシステム)

4. 流通機構のあり方

5. 住宅の品質についての情報サ ービス網の確立

を挙げてい る。より 高度化された assembl e syst emが必要

条件であると受けとるべきなのだろう。

そ して，政府がプ レハブ住宅の問題点を指摘す る一方各プレ

ハブメー カーなどに各種の建設技術研究奨励金を援助して ，で

きるだけ密度の高いものを市場に出してゆとうとしている。乙

うした動きのなかで ，通産省は「産業構造審議会プレハフ。小委

員会分科会」で，プ レハブ住宅企業に対する アンケ ート 調査を

行ない ，昭和44年 3 月 lζ ，i フレハフ住宅産業の現状と問題点」

を発表 した。

一方，建設省住宅局においても ，昭和44年 5 月に ， i住宅生

産工業化の長期構想 ( 第一次案) 一一 住宅産業のあり方一一」

を発表した。とれは先述の 「住宅建設工業化の基本構想、J (昭

和41年) において ，充分に検討していなかった情勢の展開が，

最近いちじる しくなってきたとととともに ，住宅の工業的生産

という乙とが極めて重要な国民的課題であるととがあらためて

認識さ れ，きたるべき豊かな社会の住宅をプレハブ化のなかに

実現 しようと する動きのあらわれである。そのなかで，住宅生

産工業化のための対策として ，当面緊急に検討を要する事項と

して， a ) 研究開発の促進 b ) 民間関連企業の育成 c ) 住

宅性能標準の策定 d ) 技術評価機構の 整備 e ) 建築技術者

の教育 f ) 消費者金融などの充実などのほかに ， i 総合的工

業化促進策 とし ての大規模住宅地開発の性能発注J をあげてい

る。
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園プレハブイヒの進む中層共同住宅

先述のどとく ，本当のプレハブ化は ζ れからである。住毛' を

含め た建築生産も一品受注生産方式を大きく かえ，非述続生産

活動から連続生産を建前 とする 工業化 の方式へと大きく転換し

つつある。また国の政策においても ，住宅工業化が必須とされ

ている 。その プレハブ化の大きなに ない手である公的住宅 ，な

かんづく中層の共同住宅のプレハブ化は重要な課題として ， し

かも現実の課題 としてうかひ‘ 上ってき た。公営住宅と公団住宅

における共同住宅の開発はその現実の課題をより鮮明 lζ 示して

いる 。

すでに ，大阪府の公営住宅では ，全面 的にプレハブ化の切り

かえがなされ，近畿一円の公営住宅では統ーされたモデュ ーノレ

を定め ，同一規格 ・同一仕様の P C板を用いて建設をすすめる

体制をとりつつある。

一方， 日本住宅公団では ， ( メタノレフォ ーム工法による共同

住宅 (M F 住宅) ，プレキャスト ・コンク リー ト板組立工法に

よる中高層住宅 ( P C 住宅) の開発の一応の完成を み，その住

宅工業化への道を一歩進めてきている 。

いまや ，公営住宅 と公団住宅の両者にお いても ，プレハブ技

術の問題については ，それぞれ設計の自由度をもちながら ，p

C 板に よる中層共同住宅の共通モジュ ーノレを定める動きがj込ら

ｾＱ，るようになった。

以下 IC ，まず公営住宅 ， とくに大阪府営住宅のプレハブ化の

現状と今後の方向をさぐり ，つぎに公団住宅におけるプ レハフ

化の現状と今後の方向をとりあげてみたい。

1  . 公営住宅におけるブレハ

ブイt - 大阪府営住宅-

1. 建 設 状 況

第 2 図 は大阪府営住宅の最近の建設戸数の実績と ，昭和45年

度までの計画である。

第 2図 フ。レハフ' 工法による大阪府営住宅建設状況

( : 附までは実績であり )

44. 45 年度 は計画である
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E 彊

大型 P C板情造で内裁 は規格量産郎品によりプレハプ化した住宅 41年度は 4 階

建他は 5 階建

事曜休は現場打鉄筋コンクリー ト4荷造で内装のみ上記 1Cよりプレ ハ プ化した住宅

5 階建墜式情造( 但し . 38年度分は 2 階建また43年度以降は一部商崩住宅を含む〕

主として建設省の標撒設計による小型 P C 板橋治で内装は上記によるプレハプ

住宅 . 2 階建 ( 38年までは 1部平民主n. 39年までは一部経量鉄骨造を含む〉

在来工法住宅( 大部分はラ ーメ ン式による鉄筋コ ンクリート造 5 階踏 または 4

階建。 38年度以前は l 部低稲盛式造およびプロック造を含む〉。また36年度およ

び37年度には木造平屋若干を含む〉

1  %; 1  

四

回

第 2 図 lζ 示すように ，P C板て法による住宅は大阪府にて昭

和41年度より建設に着手 し， 45年度には総建設戸数の約半数 lζ

達する予定である。また ，低層のプレハブ住宅は昭和37年度よ

り， 内装のみをプ レハブ化した住宅は 38年 度 よ り 試作を始め

た。乙 れらのプレハブ 住宅の戸数は43年度には建設戸数の過半

数を占め ， ＴＴ 年度には ＱＰＰ ｾ ちに達する予定 である 。

2. プ レ ハ ブ 化 の 意 義

乙のよう lζ 大阪府営住宅の建設を工業化する乙とは ，従前の

諸障害を克服し ，計画 的な府 営住宅の建設が推進されるのみな
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と予測される。しかるにプレハブ工法は ，初期 lζ は工場設備な

らず，適切な行政指導と一層の企業努力により ，住宅産業を安

どに対する開発投資により在来工法より 高く つくであろうが，
よりよい品質の住宅がより大畳に

定 lと導き生産性を向上させ，

人件費と天然資材の節減という 点から 単価上昇の勾配は在来工

生産できるという乙とにつながるであろう。 ζ のような公営住

第 4図法よりゆるやかであろ
宅の成果に基づき ，民需市場の積極的な開発も軌道に乗り，住

在 来 工 法

う。またプレハブ工法
宅難解消のための有効な一つの方法となり得るであろう。

建

設

資

単

価

は歴史が浅く若い工法
以下各項目にわたって，大阪府営住宅におけるプレハブ工法

ｾＣＣＣＮプレハブ工 法
であるから設計上，施

と在来工法の簡単な比較を紹介しよ う。

または製造過程工上，
1  ) 所要労務者数 : 第 1表は昭和42年度の大阪府営住宅の現場

において ，改良 ・合理
における所要労務者数の調査の一例である。

年月

建築単価の推移

( 阜 価/ mz)

第 5図

金 額

22. 000 

21 ，000 

20. 000 

19.000 

18. 000 

化 されねばならぬ非常

lζ 多くの問題を含んで

より単価上昇のカーブ

は時間とともにその上

し，また画期的な技術

いる。それらの改善に

昇率を減じるであろう

( 単位人/ 戸)
職種別現場所要労務者数第 1表

17 .000 

16. 000 

開発によるコストダウ

ンも期待し得るであろ

う。以上のよ うな関係

を模型的 lζ 図示したの

1968 1968 1967 1966 

が第 4図である 。

また ，第 5図は大阪府営住宅における 1m当りの純建築資の

ζ の図によれば上記の関係がかな
上昇推移を示す図であるが，

り裏づけされており，すでに現在，第 4 図の 2 つの線が交叉す

る時期は過ぎたといえよう。

3  ) 工期 - 第 6図は大阪府営住宅にて 5 階建 3 棟 100 戸程度を

1 グル ープとした場合の現場工程の比較図である。
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夫
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つの円の面積は ，

( 注) P C版製作工事における工場労務は含まない。

第 1 表を図示すると 第 3図のよ うになる。

第 3図
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在 来 工 法
P C 工 法

うに P C 板工法の現場労務は ，在来工法の半数をわずかに上廻

る程度であり，大工 ・鉄筋工 ・左官工などが大幅に減少してい

P C板工法 lと対して労務者が経験をつんできた今
しかし ，る。

日では ，もう少し所要労務数の低下をみせているであろう。ま

図 lとみられるとおり在来工法では 8 カ月余りの日程を必要と

たプレハブ度の進行 lζ 伴なう各種合理化により ，労務節減の傾

しかし
するが P C板工法では 6.5 カ月程度に短縮されている。

向は今後とも継続進行すると推測される。

現状における建設速度は ，工事現場の技術的 ・材料的問題にて

2  ) 建設費. ，在来工法は一応完成された工法であり ，今後とも

合

A

F

た現場に ては レンタル料の高い クレー ンを遊ばせずにエレクシ

決定されるものではなく ，まず工場の生産能力に左右され，

その建設単価は ，わずかな変動はあるにせよ ，諸物価の値上り

それよりもやや急勾配にて上昇し続けるであろう
率を上廻り ，
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、

ョン を行なお うと いう経済的理由 と，エレ クションの過程に入

り乙んでくる非プ レハブ的な現場ジョイントの工程に左右され

るものである。乙のよ うな 条件のもとに ， 日産 2 戸の能力を持

つ工場にて板を製作し 3 棟90戸を 1 グル ープとして建設した場

合 ，42年度工事の実績では ，実動 1 日平均26枚の板建込み速度

であり 1 階分 3 棟18戸を建込むのに ，12 日程度を要しているよ

うである 。 しかし ， とれも所要労務者数の項で記載し たように

P C板工法に対して経験を重ねてくれば， もう少し短縮は可能

であろう。

4 ) 施工程度: 施工程度については厳密に 比較できる尺度を持

たないが，一般的に考えて在来工法では熟練工の不足という関

係上，大畳 lζ 住宅を建設する場合 ，施工程度の低下と ，工期の

延引は まぬがれ得ない。

一方プレハブ工法では ，作業は比較的単純労務であり ，極論

すれば素人工でもよく ，また材質 ・計畳 ・工程などについては

工場の厳重な管理下にあり，製品の均質化が行なわれる。現場

にても一部を除いて簡単な組立て作業であり誰がやっても大差

なく仕上らねばならない。

3.  大阪府営住宅における工業化の現状と対策

住宅建設工業化の推進条件として，工場 にて計画的 lζ 連続し

て，大量に ，高精度 ・高品位の住宅部品が生産され，それに対

応して年間平均した需要がなければならぬ。そのためには工事

の発注者，受注者 ともに工業化に即した新し い組織の整備 と，

新 しい技術に対応した考え方が必要である。

その指針 として ，大阪府建築部では昭和42年12月に府営中間

共同住宅建設工業化推進要綱を定め

1  ) 規格およ び標準化の推進

2  ) 生産体制の強化育成

3) 一般中小建設業の育成

4 ) 述絡および協調体制の確立

をうたった。

また ，受注生産者側では ，一段の企業努力により

1  ) 技術の向上改善の ための研究

2) 生産 ・建設体制の合理化

3) 厳重なる工程管理

4 ) 需要に密着 した生産計画の調整

などが必要となるであろう。

1  ) 規格および標準化の推進 : 今後ますます増大する建設量に

対処して ，住宅建設の工業化を推進してゆく上においてもっと

も基本的な問題は設計要素の標準化と部品の規格化を図るとい

う乙とであろう。 ζ のような標準化と 規格化の推進は ，生産者

側 lと余分な設備投資を避けさせて ，工業化の原則である少品種

・大量連続生産を容易 とするばかりでなく ，設計業務の省力化

にもきわめて有効な手段である。

乙のような意味において ，近畿一円のプレハブ公営住宅 は統

ーされたモデュ ーJ レを定め ，同一規格 ・同一仕様の P C板を用

いて建設するよう歩調をそろえてい る。乙れはまっ たく同ーの

設計を強要するものではなく， 同一規格の P C板を採用 してバ

ラエティー に富んだ設計が可能であると とを根底として，板と

部品の規格化 ・標準化を推進するものである。

モデュ ーノレシス テム lζ 乗ったノ f リエー ショ ンの一例を示す と

第 7図のようなものである。

第 7図 モデュ - J レシステム K よる平面の展開

ｾ＠

1 m 

2  ) 生産体格IJ の強化育成: 前記，府営中居共同住宅建設工業化

推進要綱にて ，住宅建設 5 カ年計画中に大阪府営住宅の毎年の

工業化戸数を第 2表のように公表した。

第 2表 府営工場生産中層共同住宅の建設目標

全 体 計 困 i  工場生産中層共同住宅 I  簡ぴ易内耐火場量 産 住 執 よ

装 工 生 産 住 宅

42 7，7ω 戸 450戸 2，000戸

43 8，000 1，500  3，000  

44 8，300 3，0∞ 5，000  

45 8，ω。 4，0∞ 4，ω o  

乙の資料を基にして ，各企業は将来の見通 しと 目標 を立て ，

生産体制の 整備を図っている。

また ，毎年度当初には大阪府をはじめ近畿の事業主体がその

設計図 と建設計画を明らか K して計画生産の一助 としている。

一方 P C板工法は歴史の若い工法であり未熟な点を多々含ん

でいる。 ζ のような改良すべき点の指摘と改善のための努力
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は，も ちろん発注者にてなされな ければならないが，それだけ

では不充分であ り，随時生産建設者側の意見を徴し ，設計への

参画を求めている 。そ うして翌年度の設計の改良 ・改善のため

の作業は継続的に行なって いるが，企業の設備投資の混乱を防

ぐため，原則として 3 年聞はモデルチ ェンジを回避する方針で

ある 。

また ，P C板メ ーカー各社においても設備拡強の計画や製造

工程の合理化など によ る生産性の向上に関して不断の研究努力

がなされつつあり ，さらに 昭有]44年度からは ，新し く中堅建設

業者 とコ ンクリ ー卜 2 次製品メ ーカーがそれぞれ公営型 P C板

の工場製作を開始し ，P C板の供給能力 は上昇の一途をたどり

つつある。

3  ) 一般中小建設業の育成 : プ レハ フ工法による住宅建設最の

増大 {ζ 伴ない ，在来の公営住宅を建設してきた一般の中小建設

業界の工事量の減少が問題となってくる。

一方乙乙で大型 P C板によるプ レハ ブ共同住宅の生産建設業

界を展望してみ ると大別して 2 つの系統がみられる。 1 つは P

C 板の製造部門を持つ大手の建設業者であり ，板の製造から姥

設にいたる 一貫体制を備えているものである。いま 1 つは低周

量産公営住宅( 第 2 図参照) の小型 P C仮を製作してきたコン

クリート 2 次製品メ ーカーであり ，製造部門のみで建設手段は

持たないものである 。乙の工下部門を持たない板メーカー の製

品をいかにして建設のノレ ー卜 にのせるかが問題であった。

そ ζ で，在来の公営住宅の建設工事 lζ 従事してきた一般の rjJ

小建設業者を工業化工法による住宅建設_ L 事に参加させ得た

ら，中小建設業者の従来からの仕事をうば うことなく ，工業化

工法の発展のためにも強力な推進 ) J となり得るであろう。しか

し， 乙れらの中小建設業者は， 能力的あるいは資 ) J 的な関係

で，ただちに工業化住宅のII 設にとり組む乙とはできなし、。そ

こで， ζ れらの建設業者 {ζ 対して ，企業合同 ・共同企業体( ジ

ョイント ・ベンチャ ー) あるいは協業組合の設立などの方法に

より，受注能力の増大を図り工業化住宅の建設部門を担当する

か，また必要な場合 [ζ は躯イ本部材の共同製作を行なうなどの乙

とによって工業化住宅建設に参加するよう呼びかけている。さ

る昭和43年 6 月には ，中小111i 設業者数社による協業組合が 2 組

合誕生し ，乙れら協業組合とコンクリー卜 2 次製品メ ーカーと

の聞に異業種ジョイン 卜ベンチャ ーが結成主れて ，工業化住宅

建設の一貫体制花関する行政的指導は着実な実結をあげつつあ

る。

4) 連絡および協調体制の確立 : 近畿 2的 4 県に おける公共住

宅の工業生産について，地区的な共通問題 lζ 関する連絡調整機

関として ，中層共同住宅II 設_ L 業化推進近畿地区述絡委日会を

設置している。 ζ の連絡委口会は ，近畿地区内各府県および指

定都市の住宅建設主管課，向上住宅供給公社住宅ru設主管部 ，

および日本住宅公団大阪支所住宅建設主管部にて ，構成 ・運営
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され，その事務局を大阪府建築部 lこ置き ，各事業主体の発注計

画，発注 コス 卜， 設計 ・仕様などを相互に検討し ，需給のノ《ラ

ンスを考慮しつ つ連絡協議を行ない ，工業化住宅建設の 円滑な

推進を図っている 。

第 3表 l乙近畿地区における P C板工法によ る共同住宅の建設

戸数を示す。
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関東地区にお いては中層共同住宅の工業化が日本住宅公団に

おいて行なわれ，相つい で神条川県，神奈川県住宅供給公社，

東京都などに てそれぞれ異なったモデュール{ 乙基づいて建設が

行なわれたので，その規絡やモデュー J レが事業主体により異な

り，P C板メ ーカーは多数の異なった規絡のコンクリ ート 板を

製作しなければならなか った。

近畿地区において は，大阪府が主唱して前記辿絡委員会 [ζ は

かり ， 2 府 4 県の工場生産 P C板のモデュ ールを定め ，規絡を

単純化統ー した 。

日本住宅公団は全国的 lζ 本所の標準設計を使用している関係

で，大阪支所 lとおける建設分も大部分! ま近畿地区の統一規絡に

合致 していないが，近く近畿地区の共通モデ ュールにしたがう

ようその設計を変更する動き がみられる。乙れによっ て近畿地

区の P C板メ ーカーは無駄な投資をする必要がなくなり生産性

はー厨の向上をみせるであろう 。

その他，大阪府では生産企業将側との聞に ，需給関係 ，設fft .

内容の説明 ，コ ス トの調主主などに関する打合わせ会を適宣開催

し， 緊街な協力体制のもとに住宅住設の工業化を推進し ，また技

術的指導としては P C板の製作 ・迩搬 ・II 込みなどの指導基準

的なもの ，およびメ ーカーの自主的品質管理を盛り込んだ仕綾

子! を作製し ，かつ生産工場を重点的に巡回して各磁の検査 ・指

導を行なって P C板の品質の確保および向上 lζ 努ノJ している。

さらに民需開桁の函についても ，公共住宅の工業化の成果 lζ

基づき ，互換性を有し豊富 なノミリエイション l乙対応し得る P C

板の採用と細部にわたる合理化と l乙より ，また一方企業努力に

よる企業の安定と生産性の 向上とにより一層のコス トダウン が

可能 となるであろう 。このような見通しのもとに大阪府は住宅
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69- 5PC- 3Kー1. 3

l 戸当り標準床面積 .(5. 15m' 

69- 5 PC- 2K- 2.3  

1戸当り練準床面積 43.38m'  

68- 5PC- 3DKー1. 3

1戸当り標準床面積 52.21m' 

P C板工法による公営型共同住宅平面図第 8図

第 4表 仕上表

(1) 外部仕上表

腰 ベ ニヤ 仮枠打放 γ

壁
外壁用アタリル樹脂ヱマ ルジョン ローラー引

屋 根 P C板素地

階 段 室 床モルタル鎗コテ押エ階段部ハ P C坂業地

J ぜ J レコニ ー 床モルタル塗コテ押エ( 目地切)

難解消対策の一環として民需における各種要求に応じ得るよう

体制を整備して積極的に民需の開拓にのり出すよう指導してい

4. P C 板 工 法 に よ る 大 阪 府 営 住 宅 の 設 計 に つ い て

る。

室 名 |
床 壁 | 天 井

玄 関

モルタル鐙

木 製
ｾｾ＠ ;r. )レ パ ネ ノレ

コテ押エ

ぷロ昼、
所 J 守 ;(. )1.1 木 製 J ぞ' 1 " ，レ

J 、， ;f、
Jν 

和 室 6 姑
タ〈 タミ

タ タ ミ 答 せ ｾＭＺ＠ ;;f.、 'v パ ネ J レ

パオ・ J レ下地〕

和 室 4. 5 帖
タ( タミ

タ ク ミ 寄 せ
， < 不 J レ パ 不 J レ |

パ 不J レ下地〉

P  F最C上板階業の地みのJ まま

押 入 パ; r. ，ν 維 布 問
ｾｾ＠ ; f  )レ

( 叫)
J レ貼

使 所 パ不 Jν 木 劉i
ｾｾ＠ ;r. )1.1 J マ 才、 J レ

アス 7 7 ' レト ( パネル P C板)

7 ォ ムポ リス

物 置 同 左
チレンボー ド

防水( 冷工法〉 V . P 塗

⑦25鳴

多 用 室 ，<不J ν 木 E世 ｾｾ＠ ;t.、 'v ，< 才、 J レ

内部仕上表( 2)  

以後，技術的な面から P C板工法による府営住宅について述

べてみよう。

昭和44年度の公営住宅の建設戸数は全国で10万戸，近畿地区

限られた予算とだけを考えても 2 万数千戸にの ぼる という が，

計画面積の範囲内で，用地取得難，労務者不足 ，天然資材の枯

潟，建設費の高騰などの悪条件に対処して，生産性と経済性を

追求 しつつ ，不特定多数の居住者を念頭におき公営住宅の設計

計画をすすめ てゆく乙とは非常にむずかしく ，またそれだけに

責任は重大であ る。 そ乙でわれわれは近畿地区の他の 事業主体

とも緊密な連絡のもとに技術の 交流を図り ，第 8図のような 3

C. 構造的な安定
タイプの平面を決定 した 。

イ. 耐力壁の釣合よい 配置その仕上げの概略は 第 4表のとおりである。

ロ. 可能な限りの大型板の使用1  ) 基本的計画目標

D. 経済性の追求A. 量産性の追求

イ. 外壁面積の減少と用地の有効利用 のためにフロンテ ー ジモデュ ーノレの尊重イ .

を圧縮ロ. 躯体板の種類と枚数の 限定

ロ. 部材形状および工法の単純化ハ. 同種の躯体板 Iζ て豊富なパ リエ イションの確保

E. 設備工事の集約化および簡素化ニ. 畳産部材 iζ て内装仕上げ

イ. 設備工事と建築工事の完全分離B . 置住性の重視

ロ. パイプシャフ卜の設置プライパシ ーの確保イ .

ハ. 配管 ・配線などの延長短縮ロ. 多目的空間の確保

ニ. パイプ類の コンクリ ー トへの打込みまたは露出配管 ，配
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線の回避

ハ. 結露防止に留意

ニ. 外部空間との有機的な接触



2  ) 一般計画

A. 躯体板の基本寸法( モデュ ーJ レ)

を9 0cmとして，基準面はコンク

リート 板面とする。

B. 内装のモ デューノレ は内装ノ f 才、 j レ

の 厚 さ ( 1. 5cm) の関係で 89c m

とする。

C. 階高は2 . ωmとし ，鴨居の内法

高は 1. 80mとする。

躯体板の種類は第 9図の通りであ

る。

3  ) 構造計画

A . 設計方針

日本建築学会の各種設計 ・計算

規準 lζ 準拠し，乙れを越える部

分については日本建築センタ ー

の認可を受ける。また，すでに

日本住宅公団にて実施されてい

るものを参考とする。

B. 使用材料

コンクリ ー 卜: F 2 s = 180k g/ c近

鉄 筋 : S  R 2 4を主体と

する

溶接プレ ート: S M5 0  

C. 板厚

壁 板 . 各階共15c m，

床板 l l c m

4)  44年度設計の主要改良点

昭和44年度の公営型プレハブ共同

住宅では P C板の配筋を全般的に異

形鉄筋 ( S D 30) に変更して，鉄筋

量と配筋手閣の大幅な削減に成功 し

た。参考までにその経緯について概

略説明しよう。

まずP C板の配筋の合理化の方向

として次の 2 点が考えられる。

(1)  メッシュ化するととによる配筋

手聞の簡略化

第 9図 公営型共同住宅の躯休板の種類

床 板

68- 5 PC- 3 Dk - 1. 3  69- 5PC- 2 K- 2. 3 69- 5  PC - 3  K  - I  .3 

口3. 730川 市 問3. 730X  I  .855 I  3. 730X  I  .630 回F皆 間版

岡

山
圏 4. 765X  I 町 口4. 765X 2  .230 

壁 板

>1 

68- 5  PC - 3  Dk - I  .3  
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69- 5 P C - 2 K- 2. 3 

E二二二コ 3.  550X  2. 585 E三三三ヨ 5. 410X 2 .585 r<ZZZZZJ  4. 510X 2  .585 E豆i SSSOJ 4.  285X  2. 585 

E 二二コ 3. 320 X  2  .585  c::士二ヨ 5. 280X  2. 585 区ZSZ: SJ 4. 380X  2  .585 ｾヨ Ｔ Ｎ 155X 2  .585 

• き骨直ジョイント lIlIlIIlllJ 2. I I OX2 .585 ｾ＠ 5.  635X  2 .585 

(2) 中高強度鋼の採用による鉄筋量の減少

上記について種々検討した結果以下の 3 点により S D30の採用

にふみきった。

(1)  メッシュ lζ は手どろの 既製品がなく現時点では 高価であ

る。

トが大きい。

(3 )  現在製作されている P C板は ，脱型時強度の関係で F 2 S =

2 20...... 2 50 kg/ cnl 程度であり ， 乙のような高品位のコンクリ

ー トには中高強度鋼の使用が望ま しい。

上記のような理由にて従来使用していた S R 2 4 を S D 30  IL 変

更すると ，床板においては引張と附着の許容応力度の差により

鉄筋量は20必程度の削減が可能となった。その一例を第1 0図 lζ

(2)  S  D 3 0の採用は ，将来の人件費の高騰に対処し得なくなる

限界はあるかも知れないが，現在では材料費節減のメリッ
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示す。壁板におい ては，国断補強筋比の考え方がポ イン トlζ な

り，下記のように考えた。

S  D 30を採用すれば S R 24に比較し て許容引張応力度なら(1)  

床板の一例第10図

びに附着応力度が大であるから規定国断補強筋比を小 さく

とり得るだろう。

在来の壁式鉄筋 コンクリ ー卜 構造では ，単位面積当り水平(2) 

P C板工法では荷重時重量を1. 2 t /rrf と仮定しているが，

板厚が薄く構造計算によってたしかめたと ζ ろ上記重量が

1. 0t /rrf 以下であるので設計用平均質断応力度を小 さくと

マ
ロ
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口

凹
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り得るだろう。

とのように考えて壁板の配筋を設計 した一例が第11図である。

上記のような考えに基づいて設計を進めたと乙ろ ，結果的に

その他若干の板接は，やはり 2096弱の鉄筋量の削減 lζ 成功し ，

日本建築センタ ーにおける建合法の改良をも併せて本設計は ，

コンク リー卜 系委員会の審査を受け ，昭和44年築構造審査会，

4 月25 日づけで，構造耐力上支障がないものと判断された。

5  ) 板の生産性
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P C板 の製作に当って最大の関心事は 1戸当りの板の枚数 と

板の種類の数である。板枚数と種類の多少は建設工程にも多大

工費に重大な 関係を持つ 。府営住宅にお けの影響をおよぽし ，___;_ 

る板枚数と種類を第 5表 iと示す。
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大阪府営住宅における板枚数と種類( 5 階建 l 擁30戸別

一 一 一 一 一 一 一 一一 | 壁 板 | 床 仮 | 屋 蹴 | 合 計 I 1 戸平均

板枚数 ( 枚/llIl) 215  189 34 438 14.6  

3 D K  

板種類 ( 種/棟) 4  6  5  15  

板枚数 ( 枚/煉) 200  189 34 423 14. 1  

3 K l  

板種類 ( 積/棟〉 5  8  6  19  

板状数 ( 枚/棟) 200 174 28 402  13. 4  

2  Kz  

板種類 ( 種/練) 5  6  4  15  

第 5表

とロ12752 4
2. 755 

ぷ一一一

シ ャついで個々の板製作上の単純性が問題となる。とれは ，

量産板の一例 ( 1  I若壁)

S  R  24 

S  0  30  

第11図

ー コッタ ーを含めて外形の単純性と ，配筋量の多少および難易，

S0 3日改 良 案

US E  

現 行

附属金物 ・木煉瓦 ・埋込み配管の有無 および数の多少などが関

係する 。

配筋に関しては前述の ζ とく 44年度より全般的に異形鉄筋 S

鉄筋加工配筋年閣を減D 30 を採用し配筋量の節減とともに，

じ，鉄筋の切断，加工，配筋精度の向上に心がけている。附属

その他金物 lζ 関してはセッテ ィングベースを 2 種類に限定し ，

の金物についても数と種類の 減少に努めている 。また ，給排水

ガス管をパイプシャフ トに集中し ，かつ室内の電気配線を管，

収容する廻り線をプラスチック 製の工業部品化する ζ とによ

P C板へのパイプ類の埋め込みをまったく廃止し ，設備工り，

事とその他の工事 との錯綜化を大幅に減じた乙とは工費の節減

また板製作，現場施工の両関係者 lとも好評を得

しかし ，内装パネ ノレのと りつけ上，壁板 lζ 対する木煉

iζ 効果をあげ，

ている。

瓦の埋め込みは避けられず，特 lζ 壁板打設とくに上面に設置す
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とのような現状で工場での 1 枚の板製作にかかる労務者数は

平均して0. 8人程度 ， 1戸分で約10人といわれている。

6  ) 居住者の意識

昭和42年度の P C板工法による大阪府営住宅の入居者に対し

てアンケート を行なった資料があるので簡単に紹介してみよ

う。調査時期は入居直後，回答用紙の 回収は80戸中45戸であっ

た。わずか45戸の回答と ，入居直後のアン ケー ト実施 という点

は，結果の信葱性に大きな問題を残すが，居住者が P C板工法

による府営住宅に対してどのような感じを持っているが大ざっ

ぱに推察してみると 、

入居前K プレハブ住宅である ζ とを知っていた 一一2296

入居してからプレハプ住宅だと知った 一一 ＴＷｾ ぢ

入居後もまったく知 らなかった 一一31%

であり ，プレハプ住宅の認識度は決して深いとはいえない。と

いう乙とは ，住宅建設のプレハフ化 という乙と は生産のための

一つの手段であって，居住者にとっては ，別段問題にならない

とい えるのではないか。

次iζ ，採光の面より居住性 lと関する意見を聞い てみると，

明るくてよい

普通である

もっと明るい方がよい

一一一8 0 %

一一20%

一一 0 必

であり ，居住者はフ ロンテー ジセ ービングは採光の面に関して

は問題にしていないようである。通風 lと関する質問は しなかっ

たが，その他の意見や感想 lζ 対して通風が悪いとの指摘はまっ

たくなかった。

総体的に入居したときの第一印象はどうだったかとの設聞に

対して

非常にょいと思った 一一60%

良いとも悪いとも思わなかった 一一2 9 %

思ったより悪いと思った 一一1196

との答を得 たが， その後実際 lζ 何 日か住んでみて住みどとちは

どうかとの聞に対しては，

非常によく満足している

だいたい満足している

あまり満足 していない

生活しにくく満足でない

M

m

M

m

w

m

M

m

 

一

一

一

一

と答えている。前 2 聞に対しては， 建物本体の要素だけではな

く団地立地など屋外環境的な要素も 入っているだろうが，非常

によいというものが多少の時間経過により大幅に減じてだいた

い満足の線に落着いている。

また ，隣家の震動や話声，上階からの震動については ，

ひびかない

気にならない

ひびく

一一3596

一一一4 4 %

一一21%
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という 結果で約80%が震動や遮音に対 しで も満足し てい るよう

であるが，乙れは隣家や上階の家族構成にも関係し，乙の調査

結果が信頼性の高い数字であるとはいいきれないであろう。む

しろ設計者としては20必の人が音がひびく と答え たととに ζ そ

注目すべきであろう。

このささやかな調査結果から 考えて前記の ように多くの人は

プレ ハブ 住宅であるとの特別な意識は持っ ていない ようであ

り，居住上格別の不満もないようである。

5. 今後の課題と解決すべき方向

住宅生産工業化の長期構想( 建設省住宅局 ，昭和44年 4 月)

によれば，建築生産の工業化は単に建築生産技術の工業化のみ

では な く，建築産業の構造改革はもちろん ，建築の生産 ・流通

・経営などの全般を近代的工業社会の条件に即応するよう改革

していく乙とも 含むものである。 としている，すなわち，今後

の課題も ，それを解決すべき方策も技術的な面にのみとどまる

ものではなく ，きわめて広汎な領域にわたって計画的 ・継続的

かつ総合的に解決していかねばならないものであろう。

以下，私見も混じえて簡単に述べてみよう。

まず，総合的な課題と して， 住宅建設の工業化に即した体制

の整備があげられる。公共事業体の住宅政策 としては，住宅需

要の長期的展望のもとに ，必要住宅戸数とそれを必要とする時

期と地域を的確に把握し ，その建設に要する用地を確保 し，充

分な環境整備をなした上で，総合的 lζ 発注計画を立てて実施に

移さなければならない。そのた めには関係行政組織の強化が必

要であり ，関連産業の育成も重要な課題である。また契約の方

法についても ，生産者側と比較的長期の契約を結び，生産者側

に計画的な連続生産を自主的 l乙容易に行なわせる方向にむかう

べきであろう。その ためには，現在行な われている 会計年度の

制度による工事方法が最善のものであるとは思わ れない。もち

ろん ，工事の能率，かし保証責任の明確性などから考えて，住宅

工業化の一貫体制 を有する 組織に対し て，工事発注はなされる

べきであろ うし，また性能発注の可能性もそ乙に生じてくる。

一方，生産企業者側と して も，旧態依然たる下請制度の上 Iζ 成

り立ち ，現場作業を工場内に持ち乙んだにすぎないような感じ

のする現行体制を一日も早く工業化に即した組織に整備し ，明

確なラインを設定 しなければなるまい。乙のように生産企業者

が体質改善を図りつつ，企業 として の基礎をより深くおろ し，

より大きく発展させるためには，住宅 需要置 の Ｖｾｊ を占める民

需に向っ て積極的 lζ 開拓する姿勢を持つ乙とが大切であろう。

しかしながら民需に対応するためには現行のような ，ほぼ画

一化さ れた設計にたよっていては無理であり ，多様性と柔軟性

とK 対する要求に即応できる設計，工法なり体制なりを開発整

備 しな ければなら ない。

さらに ，建築物の寿命は ，構法や材料の開発にもかかわらず



短命化していく傾向がある。とれは建築物の寿命が構造体の耐

久性によって定まるものではなく ，社会の変換に伴なう生活様

式の変化 lζ 建築物の機能が追随し得ないために起る現象であ

り，建築物，と くに住宅は従来の不動産的性格から消費財的性

格に変りつつあり，その短命化の現象は年 々加速度的に進行 し

ていくも のと恩われる。乙の よう に住宅 lζ 要求される機能の変

化に ，プレハブ住宅がいかに対応するかという聞に対して ，プ

レハブ住宅関係者は早急に回答を用意しな ければならない。

以上の事項は今後の課題の一部分であるが，乙のような問題

を解決する ために，また後述の技術的開発を行なうためにも各

種関係組織 の協力体制の確立 と， 情報収集の一元化はぜひとも

必要であろう。

以下 lζ 当面の技術的課題について簡単に列記する。

A. 設計サイ ドの問題

イ. 生産性向上のための製品の単純化 ，作業の簡素化の追求

ロ. 作業の能率化のた めの内外装の一体化

ハ. 市場拡大のための製品の規格化

ニ. 板の接合法の技術的改良

ホ. 構造の軽量化 ，材料費の節減のための新材料，新工法の

開発

へ. 高居住宅の工業化

B. 生産サイ ドの課題

イ. 製品 lζ 対する信用 ・保証のための品質管理

ロ. 大量連続生産を前提として ，季節的な需要の変動 lζ 対す

るストックヤ ー ドの確保

ハ. 生産過程の合理化のた めの部位別あるいは部品専門メ ー

カーの育成

ニ. 重量長大物の輸送 lζ 対する交通問題の解決

大阪府営住宅のプレハブ化につい て現状の報告 と，当事者 と

して 日常考えている乙との一端を述べてき たが，住宅建設の工

業化という 課題は ，いまだその端緒についたばかりで，実 に広

汎な範囲にわたり解明すべき多くの問題を含んでいる。今後と

も鞭擬，指導，批判を得たい。

2. 公団住宅におけるブレハ

ブ化

日本住宅公団は昭和30年 7 月政策により ，公営住宅と性質を

異にした行政区画に とらわれない立場で ，住宅不足の著 しい都

市に燃えな い 共同住宅を建設 し一般に供給する目的で設立さ

れ，今日までに約30万戸を建設 している。

住宅公団は設立当初より ，住宅建設の合理化をめざして工業

化工法と取組み今日のMF ，P C工法の完成をみた。以下公団

住宅におけるプ レハブ化とし て，その建設工業化の経過と今後

の方向を さぐってみたい。

1. 公団住宅におけるプレハブ化の要因

公団住宅のプレハブ化については現在の公団住宅の建設方式

そのものが，ま乙 とにプレハブ化 に適 したも のである。すなわ

ち住宅の質的向上，量的消化を建物型式の標準化 および，団地

集中方式で処理 してい るが，それがそのまま工業化工法えの図

式となっ ている のである。

( 同ータイプー→大量生産ー + 生産の連続性)

次に公団のプレハブ化はどのように考えられ，どの ように進

められてきたかというと ，基本的目的とし ては「公団住宅の画

一，かつ大なる 建設量を基盤とし て，との建設方式にで き得る限

りの近代手法を導入 して， 現場労務の節減，工期の短縮などを図

り，もって建設費の安定，品質の向上，および建設の計画的な遂

行を早急に実現せん とする 。」乙とにあるが，それでは具体的に

はどのようにしているかとい えば，基本方針 として住宅建築を

①躯体構造 ②造作 @ 設備，の 3 部 IL 区分して いる。

① 自巨体工事の合理化として は下記工法の確立を図る。

@  専用メタ J レホーム による型枠工法一一MF工法。

@  プレキャストコン クリ ー ト板組立工法一一 P C工法。

の 騒 畳カーテンウォー J レラー メン構法。

② 造作部品の合理化としては，畳，建具の改良と規格量産化

および遂次造作全般にわたる部品化 ，規格化，量産化を行な

ってい る。

③ 設備部品の合理化として浴槽 ，給湯設備，なら びに暖房設

備などの開発を行なっている。

以上のように公固における量産化は工法の開発から造作，設

備の工場製品と全般に 現場における労務者数の削減にその目的

をおいている。

2. 公団 P C工法の概要

P C 工法とは， Pre.  Cast  ( あら かじめ形造る 〉の意味のプ

レハブ工法で，現場での労務者数を少なくするため ，あらかじ
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め工場での機械カを利用し て建物部材を製作 し， その部材を建

設現場で組み立て完成する工法である。 P C工法の概要を説明

し， その中で P C工法の特長を折りまぜて述べていく。

1)  P C板の製造

P C板は工場で作られるが乙れは鉄製の型枠を使用し ，それ

に鉄筋 ，窓枠などをセッ トした所に堅練りの コンク リート を打

込み ， 表面仕 上 の後 蒸気養生 をして Ｑ 日で設計強度の約 ＷＰ ｾ 払

通常の方法の約 7 日分前後の強度をださせ， 乙れをなお 4 - 5

日工場にス トッ ク しておくと所定の設計 コンク ー ト強度が得ら

れる。次に とれを工事現場に運搬して組立てるのである。 ζ れ

ら一連の作業は毎日決められた作業を同じ子) 1 原で進めるのと ，

機械力を使用する乙と ，また工場内作業であるため ，各作業が

容易であり ，かつ管理が充分にゆき届くので従来の建築現場で

の作業 と異り製品の品質の確保 ，精度向上，製品品質の均一化

が得られる表面的なメ リッ 卜とともに ，より大きなメ リッ トと

して は機械力使用による労務者数の削減と い う現在の労務状況

の中においては非常に魅力ある工法である 。 また工場の型態

に もよるが，屋根のある工場では天候の影響も受けずに毎日 一

定量を コンスタン トに製造できるという在来工法にない工業化

工法のメ リッ トもある 。 工 場 の概要説明は次項を参照された

い。

2 )  P  C 板の運織 および建方 ( 組立) 工事

工場で ストッ ク養生された P C板は平均 1 枚で約 2 t ある。

乙れを通常 8 t 車及至 l Ot 車で 4 - 5 枚を積み建設現場に運搬

する。運搬の方法として壁板は荷台上の運搬用アタッチメン ト

に立てて積むが， ζ れは工場での ストックも立てて行ない ，建

設現場でも壁板は縦 lζ 使用する点，および P C板の建方( 組立〉

は トラック荷台から直接クレ ー ンで吊り 上 げ，それをそのまま

建物の壁の位置に建込み組立てていくため ，立積み運搬する 事

がすべてに適するわけである 。 とれと同様に床板は平 iとしてス

トッ クし， 平で運搬し ，平で建込んでいくのである。

乙の建方に要する労務者はクレ ー ンのオペ レー ター l 名 ，建

方土工 4 - 5 名 ，計 5 - 6 名で ， トラックから P C板を吊 上 げ

るクレ ー ンの玉掛けは ， トラックの逮転者が分坦する。そ して

乙の 1 チームが 1 日lζ 行なう作業量は 2 戸分の建方， P C板の

枚数と しては40- 50枚を建込んでいくのである。在来工法での

鉄筋の組立 ，型枠の組立 ，コ ンクリ ート 打という各作業にお け

る各種の技能労務者および人数，また作業時間の長さと対比し

て， 工期の短縮，現場熟練技能工の不要という大きなメ リッ ト

がよく理解していただけると思う 。なお P C板と P C板 の ジョ

イント は縦ジョ イント と しては ，P C板 lζ 打込まれた鉄筋を熔

接 してコ ンク リート 充填を行ない ，横ジ ョイン 卜は鉄板を熔接

の上 コ ー キングにて防水処置をするいわゆる ドライ工法であ

る。

3  ) 建物の仕上工事
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P C工法におけ る仕上は ，い わゆる ドライ 工法で，P C板 に

じか にクロス 張り を行な うか，塗装による仕上を行なうので左

官工事に よる乾燥時間待ちといったと とがな く，在来工法 (ウ

ェット 仕上工法) に比べて 仕上の工事期間 も大巾に短縮され

る。 乙れ もP C工法の大 きなメ リッ卜 である。現在公団で行な

われている仕上工事期間は P C板 5 階建方完了後約 2 ヶ月で完

了している。一方在来工法の 5 階建 コン ク リー卜打完了後の仕

上工事期間 3 - 4 ヶ月に比べる と約半分の工期である。

以 上に述べたP C工法の代表的メ リッ トをまとめる と，

@  労務者の削減 ( 特に現場における 人数 と技術熟練工の)

@  工期の短縮 ( 約 100 戸分基礎工事完了 まで 2 ヶ月 ，建 方

工事 2 ヶ月 ，仕上工事 2 ヶ月 ，計約 180 日，

在来工法では約250 日)

。品質の均一 ( 施工精度が良好，熟練工不要)

などであり ， 乙れからの住宅生産における工業化工法の必然性

がはっきりとでている 。参考ま でに工事回数グ ラフ はおよそ 第

12図の通りである 。

3. 工 場 の 概 要

現在公団の P C住宅( 公団型型枠使用 ) を製造 している工場

の概要を紹介すると ，第 6表の通りである が， 公団は ζ れらの

工場について一応公団独自に決めた工場の品質管理規準および

設備に適合するかど うかを事前に審査 し適確工場と して認定す

るという方法をと っている 。

第12図 P C工法と一般工法の工事日 数
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第 6表 昭和44年度支所別( 地区別) 施工業者の受注能力

支 業 者 名

側 安 E事 述 2骨

"  

M. C. P住宅建設共同企業体

側 大 林 組

鹿島，日本プレコン 共同企業体

滑 水 建 役 {同

住 友 建 設 附

大 成 プ レ ハ プ 附

"  
東 京

竹 中 工 務 底 ( 附

関 耳i 東 急 建 役 側

ピ ー シ ー 住 宅 附

附 藤 回 組

三 井 建 綾 プ レ ハ プ { 附

* 策 海 興 業 側

( 公 団 所 有 工 場〕

O.  D.  0 プ レ ハ プ 附

側 大 林 組

鴻池，日本プレコン 共間企業体

'lIi Y主 建 設 附

大 成 プ レ ハ プ 附

附 藤 回 組

大 阪

字 国 土 プ レ ハ プ 側

$ 西 国 工 務 庖 附

キ 特 殊 コ ン ク リ ー ト

大 成 プ レ ハ プ 側

束共急，生川コンク業リート

間 企 体

名 古 屋

本 盛 岡 コ ン ク リ ー ト 附

本適格業者の審査希望業者( 工場新設中〉

注1 特殊 コンクリ - ｾＮ 国土，西砲を含む

2 盛岡を含む

エ
t品 名

埼 玉 プ レ ハ プ 工 泌

佐 倉 プ レ ハ プ 工 場

海 老 名 工 場

千葉 P C板移動工場

船 橋 エ. t ) J

相 模 原 工 渇

相模原プレハプ工場

相 模 原 工 場

千 ｾ工ｽ品

P  C 板 製 作 所

橋 本 工 場

背 梅 工 場

フ ジ タ 住 宅 エ 1品

千 築 工 iL1  

針

計

計

美 原 エ 4品

枚 方 エ t品

岸 和 図 工 場

量 産 住 宅 大 阪 工 場

長 岡 工 t品

大 阪 支 広 P C工場

計

計

名 古 屋 工 場

員 弁 工 局

計

計

第 7 表 Tel t  up 工法による建設概要表

年 度 建 設 戸 数

33- 34 ( 年度〕 186 ( 戸〕

35- 36  (  "  )  614 ( ，，)  

37 ( ，，)  595 (  ，， )  

計 1. 395 ( ，，)  

ｼ 鰐 ｊ 官ｾ I生 四 期 恥

戸/2日 ライン

( 1 )  45. 1 - 250まで

4  ( 2)  45. 1 - 8∞ μ  

2  ( 1 )  45. 1 - 250 "  

2  ( 1  )  45. 1 - 5∞ H  

3  ( 15)  44. 11- 600 "  

2  ( 1  )  45.  2- ωo "  

2  ( 1 )  45. 2- 300 "  

2  ( 1 )  45.  3 - 400 "  

4  ( 2 )  44. 12- 8∞ H  

2  ( 1  )  44. 6- 200 "  

2  (  1  )  45.  5- 500 "  

2  ( 1  )  44. 6- 500 "  

4  ( 2  )  45. 4 - ωo "  

2  (  1  )  44. 10- 500 11 

35 6. 8∞ 

2  (  1  )  44. 10- (3∞〉

2  44. 12- 5∞ 

39 7. 600 

2  ( 1 )  44. 11- 400まで

2  (  1  )  45.  3- 300 "  

2  ( 1 )  45. 3- 300 "  

2  ( 1 )  44.12- 400 11 

3  (15) 45.  3- 500 "  

2  (  1  )  45. 3- 200 "  

13  2. 100 

2  ( 1 )  44. 11- ( 300)  

2  ( 1 )  44. 7- ( 300)  

2  ( 1 )  44. 7- (300)  

注1

19 3. 000 

2  ( 1 )  “ . 5-
300 

2  ( 1 )  44. 5- 300 

ω。

2  ( 1 )  ( 300)  

注2

6  9∞ 

建 設 団 地

東 京 多 摩 平 団 地

東 京 高 根 台 団 地

J古玉草加松原団地

4. 公 団 住 宅 の 建 設 状 況

前 lζ 公団の P C工法 IC: : 対す る流れにつ

いてそのア ウトラインを紹介 したが， 乙

乙でもう少しくわ しく説明すると ，公団

設立 と同時 lζ 建築研究所および大成プ レ

ハブK K共同で開発 lと取組み ， 2 階建 テ

ラスハ ウス を 「テノレトアップ工法」によ

り建設 したが，それが現在の P C工法に

対する手掛りであっ た。乙の「テノレ トア

ップ工法」による建設戸数および団地名

は第 7表 の通りである。

続いて37年 iζ 第 1 次 「住宅建設合理化

要綱」ができ ，P C 工法が量産工法の

1 っとして本格的 にとり入れられはじめ

た。公団の組織の上にも本所に量産課が

また量産試験場を調布市国領町 に新設し

第 1段階の開発は成果をあげた。

昭和38年度には 4 階建 P C住宅を同試

験場内 の日 産 0.5 戸の実験プラン 卜で 8

戸建設 ，39年度神代団地 lζ 賃貸住宅とし

て24戸建設 してより 現在にいたったがそ

の内容を業者別に見ると 第 8表の通りで

ある。

次 lζ 公団住宅の P C工法およびM F 工

法が全体の工事畳のどの程度になってい

るのか過去 3 年間の伸び率を表にま とめ

ると 第 9表の通りとなる。

以上のデ ータが示す通り年毎 lζ P C工

法が多く取入れられ建築生産の近代化を

めざ しているのである。

5. 設計上からみた公団 P C の現状

昭和38年度量産試験場内に試作 した P

C 住宅は 4 階建 2 D K住戸であり ，公団

の P C住宅 は乙の 4 階建 2 D Kでスタ ー

卜を切ったのである。続いて 5 階建が開

発 され遂次部分的な修正を加えながら 2

DI C  3  K ， 3  D K，を建設した。

その後今迄使用 して きた各タイプの問

題点を巾広く検討 し， ジョイント関係の

81 
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第 8表 昭和43年までの P C工法による公団業者別住宅建設実績一覧表

Ｕ Ｑ 業者名Ａ 工窃 名 ｬ ｩｾｾ Ｚ Ｑ 叫

安 藤 建 2貴 闘

佐 倉 プレハ プ工 窃

3  K  

京

4  一 一 一 一 一
一 一 一 一

ilj124: プJ 巨匠i三日目普段
合

計

( 備考) *1 は特別分議住 宅 ( 他はすべて賃貸住宅)

*2 大成プ レハプ鮒施工

*3 ピーシー住宅附範工

% は未発注

つ;戸口示日τ 瓦司τ 高司守宮??広示三

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1
111111111111111111111111111111111111111111111 
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第 9 表 過 去 3 カ 年 の 団 地 中 居 共 同 住 宅 lζ 対 す る 畳産 住 宅 の 伸 び

ー-、

年

P  C 工 法

量

産

M F 工 法

住

宅 ① 

計

② 

全 ill 投 戸 数

①/② 

@ 賃貸( 中踊団地) と

分額( 普分，別分)

との合計戸数

①/③ 

①/③の前年度 11:対

する{ 申ぴ率

備 考 ( ) 内数字は実績

*1 賃貸 12，210

別分 810 

*2 普分 5，500

別分 10，500

41 

(2，288)  

(2，790)  

5，000 

(5，078)  

53，000 

9. 4罰百

(9. Ｖ ｾ 百 Ｉ

37，000 

13. 5% 

03. 7劣)

42 43 44 

4，∞o  
7，O〈7∞，44 

10，500 

( 4，1∞)  0) 

4，0∞ 5，000 5，000 

(3，578)  (3，580) 

8，0∞ 12，000 <  15，000 

(7，678) 0〈0l0l ，O20)  

69，000 

13. 1%  Ｑ Ｗ ＮＴ箔 ｉ ｾ 蛸
0 2.5%)  ( 16. 0%)  

30，∞o  

52. ∞0 5 5 3  ，∞o  

36，∞o  39，0∞ 

14，000 16，000 16，0∞ 勺

18.4%  23. 1% 28.1%  

07. 4%)  (21. 2労)

4. 9% 5目 0 %

(3. 7%)  ( 3. 8%)  

第 10表 6 6 - P Cー 改 型 ， 標 準 仕 上 表 ( 2 DK ， 3 K ， 3 D K共 通 )

腰 ｾ＠ | 屍 綴 |
庇 バ ル コニ ー

コンクリ ー リγ ン吹付 P C板 床及巾木: 接合都 コーキング

改 良 ， 手 摺 金 物 の 止 め 付 け ， 内 装 関 係 に 大 巾 な 改 良 を 行 な い ，

66型 P Cの 決 定 板 を 作 り 乙 れ を43年 度 よ り 使 用 し て い る 。 乙 乙

に と の 型 式 の 一 部 を紹 介 す る 。

2 D K， 3 K， 3 D K一 一 仕 上 表 一第 10表 -

2 D K， 3 K， 3 D K一一 平 函図 一第 13図 ー

以 上 の 資 料 で 大 略 は 理 解 願 え た と 思 う が ， 補 足 的 lζ 以 下 説 明

す る 。

(1) 一般事項

付) 66型 の 基 準 寸 法 ( モ ジ ュ ー J レ ) は畳 の 短辺 方 向 の 寸 法 を 800程

度 と し て 室 内 の 有 効 寸 法 を 決 定 し て い る 。

( ロ) 階 高 は 各 階2. 550mと し て い る 。

付 短体 P C板 の 種 類 は第 1V衰 の と お り で あ る 。

第 11表 P C板 種 類 一 覧 表

みとf スラプ桓 1 壁 仮 I f t f : Ot . c . k : : '  

!  ( 戸別 i I  ( 戸当り) I  階段室仮 |  座 桓 板 | 合 計

二 ｾ Ｑ__ 6竺1 _1竺 1_3' 竺 1_ 8竺|二 竺

3 K  1  6 ，， 1  1 1 " ， 3 "  1  9 "  1 2 9 "  

3 o  K  1  6 "  14 "  1  3 "  9 "  1  32 

樋
| 塗 装 |

備 考

落ロ: 鋼製ドレ ーン 木鉄部 O. P.

接合部コー 接合部及貧 手 抱 : 鋼担及び石綿大平仮 ( 76) V. P  笠樋 : 硬貨塩化ピ ニル管
棟番号: クスリカケモザイクタ慰( イ〈7文ル06字貼.)F丈V.8両.ωP喪

パ物ル製コニO ー間仕切根足石場綿周カ所大吊平環板鉄 物l2Eカ千針所金6  )  

外部仕上表 ま
キング 辺管部コ ー 床庇 下面 特殊リシン I 型吹付 内径107

カ所鉄， 北側. Pl .屋住戸IC 2  

キング 但し 1階は P C緩葉地のまま

床 ｾ 取 合 部 Ｚコー キング

昆叡マンホ ール: 鉄製O. P. 東側階段室IC 1 カ所

屋線テレビアンテナ立上り. 現易打 コンクリート ，

モルタル塗

ダスト' ; /，. :1. . ー ト貯血槽. コンク リート 組立式屋根テ

レピアンテナ支持金物: 鉄! ' G. 10 . P .各戸当り l カ所

ダスト t ュー ト: 合成樹脂! I

内都仕上表

| 下地 |

床 巾 壁

備 考

仕 上
仕 仕 上 | 塗 鼓 仕 咋 塗 装 12上里

盛 装 木 部 塗 装

玄

I  I  木部O S V

鉄部o P  

モルタル塗 モルタル皇室
特塗記料に吹よ付る 色モルタル

化直粧断熱材貼

吹 付

木造

B F型浴指及釜( ) J 1 j 途〉

7 スフアルト防水打，シンダ

スノコ

浴 室

ーコ ンクリート の上モザ アスフアルト防水メ

イクタイル貼 1部モルタル タルラス下地モルタ

o  P  

塗階( メタルラス下地)
J レ盤 V P l 部

特殊 特殊

R C  
l  床の壁ジョイント部分 l 階モルタル塗 業地のまま

リシン I 裂 リシン I 型

コーキングの上シンダーコ

吹 付 吹 付

ンク貼リート 部打，モザイ クタ

イル ， 1  モルタル塗

| 木造

合〈板造( 72. 7))  

木 パ ネ ル

E P - lI 
洋風便器( ) J ij 図〉

便 所

モルタル塗の上，合成樹脂

o  P  
紙巻器〈別図〉

R C  塗料塗床またはモザイタタ
木 製 O P  E Pー工

色モ，ν ! J ) ν
化直粧断熱貼材

イル貼

吹 付

軟( 木質石綿板( ア 5)
E P- I  

木造 ボー ドフロア( 特記による〕

造パネノレ)
K J 型流 し，流しまわ りス テ

台 所

特殊木合造板才(、ア2.7)
ンレス水切， 吊戸棚，水切棚

( バ J レ)
木部 O S V

食 事 室

特塗1記料部に吹よ付る

化経断熱討 鉄部 o P  

カーテンレール，換気扇孔衰

フレキシ

R C  木 製
O S V  

色モルタ J レ1 部 直 貼

プル面

吹 付 E P - I  l 郎フレキ

E P - I  
シプル板強

E P - I  

木造

タタミ敷 l 部ボード フロア
合板 ( 72. 7)

E P - lI 

カーテンレール

一 ( 特記による〕
( 木造パネル〕

木部

居

壁直布裏貼貼打は合断のり熱上板，材布直I 裏貼部貼打断，り察合熱側板材

トノコ伏

断熱材施ヱ範囲およびボ ード

タタミ寄せ

合 板 蔚 色モルタル 化粧断熱材 鉄部o P  

プロア一位置は位置は建物設

E P- J [ 吹 付
貼 直 計図による

凡 例 O P  : 油性または合成樹脂調合ペイント 盤 特殊リシン I 型吹付: 特別共通仕線容による P C下地の塗装，吹付，布貼り a 断熱材直貼 り : P C板素地の

E P - I : 合成樹脂エマルジョンペイント( 1 種〉塗
色モルタル吹付 : 特別共遜仕横舎による

上直篠 11: 行う

E P- l l : 合成樹脂エマルジ a ンペイント ( 2 種〉塗

断熱材 : フォームポリスチレンボー ド (ア 12) 特殊合板 r特殊合板の日本鹿林規格( 昭和40年 1月26日農林

V P  : 溶剤型合成樹脂盤料塗

化粧断熱材 - 化粧フォームポリス チレンボ ー ド( 712) 省告示65号) J  11 : 合格するプリ Y ト合板 2 績とする

断熱材裏打合板 フォームポリスチレンボード裏打合仮 木造パネル，パネルフロ 7 : 特) J IJ 共通仕機管 「内装パネルJ 11: 

O S V オイルステインワニス塗 ( 714. 7)  よる
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第14図 各部ジョイン ト

第13図 66- P Cー改型，一般階平面図 ;  

|  一一 |口 |。竪楢 ;  第14図 1 基礎と壁板

IK  ! L J 国詞軍用叫r :  
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第 14図- 3 壁1皮と床板
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面積 ( 1戸当り計画床面積) ，家族構成，サニタ リ一部分の各

部寸法の取り方等は公団内部規定の設計要領Iζ 準拠している。

(村 附属部品は特に必要のない限り公共住宅標準詳細図築による。

(2)  構造計画

(イ) 設計方針

日本建築学会の各種計算規準に準拠 し，乙れを超えるもの につ

いては日本建築センター の許可を受ける。また公団内部規定構

造設計要領による 。

使用材料

(斗

1' III I1I1I1II11Hll l l l l l l l lUl lI l lIlI ll llIlII lII l l l m' lI lIlI lr l1l1 ll1l1l1l1l11t1 lll l11 llllll l1t1t1l1111111I 111I 1I1I 11I 111I1II1I1I 1111UII IIIII III III IIUUIIIIIIIIIIII IIIIIIII“I I IUUll ll tJ 

スラプ板と スラブ仮第14図- 4

- コ ンクリート強度( 建方時) = 180kg/cnl 

・鉄筋一一 JI S G 3112 ( 鉄筋コン クリ ー ト用棒鋼) 熱間圧延棒鋼

1  j種

(ロ)

ス

ラ

ブ

ス

ラ

ブ

件 各部板厚さ

・壁体( 耐力壁) 一一 150mm

・床板 一一110m m

- 屋根板 ーー ＱＲＰｭｭｾＱ ＶＰ ｭ ｭ ( 勾配)

・浴室等間仕切 - - 8 0m m  

各部ジョイント( 代表的な個所を抜率)

・基礎と壁板 一一第14図一1

- 壁板と壁板 一一第14図-2

・壁板と床板 一一第14図- 3

・床板と 床板 一一第14図-4

・階 段 板 の 取 付 一 一第14図-5

防水関係

屋根防水，ジ ョイン卜 部，浴室防水は第12表による 。

(斗

(ホ)

コーキンク

会ーがプ

P C板の接合部lζ 施すコ ーキン グ

接 メ日弘、 部 材 料 自陣 考

展観叡と屋銀板 7 ジシ - )レ パイプ貸辺部等を含む

屋叡板と 外壁
建築用コーキ ングコンパ

ウンド

外壁と外壁の竪白地
"  

竪打ジョイ Y トコンクリ ート

継舘樹園地を含む

外壁と 外壁の横目地
フジシ ートとゴールド 7

階段議を除く

ジシールの組合せ

基縫と外壁
建築用コーキ ングコンバ

ウンド

パル コニー床 フジジ ール
床板と壁板の接合部および

パイプ貫通郁分を含む

パル コニ ー下端と壁上端
建築用コーキン グコ ンパ パルコ ニー外端より 1，∞o

ウンド までとする

パル コニー壁パイプ貫通邸

"  

パル コニー立上 り館と壁寂
"  

階段室

(側除桁く部および壁横目地を) フジシー ル

階段室側桁舘
建築用コ ーキングコンバ

ウンド

階段室壁績白地
"  

"  

l 階浴室床板と壁寂 フジシ ール

第12表

ごそξ 横ジョイ ン卜

下司1

階段板の取付第14図- 5

設備関係

a . 電 気 配 線 現在は P C板製作時1(. ビニー J レEE線 管を埋近み床

板，壁板とのジョイン卜部はコ ーナーにあるジョイント用埋

込みボックス内で結線 しL 型化粧プレ ー トで隠している。な

お各部器具類までの電線は建築造作の長 押材裏面を隠し配線

とし ている。将来はやはり寝込み配管を無くする方向が望ま

しい 。
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b . 衛生設備 板製作については配管用スリ ーフ. パイ プまたは木

lンンガを埋込み，エレクション後床下配管を行なう在来施工

法と同じである。将来サニタリ 一部分のユニット化が配管方

式など》主らも早急な望みである 。

6. 公団 P C工法の今後の課題

公団 P C工法の今後の課題とはといってもとれを逆に いえ

ば，現在の P C工法において ，問題となっている点である。 ζ

れをどのように解決していくかという消極的な面と，他方， P  

C 工法のより発展をもとめたものよりでてくる 積極的な問題と

二通りあるが，いずれにも，公団としては ，現在真剣に取組み

中であり ，すでに結論が出ているものもなかにはあるが，概ね

結論は 出ていないので ， 乙乙では，それらの問題となっている

点の提起とそれらの解決の方向を紹介する。

1 ) 設計上からの目標

前に述べた ，現状の外，すでに現在，公団の東京にある本所

では， 69型 P C工法の開発に取組み， 2 D K， 3 K ， 3 D K， 

の設計もほぼ完成に近い状態にある。

乙の69型は ，69型の次に開発されなければならない各種条件

を推察検討 し， それに対するアプロ ーチとして ，現時点におけ

る条件を満足させた型式といえる。

2 D K， 3 K ， 3 D K，などタイプ別のシリ ーズおよびモジ

ュー ノレについても66型と乙となり， 900mmを基準寸法( 規格

寸法) として ，基準面を コンクリ ート の室内板面にしている。

(66型式よ りやや大きくなる〉また板種も 66型に比して整理さ

れている。 しか し， 乙れは現時点における条件を満足した新型

開発であるが，将来におては，その条件が変化しその時点に適

合する ユニ ッ ト構成の P C工法が開発されるだろう。

例えば ① 敷 地 利 用 の 効率
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② 傾斜地対応型

@  外部空聞からのバリエ ーション

④ P C工法独自の目標仕様

a. 構造システムの明解さ

b. 空間自由化のための構造システム

c . 板形，板種の整理

d. ジ ョイン トの合理化

e. 建方の容易さ

f . 精度の向上

g. オープンシステ ム化

h. 防水

1  . 外壁の仕上

j  . 断熱

k. ユニ ッ ト化

1. 内装

m.  ライフサイクノレ

n.  ノイ J レコニニーー

O. 窓庇

p . 階段室ノマイプシャフト etc.

@  設備システム

a. 設備の集中化

b. 配管システム

c. メータ一類の合理化

以上のような目標に合った，すべての条件に満足のいく新型

P C開発には，数多くの課題が残っている。

例えば，換気方法，クレ ーンの長大高大，ス トック，断熱材

プラン 卜， 運搬，足場，部品耐力 ，モジュ ーノレ ，設備メ ーター

の開発などがあるが，乙れなど，機械メ ーカー，プ ラン ト， 建

設業者ともども開発して一歩一歩前進させる べきであろ う。ま

た受注者サイドとしても ， 乙れなどを受入れるべき体制を早く

からととのえておく必要がある。公団で次 lζ 開発を予想される

P C工法の予想図を ，70年の P C工法のモデノレタイプとして後

章( 第 4 章 ・第25図〉に掲載した。

2  ) 工場経営問題 ( 民間工場の保護育成について)

P C工法は ，公団が建築研究所と大成プレハブK Kの協力を

得て， 自分で実験工場， 本工場を持ち ， 実証しつつ工法の開

発，完成を見たものであるが，次の問題として ，政府よりの政

策指導により ， I住宅需要の長期見通しによる ，工業化工法の

促進」と いう点よりみた，民間 P C工場の保護育成の問題が与

えられている。 しかし一部では ，保護育成の期間は過ぎたとい

う説もちらほら聞かれるようである。

民間企業が，日産 2 戸の P C工場を造る場合，約 1億円前後

の投資が必要といわれている。したがって，投資する民間企業

側と しては ，それの償却 ，見通しが大きな問題である。一方保

護育成する公団側は，乙れに対して ，明確な解答を与えてやら

なければ，政府の意図する工業化工法の民間企業者側の投資意

欲がわいて乙ないという ，大きな問題点をもっている。

乙れに対する ，公団側の解決方向 4こしては ，現在，財団法人

日本建築センタ ーに， I量産住宅開発のための発注形態に関す

る調査」という テーマで調査研究を依頼しており ，近々その結

論が出されると思う。

また一部出された中間報告で，フランス ，英国の経験として

報告されている 一つの方法と して， I設計，施工競争」あるい

は， I性能発注」などがある。乙の方法のメリッ トは，民間企

業者側のもてる経験技術力が活用されると乙ろにあり ，乙の方

法の結果は好評を得ているよ うである。

しか し， とれはー解決策で，根本的には ，連続生産を生命と

する工業化工法に対応する長期契約方式の解決が待たれるので

ある 。乙 の長期安定需要は ， I コス トダウン 」につながってい

く要素でもあり，早期解決が望まれる。



3  ) 技術的問題

@  コンクリートの短時間養生について. 投資された設備をよ

り効率良く使用するためには ，単純にいえば， 1 日1 回使用す

る型枠を 1 日2 回使用すれば設備投資 lζ 対する生産性は向上す

るが，乙れには ， コンク リー卜 の養生時閣を短縮するという条

件がつく。公団では量産試験場で実験を重ねて，現在では短時

間養生の技術が完成された。乙れにより ，型枠の 1 日2 回使用

は可能であるが，別に工場労務者の 1 日2 交替という条件がつ

いてくるので，工場側の対応策がより大きな問題 として浮び上

ってくるのである 。

@  仕上の一体化 : P C板の内外仕上を ， P C 板製作と同時

に，工場で一体化しておくととは ，よりプレハブ度を高度化す

る乙とで，メリット がある。ま たとれにより， 建設時におけ る

工事用の外部足場が不要となるメリットもついてくるのであ

る。乙れはすでに技術的には ，砕石または軽量骨材を使用した

外部洗い出 し工法お よび，タイ J レ張工法な どが完成 しており ，

あとは ，公団住宅 iζ 採用が許される日を待つのみである。

。P C板のジョイントについて: 建設現場で組み建て られた

P C板相互のジョイン卜は ，現在公団で使用されている c 縦 ジ

ョイントの場合は ， ウェッ 卜工法で P C板相互の鉄筋を熔接

し，その上 Ir: ，コ ンクリ ー卜 を充填する方法であり ，横ジョイ

ン卜は ， ドライ工法で P C板の鉄板を相互に熔接 し，建方時に

すでにセッ 卜された防水白地材の修正を行なうのである。この

ように縦目地のドライ工法化および全般にわたるジョイント工

事の単純化， 簡略化が求められる。実際 P C板建方工事の工期

を決定付けている要因でもある。ま た現在公団で使用している

縦 ジ ョイン 卜部の コーキング目地は 2 本であるが，すでに民間

では l 本 目地のものが使用主れている。( 第14図- 2参照)

@  高層化 ; 最近，職場と住居を近づけるため ，市街地の面開

発および一般団地の土地の高度利用をはかるため ，住宅の高層

化が要請されている。住宅公団でも高居住宅 を建設する が，公

団は プ レハフーによる 高居住宅を考えており ，現在基礎的な研究

lζ 着手しつつあるが， 乙れは ， 実際 lζ 建てる高層住宅を通 じ

て，序々にプ レハブ化するという研究過程をとるものと考えら

れる。

@  P C板の単純化と要求の複雑化 : P C住宅で使用す るP C

板の種類は ，少数少量である ζ とが望ましい。製作する時，ま

た建設現場で建方をする時などに誤りが少なく ，かっ製作工程

においても ，作業工程が単純化されるので非常に好ましいとい

える。 したがって ，公団では ， 2 D K， 3 K ， 3 D Kの各タイ

プに使用する ，P C板の共通化を もとめ，完成させているが，

一方，生活の高度化，多様化は ，住宅の多様化，複雑化を もと

めており ，乙れの対応、に苦心が払われている。

θ  P C工法による中層共同住宅の規格化，標準化 : 現在 P C

工法による中層共同住宅は ，公営型，公団型，民間企業別型，

とそれぞれ数多くのタイプが作られ，使用されているが，それ

ら各タイ プの内に共通する所がまったくない。

1 タイプの型枠を償却するのには， 約 2，000戸が必要 と考え

られる 。と すれば， 1 年閣の使用戸数が大問題で償却の期間は

年間使用戸数によって伸び縮みする。 したがって ，各種多様な

型枠を，各企業は持ち得な い。一方需要 lζ 対応するためには ，

より多くのタイプの型枠手持ちが必要となる。乙乙で公営型，

公団型，民間企業型の各 P C板の共通性，互換性がもとめられ

るのである。他の工業製品 と同様に工業化→規格化，標準化→

規模の利益，がつい て くる 。

4  ) 社会的問題

@  土地問題: 現在，住宅公団では ，団地住宅，建設の用地取

得にとま っているが ，P C工法に とっては，乙 れが大きな障害

となっている。すなわち ，連続生産が絶対的条件である 工業化

工法の P C住宅の建設工事が建設用地の取得難のおかげで公団

の工事発注が，工場生産 lζ 見合った連続性をもちえず，断続的

に工事が発注されるので，民間企業の工場経営を非常に圧迫し

ている。

土地問題の早急 に してかっ抜本的な対策の完成が待たれるの

である。

@  民間企業者側の民需開発 : 前記，土地問題の抜本的な解決

には未だかなりの時間がかか ると考えられる。したが って，公

団は土地取得に対して今後 とも最善の努力は続けるが，民間企

業者側でも ，公団工事の切れ目を埋めるための民間市場開発へ

の積極的な努力が強く もと められるの である。

。オープンシステムかクローズドシステムか: 乙の問題が今

後 P C住宅の方向を決定付けるもの として一番大きな課題 と考

えら れる 。 乙れ らは ，工業化の規格標準化，需要の多様化，複

雑化，発注者サイ ドの考え方，企業者サ イド の考え方の 4 つを

基本に して，各要素が，複雑にからみ合っているので，とれを

うまく解き ほ ぐし， P C工法のよりよき発展のための道すじを

明確に示されるのが待たれる。単純に考えられる: 組合せとし

て，

工業化より ー→ 規格化， 標準化… … … … オ ープン

需要より ー→ 多様化， 複雑化… … … … クロ ーズ

発注者サ イ ドよりー「 指定発注・・ オープン，クロ ーズ

l→性能発注… … … … クロー ズ

→競争設計施工発注…・ ・… … クロー ズ

企業者サイドよ りー|→規格品のみ生産- …- …・オー プン

1→自 社設計品 …… ……… … クローズ

などが考え られるが，乙れら の他 lとまだ， 発注者サイド， 企業

者 サイドの それぞれの技術力の問題，また ，オープンシステム

としての次元の問題， すな わち， 関東ない し関西型として の地

方的次元で処理する か， 1 国または数ヶ国を次元とするかいろ
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いろと考えられる。

5  ) 発注者サイドの問題点

@ 運搬 とストック : 使用できる P C工場の範囲は，建設地か

ら半径40回以内，または P C板の運搬車が 1 日2 往復できる範

囲であること が条件となる。 それ ら条件がオ ーバーする 場合は

建設現場 lζ P C板をス トックしな いと建方工事が進まないこ と

が起り得る 。現場ストック費用がかか り，板をいためる ので好

まし くない。

@  敷地選定 : 建設する団地の周辺および団地内には， P C 板

運搬のた めのし っかりした道路が必要である 。

敷地の高低は， P C板建方のた めのク レー ンが動ける ，平坦

地( 勾配6。以下) である乙と 。一面 ，山地用クレ ーンの開発も

必要である。

。建物配置 ; 建物の配置は ，クレ ーンの能力を有効に発揮さ

せるた めに ， 1 プロック 3 棟 ( 100戸前後) 単位とする乙と 。

また建物配置には施工計画と入居計画を配慮し て行なう 。

乙れは竣工が数段階になり ，早く完成する棟と遅い棟がでて

くるので，それに合せて入居者のプライバシを考慮して ，南側

の棟より! 順次北側の棟へと入居を進めるよ うにするとと，およ

び，入居に伴い ，屋外附帯工事( 園地，植栽工事) や必要な屋

外給排水工事の計画も充分にして お く乙と ，建物配置として敷

地条件などにより ， U: 東の長さ がいろ いろ考えられるが P C住

宅では概ね 4 階段以下が望ましい。

6  ) 工場の規模および型式について : 工場の規模に ついては，

各工場ともほぼ日産 2 戸 のペ ースでスタ ー 卜したがその後増設

して日 産 3 - 4 戸 にした工場が多いが，量産ペ ースに乗 るた め

の適正規模は日 産何戸なの か，需要 と供給の問題 とも ども考え

た工場規模，経営を割出す必要がある。

また工場の型式に ついては，公団作業部工場は移動工場 とし

て計画されたが，その他の民間企業の工場は，すべて ，固定工

場である。 ζ れらの相違点は ，なにがその主な原因なのか，こ

れから先のあり方について ，進歩的な考え方と ，条件の変化 lζ

伴う適応性を充分考えな ければな らない 。

7. 公団量産住宅の建設計画

住宅公団の建設計画は公団と しての性格上，政府施策住宅と

して その一翼を荷なうものである。

したがって ，その政府の基本方針によって建設の計画戸数が

決定せられる。

すなわち ， 昭和41年を起点とする 「住宅建設 5 ヶ年 計画J

および，畳産住宅については ， [ ""住宅建設工業化の基本構想J

「中層共同住宅建設の工業化の促進要領」によって ，当面昭和

45年を目 標に約 3 万戸達成を計画されている。乙の 3 万戸とは

公団 のM F 工法，P C工法と両工法の合計数であり ，その割合
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第15図 住宅建設 5 ヶ年計画と工場生産住宅 5 ヶ年計画に対する実績

昭和似年度の住宅五昼食計画は ，建設省が定めた住宅建設 5 カ年計画による公団住宅

のu役計画に対して85. 5労であるが，量産住宅の44年度計画戸数は 住宅建投工業化

の基本構想 IC もと づき建設省が定めた工場生産住宅の公団の目原 IC対して78第とな

る。
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40'  住 宅 ，-W '二英 J この基本術 想! Iこι

とつ く 工 再 生 住 宅の公団の自慢 13?) 

(  20) 〆 ， /

r 。 り にく5. 5∞( 73% )

(L  L2戸巧カ; 了 知

＿Ｇｓ ｾ ＰＷＸ＠ 7. 678( 96%)  ( 92%) ， 

4 1  42 43  44 45  年度

lb al 9  b  I  12.5  I  16.0  I  19 .9  

は約6096が P C 工法の予定である 。

なお ，住宅 5 ヶ年計画と ，工場生産住宅 5 ヶ年計画 lζ 対する

実積は 第15図の通 りである。

×  ×  ×  ×  

以上，住宅公団 のプレハブ化につ いての流れを紹介した わけ

であるが ，本当の意味における プレハプ化はまだ多少 の時間を

必要とするであろう。

しかし ，一面，現在の労務者不足経済の社会構造の 中にあ っ

て， [""住宅建設 5 ヶ年計画」および「第 2 次住宅建設 5 ヶ年計

画」を完遂するには，乙れを在来工法によっていたの では ，と

うていその目的の完遂は不可能であろう 。

昭和60年まで に必要と見込まれる 住宅の建設戸数は，約3，000

万戸 lζ 達する見通しとされている 。乙れは昭和41年度か ら昭和

60年度までの推計なので，昭和45年度までに一応目標の 670 万

戸が建設されるとすれば残 りの46年度から 60年度までの 15年間

で約 2，300 万戸近い住宅 を建てね ばならない。 ζ れより ， [""第

2 次住宅建設 5 ヶ年計画」では， その 目標が 750 万戸前後に決

りそうである。

ζ の膨大な 需要を前提に して ，乙れを消化するには ，建設産

業は ，ただいまか ら，合理化，近代化へと ，体質改善をする以

外に方法は考えられない。

住宅公固にお いては ，M F 工法 ，P C工法等工法の工業化，

流し台の規格化， 風自釜 と樋，量産襖の開発など ，部品の規格

化，標準化などによる 工業化へと ，積極的に合理化，近代化 を

推進し ，民間建設企業および部品メ ーカ ーへの協力 ，指導にあた

っているが，乙れからもつね に縦横のつなが りを持ちながら前

進し ，よりよい住宅建設にカを入れて行きたいと思っている 。



固 躍 進 す る プ レ ハ ブ 独 立 住 宅

着実に伸びつつあるプ レハブの独立住宅は ，その需要屈の増

加と ともに，乙んにちどういう技術的内容をもち ，またどうい

う問題点を内蔵しているか。今後の問題として ，従来の注文生

産の時代から今後，商品生産へと脱皮していくにつ いて，プレ

ハブ化の当面する課題をさぐってみよう。

1  . こんにちのプレハブ

独立住宅

「住宅建設 5 カ年計画」の発足と共にプレハブ独立住宅も昭

和42年頃から急速な伸びをみせ ，昭和44年には独立住宅建設の

10961ζ 迫るもの と予想されてい る。( 第13表，第14表)

プレハブ独立住宅は大別 して

①木質系 ②軽鉄系 @ コンクリ ー 卜系 の 3 種類になる。

それぞれの特質を上げると ，木質系プレハブ住宅はやはり 日

本人の住生活に関係の深い木造住宅と材料が同じだとい うと と

で誰にも親 しみ易い ようである。

住やパネノレの数を増減させて 10- 30坪程度のものが段階的に

つく られ，増改築が容易であるという利点もある。

一方，今後の生産性向上という点には問題が残りそ うだ。

鉄骨系プレハブ住宅は ，三種の プレ ハブ住宅のうちでもっと

も需要が多く ，構造体が軽量鉄骨で出来ているため木質系より

も耐民 ・耐風 ・耐火 lζ 優れているというととで人気があるよう

である 。

鉄骨 系では ，不燃性の材料を構造耐力上主要な部分 lζ 使用し

防火性を lqめている乙とに特色があり ，外壁パネノレの組み合せ

により ，数多くの平屋 ・2 階建ができるので，多様化 ・高級化
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しているといえる。当初心配された鉄骨の錆も塗装方法が非常

に良 くなり問題がないようである。

コンクリ ー ト系プレハブ住宅では ，やはり 耐久性に最も優

れ，耐火 ・遮音についても一番ょいといえる。構造上で壁位置

の制約があり ，間取りの自由度が低いといえる。組立に諸機械

が要するため，ク レーン車の出入できるスペ ースとパネ J レを置

くスペ ースが必要で ，更に現場までの道路交通が問題となるの

で，どうしても共同住宅のような大規模なものでなければ コス

トが高くなる。従って，民聞においては木質系 ・鉄骨系に比べ

て建設量は少ない。

言いかえる ならば，公営 ・公団等の共同住宅の分野ではコン

クリ ー 卜系プレハブが占め ，民間の個々の要求には木質系 ・軽

鉄系の一戸建て住宅が応えているのが大きな特色ともいえる。

プレハブ住宅メ ーカーの中から各クラスどとに主要メ ー カー

を選んで，会社の内容 ・主製品の仕様について調査し ，それを

比較列記したのが第15表，第16表の一覧表である。( 主要メ ー

カーの選択は矢野経済研究所の資料による) 。乙 の リスト をみ

ると各メ ーカーが現在どのようなシステムにあるかがだいたい

理解できるが，簡単に説明すると次のとおりである。( なお ，

参考ーまでに 第16，17図に主要プレハフe メーカーの最も需要の多

いプランを掲げておいた。)

1. 面 積

独立住宅規模というものが生産者側から規定されるに しても

大体平均的面積が出てきている。ほど良い居住面積とはいって

も掴み難いが，良 く出る住宅の面積は大体に定まって いるよう

である。軽量鉄骨系では 100rrf 約 300万円 ，木質系では 80rrf 約

250万円 ，コ ンクリ ー ト系では 1l 0rrf 約 400万円 程度とい うζ と

であろうか。

第14表 昭和41， 42年度工場生産住宅建設実績戸数

区 分 41年度u股戸数 42年度建設戸数

公 低 届 11.9千戸 12.8千戸

中 高 層 0. 3 1. 7  

営 計 12. 2 14. 5 

公
公団 中 高 層 5.1  (MF 2.8) 7目 7 (MF3. 6)  

公 低 届 3.1 3. 6 

中 高 層 1. 4  (MF O.3)  1. 7  ( MFO. 3)  

庫 針 4. 5 (M FO. 3)  5目 3 (MFO. 3)  

目.  、
低 居 0.4 

の 中 高 層
0. 7 

計 1. 1  

低 踊 15. 0 17. 2  

計 中 高 層 6. 8 ( MF 3. 1)  11.4  ( MF 3. 9)  

計 21. 8  (MF 3. 1)  28目 6 ( MF3. 9)  

低 庖 11. 2 13. 9 

民間自力 中 高 層 2. 0 3. 0 

計 13. 2 16. 0 

低 層 26. 2 31. 1  

メ日量、

計 中 高 層 8. 8 (MF 3. 1)  14. 4 ( MF3. 9)  

針 35. 0 ( MF3. 1)  45.5  MF3. 9)  

〈注 ) M F  ( メタルフォ ーム工法) 戸数は内数
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プ レ ハ ブ 種 別

第15表 主要プレハプメ ーカーの内容比較

資 金

名カメ

本

間!日

宅

D

類

一

明

住

『

一

Q

J

ソ

住

種

一

数

/

一

一戸

勺

立

口

調

一

築

フ

【

一

建

な

独

一

間

主

(

商

一

年

A  ネ土

2. 887名

167名

仮 設 建 築 |

鉄 骨 建 築 1

ミゼッ トハウス |  

春日( 平屋 . 2 階〉

若草( 平屋)

飛鳥( 平屋. 2 階)

白鳳( 平屋. 2 階〕

工 場 及 出 荷 拠 点

( プ レハプ住宅生産工場 )

のみ

工 場 月 生 産 能 力

(44年中の増設予定を含む〉

主 な 工 場 生 産 品 目

販 売 地 区 純 閤

販 売 シ ス テ ム

工 事 シ ス テ ム

アフタ ーサービ スシステ

ム ( ) は保証期間

住 宅 資 金 シ ス テ ム

展 示 場 数

奈 良 工 場

竜 ケ 崎 工 場

1. 200戸

鉄骨加工，組立

パネル製造，木

材組立

全 国

直販及び代理庖
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第16表 主要プレハプ独立住宅の仕様比較

プ レ ハ ブ 種 別 経 鉄 系 木 質 系 コンクリ ー ト系

メ ー カ ー 名 A  ネ土 B  ネ土 C  社 D  社 E  ネ土 F  社

調( 主査対力象製商品品〉名 港 日 B2  B  型型 ｾ平 Ｒ 屋階))  R  R  2  NN 型型((平2 屋階〕〉

室妻iゑ15
21 00  00型型 ((平2 屋階5  ピーコ ン((平屋階5

ピーコン 2

平屋 70  rrf - 80  rrf 70rrf - 100rrf 70  rrf - 80  rrf 60  rrf - 80rrf 66rrf - 75rrf 90rrf - 100nf 

良く出る住宅延面積

2 階 80rrf - 100nf  80 rrf - 100 rrf 80rrf - l l Orrf 80rrf - 100rrf 65rrf - 90rrf 100rrf - l lOrrf 

良出く住宅

3  D  K  

3  L  D  K  
。 。 。 。 。 。

る形式

4 寝 室 以 上
。 。 。 。 。

標 準 価 格 (3.3rrf ) 10万- 12万 10万- 12万 II 万- 13万 9 万- 13万 10万- l l 万 13万- 17万

構 造 シ ス テ ム 及 材 料
[ 型鋼耐力式

ノマネ J レ

耐C 型力鋼 ピン接合構

フレーム 造

柱梁ラーメ ン構造 木組質立パ構ネ J法レ
(組軸 立組 木構 造法) R C版組立式

モ デ ュ - )レ

940協 S 1， 000務 S 960弘W 930'%z S  996100弘弘 ((関関東西〕)  960務
グ リ ッ ド シ ス テ ム

天井高( 洋室) 2. 400 2. 370 2. 300 
2. 277  0〕

2. 359 2. 380  
( 2. 40 

寸

1. 743 

内 法 寸 法

(1， 790)  

1. 780 1， 815  1. 810 1. 800 1， 800 

法

壁 タト 壁 82 128 80 125 125 120 

厚 間( 出仕入切枠壁)  

60 70  

80  

(86)  

70 75 

(90)  ( 90)  (90)  ( 150)  

基 礎 • • • • • • 
工

車出組及び耐力壁
。 。 。 。 。 。

場

外 壁
。 。 。 。 。 。

支

給

外 壁 仕 上 材 • 。 。 。 。 • 
音B

屋 根 ( 下 地 ) 口
。 。 。 。 。

ロロロ

屋 根 仕 上 材
口 口 • 口 口 • 

範
間 仕 切 。 。 。 。 。 。

囲
間 仕 切 仕 上 材

ロ • 。
口

。
圃

窓 ド ア
。 。 。 。 。 。

下 地 • • 。 。 。
国

0は口は
天 井

仕 上 • 圃
。 。 。 • 

下 地

床 • 。 。 。 。 。

仕 上 • • 口
。 。 • 

階 段 • • 。 • 。 。

間 仕 切 出 入 枠
。 。 。 。 。

口

は.

内 部 建 具 口 • 。 。 。
口

内 部 建 具 金 物 • 国
。 。 。

口

雑( 巾木，廻作縁，額材縁)

。 。 。 。 。 • 
テラスパーゴラ • • 。 。 。 • 

工 現場配

タ器ト 玄関ポーチ庇 。 • 。 。 。 。

唇ロロ 面 格 子

。 。 。 。 。 。
部品 置

雨 戸
。 。 。 。 。 。
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2.  生産規模

昭和43年度の売上実績で

月産 500 戸前後になってお

り，今年 度 の 生 産 能 力 は

1，000 戸程度 と 各社共に工

場生産体制が充実して来て

いるとみてよい。

3. モデュール

高度化されたプレハブへ

の道として ，オープンシス

テム化が図られなければな

らないが ，そのもっ とも基

本 となるモデュ ーノレが各社

まちまちまちで， 6 ネ土の中

でも 910 ・930 ・940 ・9的

. 1000協の 5 種類を使用し

ているのが現状である。 い

つも問題にな るとと である

が，乙れを上下二種類に統

ーできるのではないだろう

か。 ( S はシ ング J レグリッ

ド， W はダブ J レグリ ッド)

4. 寸 法

天井高は 2277- 2400務 ，外壁厚は 加- 128務 ，間仕切壁厚は

70- 100務，出 入枠内 法高は 1743- 1815協となっ ているが，乙 の

中で天井高 ・間仕切壁厚 ・内法高は統ーできそうな気がする。

間仕切壁厚 ・内法高を統ーできれば室内建具，出入枠を共通化

す るζ とができ ，品質向上 ・コスト ダウンが可能である 。

との 寸法を統一する乙 とから 部品の量産化も大幅に前進して

行くはずである。

5. 工場支給部品範囲

意外とオ ープン 部品が少ない感じである 。 メーカ ーによって

はオープン部品をわ ざわざ特注加工している もの も多い様であ

る。窓 ・ドア ・天井仕上 ・床仕上や間仕切( 仕上材) そして雑

作材や外部附属品はオ ープン部品にできるはずである。

結局は ，モデュ ール ・主要寸法の統一が図られればオ ープン

部品の 数が増大し て行 く乙とは間違いな い し，オープンシステ

ムの部品化生産方式 lとより 高度のプレハブ住宅が生まれるので

ある。

少なくとも乙の リスト で取り上げた工場支給部品範囲内で ，

共通化部品とすべ く研究して各 プレハブ住宅メ ーカーの水準を

高め るべきである。

乙のような実情を眺めると，まだまだプレハブ率( 1 戸の住

宅の 中での〉が低い乙と がわか る。

プレハブ' 独立住宅の並ぶ某団地

プレハブ というと住宅だけの とと ばのよ うに思われているが

多くの材料を集めて作るものなら何にでもいえ る乙とで ある。

住宅もプ レハブ化 によって生産が工場に移され， 自動車やカ

メラの ように大規模に工場生産化さ れる ζ とになる。すなわち

より品質のよい住宅を生産する方法がプレハブなのであり工場

生産方式であるといえる。

現在のプ レハブ住宅よりも開発初期のプ レハブ住宅の ほうが

プレハブ率は高かった。というのは ，乱立状態での各メ ーカー

が本来的な プレハフ、、から後退 して， 施工建築屋さん〈在来工法)

的な欠陥 l乙足を入れているよ うな 感じである。

需要者のための現場施工がプレ ハブ化の中で解決されな くて

は，いつまでたっても本当のプレハブ住宅はでき上がる訳がな

い。プレハ ブ率 100 %が理想、であり各メ ーカーの義務とするな

らば，モデュ - J レ統ーから出発して工場支給部品のオ ープン化

を図り ，設備な どの支給化を住宅 と一体化して前進させる必要

がある。

一般的に言われているプレハブ住宅の問題点である品質 ・性

能や コス トは上記の乙とがシステム化されて始めて， 在来工法

による住宅以上のものが生まれるのである。

需要者の豊かな意識を満足させるためにも ，ますますオ ープ

ンシステムにおけるプレハブ化が図られ，バラ エティー で発展

性のある フレキシブ) レ なプ レハブ住宅 をっくり出 して行かなけ

ればならない。
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2. 注文住宅から商品住宅ヘ

1. 商 品 住 宅 と し て の プ レ ハ ブ 住 宅

プレハブ住宅の中でも，民間企業が生産販売 しているのは鉄

骨系 ，木質系の独立住宅であり ，階数は 1 ・2 階である 。 した

がって，その需要もいわゆる，郊外に建つ「庭つきの 1 戸建マ

イホ ーム」志向層にある 。

乙の 1 戸建マイホ ームを何とか自分のものにしたいという市

民の要求とあと がれは実に根強いものであり ，土地問題，職住

接近などを考えれば乙れからの住まいは中高層集合住宅でな け

ればならないという 巷閣の論議を よそに，乙の傾向はより一層

強まってゆくように見られる。

郊外に新しく開発される住宅地は，大都市からはますます遠

くなり ，その価格はますます高くなってゆくにもかかわらず，

どんどん売れてゆく。そ して，そ乙では建売分譲住宅や注文住

宅が次々と建てられており ，幸せそうなマイホ ームが生活の匂

いをただよわせている。太陽と緑と空気が，きさやかながらに

も確保されたその環境をみていると，ま乙とに平和でのどかな

ものであり，住宅問題や ，スプロール化の問題など忘れてしま

いたくもなる。

また ，プレハプ住宅の普及率は全住宅建設量の 3 - 4 %にす

ぎないといわれているが， 乙のような住宅地だけをみている

と， 1 戸建てのプレハプ住宅がかなり見られるようにもなって

きた。

このような住宅地に建つ住宅をつ ぶさにみてみる と， 施主が

従来のように大工や工務屈に頼んで建てる住宅と，建売住宅や

プレハブ住宅のように ，すでに建てられたもの ，あるいはサン

プJ レにも とづいて建てられるものとに大別できる。前者を注文

住宅 と呼ぶならば後者は商品住宅と呼ぶのがふさわ しいようで

ある。さらに ，前者に 「建てる J という概念をあて はめるなら

ば，後者はまさに「買う」という概念がピタリとしているとも

第18図 年 令 第19図 家族数
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住宅は商品として売買されるものであるという考え方が需要

家側にも提供する側にも ，かなり一般的になりつつあると 言え

るようになってきた。建売分譲住宅やプレハブ住宅は従来の注

文住宅とは流通形態を異にするものであり ，さらにプレハブ住

宅は大企業による工場生産住宅を建設業的にではなく製造工業

的に生産し ，販売されるものである 。乙の意味でプレハブ住宅

は商品住宅 というにもっともふさわし いも のであろう。

2. 需 要 層 の 特 性

さて ，商品住宅の代表ともいえる 1 戸建プレハブ住宅の需要

層とその特性につい て考察してみよう 。

「庭っき 1 戸建マイホ ーム」を志向する層は実は一般大衆全

般に分布し ているようであるが，実際にそれを自分のものにす

る乙とができる人たちは ，やはり限られている乙とであろう。

その中でも， 1 戸建プレハブ住宅を購入し ，そ乙 lζ 居住できる

人たちは更に限られた人と言えるようである。

大阪市立大学上林研究室が，大阪に本社をもっ代表的プレハ

ブメ ーカー 5 社を対象にし ，乙れ らのメ ーカーのプレハブ住宅

を購入し，入居後 1年経過した居住者について43年秋に実態調

査を したデータがある。乙れをもとにプレハブ住宅居住者層に

ついて検討してみる。

まづ，世帯主の年令は 第18図にみるように， 30才台と， 40才

台に多く分布しており ， なかでも Ｓ Ｐ 才台が実に ＴＸｾ ちを占めてい

る。住宅は停年時の退職金で建てるといわれていた時代には考

えられなかった乙とであろう。次 lζ 家族数の分布は 3 - 5 人の

範囲が多く， Ｔ 人家族が Ｔ Ｙ ｾ ぢを占めているＨ 第 ＱＹ 図 〉 。家族構

成は，夫婦と子供から成る核家族が多く 7 Hぢである。乙の中で

も子供が小学生か ，或いは小学生以下の家族が大半である。

乙のような，年令，家族数などは，プレハブ住宅居住者に限

らず，一般のマイホ ーム志向層に共通のものであり ，30 - 40才の

核家族が最も住宅を必要としているととは周知の通りである。

さて，世帯主職業は，事務的職業が ＴＹｾ ぢ，管理的職業が Ｓ Ｒ Ｅ
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で，いわ ゆるホ ワイトカラー屑がほとんどである( 第20図) 。

さらに学歴は 第 ＲＱ 固 にみるように ， 大学卒が ＵＴ ｾ ぢと大半を占め

ており，次いで 高卒が ＲＵ ｾ ぢである。住宅を欲 して いる階層のな

かでも比較的高等教育を受けたものが多いという ζ とは ，プレ

ハブ住宅の初期の頃も そ うであった。仮設住宅的なプレハブで

はなく ，一流メ ーカーのプレハブ住宅は ，その開発初期の時代

( 数年前〉からインテ り屈に受け入れられ，最近のようにホワイ

トカラー一般に普及してきたという経過をたどっ てい る。最後

に収入であるが， 第22図にみる如く ，8 万円 - 25万円と かなり大

巾に広がっているが， そのうち特に 10万円- 15万円 が一番多 い。

1戸建てのマイホ ームを希望しており ，何とか実現 させたい

と思っている階層とプレハブ住宅居住者とを比較すると，年令

や家族数などは ，ほぼ同じ傾 向であるが，学歴 ，収入などで は

かなりの差があるようである。 ζ れらから推察できるととは ，

プレハプ住宅購入者は比較的若い年令ではあるが，国民平均所

得と比較すれば， 年令の割りには高い収入を得ている 者が多

く，学歴も比較的高い者が多いという ζ とであろう。

また ，乙ういった階屈がプレハブ住宅を購入 した動機，プレ

ハプ住宅を選んだ理由というものを深く考え てみる乙と が，今

後の住宅建設のあり方への足がかりにもなると思われる 。従来

の住宅建設の非合理性，前近代性 ，その流通のあやふやさ，危

険性など，最も高額な質物である住宅を購入するのに ，小額の

商品を買う以上に問題が多すぎる乙 とを， ζ れらの階層はよ く

把握し，現代の一般住宅の建設体制に対 し明らかに背を向 けた

ともみるととができょう 。何故プ レハブ住宅を選んだかと い う

理由を分析してみると，r 工事人とのうるさい折衝がいらな い」

が最も多く ， I地震 ，台風に安全だから J I間取りやデザイン

が気に入ったから J I ローンが利用できたから J I大メーカ ー

なので信頼できる J I手抜きがない J I工期が短いJ I材料や構

造がよく吟味されている」などがあげられている。さらに，プ

レハブ住宅の場合は実物の展示場があり ， 自分の回で出き 上が

り状態( デザイン ，性能 ，品質など) を確認した上で各社の商

品を取捨撰択できるというととが，プレハブ住宅決定の大きな

第21図 学 歴

要因になっている 乙とも見逃す乙とのでき ない事実である。

乙れらの ζ とは，一般の工業製品である商品を購入する場合

( カメ ラでもテレピでも自動車でも) であれば当然のとと ばか

りである。住宅だけが「建てる」というととであったために，

プレハブ住宅が出現するまでは ，居住者はずいぶん残酷な 自に

合わ されてきたようで ある。

一般的にはまだ，プレハブ住宅のイメ ージは仮設建物に近い

ものに思われており，かなり知名度が上ってきたとは いえ，正

しく評価されていない面もある が，プレハブ住宅購入者の階層

や居住者の評価などからいえ る乙とは，プレハフー住宅はかな り

質が高く ，マイホ ーム 志向層の要求を十分に満た し得るすぐれ

た商品住宅であるとい う乙 とであろう。

3. 資 金 調 達 方 法

プ レハ ブ住宅購入者は比較的所得が高いとは言え，若い年令

屑が多 い乙と もあり ，全額自己資金で購入しているわ けではな

い。調査によれば ， 借入金によって購入した者が ＹＲ ｾ ぢで，全額

自己資金に よるものはわずか 8 %に過ぎない。

借入先の主なものは銀行ロ ー ンが最も多く 65. 896，勤務先の

融資制度によるものが47. 6必，住宅金融公庫によるものが35. 4

96となって いる。 ζ れらの借入方法は併用している場合が多い

のであるが，最多額の借入先は ，やは り銀行 ロー ンがトップで

あり ，勤務先 ，公庫と続いている。

銀行 ローンが多いのはプ レハブ住宅メ ーカ ーが銀行と提携 し

ているので容易に利用できる ζ と， 貸付期間が初期の ローン

( 昭和38- 39年頃) にくらべて10年 ，15年と長くなっ た 乙とがあ

げ られるだろ う。( 最近は生命保険会社に よるロ ーンも でき ，

貸付期間20年というように条件もよくなっ て きて いる) 。

乙の よう に住宅ロ ー ンの利用率は非常に高いわけ であ るが，

現在の制度は ，建築費のうち約30% の頭金を準備し ，残りの70

% は銀行ま たは生命保険会社より融資を受けるとい う建前が一

番多い のである。しかし ，住宅を購入する際，国の機関である

住宅金融公庫の利用率や，融資額が，銀行ローンや，勤務先融

第22図 収 入 第23図 満足度
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資より低いと い うと とろに問題があるのではなかろうか。また

一般 ロー ンの場合も ，より 一層低利 の融資，保障制度の改善な

ど今後解決し てゆかねばならぬ問題 も多い。

4. 性 能 評 価 の あ り 方

1 戸建プ レハブ住宅はいろいろな批判を受けながらも民間企

業の努力 によって着実に伸展しつ つあ り，前述のよ うに30才台

40才台で比較的高所得者の インテリに受け入れられて いる。

では，プレハブ住宅居住者はどの程度その住宅に満足して い

るのであろ うか。

第23図より ，i 満足している J が22;; ぢ， i だいたい満足してい

る」が53%， i ふつう」が12;; 払 合 わせて87%の人が先つ'不満

もなく居住し ているとみられる。ま た， i やや不満」が12%，

「不満」が 1%でごくわずかである。

もちろん ， 乙の満足度は主観的な要素もあるため ，こ れだ け

で判断する乙とはむつかし い し，また ， ζ の満足度合はメ ーカ

ー 5 社の平均値であるた め，各メ ーカーの商品によってかなり

の差があるととも 事実である。

次にプ レハブ住宅居住者に よる 主観的性能評価を調査結果よ

りみてみよ う。 居住性の良 し悪しは その家 lζ 住む人 々自身の住

み心地で判断され，その住み心地を決定する要素は多種多様で

ある。乙乙では ，地震 ，台風，火災 ，耐久性，増改築，暑さ，

寒 さ，外部騒音，外観，内装，すき ま風，設備，価格，間取り

の14項 目を取り上げて検討す る。

居住者に よる性能評価は各社の住宅によってかなりの差がみ

られるが，第17表 はわかりやすく す るた めに ，各項目ごとに指

数で住宅性能を表わし ，性能の良いものを + 1 点，ふつうのも

のを O点，悪いものをー 1 点として点数を集計し ，解答件数で

第17表 居住者による性能評価の指数表

| 平 均 ¥A 社 ¥B 社 ¥c 社 ID社 ¥E 社

地 震 0. 61  0. 45 1  0. 55 0. 85 0. 41  0. 75 

4口2、
風 0. 38 0.3 0. 4  0. 53 0. 18 0. 58 

火 災 - 0. 19 - 0. 6  0. 05  0. 26 - 0. 77 
。

耐 久 性 0. 16  - 0. 05  0. 25 0. 37 - 0. 12 0.29  

増 改 築 - 0. 43 - 0. 3  - 0. 65 - 0. 32 - 0. 12 - 0. 67 

暑 さ - 0. 02 - 0.4 - 0. 25 0. 16 0. 06 0. 29 

寒 さ 0. 46  0. 2  0. 4 0. 53  0. 47 0. 67 

タト 部 騒 音 0. 25 0. 1  0.2 0. 37 0. 18  0. 38 

タト 観 - 0. 08  - 0. 35 - 0. 1 0. 05  - 0. 12  0. 08  

内 装 0. 10 0. 15  - 0. 1  0. 21 0. 06  0. 25 

す き ま 風 0. 84  0.8  0.7 0.95 0. 71 1. 0  

設 備 0. 57 0. 4  0. 5  0. 79 0. 35 0. 75 

価 格 - 0. 42 - 0. 15 - 0. 5  - 0. 74  - 0. 12 - 0. 54 

間取りの使い勝手 0. 51  0. 45 0. 35 0. 63  0. 35 0. 71 
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割 って各項目の指数を出 したものである。全体的にみて，す き

ま風が少ない ，地麗 ，台風 ，設備 ，間取りなどに ついては高い

評価を得て いる。火災や耐久性については，木質系 と鉄骨系と

ではかなりの差がでており ，鉄骨系のプレハブ住宅はかなり高

く評価されて いるようである。

いままで居住者に よる主観的性能評価につ いてみて きたので

あるが，生産者側からの性能評価と 問題点、は どうであろ うか。

そもそも建築の性能とは どういうとと だろうか。従来も ，そ

して ，現在も建築物には性能が明示されず，あいまいな点も多

かった。 しかしながら ，建築の工業化やプレハフ化が進みつつ

ある現在，との性能問題を明確にして ゆかねばならない。また

徐々にではあるが，その ための努力 が関係者によ って行な われ

る段階まできている。

プレハブ住宅を工業製品 として考え ，商品住宅として把握し

てゆ ζ うとする 時，性能の定量化 ，その科学的評価を行ない ，

その内容を需要家 lζ 明示するという ζ とがこれから の大 きな課

題 となって くるだろ う。一品生産や現場施工ではその性能や品

質が確認しがた い し，また保障しにくい場合が多い。 しかしな

がら ，工場生産するこ とに よって可能となる乙と ，また ，工場生

産でなければできない ことがそ乙に は数多くある乙 とだろう 。

現在のプレハブ住宅は少くとも工場生産の特徴を生かして ，

でき得る 範囲から性能の 科学的確認， 定量化を行ないつつあ

る。特に比較的定量化が進んでお り，工場で実験に よ って縫認

されているも のに ，地震，台風など構造強度iζ 関するものがあ

る。乙れは綿密な計算 と，部分実験や ，実物大強度実験が各メ

ーカ ーによって行なわれている。( 構造実験の写真参照〉さ ら

に，火災など防災 {ζ 関するも の， 熱，音な ど居住性能 lζ 関する

ものもあげられる 。

乙のような項目に つい ては ，少 くとも 一流メ ーカー で

は，各社の技術陣が新し いものを創り出 すためにかなり

の技術エネルギ ーを投入して， 研究，実験を行なってい

る。乙乙で問題 となる点は ，各社がそれぞれメ ーカーの

良識をもって行なっ ている 各種実験の試験方法や評価方

法はそれぞれのメ ーカーの努力によって創り出されてい

るのであっ て，公的機関による標準化された評価方法や

試験方法が確立さ れていないことである 。更 に公的機関

または それに代る ものが，プレハブ住宅を審査する場合

の判断準備がはっきりし ていな いため ，あいまいなとと

が多 くその ための無駄や ロスが多い乙とな ども今後解決

して ゆ くべき課題であろ う。

次 lζ ，建築物や住宅の部位別性能は比較的把握 しやす

いが ，これらが組み合わ され，建設された空間 とし ての

性能把握の問題がある。部位別性能と接合部性能と ，そ

してそれらを総合 した空間性能の定量化，試験方法，評

価基準な どが地道な研究の積み重ねによってだんだんと



‘  

鉄骨プレハブ住宅の実物強度実験( 2 階建柱 ・はり ・ラーメン構造体の水平加力民

験を行ない安全性の磁認を行な っていると己ろ 〉

明らかにされてゆかねばならないだろう。

とのような技術的裏付けによる性能品質の改善向上が居住者

の主観的性能評価を高からしめ ，さらに ，居住者に対して，正

しい性能評価のありかたと ，よい住居 lζ 対する 正しい判断とを

啓もう してゆく 乙とにもなるので ある。

5. 関連法規と公益事業体の内規

1 戸建プレハブ住宅 の設計，生産，販売，建設など，一連の

過程を通じて，いまひ とつ 問題をはらんでいるものに建築関違

法規と公益事業の内規，条令などがある。住宅は ，今までひと

つひとつ設計，建設され，いわば一品生産でそのためにそのつ

ど申請の手続によってチェック がされてきた と考えら れる 。

しかし ，プレハプ住宅は設計が標準化され，性能や品質が実

験によって確認 され，かつ工場で量産されるものであり ，構造

材料，工法なども 従来のものと 異な るとと が多い。その ため，

従来の一般現場工法を基準にした法規に従わねばならない乙と

につ いてはいろいろと問題が 出て くる。

たとえば構造強度の問題についてみても ，プ レハブ住宅に適

した基準や検査方法がなされているとは言えず，実験による確

認に対する審査や判断もあいまいな点が多い。

今 1=1のよ うに発展し ，成長を遂げて きているプ レハブ住宅，

そ して，今後，更に新 しいプレ ハブ住宅や工法，材料などが開

発され ると思われる が，乙れらの発展を促進させるような ，そ

して，新しいシステムに対応できるようなチェック機構を考え

てゆく必要があるだろう。すなわち ，乙のような工業生産され

る住宅をどういう 風にチェッ クし，法規制を行な しり またそれ

を誰がチェック するかが今後の大きな課題であろ う。

いまひ とつ，現実的な例 をあげてみよう 。プレ ハブ住宅は先

にも述べたように商品住宅であり ，見本をみて購入できる のが

大き な特徴である。したがって ，当然の乙 となが ら，商品とし

ての見本を需要家に展示しなければならない。商品展示は人々

の多く集まる と乙ろ， 集まりやすい場所で行な わねばならない

のであるが，そのような場所は ，時として，建築基準法でいうと

乙ろの防火地域， 準防火地域の場合が多い。 乙のような地域に

人聞が居住 しない展示住宅という ζ とで建設する場合でも，基

準法上，木造や鉄骨の不燃組立構造のプレハブ住宅を建設 して

はな らないと言われるのである。簡易耐火か ，耐火構造に して

建設せよ という指示が建築主事よりなされて，メーカーは全く

困る場合がある 。もちろ ん，プレハブ住宅の商品の展示である

という乙とをよく理解して許可をされている ケー スも多いが，

主事の判断によっては否定されると ともある。 法の精神をそ 乙

なわ ないで商品展示が許 されるように見解を統一すべきであろ

うと思う。

次』ζ ，大きな問題 は建築基準法の問題だけでな く，地方公共

団体による条令や ，公益事業体に よる内規などの問題である。

水道の場合 ，各市町村 lζ よってそれぞれ条令や内規が定まっ

ている 。もちろ ，それぞれの地域特性によって条令が異るとと

は止むを得ないと して も，統一しでも差支えのない とと もかな

りあるものと思われ る。 その例として ，給水管があげられる。

最も多く使われており ，多くの市町村で認められているものに

鉛管，亜鉛 メッキ鋼管，脱酸銅管，硬質塩化ビ ニー ノレ等があり更

に，ビニー J レライニング管， H 1 ビニ ーノレ管，石綿管，鋳鉄管，ポ

リエチレン 管など 9 種類のものがある。そして，ある給水管は

ある市町村で使用が許可されているにもかか わら ず，同じ質の

給水管が他の市町村では使用不可というのが実状である。従来

工法で地域どとに現地生産する住宅の場合は ζ のよ うなとと も

それほど大きな問題にはならなかったかも知れないが，住宅を

標準化し，工場生産し ，全国へ販売建設す るというプレハブ住宅

の場合，特にウォ ーターセクションをユニット化して工場で量

産す る場合，工場でのパイピングの大 きなネック となってくる 。

地域特性を考慮しなければならない条件についてはある程度

止むを得ないが，可能な範囲で早急に統ーしてもらいたい乙と

のひとつの例である。

ガスの場合，とれも各地のガス会社によって内規が異なって

いるのが実情である。安全性にせよ ，工法にせよ ，特別な天然

ガスでもない限り ，標準化や統ーできる乙とがかな りあると思

われ る。カロリ ーなどもその 1例としてあげられる であろ う。

設備器具 の標準化や ユニット化を行なう場合のネックとなる要

素である。

電気の場合 ，全国九電力会社の内規が今まで臭っていたので

あるが，電力会社，メーカー，工事関係者の過去数年にわたる

地道な研究 と努力が実って，電気技術基準調査委員会により ，本

年の 4 月 1 日から内線規定が統一され，実施の運びとなった 。

住宅 の工業化，標準化を推進してゆくに当って電気関係の内規

が統一さ れた乙と は大きな進歩といえるだろう 。

関違法規や条令，内規など，いろいろと困難な とと はある だ

ろうと思うが関係者が協力して早急に合理化，統一化の方向へ

の研究 と努力を推し進めてゆくととが強く望まれてい る。
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四良いプレハブ住宅を造るために

プレハブ住宅の現状と問題点，更に解決とあるべき方向性に

ついて述べてきたが，進展する住宅建設の工業化が，量産，良

質，ロ ー コストと将来の住居の主体となる乙とを信じたい。

そとで乙れらの条件を満足すべき住宅を作るために需要者，

供給者そして生産者はなにを考え ，なにを行なえばよいのであ

ろか。まず現時点における住宅事情を概観し，住宅問題 lζ 対す

る認識を確認しながら考えることにする。

昭和42年，わが国で建設された住宅は 99万戸あり，乙のうち 84

万戸は民間資金による住宅である。これを規模別にみると 30rrf

以下が13. 3$ぢ，31- 50rrf が30. 796，51- 70rrf が22. 896，71rrf 以

上が33. 296 と床面積の40rrf 以下が全体の3096を占め ている。ま

た一人あたりの畳数を昭和40年の国調でみると平均 4. 5 畳であ

るが，民間アパー卜 においては2. 71畳と劣悪な状況にある。次

に昭和33年および38年の住宅統計調査によると住宅難世帯は全

国で昭和33年において 2，268，000 戸であったものが昭和38年に

は3，932，000戸と 5 ヶ年聞に 170万戸増大し，大阪15万戸，東京

35万戸と住宅不足の% は大阪お よび東京におけるものである。

更にとれを収入階層別にみると各地域とも 60- 70% は 4 万円以

下の低所得階層 で占め られている。( 第18表参照)

乙のように住宅政策の貧困はわれわれの住宅事情をますます

悪化させている。したがって政府施策住宅の柱である公営住宅

が 4 万円以下の階層を対象として建設されているとき ，現在の

ような年間10万戸程度の建設テンポでは焼石に水であり ， [""住

宅無政策時代」といわれるゆえんは乙乙にある。

第18表 住宅難世帯収入階層別構成

昭 和 3  3  年

収 入 階 府 全 国 大 阪 府

戸 数 | 比 数 | 比

月収 l 万円来訪 456. 000 20. 0 14. 200 

皐

6.1 

l 万円 - 2 万 円 801.∞o  35. 3 87. 800 37. 3 

2 万円 - 3 万円 304. 0∞ 13.4  45. 980 19. 7 

3 万円 - 4 万円 49. 航) 0 2. 2 6. ωo 2. 7 

4 万円 - 5 万円 13. 0∞ 0. 5 1. ωo 0. 7 

5 万円 - 6 万円 4. 7∞ 0. 3 ω。 0. 3 

6 万円 - 8 万円 1. 800 0. 2 2∞ 0. 1 

8 万円以上 9卯 0. 1 
。 。

不 明 637. 6∞ 28.0  76. 300 32. 6 

総 針 2. 268. ∞0戸 100箔 233. 1∞戸 l∞量百

備考 1. 昭和33年および38年住宅統計調査より推針。

われわれの直面している住宅問題はきわめてきび しい。した

がって乙乙でいう「良い住宅は」はデラック スタイプ住宅の意

味ではなく ，将来大衆のものとなるべき住宅のことである 。そ

してとれを実現するために ，三者〈需要者，供給者，生産者〉

はどのように努力してゆ くべきかを 5 年先 ( 1975年) というリ

アルな目標を設定して，

1  ) 敷地，道路，上下水道

2  ) モジュ ール，グリッド ，壁厚 ，基礎厚

3 ) モデノレプラン

4 ) 法規，公益企業

5 ) 工事組織

6 ) 金融制度

などにつ いて現状をふまえながら考えてみた 。

1  . 敷地・道路- 上下水道

0 最低敷地面積の制定， 広域開発計画， 公的機関の土地分譲中止

地球の70% は海洋であるが，大陸部分の表面積は第 2 表 lζ 示

すとおり ，149. 1百万 K M2あり ，そ乙 l乙3，356百万人住んでおり，

人口密度は24人/ K M2である。とれに比較し てわが国の国土面

積は37万K M2で1968年 3 月 1 日現在102百万人，人口密度は 275

人/ K M2となり ，地球全体 lζ 比較して， 12倍とい う高密度居住

になっている。更に東京 (5，354人/ K M2) ，大阪 (3，818/ K M2)

などの人口は爆発的に増大しており ，山谷，釜ケ崎などのスラ

昭 和 3  8  年

全 国 !  大 阪 府

戸 数 | 比 率 戸 数 | 比 日巨

268. ∞o  6.8  11. 300 3. 0 28. 2∞ 3.4 

392. ∞o  9.9  12. 6∞ 3. 3 31. 400 3. 7 

956.∞o  24. 3 69. 4∞ 18. 3 178. 1∞ 22.4 

947. ∞o  24. 1  125. ∞o  33. 1 279. 500 33. 6 

358.∞o  9.1 65. 3∞ 17.3  120. ωo 13. 3 

127. ∞o  3. 2 24. 400 6. 5 45. 2∞ 5.4  

48. ∞o  1. 2  8. ぬO 2. 2 18. 4∞ 2. 2 

15. ∞o  0. 4 3. 200 0. 8 2. 800 0.3  

821. 000 21. 0  59. 090 15. 5 131. ω o  15. 7 

3. 932. 0∞戸 1∞%  幻9. 0∞戸 100%  836. ∞0戸 1∞罰百

2.  住宅錐要因は非住宅居住，同居，老桁住宅住居，狭小過密 ( 9 畳未満に 2人以上. 12畳未演に 4 人以上居住但しお年は 9 畳未満でかつ 1人2.5畳来演)

3. 無職は 1万円未満 1<: 算入，自営業主および従業上の地位不鮮は不明に算入
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第19菱 地球の大陸別の面積，人口，人口密度

面 積
人 ロ

人 口 密 度

大 陸 名

百万 K M'
百 万 人

人/ 1 K M'  

ア ジ 7  27. 5 1. 868 ω  

7  7  カ 30.2  318  10 

ヨ ー ー ロ ッ ，< 4.9 
叫 9 92 

7  メ リ カ 42.0  470 11 

オ セ

一

7  8. 5 18  2  

ソ 連 22. 4  233 10  

南 極 大 路 13. 6 
。 。

149. 1  3，356 24 

資料 U N  r人口統計1966年J

第20表 諸外国の面積，人口 ，人口密度

| 面 積 | 人 口 | 人 口 密 度

名 I 1. 00OKM' I 1. o∞ 人 | 人/ 1 K M'  

日 本 370 I  98，865 I  267 

中 国( 本土) I  9，561  I  710，0ω 74 

ア メ ' ) カ 9，お3 I  196，920 I  21  

カ ナ ダ 9，976 I  19，919  I  2  

イ ギ リ ス 244 54，953 I  225 

イ タ リ 7 I  301 I  51. 859 I  172 

オ ラ ン ダ 34  12，455 I  371  

ス ウ ェ ー デ ン 450 I  7，808 I  17  

ド イ ツ 進 邦 248 I  57，ω 5  I  232 

フ ラ ン ス 547 I  49，400 I  90 

ソ 連 22，4 0 2 2 3 3，810 I  10  

資料 U N  r人口統計1966年 J

第21表 諸外国の地価

| 国 名 | 都市名 | 土 地 の 種 類 | 酬 I {l!i r6 (円 / ，，1) I 備 考

ロンドン住宅餐

イ ギ リ ス ロ ン ド ン 中 級 住 宅 地 1965 I  5，∞o 員A 会，財政蚕員

西ドイ γIベルリン 郊 外 自 家 用 住 宅 地 1964 I  4，∞0- I  r;;共du同s報tr告ie  

I f  "  市 内 ア パ ー ト 地 "  I  8，∞0- 10，∞0 k9u月S1Heal凶l 44. 

H  ポ ン 郊 外 自 家 用 住 宅 地 "  I  3，ω 0- 4，200 

11 11 市 内 ア パ ー ト 地 "  I  25，∞0- 40，∞o  

フランス パ リ 普通住宅地( 都心へ20分) I  1962 I  22，∞0- 73，∞0 1 7 ランス業界の

H  下級住宅地( 都心へ40分) I  "  I  1. 500- 37，∞o  記録による

イ夕日 7 ロ ー マ 近 郊 住 宅 地 1963 I  4，300 調イ査タリア財務省

7 メリカ 整 備 住 宅 地 ω63 I  265 連邦住宅局

中 級 住 宅 地

日 本 東 京 ( 駅 へ 10分，都心へ40分) 1966 I  21. ooo- 43，∞0 建設省

( 43年建設白書)

ム地帯は平均83，000人/ K M2で最高13万人/ K M2という超高密

度現象を示し ，主主鶏小屋 lζ も劣る状態である 。また産業資本の

太平洋ベル トゾー ンへの過度集中は地価の異常な高騰を惹起

し， 第21表が示すようにロンドンの 10倍，アメリカの 16倍と不

当な価格と なっている。

現在の住宅用地としての佼われ方をみるとき ，計画性のない

宅地造成は狭小劣悪で住宅地環境をいちじるしく悪化させ，土

地を高密度に使用しているにもかかわらず ，利用効率は極度に

低下している。乙れに対し ，1住宅地造成事業に関する法律JI 宅

地造成等規制法 J ( 昭和44年 6 月14 日施行の新都市計画法に吸収

され廃止された) 1建築基準法」など住宅敷地 lζ 対する法的規制

があるが，いづれも良好な宅地と適正な住環境を確保し ，土地利

用の高率化をはかり ，立地条件の基準規制を行な うなどフ ァン

クシ ョナJ レプランからの規定が不充分なために効果は なく ，大

阪の庄内 ， 門真で指摘されているように全体の ＷＰ ｾ ちが不法建築

といわれる巨大な新興不良住宅地を各地に形成せしめている。

乙のように考えるとき ，敷地= 可住地用地は単 l乙住宅を建設

する敷地という考え方ではなく，国土空間の中での土地利用計

画とその中で住宅用地をどのように使って行くべきかを考えて

行く必要がある。

すなわち，首都圏 ，中部圏 ，近後圏というように各経済圏の

中で人口配置計画を確立させ ，ブロック単位での一元化した宅

地開発計画をたて ，可住地域における住宅立地( 環境) の評価

基準を策定する。つまり ，交通条件，社会的 ，経済的 ，教育文

化的， 自然条件，供給処理 ，公害，障害関係など住生活関連フ

ァクタ ーに対する基準を設定し，乙の基準 lζ 適合した用地のみ

開発を許可する。更に敷地( 住宅地〉の利用計画 lζ 対しては ，

ロッ トの大きさ ，独立住宅，共同住宅の種別 ，間取，規模 ，構

造別 ，設備 ，型態( 平家 ，連続，中居 ，高層 ) ，建設戸数，収

容人員，道路，公園 ，などきめ細かな計画基準を定め， ζ れに

基づく計画の開発許可というように ，民間資本の営業権に対し

て強力なコントロ ーJ レを行なうべきである。

すでにワンロッ ト200nf 以上というように敷地に対する最低

基準を設定している国もある。またデンマ ークやスエ ーデンの

ように広大な土地があるにもかかわらず ，ほとんどが共同住宅

で，それも 25階建というような高層住宅の建設が積極的に進め

られていると乙ろもある。そして野球場のような広場が沢山設

けられている。日本のような狭苦しさはど乙にもない。また一

室当りの人員にしても日本が平均 1. 2人 lζ 対し ，デンマ ーク0. 7

人，スエ ーデン 0. 8 人と ゆとりがあり ，内外とも快適な生活空

聞を保 っている 。

日本の高密度社会という特殊事情からいえば ，無計画 K. 1 戸

建住宅を建設していった場合 ，一部の上流階級の人 [ζ 国土を占

拠され，大衆は領土からはみ出してしまう 。

すなわち現在の市街地面積は46万haであるが，乙れに独立住

宅を建設してゆくとすると 100人/haで4，600万人しか収容でき

なくなり ，すでに5，000万人の居住者のうち400万人は市街地空

聞からはみ出してしまうので ある 。

第22表 国土利用の実態

総 :t 

.t;ll 地

宅 地

市 m 地

山地，水面その他

l 函
験 | 比 寧 |

3，700万ha l∞51> 

15.9 

1. 9  

1. 2  

590 

72 

46 

2，992 81. 0  

しかし庭っき 1 戸建住宅は ，スエ ーデンやデンマ ークのよう

に共同住宅生活の進んでいる固においても窓識としては需要が

高いのであるから ，まして日本人にしてみれば自分の家を持つ

乙とは一生一代の大事業であり，不動産としての価値が高い乙
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とも影響 して要求が強い 。特に最近の公共住宅の画一化された

寸づまりタイプというイ メージの低下に加え ，高家賃はとれに

一層拍車をかけている。

住宅は社会的共同消費財として ，国が責任をもって供給すべ

きものであり，庭っき 1 戸建というような国土空間の不経済な

利用方法は現代の社会に おいては形骸化した幻想として認識を

新たにすべきである。更に宅地開発事業を行なう中でー担土地

所有権を施行者の手に統一しながら宅地分譲 というように従前

以上の土地権利の細分化をはかつている。特に自治体，公団，公

社など公的機関が苦労して入取した土地を一部上流階級に分譲

して，乙れが起因となって住宅用地の価格を異常に上げるとい

った，悪循環を起しているが，乙 れらは反社会的行為 ともいうべ

きでただちに中止する必要がある。すなはち分譲住宅用地に共

同住宅を建設する こと によって ，住宅不足の解消を早急にはか

るべきである。一例をあげれば，千里ニ ュー タウンは 1，160ha

lζ 37，000戸の住宅を建設するととに しているが，乙の中 で住宅

用敷地は4496ありそのうち21%は分譲宅地である。すなわち共

同住宅と個人住宅の敷地を占める割合が折半 してい るととにな

り，乙れを全て高層 (11階- 15階〉の共同住宅を建設すると現

在の15倍の55万戸の住宅が建設され，大阪府の住宅不足38万戸

は一挙に解消してしまう。

たとえ独立住宅を建設 したとしても ，土地所有権を譲渡せず

空中権( 借地権〉の期限っき分譲という ように ，時代の要請に

応じて建て替え転用が可能なような措置をとるべきである。

したがって敷地は共同住宅 ，独立住宅のいづれも利用できる

ように造成段階から充分考慮すべきである。人口の都市集中 lζ

従い独立住宅は市街地近郊から郊外へそ して 山間丘陵地へと通

勤住宅から休息住宅へ と渡り鳥りのご とく移動 してゆくべきで

ある。

最初にも述べたど とく 5 年先というタ イムスケジュ ーノレの中

では，共同住宅と独立住宅の双方が平行 してゆくであろうが，少

なくとも一元化した敷地区画の 開発をやるべき である 。そ して

独立住宅の塀を作ることを禁止する。土地が期限っき賃借物で

あれば，プライベ イトテリトリ イの概念は次第に薄らぎ，プライ

パシ ーもコ ミュ ニティ がうまくゆけば 心配はなくな るであろ

う。 最もプ ライパシイ ーを侵害されるような空間構造こそ問題

にすべきで，適正な空間利用をするととによって解決される。

ヨーロッパ民族のノンバ イタリティは共同住宅のせいである

ともいわれているが，民族にビジョンを喪失させないよう ，共

同住宅という単調連続空間の改善が日進月歩必要である。更に

一世帯二住宅というように，共同，独立といづれをも使用でき

る社会にするため ，公共団体の手で積極的に宅地開発を進める

べきである。

0 歩車分離 ・集中駐車場

次に道路について述べる乙とにする。わが国の道路事情は第
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23表 lζ 示すどとく ，道路銭装率は 7. 5  ｾぢと世界で ＴＷ 位と 決っし

て好ま しい状況ではない。東京がオリン ピックで高速道路が建

設され道路事情が改善されたとい っても ，道路率は11. 6% と，

ワシントン ＴＳ ｾ ぢ ，ニ ー ヨ ー ク Ｓ Ｕ Ｅ ， ボス トン ＲＶ Ｅ ，パリ ＲＵ Ｅ ，

ロンドン ＲＳ ｾ ぢと諸外国の都市に比較すると半分にも満 たない 。

名古屋の道路は ， すばら し いといわれているが ， 乙れも Ｑ Ｘ Ｎ Ｒｾ ぢ

大阪は9.3銘と世界でも最低クラスに属する状態である。

第23表 道路舗装，乗用車，下水道普及状況

国 名 道路舗装率
乗あ用車り I 台

た 人 口

下水普及率

ア メ リ カ 39. 4>百 2. 6人 68% 

イ ギ リ ス 100 6. 0 90 

オ ラ ン ダ 73. 4  9. 7 80 

カ ナ ダ 18. 2 3. 7 55 

ス イ ス 72. 2 6.5  67 

ス エ ー デ ン 22.8  4. 3 71 

デ ン マ ー ク 84. 5 6. 4 79 

西 ド イ ツ 67. 0 6. 3 63 

フ ラ ン ス 35. 0  5. 1  40 

日 本 7. 5 44. 8 17 

国際統計要覧1967年より作成

第24表 乗用車の普及率

調 査 時 家 |  非 雌 家 |会ロ 5 通人庄市

41. 2  12. 1%  8. 7% 13.2 % 13.5%  

42. 2 16. 2 14.8  16.9 18. 1 

43.2  20. 4 19. 2 20. 8 21. 7  

乙のように日本の悪い道路事情におかまいな しにおしよせて

いるモ ータリゼーシ ョン。現在乗用車の普及率は44.8人に 1台

とアメリカの 17分の l であるが， 第24表が示すように年々増大

しており，特 lζ 都市部において著 しい。昭和43年11月30日現在

の保有台数は大阪99万台と 14人に l 台，東京172万台と 15人に 1

台とい うように， 道路はやがて車で占拠されそうな形勢である 。

千里 ニュー タウンの自動車普及率は ＲＲｾ ぢであるが ， 35%位ま

で普及する乙とが推定される。特 lζ 分譲住宅は約5096 と高い保

有状況を示 している 。

住宅地 lζ 車は必要であろうか。車は便利であるが，ガスや電

気や水道施設のごとく住宅に不可欠というしろものでもない。

5 階建の共同住宅を建設 した場合住宅敷地の 2 - 3 倍の駐車ス

ペースを必要と し， 国土空間わけでも ，都市部における土地利

用効率からいっても極めて不経済である。したがって車は住宅

地内から排除する方向で考えねばならない。 しかし 消防車，急

救車，清掃車など公共的車の交通を考え最小限 6 Mの道路巾員

を確保する必要がある。また車から人聞を守るため ，歩道と車

道は必ず分離，し ，立体交叉とする。それも現在の立体歩道橋の

ようにエネノレギーの小さな人聞が上ったり下りたりするのでは

なく ，人間優先の立体構造とすべきである。

団地の J レープ道路に面した所に立体駐車場を建設し，車は必

ず乙の駐車場を使用する乙とを入居と同時に義務づける。身体



に傷害のある者は乙の駐車場の周辺の住宅に優先入居できるよ

うにし ，家まで乗り入れる乙とを禁止し ，駐車場から家まで歩

くようにする。車のためにかかる費用はすべて自動車メ ーカー

と鱗入者が負担すべきである 。

0 上下水道， 完備 した宅地供給

最後に上 下水 道のととであるが ， 上水道の 普及率は ＷＲＮＲ ｾ ぢ と

かなり良好な状態に比較し ，前述の 第23表 に示すごとく公共下

水の普及率は 17 96と世界 16 位と低くて ζ れは自動車の普及率

(20. 496) にもおよばないのである 。

上水，下水とも本来公共団体が責任をも って整備すべきもの

であるが，公共事業の立遅れは ，いっこうに改善 される様子は

ない 。 乙のため便所の汲取式や飲料水の地下水( 井戸) 利用な

どの住宅地がどんどん開発され，悪臭，渇71<. ，赤い水と不衛生

乙のうえなく ，常に伝染病の危険におかされている

乙の ような状態を解決するた めに は都市施設の整備が第ーで

あるが，本来保全すべき平坦地や丘陵地を民間資本が無計画に

造成するために起る乙とも決っして少なくない。前述のどとく

一元化した開発計画の中で住宅地供給を行なう乙とによ り処理

してゆくべきである。

2. モジュール- グリッド

壁厚- 基礎厚

0 モジュールの統一， 3尺より大きい寸法を

古くから われわれの空間構成は ，京間 ，関東間，中京間，更

に実寸のごとくモジューノレやグ リッ トについては地域独特の使

われ方で考えられてきた 。そ して昭和41年計量法の改正ととも

にメートノレ法が採用され， 乙のとき建築学会でもモジュ ーノレの

とり方について活発に議論されたが，乙れとい った決め手もな

く，材料ストックの多い従来の 3 尺 x 6 尺を そのままメ ート J レ

法に換算し ，91cm x  182cmという乙とに落着いた。そ乙でプレ

ハブ共同住宅 においては， P C板は91cmlζ 統ーして いるので問

題はないが，プレハブ独立住宅の場合は各メ ーカーともマチマ

チである 。畳産，コ ストダウンから考えれば，プレハブ独立住

宅においても共通モジュ ーノレにすべきである 。

本来，空問機能からモジュ ーノレは決められるべきで，経済的

という資本の利潤追求からのみ論じられる乙とは ，人間生活が

歪め られたり ，犠牲になりかねない。無駄な空間 ，あるいは余

裕ある空間を持つ住宅乙そ ，将来の生活文化の進展や合理化を

ささえることができ ，永く使える乙とになる。それが経済的と

いえるもので，現在の設備投資や材料ス トックだけでは簡単に

結論はだせない。そういう意味では ，統一モジュ ーノレは従来の

3 尺 (910) より大きいものにすべきで， 面積が大きくなって

も統一モジ ューノレによる量産効果により高くならないというメ

リッ トが持てるものと思われる 。いづれにしてもいくつかに統

ーする ζ とが望ましいのである か ら，プレハブシステムを煮つ

めるなかで方向性を見いだすべきである。

o シングルグリッドとダブルグリ ッ ドの比較検討

グリッドはモジ ューノレとな らんでプレハブ住宅のシステムに

おけるこ大要素であり ，内のりでとるか柱心でとるか，一長一

短であると思うが，一度ダブルグリッド ，シングノレグリッドに

ついて関係者の討論を行ない ，問題点を整理する必要がある。

0 壁厚の統一

壁厚もモ ジュ ー J レ，グリッドとならんでプレハブ住宅のシス

テムを決める大事な要素である。有効床面積，有効空間という

乙とからいえば，薄ければ薄いだけ よいが，建具との納りの問

題などあるので ，ある厚みに決めてその厚みのなかで要求され

る遮音，断熟などの諸機能を ，材料の選択によっ て処理すべき

である。

第 3 章の 独立住宅メ ーカーの一覧表から見れば，90 ミリ附近

にまとまっているが，統一しでもよいようだ。

モジュー J レ，グリッド， 壁厚の統ーにより室内の有効内法寸

法が同一になるので ，内装部品の規格化が行ないやすくなり ，

間仕切パ才、ノレ，内部建具および出入枠，床材，天井材，設備部

品などがオ ープン部品で構成されるようになり ，住宅部品産業

の成長を促す乙とになるだろう 。

0 基礎厚を薄 くできないだろうか

独立住宅では ，また基礎厚につ いても 玄関 ，台所，風目場な

ど住宅金融公庫では 12cmと基準を作っているが，よい住宅 とは

それほど関係はなく ，プレハブ住宅 システムの中で最適厚を決

めるべきだ。

いづれにしても企業エゴイズムにとらわれず，各メ ーカーの

オープンシス テム が可能になる ζ とをユ ーザーの立場からお願

いしたい 。また セ ッ ト販売でも ，ょせ集めでもアッセンフリメ

ーカーを育て る乙とにより需要者の好みに応じ選択できるよう

lとすれば，多様な需要に対応できることになる 。

3. モデルプラン

良い住宅とはわれわれの将来生活を満足させる空問機能を有

するとと ，次に運搬できやすいよ うに軽くしかもプレハブ作業

が日 曜大工でも可能なように簡素化されねばならない。 プラン

トで組立られた住宅はヘ リコ プタ ーで別荘地に運ばれてゆくの

も時間の問題 とされている。共同住宅においても今までの寸づ

まりという劣悪なイメージをなくすため ，質的向上をはからね

ばならない。すなわち共同住宅も ，オフィスビ J レと同じ よう に

建設を進め可動間仕切を利用するととによって画一化 lζ 対する

反撰を解決し ，また家族構成や用途 lζ 即応 して空問機能を変更

できるように考えねばならない 。
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たと えば，公共団体が フレーム を建設すると ，企業や個人が

好みのタ イプのユニットをは め乙んでゆく方法，構造と空問機

能を分離して ，土地と構造は公共機関 ，空問機能は民間デ ィベ

ロッパーと いうように ，供給主体構造を分担 してゆく 乙とも可

能であ る。また独立住宅の積重ねが共同住宅 となるよう な，共

同住宅併用可能独立住宅 ，ボックスを組合せるセッ トシス テム

方式，更に人工地盤とのミックスタイプなど住宅技術の開発が

必要である。

住宅というものは性能評価が非常にむつか しく，その 乙と が

商品化の妨げに もなっ ている ので，国民住宅のような固定タイ

プで各社を競争 させ，その中で性能評価方式を確立し ，合理的・

な技術開発の方向を見出すべきである。

いずれにしても生産性の追求が居住性の悪化につながる乙と

を防ぎ，ととでは生産性と居住性両者の両立と ，さらに建設と 建

替作業が容易に行なえる モデルタイプの一例 として， 独立住宅

とP C共同住宅のモデルプランを提示 してみ る。( 第24，25図〉

第24図 モデルプラン一一独立住宅の場合一一

鉄骨プレハ- f 住宅 ( ユニットシステム)

ウォ - 5ーゾーソユニット

|  床の間ユニット |  

ぺ細

い

匝亙.:I.=: "  ｾ＠ I  
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モデルプラン一一中層共同住宅の場合一 一

'70年の P C共同住宅への提案

第25図

プラ ンの種類
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モデJ レ住宅試作 : 人工土地11:スペースユニツト( 住宅ユユツト) をはめ込んで高層集合体

宅をつくる。乙れは 4 階までの部分スケッチ ( Y NS U ) を示す。

4. 法規- 公益企業

0 住宅基準法の制定

共同住宅の 5 階建を建設する場合 ，その都度日本建築 センタ

ーの審査が必要であるため，かなりの期間を必要とし ，経済的

ではない。また構造的な問題は日本建築学会の計算基準に従っ

ているが，住宅の耐久性をショ ートサイクノレと 考え一般のビ J レ

ほどきびしくする必要はないのではないか。各メーカ ーの実験

データーを採用するとか各都市に公立の試験場を設立して，確

認処理の迅速化と技術開発をはかるべきである。

特 lζ 独立プ レハブ住宅の場合は ，第 3 章の とζ ろで述べたと

と し 現実の問題 として，市街地内におけるモデノレハウスの展

示には簡易耐火構造を要求されるため非常に不便な状態である

が，建築基準法の運用面を早急に改善せねばならない。

建築基準法は生産方式のいかんにかかわらず，現場一品生産

主義の形で ， 申請手続をして，工事を行 なう ζ とになってい

る。従って確認申請書様式の不適合，長い審査期間 ，適 ・不適

を判定し難い構成材といった問題がある 。

構造強度については一般工法の規定をそのままあてはめるこ

とは必ずしも適切 ではなくプレハブ住宅に適 した合理的な設計

がなされるべきである。

地方公共団体どとの条令や建築主事の認定など地域的設計条

件の差異は工場生産されるプレハブ住宅にとって好ましいとと

ではない。

結論と してはプレハブ住宅にのみ適用される条項を設け ，設

計，企業の承認から製品検査を通じて一貫した制度を設けるべ

きである。さらに製品の品質確保，向上を法的規制から性能標

準を定めてメ ーカーに責任をもたせる方向に進むべきである。

したがって宅地造成から建設さらにメ ンテナンスにいたる立

地基準，設計基準，性能基準，管理基準，権利基準などをくみ

いれた住宅独自の「住宅基準法」を策定すべきである。

104 

0 各種規定の全国統一

次lと電気， ガス ， 水道など住宅 l乙不可欠な供給施設である

が，各企業によって基準が迷い大きな ロスを生じている。全国

を統一する方向で公営企業は早急に努力すべきである。

5. 工 事 組 織

0 プレハブ住宅組立の多能工育成

プレハブ住宅であるがゆえに工事 システムの改善が必要とな

るわけであるが，プラントにお ける パネノレ製造にたつ。さわる鉄

筋工，溶接工，養生工さらに建設現場における組立工 とプレハ

ブ住宅独特の多能工が必要である。

0 将来の工事組織

住宅の部品は 2 万- 5 万といわれ ，8，000 点の自動車企業に

比べ数倍の多企業にわ たって分業主れているが，まず乙れを一

本化する方向が是非必要である。乙れを在来，現在，将来，と

わたって図示すると 第26図のようになる。

6. 金 融 制 度

0 金融制度の再考

現在住宅関係の金融制度には ，住宅金融公庫，雇用促進事業

団，厚生年金福祉事業団 ，地方自治体など，公的機関の行なう

ものと民間金融資本が行なうものとがあり ，乙れらの金融機関

と住宅供給者と需要者との関係は第27図のとおりである。

乙のなかで ，住宅ロ ーン が，特に住宅公団 などの高家賃政策

はこれに一層拍車をかけ ，下は文化住宅分譲から上はマンショ

ンにいたるまですべてといってもよい。

賃貸住宅の家賃は「掛捨」であり何年たっても自分の家には

ならない。ところが分譲価格の弘- Y a の頭金で残りは住宅ロ ー

ンを利用すれば毎月の家賃程度の支払いで10年- 20年で持家族

になれるということが，最近大いにうけ ている。

住宅ロ ーンの目的をタイプ別に分類すると ，一つは公的機関

が行なう持家政策であり，次に金融機関が行なう金融資本の市

場拡大であり ，第三に企業における徳利厚生事業と して企業内

労働力を長期固定化させる鎖の役割をはたすことにある。

したがって現在の住宅金融が資本の理論から発展 して きてい

るためによい住宅を作ることに必ずしも役立っているとは思え

ないのである。住宅資金の有利性や拡大が，よい住宅 ，住みよ

い町づくりへと発展しな ければならず，現在のように量的拡大

や金融機関の利潤追求からくる不動産評価オン リイ貸付制度

は，スプロ ール，スラムの再生産，さらには入居者ボイコッ卜

というように都市計画を混乱におとしいれている。
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工事組織の変革

在来

・作業はすべて現場で一品受注生産の オーダーメード

. 非定常的な屋外作業

第26図

( 在来)

P C現在

・作業は工場と現場両方画一的な規格品による レデ ィー メード

. 現場作業はかなり残存

工
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の

変
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P C将来

・作業の主体は工場

・現場では簡単な組立業務のみ

- 規格品の組合せにより多様性をもち各階層 IL受け入れられる

もの

⑦ 労働力

図 原材料

中

層

共

同

住

宅

の

場

合

在来

・工事庖が元請して，土工 ・大工 ・左官 ・屋根 ・タイ J レ・建具

・ペンキ ・給排水 -zg気 ・クロス ・ガス ・ガラスなど各職種

の職人κ 分割発注する。

- 材料は木材以外はほとんど材工共という形で各職人が現場へ

持込む。木材 ・合板類は工事庖支給の形が多い 。

・材料は市販品を使うため加工度が低い。

- 雨が降った ら仕事ができない職種が多い。
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レハブ住宅部品の組立を行う。現場調達材もある 0

・工事活はまだ元諮的役割を果している が，職種は少 しずつ減

っている 。

材料

3見

場

フ.レJ 、7

住宅部品

材料

プレハ7 工 法

工

事

組

織

の

変

革

独

立

住

宅

の

場

合

プレハブ工法( 将来)

- 工事庖はプレハブ住宅メ ーカーから部品を買って自社従業員

で組立てる。現場調達材は無くなる。

- 工務庖の従業員は住宅工としてプレハプ住宅の組立のすべて

を行い，サラリー 7 ン化する 。

材料
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第27図 金融機関 ・住宅供給者 ・需要者の関係

住 宅

供給者

府施策住宅57万戸であるから約 3 倍に増加しな

ければ，消比 lする ζ とはできない。また ζ れに

必要な新規宅地面積は 25万ha とされ ， 1人 l

室， 1戸当 90rrf と目標設定している。

乙の計画は 20年 後 と い う 目 標 設 定 を し な が

ら，現在当面している沖縄，安保，公害問題な

ど，国民の生活 lζ 重要な諸問題ーーとれは質的

に重要な問題であり ，将来の住宅生産の予測に

ひとつの大きな影響を与えるものであるーーが

避 けられている。とくに公害問題は ，われわれ

の生活空間を次第にむしばみ ，太陽と空気と緑

人 要 者苧同

と水をま与い ，生命をもおびやか している。

( 最終需要者 )

- 住宅金融公nll ( 悠 設省)

a  一般個人住宅

b  動労者 ( サラリーマ ン) 分品 l.t'i;

C  一般分践住宅( 乙)

d  一般賃貸住宅

e  剖薗佳子L住宅

f  一般産業労働者仏セ

g  産業労働者分譲住宅

- 厚生年金網 祉事業団( 厚生省)

h  厚生年金忍え住宅

・服用促進事業団 ( 労働計)

t  服用促進住宅

・自 治 体

J  厚生年金住宅

k  氏問1共同住吉( 姐f i あっせん制度)

( 公的( J ーで 融m，J J j [ に関する 品質問 先 19G9年大阪府より)

住宅は先きほどもふれたように社会政策的なものである 。 し

たがって現在国 ， 自治体，企業，個人と各セク トで行なってい

る制度を一本化し 効率を上 げる乙とであり ，次に住宅ローン lζ

対する利子規制を行なうととであり ，第三に住宅地の ロケ ーシ

ョンフ ァク ター か ら の 貸付条件規制である。すなわち立地条

件，宅地の大きさ ，設備 ，建築面積 ，構造，分譲価格，家賃な

どの基準を作成 して これに適合させることである。第四 lζ 現在

の住宅 ロー ンは ，住宅メ ーカーにほとんど関係なく金融資本の

利潤追求の道具 と注 れているが ，住宅ロ ー ンの有利性は住宅の

質や住宅 メーカーに還元されるように改善すべきである。

いづれに して も住宅金融を単に住宅建設という点から とらえ

るのではなく 「都市づくり」という観点からとらえ ， 自治体が

住宅行政執行のなかで の位置づけを確立させ，推進者としての

役割を果すべきである 。

む す び

最近未来学が盛ん にマスコミ を賑わせ ，20年 後，30年後さら

に宇宙開発，海洋開発とわれわれの生活空間がさまざまなパタ

ー ンで展開されている。

なかでも国土計画のビジョンとして発表された新全国総合開

発計画をみる と， 東京圏2，500万人，名古屋550万人， 大 阪1，400万

人 その他市街地人口を入れると都市人口は 8，400 万人と全人口

の70必は都市に集中する。そしてこれによる住宅需要は 3，000

万戸と巨大なもので ，毎 年 150 万戸のペ ースで建設しなければ

ならない。 しか し現在 ( 1969年計爾) ，公営住宅 10万戸その他政
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われわれは ，建築生産なかんずく住宅生産の

将来をえがくに 当って ，20年後を問題にする 必

要性はよく知っている。 しか し， さしあたっ

て， 5 年というショ ートタイムのな かで ，生 命

や財産 ，生活や権手1]， 生活空間がむ しばまれて

いる 現実をどう打開 してい くか ，それらがいか

にして保障されるかを明確に提示することを要

求したい。 ζ れらの 諸要求や運動を通じて20年後の トー タノレイ

メージも次第にはっきりしてくるのであり ，科学性や思想性に

立脚 しない未来学的発想による住宅生産の 将来像は現実から遊

脅住したもの とな ろう。

乙ζ でとりあ げてきた ， [ " " 良いプ レハフ住宅を造るために」

という提案も ， ζ うした現実の諸要求の分析をふ まえた上 で転

換しつつある住宅生産方式の流れのなかで ，技術者の限からみ

た 5 年後のひとつの姿をえがきだそ うという 姿勢から試みられ

たものである。

×  ×  ×  ×  

乙の "転換 しつつある住宅生産" の特集を組むにあたって，共同討議

を数回にわたって重ねたが，もちろん時間的制約 もあって充分な検討を

深めるまでには至らなかったものの，今後 5 カ年のうちには，当然考え

られていくであろうプレハブ住宅の問題点をうきぼりにする乙とができ

たのではな いかと思っている。使用した資料は，建設省，通産省のレポ

ー ト， 大阪府や住宅公団の資料，プレハプ住宅' 企業でのパンフレ ット，

科学技術センタ ーの住宅調査研究委員会( 委員長 : 巽和夫) の議事録な

どいろいろと参考にさせてもらった。

乙の本特集の執筆者，共同討議者な らひ1ζ協力者はっさのとおりであ

る。 (50音順 ・敬称略)

石 本 徳 三 郎 ( 積 水 ハ ワ ス 工 業 附

小 林 昭 夫 ( ナ シ ョ ナ ル 住 宅 建 材 附

関 口 健 ( 永 大 産 業 附

高 橋 久 栄 ( 大 阪 府 建 築 部 )

辰 巳 詞 二 ( 大 阪 府 建 築 部)

平 山 巌 ( 日本住宅公団 P C研究会)

古 田 博 ( 日本住宅公団 P C 研究会)

松 井 昭 光 ( 日 本 総 築 協 会 )

森 脇 嘉 久 ( 大 和 ハ ウ ス 工 業 献)

和 国 一 男 ( 日本住宅公団 P C研究会〉
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住 宅 金 融 公 庫 認 定 / 不 燃 / 鉄 骨 造

珪築主業化を推進する官寧ス. . ， I ，':} ス

建築工業化 へのたゆみない努力が〈一世帯一 住宅〉の目標達成に結びっく 一 一 これが発足以来かわ

ることない、当社の経営理念の一 つです。

このため、当社では設計、部材製造 ・施工・版売のプロセス 全 てに合理化を推進し「住宅建設」の

近代化と生産性の向上を図るとともに、住宅の質的水準の向上に惜しみない努力をはら っ ています。

幸い、当社のこうした積極的な姿勢は、各方面で高〈ご評価いただき、個人住宅としてはもちろん、

厚生施設、商業建築など へのセキスイハウス施工例 の飛躍的な増加とな って現われています。

当社では、さらに強力に建築工業化を推進するとともに 〈一世帯一 住宅〉 の早期実現をめざし、宅

地開発 の段階か らの 「住宅建設」の総合経営 に全社をあげて取組んでいます。

積 水 ハ ウ ス 株 式 会 社

大 阪 営 揖 所

棄 良 営 構 所

和 歌山 営 構 所

京 都 営 構 前

大 連 営 唖 所

神 戸 営 揖 所

岡 山 営 損 所

広 島 営 揖 所

徳 山 営 揖 所

福 岡 営 構 所

三 柵 ハ ウ スt掛
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名 古 屋 営 韓 所 中 村 lズ 1ム JI 町 3 T  11 8  8 僻 地 ( 大 名 t1i bi ピ ル )

笠宮052 ( 563 ) 4  8 7  1  1¥: J <  W 450  

四 日 市 営 構 所 11' ｩｊ ｾ＠ 川 町 3  - 2  7  

官 0593 ( 53 )  2  9  I  3  W 5 10  
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生活空間を有効に利用できる設計が可能

既販のナショナノレ住宅でも， プランを

敷地の条件に適応、させることができま

したが ，2 階建く 2 G型〉では ，この

特長をさらに推しすすめ，外形だけで

なく 内部スペースの効率を高めること

にも留意しています。つまリ，台所 ，

洗面，活室，便所，押入れなどの生活

設備の空間をサフユニッ トにまとめる

ことによリ，メインユニ ット部分は居

住 のための空間として 100 %利用でき

るようにしました。また ，建物内の間

取りだけでなく ，敷地も含めたプラン

ニングによ り，屋外空間にも機能を与

; し ず 凶 用 す る こ と が 1慌 に な 1) I  これまで、の

概念をうち破った画期的設計

新商品

ナショブブレイ主宅2階建{ 2G型〉

将来の変化に応じられる理想の設計

将来 、家族数が増えたり減 ったりした

場合，それに応じて空間 ユニ ット単位

て，地 ・改築が容易にできることは，

これからの住まいの理想、の姿といえま

す。また設備についても，より高性能

なものがてきた場合，簡単に取りか え

られるよう ，設計上考底し ています。

ナショ ナル住宅 2 階建く 2 G型〉は、

松下クル ープが住まいづくりの総合力

を結集し 、新らたに開発した新商品で

す。 ますます向上し 、多様化してゆ く

生活機能に対処できる、 画期的特長を

数多 く備え ていま す。

本格的ラーメン構造のユニ ットシステムを採用

新商品 2 階建く 2 G型〉の画期的な特

色は，従来のユニ ットシステムをさら

に発展させ，居住の空間をつくるくメ

インユニ ット> と ，生活設備の空間を

つくる < サブユニ ット> の 二 系列の

ユニ ットを組み合わせ，住宅プランを

つく ってゆく方式を採用し たことです。

また，ナシ ョナA 住宅独 自の技術的特

長であリ ，過去 10年近く研究開発し続

けてきた< 軽量鉄骨・柱ハリ ・ラ メン

構造> を ，より 一層完成された構造 シ

ステムとして商品化しています。

従来の工場生産住宅の画一的な外観を→f

これまでの工場生産住宅では， 構造上

の制約その他の事情によリ，ほとんど

組形に近い画一的な外観デサインを余

儀な くされていました。新商品 2 階建

く 2 G型〉では ，上記のメイン，サフ

の二系列のユニ ットを組み合わせるこ

とにより，この外観上の画一性 をなく

し，重量感と陰影のある機能美を与え

ることに成功しました。

松下電器松下電工の建設資材設備

機 器の 理 想 的 な 使 い 方 を 具 体 化 し た

住宅金融公庫承認・不燃・鉄骨造

ナショナル住宅建材株式会社 本 社 大 阪 府 門 真 市 大字 門 真 1 0 4 8( 松下電工内) …⑮9 9 2- 5 2 3 1 ｾＵＷＱ＠

仙 台 駐 在 事務 所 仙台flijt 3 需丁 1 3 4  (怯下市工内) .......... .@lI 25- 4351 哩 980 1 l J 駐在事務所嶋市百舌品情北町 l T 6 昨地 ー {ilI 59- 0価6 串 591

東 京 営 業 所 東京都港区術情 6 丁 目7- 15(松下屯工内) @42 2 4I11 串 防 車 滋 駐 在 率務所 京郎市11'京区J，A 通御池上ルニ晶殿町 5 4 8⑨ 241- 3354 串 刷

宇都宮連絡ヨ修務所 字邸宮市不動前 1丁目 3 - 1副松下屯工内 ) ..-@ 33- 9211 愚 320 大 阪 営 費健所 大阪1(1門真市大字門真叩48 ( 松下電工内) ; ... .{ilI 992- 5231 唖 571

千 葉 駐 在 事務所 千築市登戸工区 1 - 2 ・ ----- -- .. 串 280 金 沢 駐 在 事 携 所 金沢市増晶町り - 3岡松下電工内) ......... .... -@ 42- 4538 刷 21

償 浜 出 張 所 側 兵 市 中 区 相生町 5 - 8叫相生ピル内) ・- @651 - 4024 串 231 神 戸 出 張 所 神 戸 市 生111区元町通り 6 - 3副関西ピル 6 陪) ⑮ 34- 2346 串 650

名 古 屋 宮 轟 所 名古屋市中村区下広井町 3 - 1副松下 市工内) ⑮ 581- 7槌 l 愚 450 広 島 出 張 所 広 品 市 中 町 7 - 1(松 F; l l L内) ... .. .......... .. {ilI 47- 5575 晶 730

静 岡 出 張 所 静 岡 市 ff iB 3丁目 1 - 3 ・ -@ 61- 5646 剖 20 福 岡 出 張 所 副間市革院露切町27(松下地工内) .............{ilI 52- 1321 骨 810

津 連 給 率 務 所 海市中新町2032- 制不ニ ピル( 松下電工内) ・{ilI 8- 2797 串 514 北九州駐在本務所 北九州市小倉区量住3丁 目 ト 1叫松下電工内) ⑧ 93- 4981 串 田2
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斬新なデザインを

限りなく創り出すゴールデン製品ノ

一 一今やプレハブ住宅に欠かせないインシュレーション材を基材一一

. . . . 評判の天井材

ョ-ー，晶子-"

スー ｾｴＭ
ゴ ー ル テ ン ス ー パ ー の 表 面 は 合 成 樹 脂 を 含 浸 し た

化 粧 紙 を ラ ミ ネ ー 卜 し て あ り 、 優 邪 な l出 凸 模 様 の 仕

上 が な さ れ て い ま す。

特にゴーノレデンスーパー は 色 柄 に は 定 評 が あ り 、

住 宅 建 築 の 新 分 野 を 桁 極 的 に 開 拓 し た も の で あ り 基

材 に は J 1  S  A 級 イ ン ン ユ レ ー シ ョ ン の 規 格 を 遥 か

に 上 廻 る ゴ ー ノ レ デ ン イ ン シ ュ レ ー シ ョ ン 12協 厚 を 使

用 し て お り ま す。

ジョ イント ( 継手) は本笑加 工 が な さ れ 施工 は 谷

易 な う え に 天 井 の 機 密 性 は 完 全 に な り ま す。

と か く 新 建 材 は 洋 聞 に し か 使 え な い と い わ れ ま す

が 和 室 に も 使 え る 刷 が12Gに あ り 、 ア イ デ ィ ア ひ と

つ でilfrfrr な天判二のデザインを |浪りなく自IJ りだすこと

が で き る 材 料 で す。

ー，［，ｾヲイル
天 井 も と か く 汚 れ が ち で す。

炊 事 場 やj乱呂場、イ7炭 や お7を焚〈苦11) ; j i はとかくパ )1 が 汚 れ が

ち で す。 ゴ ー ノ レ デ ン サ ン タ イ ル は 水 洗 い し て も 表1(11 の 冷 袋 が は

げ た り 汚 れ が し み 込 ん だ リ し ま せ ん。 い つ ま で も 山 淑 で す。

すヌトレ
国 際 的 特 許 製 品

ゴ ー ノ レ デ ン ナ ス ト ン は ア メ リ カ 、 シ ン プ ソ ン テ ィ ンパ 一 社

と の 技 術 提 携 が 生 み 出 し た 国 際 特 許 を も っ 定 評 の あ る l吸 音 付 で

す。

ベストゥ" ール
ベ ス ト ウ オ ー ル は 長 年 の ラ ミ ネ ー ト の 技 術 を 利 用 し て 、 表HIi に

は 紙 の も つ 欠 点 を 矯 正 し ， 長 所 を 活 か し た 「 特 殊 樹 脂 加 工 紙」

を 接 着 し た も の で す。 表 面 の 美 し い 浮 き ぼ り 模 様 は 接 着 と 同 11寺

に 形 成 さ れ る た め い つ ま で も 原 引 を と ど め ま す。

本 技 術 に つ い て は 「特 許 申 諮 中 」 で あ り ま す。

号イ号. ィレヲ

1  ) 耐候 性

塗 股 の 性 能 を 改 良 し て 耐 候 テ ス ト ウ エ ザ オ メ ー タ ー で は 2 -

3 倍 強 化 さ れ て お り ま す 。

II ) 耐 水 性

外 壁 材 と し て の 耐 水 性 に 優 れ た ゴ ー ノ レ デ ン サ イ デ イ ン グ は 、

風 呂 場 等 の 湿 け の 多 い 所 に も 使 用 出 来 ま す 。

EZZ 

B本ん竹京千三業抹式曾枇
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冷 房 の 人 体 に 及 ぼ す 影 響 (その 1 )  

1. 序

冷房の人体 1<:: 及ぼす影響を考えるに際しては，その(+) の面 と( →の面を

考える必要がある。暖房を含め ，空気調和装置が作る人工気象が人体に

及ぼす影響を論ずる場合，人聞を中心として ，安全，健康，快適( 選択

の可能↑ 生) . 能率について検討する ζ とが，生活科学 lζ おけ る常道であ

るといえよう。

わが国の互季の気候はまさに亜熱帯にあるので， 快適性と能率を上

げ，生産性を向上するために冷房は明らかに有用である。 しかし冷房が

盛んに設けられている反面 . (ー)面 については必す、しも良く客観的に認識

されてはいない。

冷房の健康に与える(ー)面については ，近代建築の居住者の側からは ，

かなりの苦情，批判的意見が出ているが，乙れを科学的に究明する ζ と

があまり行なわれず，素人論議として散発的 lζ 表明されてきた といって

よかろう 。

冷房はかなり健康の増進または維持に深い関係があるわけで: ある。い

わゆる冷房病はまだ明確に医学において ，一般に広く承認されていない

とは いえ ，障害がおきている乙とは確かである。

工学者の施設設計の目標としては ，統計的に ，大多数の健康人( 平均

的人間) を対象と して その設計をするわけであるが，実際 lζ は冷房な ど

の健康 lζ 与える影響の制御は ， 設計された キャ パシティの範囲におけ

る，保守担当者の責任 lζ 転嫁されているといってよいのではなかろう

か，それに対 し， 医学者 ，衛生学者の面では ，対象に そのような不特定

多数という群からさらにきめ細かし l 人 l 人に対しての関心が強い 。

工学的配慮からは ，統計的lζ 体質，体力的分布における上限 ，下限を除

いた大多数を対象としているに対し ， 医学的側面は老人， 病弱者 ， 婦

人，子供，乳幼児など，個々の特殊な対象までを含んで考慮する。冷房

が大部分第二次，第三次産業商の建物に設けられ，そ乙では比較的健康

な青年が多 いのに対し ，老人その他上記の平均人よりは体力体質の弱い

人々は 非常に少ない。ゆえにたとえば ＷＰ Ｍ ＸＰ ｾ ぢ の人には満足されるが ，

特殊な人々に対しては ，不快となり ，さらに感受性の強い人 ，体質の弱

い人には隙 ｾＡｴ となってあらわれる乙とがある 。医学 的衛生学的関心は ，

たとえ少数であっても ，冷房による障害の治療または予防を問題にする

ので，ややもすると特異なケ ースlζ 焦点、が集まり過ぎてそれだけを強調

しがちになるに対し ，工学的関心は統計的大多数を念頭にお くあまり特

異な少数の人々を無視しやすい傾向になる 。対人衛生面が，人体に対し

て病気にならないための許容限度を問題とするばかりではなく ，さらに

幅広く ， 他 ｅ Ｉｾ 増進 ・ 能率増進面に対 し関心を広 げる乙とが必要である。

一方工学的な側では大多数の人々を対象とするとい うととで逃げるので

はなく ，さらに高性能の環境を創造する ζ とlζ より ，すなわち個人の選

択性に対応できるよ うな ，きめの細かい微調整をする乙 とが要求 されて

いるとい えよう。 ζ 乙』ζ 両者の協力ゾーンとして環境衛生工学の分野の

役割がある。

乙乙 では冷房における生活空間の全体および長期間の影響は| 徐き ，身

体周辺の局所における短期間の影響 1<:: 関 して総説を試みる。乙れは跳躍

関数であ らわされ る突然の環境温度変化lζ 対する ，人体内のレスポンス
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すなわちヒ ー ト・ストレス (heat stress) ( 医学面では休に対する外

乱を str essor. その体内のレスポン スを stress といっている) という

形で研究された実験的研究，アンケ ー トによる障害調査を紹介し ，乙れ

らと関連のあ る，人体周辺の環境的諸要素の総合的効果の実測例なとi<::

ついて記す。 すべて日本人に対する実験結果であ る。

2. 短時間冷房の人体に及ぼす影響

三浦ら 山 は冷房室と高温室との聞を30分- 2 時間を単位として往復

する跳躍関数的混度変化を与えて，人体における諸種のレスポンスの実

測記録による研究を行なっている。乙れは日本人における ，冷房i時の短

時間の温度変化の人休 f<:: 対する過渡現象的レスポンスの解明という釘重

な実験である。

実験室は ，高温室と冷房室が予備室で述絡されている。被験者は健康

な青年で ，測定項目は ，直腸温度( 人体の頭，四肢を除いた ，腕幹部i分

の体内の代表的温度として一般に係用される) . 皮j内温度 ，脈はく数，

血圧 ，その他である。

2 ・1 第 1 目 前段冷房30分 (30. 25. 20

o

C.  R H50- 6096. )  ，:;jil 品

90分 (40. 35.  30

o

C. R  ｈ ＷＰ Ｍ ＸＰ ｾ ぢＩ 後段冷 房 ＹＰ 分 ＨＳ ＰＮ 25.  20
o

C. R  

ｈ ＵＰ Ｍ ＶＰ ｾ ぢＩという定温における跳躍関数的変 化を させて ， 裸体の男 子

3 人に より実験 した 。

a. 冷房室から高温室へ移った直後それまで直揚温度が下降しつつあ

った場合 ，直腸温度は初発下降( 1改初のし ばらくの間だけの狽度の下降)

を，また高温室から冷房室へ移った直後，それまで直腸温度が上昇しつ

つあった場合，初発上昇( 間前温度上昇) を認めている。その後それぞ

れ上昇，下降カ ーブ、を取っていた 。高温 (40
0

Cおよび35
0

C ) より冷房室

(30

0

C および25

0

C)へ移った場合 5 - 10分間0. 2- 0. 3deg上昇しており ，

冷房室 (20- 23

0

C ) より高温室へ移った場合 ，温度差が大であるほと大

で，直腸 il ill. 度上昇 0. 2deg ，ζ 要する l時間は 15- 40分( 正;j 温室40
0

C) . か

ら平均 100分( 高温室30

0

C) を要している。 一般的lζ 高侃室で上昇ーした

直腸温度は ，後段冷房30

0

Cでその回復は不十分であり ，後段冷房20
0

Cて‘

は前段冷房" 寺より も，直腸温度が低下する。

皮肉狽皮の変 化・ 体表面Ｈ前額 ・ ｬ 胸部 ｬ ・ 前日 ｾｪ ・ 手背 ・ ノミ腿 ・ 下 ｊｊ 立の Ｖ

点平均) の変化としては ，高温室より冷房室 (30. 25
0

C ) へ移動の場介

は高温室入室前の平均温度に比べ . ::!:: 0. 5deg の変動の範凶内 1<:: あった

が，冷房室20

0

C の場合 . 0. 5d旬 以上低下する件数が多し、。冷房玄の場

合30. 25および20

0

Cのいずれの ii l l ' ，度であって も，手背，下総などの点し

よう郎の皮肉温度の低下が認められた。

血圧変化 Ｚ 一般に高温室で は ｬ ｴｬ＼ ｾＧＺ￮ 血圧の低下を ， 冷房三きでは段低 ｬ 似Ａギ

の上昇がみられ，転主にともなって，ときには 10- 2 0 mmH g の変動を

示す乙とのあるのが注目されている。

被験者の自党的温熱感 . 冷房室20

0

Cでは" 寺| 聞の経過とともに冷涼! 必か

増加する。冷房室25

0

Cが三者の li J
で快適を感す、る割合が1c <: も高い。後段

冷房室20

0

C の後半からおもに四肢や腰の冷えの訴えがあらわれる。

2 ・2 第 2 回 前段冷房室30分 (22

0

C . R  H  50- ω 96) ，高治宝90分

(38.  34.  30

0

C.  R  H 70- 80;; ぢ〕より後段冷房室90分 (28. 26.  24.  22 

。C . R  H50- 6096) の組合わせ笑験を した 。気流は冷房主主では20- 30cm
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頭 上半島に冷凪由めにる偶( 翼 澗) 畳む適当む倒(j I[剥)

人体周辺の風速 単位c m/sec ( 1967年 9月)

/s ，高温室では 5 - 1 0cm/ sであった。軽衣( 上衣，直接半そで開きんシ

ャツ ，下は綿
505払ビニロン5096，長ズボン ，綿靴下，スリッパ着用) の

男子学生 4 人を被験者とした。高混室における発汗後，皮l自の汗は ，冷

房室で衣服をとり換えた。

腕乾酌支( 直11易 ) は 高 温38

0

C を除き ，すべて前段冷房室よりも低く

なる。

平均皮肉温度( 胸部ljz ，前腕郎1/3，前下lJi!'! 郎% の 重 み 平 均 ) 直 腸 温

度と同様 IC高温室において上昇し ，高温室においてお乙る発汗のためつ

ぎの冷房室において平均皮脂温度の低下する乙とがしばしばであった。

したがって ，その前の高温室の温度が高いほうが冷房室町分めの直腸温

度は高いが，平均皮J，IJ' 温度lζ 低いという結果を得ている。末しょうの皮

脂温度である前腕や下腿の皮脂温度は冷房室において低下する。乙とに

冷房室24

0

C ，22

0

C で著明である。

したがって冷房室は25

0

C以下にする必要はなく ，25- 26

0

C程度でよさ

そうであるという。

2 ・3 第 3 回 高温室45分 (38，34， 32

0

C ， R  H 70 - 80 %)  ，冷房室

45分 ( 26，24， 22
0

C， R  H 50- 60%) を交互に 4 回繰返し 180 分の場合

と2 回線返し90分と 90分の場合とを行なった。気流は被験者の位置で平

均10cm/ S 程度。衣服は下着 とし綿クレ ープシャツを着， 乙の上 ICテ ト

ロンとがiiの混紡のいわゆるテ トロ ンワイシャツを着 ，下には綿50% ，ビ

ニロン5 0 %の長ズボンをはいた。 靴下は綿でスリッパを使用した。被験

者は男子学生 4 人とした。高温室における発汗で衣服が湿潤しても衣服

の交換は行なわず ， 冷房 ｾｉｃ おける自然乾燥にまかせた。

罰百幹温度( 直腸) ・衣服の湿潤が関係して90分で寓温室38

0

Cから冷房

室22
0

Cへ移った場合の直腸温度の低下はさらに著しい( 前回衣服をとり

換えた場合 ，直腸温度まで低下する乙とはなかった) 。

平均皮府温度( 前回と同様 3 点重み平均) は高温室において上昇

し，冷房室において急速に下降す右が，乙とに38

0

Cから 22

0

Cの冷房室へ

移動したときの下降は大である。今回は湿i 1lUした衣服の放熱が大きいと

考えるべきであろうとしている。 45分づつの高温冷房の繰返しのさい

は，90分の繰返しの場合にくらべてー 1 deg の低下 lζ 止まり， 90分づつ

の高温室，冷房室の繰返しの場合 一2. 5deg の低下に比べ程度である。

背部で衣服内湿度を測定し ， 高温室38

0

C から冷房室 22

0

C へ移動する

と，衣服内温度は低く長い間 R H 90961ζ 近い 。

快適度か らいう と高温室から低温室への移動で'45分という短い滞在で

あっても 22
0

Cの冷房室は低すぎる。乙の実験でも2 SC ( R  H  50- 60%)  

以上の冷房で十分である乙とを再確認している。

2 ・4 第 4目 前段冷房室30分，高温室90分 ( 38，32

0

C， R  H70- 80  

%)  ，後段冷房90分 ( 29，27， 25， 23， 21

0

C， R  H 50- 60%) の実験を

行なった。気流は lOcm/ s 程度。衣服は 2 ・3 節と同様。高福室で発J干し

た衣
)]9.は ，冷房室に移動したさい交換した。術座位で借先の E陸作業を課

した 。

躯幹 i:;;¥!it (直I1易 ) 冷 房 室23，21

0

C の冷房では ，高温度38

0

C のときの

発汗が ｾｪｾｾｦ して直腸温度の低下が著しい。 ＳＲ
Ｐ

ｃ の高温から ＲＵ
Ｐ

ｃ 以下の冷

房へ移動すると ，直J l お温度が 0. 2deg 以下低下する。上記から ，軽作業

では ，熱収支の函からみて ，冷房を25

0

C ( R  H 50- 60%) 以下にする必

要はなさそうであるという。

平均皮肉 il;' ¥j 支 高j日室38

0

Cから冷房室へ移ったほうが32

0

Cからの溺合

よりも平均皮肉温度の下降は著しい。各部の皮l内温度では ，下腿など末

しよう部の変動が大きい 。乙とに冷房温度の低いほうが著しいのは従来

と同じである。

温熱条件と指先の仕事との| 習には ，はっきりした相関は認め られない。

2 ・5 第 5 園 高温室45分 ( 35

0

C ，R  H 70- 8096)  ，冷房室150分 ( 22，

24， 26， 28
0

C， R  ｈ ＵＰ Ｍ ＶＰＥＩ の実験で ， 被験者は Ｔ 人の長ｾ康な男子学

生。衣服は 2 ・3 ，2 ・4 節と同様。つぎの筋労作をさせた。日さ 20cmの

台上にメト ロノームにあわせて昇降する運動で ，速度によって運動は冷

房室内でエネルギ代謝率 ( R . M. R . )  ].5， 2.5， 2. 8  (筆者注: エネル

ギ代謝量M= 150，210， 228K cal j h， M =  ( 1  + R . M. R .) x 60) ，高

温室で R. M. R . 1. 5  ( 150kgj h ) とした。高温室では入室 3 分後から 10

分間筋労作を行ない ，5 分間椅座で休憩，乙れを 3 固くりかえした。冷

房室では入室後30分間術座安静し ，30分めから筋労作10分 ，5 分間休憩

を 6 固くりかえし ，その後30分間回復を観察した。

組幹温度( 直腸) 高温下の筋労作では上昇するが冷房室内へはいると

下降し ，筋労作をするとその下降の程度は小さくなり ，28

0

Cの冷房では

実験開始時の直JI易温度まではかえらない。 26

0

Cでも R. M. R .2. 8の場合

の回復は不十分であり ，24， 22

0

Cでは開始前の直脇温度より低下する場

合が多い。

平均皮脂温度 : 表 1 のとおりとなった。

胸部， 前腕の皮膚温度は冷房に移ると冷房温度にしたがって下降す

る。下腿の皮府温度は高温室で上昇し ，冷房室 lζ 移ると下降するが，筋

手作が開始されると次第に上昇する。その程度はもちろん冷房温度が高

く，筋労作の大きな場合が著しい。

筋労作に対する冷房の適否は表 2 のとおりである。

表l 作業の強さ ，冷房室温度との組合わせと皮膚表面混皮

| R . M. R |  

冷房室温度℃ |  2.8  2.5 1. 5  

28 や や 上 升

26 や や 上 昇 上好しない

24  上 昇 し な い

22 む し ろ 下 降 す る

表2 筋労作と冷房温度の組合わせ適，不通

R . M. R.  

冷房温度℃ 2.8  2. 5 1. 5  

28 不 適

26 
や や 不 適

24  や や 不 適 | 少 し 不 通 | 通

22 少 し 不 通 | 適 巡

R. M. R. 2. 8" ・ .. .. . .24.Cくらいがよい。

R. M. R. 2.5" ・ ー 26' C以下がよい。

R 恥1. R.  1. 5.. ..... .  ...26'Cでもよい。

つまり R .M. R. 1. 5程度な らば，25- 26'Cでよい。

3. 冷房における快感帯 ( 日本人の場合)

平山 . 5' );許ら ( 2) は鉄筋コンクリ ー 卜造建築内の 6. 6mx 8. O mの室内

におけるかなり長時間滞在の場合の快適感および温感 7 階級( 非常 K りと

い，かなり快い ，やや快い ，中間，やや不快，かなり不快，非常に不快〉

による申告主観調査を行なった。

笑験室居住域内の ，基準点lζ 対する温度差は: t 0. 3de g 以内 ，居住域

内平均気流は 7.5cm/ s 前後におさえ られた。 1ま4ii 点は床上 11 0cm ( 椅座

位 l呼吸線) ，下位測点は床上 10cm ( 際線) ，上位測点は lぷ上 150cm ( 直

立位呼吸紋) Iζ 取った。

測定には'i:Il [ttJ アスマン低湿計，カタ寒暖計およびクロープ況t度計 ，微

風速測定には位カタを使用した。

実験を行なった室内気候の状態を ，クロ ーブ温度 ICよって， Y a g lou  

の有効福皮図表により ，修正有効温度 C E T ( 乾球温度 ，温球温度 ，気

流 ，ふく射熱の総合指紋) を求め ，快適申告を C E T で 0. 5deg の階級
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値 lζ より等級別 lζ 分布を出 した。

不快を申告 しなかった被験者数を累積して相対ひん皮を算出してい

る。その結果は図 1 のとおりである。

3 100 

"" qj 75 

相

3 50  

ん

度 25

P  

%  

15 20 25 30 

修 正 有効温度 CE T 'C 

図 1 修正有効温度C E T と快適申告の相対ひん度 ρ ( 平山 ・貝許 ，1963) 

これにより . 50%の快適帯の範囲とし て. C E T :  19.7- 23. 8

0

C を，

75%快適帯の範囲と しして . C E T ・20.6- 22.  2

0

C を得ている。筆者の

考によれば，乙の75%快適比率の範囲をもって冷房における推奨値 . 50  

%の快適格の範囲をもっ て，許容限度( 上限，下[恨の範囲〉 と考えてよ

いであろう。

もし室内空気の相対湿度を ＴＵ Ｍ ＵＵｾ ぢの範囲に と れば ＮＷＵＥ 快適帯の範

囲は乾球温度23- 26

0

C の範囲 . ＵＰ ｾ ぢ快適帯は乾球温度 ＲＲ ＭＲ Ｘ Ｐ ｃ の範囲と

なる。

上記 C E T の範囲を Y a g l ou の有効温度 E T ( ふく射熱の影響を含

まない) の快適線ET21. r C. 快適範囲18. 9- 23.9

0

C の範囲と比較する

とだいたい一致している乙とがわかる。

乙の研究は ，実際の冷房室内における ，主観的申告調査 としてめずら

しい口重な実験である 。 乙ζ には冷房室内の滞在時間が明らかでない

が ， 乙の ｉｾｪ 間の長短は，三浦らの実験においてもわかるように ， 人体に

与える相当な影轡があるものと考えられる。乙の種の実験で昼間長時間

滞在中の実験，あるいは夏季長期間f C. 昼間l時の冷房と夜間の無冷房 と

いう ，自然状態と逆の周期的温熱環境の人体に対する影響などは ，今後

進められるべき研究課題であると考えられる。

4. 冷房室内における障害調査・実現IJ

4 ・1 夏季，冬季における人体の適応 4 ・2 節の調査 ・実験に先だ

ち，寒気生理班 ・季節生理斑による研究 ω があるが ， 直接 lζ は以下の

概説は有用であろう 。

| 到多弁は ，夏季 lζ 適応 ( adapt ) した青年男子を約18
0

Cの室温におい

た場合と ，冬季の同じ 18

0

Cの条件の場合との比較において ，かなり異な

る生理的反応、を呈す ることを認め ，季節 lζ 対する人間の視度的適応の重

大性を示唆した。

すなわち ，上の低温条件においては ，体温は夏季にはかなり早く低下

して行くが，冬J切にはほとんど変化がないのに対し ，皮肉温度につい て

は，手術 ・手学の協度が夏季f C 低温室 lζ はいると ，前9i 次直線的 lζ 降下し

たのが，冬季 lζ は低 iJnl 室にはいると ，急激にしかも強度 lζ 降下した。乙

れは手における末しよう血流調節が冬季 lζ はきわめて鋭敏に行なわれて

いるが，夏季 lζ は乙の働きが鈍である乙とを示しているといえると説明

している 。

111多)1ーらは三由I i らの実験を引mし，冷房は26

0

C程度が適当であり ，冷

房室 ( C( まし、る前の南郡内 lζ いる H寺i司が長ければ長いほと・冷房室内でt皮肉

ilid支が低 F し. l品冷却] がおきている乙とを指摘している。したがってい

わゆる ，冷JA病は夏季の暑熱適応をとげた人体の体内における温度の平

衡不適すなわち ， 全身ならびに局所ＨｩＧ ｾな過冷却によ っておと る乙とは確

かであるとしている。いわゆる冷房病には ，神経痛 . Ｑ 援 ｬｾ￭ . 腹痛 ，下半

身の冷え ，下JM. かぜ，けん怠感 ，月経障者などが主体であるとし ，体

内の制度ノミランスが主主E因である以上，物理的なストレス状態にあると

とは l泣かであ るという 。そのストレス状態は ，冷房の空気の温度ばかり

で; まはく ，% 流 ，作業 '1] の個人個人の服装 ・性 ・年令 ・その他いわゆる
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体質が深く影轡しているのではないか と推定し ，つぎの実態調査と実測

を行なった 。

4 ・2 質問調査表による調査 吉田 ・国多井ら山は昭和37年? 月 ，

F 銀行の K 支底( 昭和初年どろの建築で，パッケ ージ形冷房器 2 台創立付 )

とT 支庖( 昭和36年末しゅん工，中央式空気調和装置による) における ，

各庖で男 4 人，女 8 人，合計'24人の被験者による皮膚表面温度の測定を

行ない，合わせて主観的寒暑感の申告を ，衣服 とと もに記録させた。空

調設f Jll jおよび室内気象諸条件については . 5 章lζ 記述されているが . K

支庄ではパッケージ形により ，室内の気温および気流速度ははけ・しく不

均等であり ，常識的にも良くない状態である lζ 対し . T支庄では天井ア

ネモ スタ γ ト吹山口を使用する点、はょいと して，空気吸込口 K 多少疑問

はあったが，比較上では明らかに ，かなり均等な室内環境であるといえ

る。それらの条件が，申告にあらわれた と乙ろはつぎのとおりである。

冷房病実態のはあくのため質問表を配布 し. K支j苫で男子36人，女子

28人，計64人 . T支庖で男子29人，女子25人，計54人，両者合わせて男

子15- 50才まで63人. 50才以上 2 人，女子15- 34才まで53人につきつぎ

の結果を得た。衣服は女子で，作業衣( 半そで) . スカ ー卜， ス リップ，

ブラジャ ，パンティを基本とし ，セータ，靴下，ソックス ，パンテ ィな

どを増加しているが，男子に比べて薄着である。男子は . Y シャツ ，下

シャツ ，ズボン下，ズボン ，パンツ ，靴下，靴を基本と し， さら しの腹

巻を加えて防寒用としており ，一般に男子のほうが厚着である。

現在の冷房について . 3段階の申告の結果は表 3 のとおりである。中

央式の T J苫で「寒い」と答えたものは小室( 冷房のよくきいた) 勤務 2

人を除き 2 人である 。パッケ ージ形の K J苫では ，男子の約 1/3 にあたる

11人，女子の 1/2 にあたる 12人が「寒すぎる J と答えている。

冷房による健康障害の調査の結果 . 13項目にわたる障害申告のうち多

い11煩から 6 項目を取って比較すると 表 4のとおりである 。

表 3 惑: ; ' ，. 感申告結果

2/25 

5/36 

3/ 28  

!h萌U 桁 |昨: じf |ロ;ごごご引:ごご引:f引:j| :二るι?: lr;rr口どでで市:f:

;j;4当li; [出土=l片之|土l土J± l±|王|玉

三 [子l子高J r J RF|子

「全身または足がだるし、」がA止も多い。[ "頭痛」は女子だけ . [ "頭が

重い」も女子K 多い。三浦の調査の湯合も ，女子に訴が多かったが，女

子の身{ 休本は ，冷房なと

いので検討すベきであ るという 。

全身の i1ifi 熱感 5 段階 ( 2. 1 .  O. ー 1. - 2) . 局所J血熱感11 筒所 7

段階による申 告調査 と，額，前腕，手甲 ，下l腿，足甲 . J . 陶背中 ，の 7点

の皮Ji 可温度測定( サーミスタによる) を行なった 。

「額」は全身の祖熱感の「暖い」と相関が大で . [ " 足」は全身の「涼」

「寒」と相聞が大であるようであるとしている 。

下I1退の皮j町品皮をみると . 1 日の平均で男子32. 5
0

C女子30.8
0

C と差が

ある 。乙れは男子がズボンをはいているからである。女子の湯合ス卜 γ

キングの有無では30. 7- 30.9

0

C で有志差はない。冷房をしていない戦場

の下腿皮府樹皮は ，り] 子34. 4

0

C. 女子31. ｉ ｏ ｃ でかなり ｾＧＵｾ 、という。

(1:  ばやしようたろう 国立公衆神J生院総築 術生郎長〉

本稿は日本 機械学会見、69>.'!l 570り (41
i
l' 7月 号) IC掲載したも のの 前半の部分のlヰuてある。

後半およびくtt > の説明に ついては次号に のせる 予定。
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15日 Ｔ 時 ｾ Ｕ 時半於会館集会 室

出席者塚本副会長ほか 9 理事

議事(1)昭和43年度収支決算承認の件

(2)昭和43年度事業報告承認の件

(3)定時評議員会開催の件

(4)通常総会開催の件

(5) 建築大臣表彰候補者推せんの件

(6)建築関係団体述絡会世話人交代の件

(7腿築基準法一部改正案の成立について陳

↑古3・提出の件

(8) 建築業務去自主委員会f ( _ 参加並lζ 委員推せ

んの件

(9)必務局職員上期日与支給の件

UO)建築データシ ート 編集委員会特別委員委

嘱の件

UD入退会者承認の件

(12 ) 報告ぶ項

総務会計合同理事会

7日 Ｒ 時 ｾＳ ｊＱ寺 半於会館集会主

出席者 中原総務，西村会計各主幹

議事事務局職員給与越正の件

会計理事会

ほか 6 理事

7 日 Ｓ Ｑ 時半 ｾＴ Ｑ 時半於会館集会室

出席者ト 西村主幹ほか 5 理事

ｩ 議 ｾｊｾ ｊｉ ｻＳ和 ＴＳ 年度 収支決 ｾＧ［｛審査

事 業 委 員 会

委 員

1 日

出席者

会

Ｕ Ｑ 時半 ｾ ＷＱ 時半於会館集会室

政岡 ，山 野，窪田 ，山本正副委員

長，極村 ，三宅，木原，佐藤各幹

事ほか16名

議 ＴＨＨ ＱＩ 委員長 ， 副委口 ｾ Ｎ 幹事の選 出に つ い て

(2) 昭和43年度事業報告

(3) 本年度の事業計画について

(4) 各小委員会の事業企画について

(5)本委員会の組織( 小委員会〉について

Ｈ ＶＩＵ 月 ｾ Ｗ 月の事業企画について

(7) 定例開催日について

(8) そのほか

台湾視察企画小委員会

6日 正午 ｾＳ ｊＱ 寺於会館集会室

出 席 者 山 野 主 査 岩 佐，安IIl .打浪各委員

議 事 視 察 日 程その他について打合せ

見学会小委員会

8 日 Ｕ Ｑ 時半 ｾ ＸＱ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者 山野副委員長，種村幹事ほか 3 名

議I ] ]:( 1) 4 月に実施した見学会についての報告

ＨＲＩ Ｕ 月 ｾ Ｗ 月の見学会企画について

(3) その ほか

各種説明会小委員会

12日 正午 ｾ Ｒ Ｑ 時於会館 Ｓ 階会議室

山席者近藤副委員長ほか 3 名

議 羽1)第 1 図説明会 「建築材料と火災( 防火)

について」

(2) 第 2 回説明会企画について

(3) その ほか

若い会員の集い小委員会

16日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時半於会館集会 室

出席者上回副委員長ほか 6 委員

議事(1)本年度の若い会員の集いの事業方針ICつ

いて

(2)本年度の事業企画κ ついて

(3)小委員会の辺営について

(4) そのほか

台湾視察団説明会

20日 1  ｊｉ 寺 ｾＳ Ｑ 時半於会館集会室

出席者 岩 佐 団 長 ほ か 19名

議事(1) 旅程，手続，旅行中の注意事項について

(2間 長，副団長，幹事，顧問の選出について

(3) そのほか

12築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委員 会 |

委 員 会

2 日 Ｕ 時半 ｾ ＸＱ 時於なかいわ

出席者 11: 1 原，松村正副委員長ほか15委員

談 判1)掲崎会社と編集委員座談会報告につい て

(2) 特別編集委員について

(3) 理事会 IC提出する依原会社リストについ

て

(4) 東京での掲載依頼説明会について

(5) そのほか

編集A グループ打合会

13日 正午 ｾＲ 時半於会館集会室

山席者凶川幹事ほか 4 委員

議 ｾ ｪ｝Ｚ Ｈ ＱＩ 新幹 事長 浜忠氏を選出

(2) 次回のデータシ ー ト企画について

(3)理事会提案資料作成について

編集B グループ打合会

15日 ＶＱ 時 ｾ ＸＱ 時於会館集会室

出席者 篠崎幹事ほか 2 委員

議事(1)次回のデータシート企画 につ いて

(2) 理事会提案資料作成について

編集E グループ打合会

16日 正午 ｾ ＲＱ 時於会館集会室

出席者宮武幹事ほか 2 委員

議事(1) 次回のデータシ ー ト企画について

(2) 理事会提案資料作成につ いて

編集 C グループ打合会

20日 正午 ｾ Ｒ Ｑ 時於会館集会室

出席者 樫 原幹事ほか 1 委員

議事(1)次回のデータシー ト企画について

(2) 理事会提案資料作成について

幹 事 会

22日 正午 ｾＲ 時半於会館集会室

出席者 中原 ，松村正副委員長ほか 4 幹事

議事(1)理事会提案の掲載依頼会社資料について

(2)東京での掲載依頼説明会について

(3) 編集グループの運営について

(4)そのほか

原稿執筆説明会

26日 Ｒ 時 ｾ Ｔ 時於会館集会室

出席者三信建設ほか l 社

長浜幹事ほか 1委員

議 事 地 盤 改 良 工 法の原稿について

| 出 版 委 員 会 |

建築の知識原稿検討会

6 日 Ｓ 時半 ｾＱ Ｐ 時於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 大 沢，窪田総括幹事

議 事 第 8 章の原稿について

鉄骨のデザイン普及版打合会

16日 Ｔ 時 ｾＵ Ｑ 時 半於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 益 尾 辰 雄 氏，鷲尾委員長，宮川 幹事

議 事 普 及 版企画について

鉄骨のデザイン編集委員会

27日 正午 ｾＲ Ｑ 時半於会館集会室

出 席 者 鷲 尾 委 員 長，木田，宮川幹事

ほか13委員

議事(1)1羽刷と普及版出版企画について

(2)鉄筋構造設計講習会企画について

(3) そのほか

基礎工法編集委員会

30日 Ｖ 時 ｾ Ｙ 時半於会館集会室

出席者 山肩委員長，多々見，山口幹事

議事(1) 第 11火原稿検討と査読について

(2) 編集方針について

(3) その ほか

| 編 集 委 員 会

妓術の頁小委員会

6 日 Ｕ 時半 ｾ ＸＱ 時於会館集会室

出 席 者 米 国 主 査，掘委員

議事(1)技術の頁充実について

(2) 7 月号より の企画

プレハブ住宅特集共同討議

8 日 Ｔ Ｑ 時 ｾＱ Ｐ 時於会館集会室

出席者 石本幹事ほか 6 名

議事 7 月号プ レハブ住宅特集の執筆内客につ

いて

委 員 会

14日 Ｔ 時 ｾ ＷＱ 時 於会館集会室

出席者足立委員長ほか 9 名

議事(1) 6 月号特集「建築行政lζ 期待す るもの」

報告

(2) 7 月号特集「転換 しつつ ある住宅生産」

について

(3)8月号特集「公害J ( 仮称〕について

(4)9 月号特集「海岸開発 と建築J ( 仮称)

につ いて

(5昨 品作風小委員会報告

(6)技術の頁小委員会報告
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正午 ｾＲ Ｑ 侍於大阪府建築士会

政岡協会委員長，七尾士会副委員

長，三品学会幹事ほか事務局員 5

名

Ｖ 月 ｾ Ｗ 月の共催事業について

30名

3会事 業 委 員 長 打 合 会

参加者

19日

出席者

24日幹事， 総務合同小委員会

31 日 1  ｲ 時 ｾ Ｓ Ｑ 時於会館集会室

出席者 間 橋 委 員 長 ほ か 5 名

議事(1) 住宅展出展申込状況の報告と今後の対策

について

(2) 出展者との打合会開催日について

「 玄 規 委 員 会 1
議事

〔団体会員 3 社〕

株式会社日本設計事務所名古屋支社，原因セメント化工総

式会社，丸山工業株式会社

〔個人会員

建築基準法改正陳情書打合会

7 臼 101時- 11 時 於 会 館 集 会室

出席者福田委員長 ，佐野前委員長

議事(1耀築団体連絡会での経過報告

(2)  r建築基準法の一部を改正する法律案J

の成立についての陳情書作成について

委 員 会

22日 ＳＱ 時 ｾ Ｕ 時於会館集会室

出席者福田委員長ほか15名

議 朝1)建築基準法改正陳情蓄の件

(2) 基準法改正案についての説明

(3) 今後の巡営について

| 建 材 委 員 会

委 員 会

23日 Ｓ 時 ｾ ＵＱ 時於会館集会室

出席者種村委員ほか 13名

議事(1)委員長互選につ いて

(2)硝子検討会今後の進め方について

(3) 委員会の任務と当分の活動について

(4) そのほか

| 見
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5月 の 入 会 者 〔敬称略〕

里

見
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司
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修
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荒
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内
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城

吉
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企
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85名〕

(7)  r建築の眼」の新執筆者について

(8)12月号以降の特集テー 7 について

作品作風小委員会

20日 ＵＱ 時半 ｾＹ 時於 会館集会室

出席者 寺嶋主査ほか 4 名

議事(1) 7 月号作品決定

(2) 8 月号の作品候補に ついて

(3) 九州新建築調査について

プレハブ住宅特集グループ執筆会議

23日 4 時- 9 時 於 会 館 集 会室

出席者石本幹事ほか 5 名

議事 7 月号特集 ・「転換しつつある 住宅生産」

の原稿検討について

表紙デザイ ン小委員会

30日 ＱＲ 時 ｾＱ Ｑ 時於会館集会室

出席者河村委員，山田デザイナ 一

議 事 表 紙デザイ ンにつ いて討議 した

. 6.  

=  

委 員 会

8 日 正午 ｾ ＲＱ 侍於会館集会室

出席者 橋 本 委 員 長 ほ か 14委員

議事(1)委員長，副委員長，幹事の選出について

(2)前年度委員会より引継事業について

(3)本年度の委員会運営について

(4) 本年度の事業について

(5) そのほか

員委育教

4 企』

コ玄

日本鋼管福山製鉄所見学と鞠の鯛網見物

16日， 17日 参加者 34名

大和の古建築を訪ねて

「社殿なき御神体山で有名な三輪明神と新緑

に映ゆる朱塗の多峯談山神社の参拝」 ( 氏名省略)

声M ‘

→ー

求 人 広 告 l  

大阪市天王寺区上本町 4 丁目 1 の 2

T E L  (768)  44  I  5  

構造技術者・見習

〔准会員 ;Z164名〕

構造デザインセンター

( 構造図面 ・構造計算)

建築工事実務講習会打合会

9 日 正午 ｾＲ Ｑ 時於会館集会室

出 席 者 種村講師ほか 4 講師

岩下，辛木副委員長

議事(1)講習会企画について

(2) テキス トについて

(3) そのほ か

工高生教育小委員会

23日 5 時- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者 篠 原 幹 事 ほ か 2 委員

議事(1)第15回工高生デザインコンク ーJ レ募集規

定作成について

(2) 現場実習指導要領について

(3) そのほか

委 員 会

13日 511寺半- 811寺於会館集会室

出席者 岡橋，黒谷正副委員長ほか 17名

議事(1)第 6 回よろず相談住宅展に関する件

(2) 住宅資料及び スラ イド に関する 件

(3) 委員懇親会に 関する件

住宅展小委員会

23日 6時- 81時於会館集会室

出席者 星野主査ほか 3 名

議事(1)会場計画の具体化

(2) そのほか

住宅展打合会

27日 5 時半- 81時 於会館集会室

山 席 者 協 会 側 星 野 主 査 ほ か 4 名

業社{ 日.IJ 山田ダンボ ールほか5 名

襖の張替実演について
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信用&>6技術ど伝統の

7X771LトZ 専 業 大l吉

建 材 の 頁

雲言矢保面白

I 許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

〈電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

大阪市北区真 砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 o 2  0  6  - 9  

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本社 相 Ｑ Ｑ 戸市 ＮＧＺＱＺＮ田区北 ｬｾ 狭ｊｊｊＱ Ｔ ー Ｑ ( 英樹l ビル )

直通屯J市 村l戸 (33) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠岡T50( 堂ビル 51i 皆 502号室)

直通fE話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立イト区八 I陥通 1 - 5  ＨＧ［ ｉｌｊｩｾ＠ @  2923) 

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶 縁 工 法 を

前回71ミー陣地帯村

山 エ クトな冷工法 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎枇
東 京 都 中 央 区 銀 庵8 - 4 - 1 1 電骨量 (571) 2703- 4 . 2370 ・4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 品 区 都 島 中 通 り 5 - 4  'i在僑 ( 921 ) 2497 ・( 922) 7280

名 古 量 出 漉 所 名 古 島 市 南 区 若 草 田r 33 電話 ( 811 )3 6 6 0 . 3 1 0 4  

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大 阪市東成区東今 里四丁目 40番地

電 話 ( 981  )  0 6  16 - 0 6 1 8  
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暑中お見舞申し上げます 昭和叫盛夏

設 計 事 務 所 有 志

• 

RI A建築綜合研究所大阪支屈

所 長 山 口 文 象

支庖長 山 家 啓 助

大阪 ・大阪市北区太融寺町33 大阪合同ビル 406 電話 312 - 9  1  5  4  

東京 ・270- 5  8  6  1  名古屋 ・231- 5  5  1  1 ・262- 3  9  4  1  

株式会社 赤松菅野建築設計事務所

代 表 取 締 役

大阪事務所長
赤 松 修

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 1 2  3  ( 瑞穂ピル) 電話 (364) 5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮

株式会社 東 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋筋 3 - 6  8  三海ビル 電話 (358)5598 ・3497

ｾ＠ 安宅エンヂニヤリ ング株式会社

取 締 役 社 長

取締役建築部長

土

口

中

谷

原

貞 信

茂

本 社 大 阪 市 東 区 京 橋 2 - 1  5 (松村ビル) 電 話 (942)2312

支庖 東京都千代田区永田町 2 - 14  (山王 グランドビル) 電 話 (581)7201

株式会社伊 東 建築 設 計事 務 所

代表取締役 伊 東 正 也

大 阪 市 浪 速 区 幸 町通り 2 - 6 清光ビル 電 話( 562)  4  3  4  3  - 4  
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石 )  1  J  建 築 事 務 所

石 )  11 寛
一
一

石 )  11 宏

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 1 1 電 話 ( 779) 9  4  9  1  - 2  

東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 - 11 - 9 電 話 ( 946 )  5  4  3  1  - 2  

株式会社大阪建築事務所

取締役社長
古

同橋 慶 夫

本 社 並 び に 支 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 75 電 話 大 阪 (441) 9351(代)

東 京 支 所 東 京 都 港 区 赤 坂1丁目 l 番14号( 溜池東急ピル) 電話 東京 (5お) 8 169 

名古屋支所名古屋市中区丸の内2丁目2番目号( 東照 ピル) 電話名古屋 (221) 8566 

九 州 支 所 北九州市小倉区紺屋町1丁目 20-1(丸源ピル) 電 話 小倉 ( 52) 52 11

式

社

株

会
海上静一建築 事 務 所

代表取締役 海 上 静

本 社 大 阪市 南 区 鰻 谷仲 之 町 6 2  ( 市 川 ビ/レ ) 電話 大 阪 (271) 1149

(261)4428 

三 重 分 室 三 重 県 津 市 船 頭 町 2 0  4  4  電 話 津 ( 8 ) 9 6 2 7

22小 林 得 志 建 築 事 務 所

代表取締役
林 得

τ と

J じ、

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  藤 田 ビ ル 内 電 話 ( 362) 5  6  5  8  - 9  

回
株式

会社

-・・・圃圃

・田・・・・・

- 座 建
銃
一
ふ事 務 所

代表取締役 徳 永 正 三

専務取締役 富 田 三 樹 夫

大 阪 市 北 区 中 之 向 4 - 33 <443  >0051  <代 〉受電 時 号 ォ 、 サ カ 三 ザケンチク

東京都中央区日本橋兜町 2 - 38 <668>3056<代 〉受電略号ニホンパシ三 ザケンチク

式

社

株

会
返 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 川 島 春 秋

田本建築家協会々只

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 8 ( 松竹 関 西 支 社 ビ ル 2 階)

T E L 直 通 213 - 0  8  7  5 代

1 1 7  



@  
株式会社昭和設計事務所

代表取締役社長

代表取締役専務

岡 本 行

林 唯

主主

仁コ

夫

設計 ・監理
大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通1- 8 四ツ橋ビル T E L 代 表 532- 0  4  1  5  

姫 路 事 務 所 姫 路 市 竪 町 54 番 地 滝 川 ビ ル T E L 姫 路 24- 2  9  2  6  

姫 路事務 所 長 河 野 豊 蔵

株式会社竹内建築事務所

代 表 取 締 役

専務取締役

内 藤

林

真

茂

大 阪 市 浪 速 区 元 町 1 - 7 4  2  ( 藤本ピル) 電話 (641) 5  0  8  9 ・ 1 1 5 6  

• 

i  
田 中 主 主 壬 笠E 至上f ｾ欠ーは二

株式会社 左手当事当季ノド子ｾ pリr
小 西 沢 右 京 寸 才 〈 仁 刀 川

取締役社長 小 西 岬

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051大代表

東京事務所東京都千代田区神田鍛冶町3ノ3(大木ピル内) 電話( 邸) 9301代表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内) 電話 (211) 4  0  3  5  

大 津 事 務 所 大 津 市 梅 林1丁目4番15号( 滋賀県教育会館内) 電話 ( 2) 5373- 4 番

や

株式会社 田淵建築設計事務所

取締役社長
田測 誠 也

本 社 和 歌 山 市 下 町 1 9 番 地 電 話 0734 (31)  0261 代表

株式会社東畑建築事務所

代表取締役 東 畑 謙

本 社 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 電 話 大 阪 (06)202-{)391 

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町2( 永国町ビル) 電 話 東京 (03)581- 1251

名古屋事務 所 名古屋市中村区堀内町2(堀内ビル) 電話 名古屋 (052)571- 8471

九 州 支 所 ・広 畑 支 所

株式

会社 富 家 建 築 事 務 所

代表取締役 富 家 宏 泰

本 社 京 都 市 中 京 区 抑 小 路 通 東 洞 院 西 入 電話 代 表 (231) 6357 

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東区 北 久 宝 寺 町2丁目 20 ( イセ卜 ピ ル) 電 話 代 表 (261) 1751 

東 京 事務 所 束 京 都 中 央 区 銀 座 7 - 14- 3 ( 松凌 ピノレ) 電 話 代 表 (541) 1553  

千 築事 務 所 千葉 市吾妻町3- 100(蚕糸会館) 千業 自 治 会館 電話 代 表 (22) 9191 
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株式会社 内 藤 建 築 事 務 所

代表取締役社長 内 藤 資
申

J じ，、

本 社 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰町 1 8 9 番 地 電 話 (781) 6  1  9  6 代

事務所 ・出張所 青森 ・仙台 ・東京 ・神奈川・ 松本 ・静岡 ・名古屋 ・京都

滋賀 ・奈良 ・大阪 ・広 島 ・四国・福岡 ・大 分 ・鹿児島

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

取締役社長 塚 本 猛 次

大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 3 8 番 地 電話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)

株式会社 根 津 建 築 事 務 所

代表取締役 根 津 耕 一 郎

本 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 2 - 10 ( 平和ビル ) 電話(06) 231  - 1632 

東京事務所 東京都港区北青山 3 - 11 - 5 ( モアビル ) 電話(03) 409 - 3221  

村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

村

森

里子 藤

申

J  I与、

五
口

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3 - 8 電 話 (622) 0  9  2  6 代表

研 究 所 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3 電 話 (253) 0  8  7  5 代表

東京事務所東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (661) 7  1  5  8  

対4
株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 3  4 電 話 (202) 3836(代)

80 91({-t l  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 - 1  電 話 (261) 5101( 代)

名古屋事務所名古屋市中区錦 3 - 24( 日本生命ピル) 電 話 (961) 1861(代)

株式会社 吉田建築 事務 所

取締役会長

取締役社長

田 信 武

治 誠 次佐

大阪市西区北堀江上通 3 - 2 2( 久竹ヒ、ル) 電 話 (538) 2991 代 表

119  



120 

暑中お見舞申し上げます昭和44年 盛夏

⑥ 

造 園 設 計 事 務 所 有 志

株式会社荒木造園設計事務所

代表取締役 荒 木 芳 邦

大阪府池田市鉢塚 2 丁 目8 番 1 2 号 電 話 0727 (61)  8  8  7  4 ・1 298 

井 上 造 園 設 計 事 務 所

井 上 卓 之

京都市右京区宇多野福王子町 5 4  電 話 075 (463)  3  3  7  7  

近 鉄 興 業 株 式 会 社 造 園 部

取締役造園部長 今 村

，三=・

目 彦

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6 - 1  - 1  電 話 (771) 3  3  3  1  

株式会社西川環境設計研究所

代表取締役
西 川 晴 之 助

枚方市北中振 1 丁目 1 8  - 1  8 電話 0720 (31)  1  2  7  1  - 2  

造 園 ・ 緑 化 ・ 遊 園 運 動 場 器 六

ーｾ 寸オ占 仁F. t

株式会社一 万 l京|

取締役社長

オ℃

it*  
{変

本 社 箕 面 市 新 稲 7 0 5 番 電 話 0727 (21)  3  0  5  8 番

支 庖 大 阪 市北 区 太 融 寺 町48番 地 電 話 大 阪 (313)2451 ・(361)4785番

• 



暑中お見舞申し上げます昭和44年盛夏

建 設 業 者 有 志

⑬ 

株 式

会 社 ?蚤 7召 組

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本 社

本 底 ・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の l 電 話 代 表 (762) 0  2  5  1  

支 庖 ・東京 ・名古屋 ・札幌・仙 台 ・福岡 ・広島

営業所・秋田 ・ 岩手 ・ 水戸 ・ 千葉 ・ 立 川・ 横浜 ・ 新潟 ・北 陸 ・ 青 ｾｦ 岡 ・ 岐阜 ・ 長野

三重 ・奈良・京都 ・郡山・和歌山 ・神 戸・岡山 ・高松 ・徳島 ・高知・熊本

CD 

式

社

株

会 新 … 工 務 所

取締役社長 新 昭

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 一 丁 目 四 三 電 話 代表大阪(313 ) 133] 番

支 底・東京都千代田区猿楽町二丁目 一番十四号電話代表東京 ( 291) 3741番

営 業 所 ・神戸市葺合区八幡通五丁目六松弁ピル内 電話神戸 (22) 3316番

・名古屋市中区錦三丁目 十七番十一号 電話 名古屋 ( 971) 5588番

・尼 崎 市 三 反 田 字 生 田 四 十 電 話 大 阪 (429) 4009番

• 安藤建設株式会社大阪支庖

取 締 役 大 阪 支 服 村 田
R久

}空包 次

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 一 丁 目 七 番 地 電 話 代 表 4 4 3 - 5 5 6 1

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八 重 州 四 丁 目 七 番地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 | ・ 広 島

営業所 ・千葉・横浜・水戸・盛岡・新潟・神戸 ・沼津・ 札幌・字都宮・ 北九州・熊本

@  
手ムz朱z  、

式

大 林 組社

取締役社長
大 林 芳 良B

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地 電 話 大 代 表 (941) 0861 番

支 庖 ・東京・札幌 ・仙台 ・横浜 ・名古屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡・ 高松

@  
株 式 会 社 奥 村

社 長 奥 村 太 四 郎

手E

大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・ 北 九 州
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鹿 島 建 設 株 式 会

A  

:z:;; 長 鹿 島 守 之 助

取締役社長 渥 美 健 夫 取締役大阪支庖長 橋 本 正 二

社

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7 電話東京 (404)3311 (大代 )

大阪支庖 大阪市東区瓦町五の七ー( 瓦町ピル) 電話大阪 (202) 代7461・8166

株Azz  、

式

本申 崎 組 大 阪 支 応社

取締役支庖長
イ主 イ白 武 男

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電話 (341) 7  3  7  1  - 4 番

本 店 ・姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3  電話代表姫路 (23) 2021- 3  

株三zbz、

式

熊 谷 組 大 阪 支 応社

常務取締役支庖長
泉 千台 良日 一

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 二 丁 目 一 番 地 電 話 (538) 1841番( 大代表)

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町 二 二 番 地 電 話 (260) 2111番 ( 夫代表)

支 庖 東京建築 ・東京土木 ・北関東 ・横浜 ・名古屋 ・広島 ・四 国・福岡 ・札幌・仙台

株式会社 鴻

取締役社長 鴻 j也

池

藤

組

本 忠 大阪市東区北久宝寺町 4 - 2 7 電 話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 眉 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・広 島 ・松 江 ・仙 台

佐 藤 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・取締役大阪支庖長 山 本 良 勝

本 社・東京都中央区日本橋本町 4 - 8 電 話 東 京 (662) 2331  (大代)

大阪支庖・ 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221  ( 代表)

支 庖 ・東 京 ・ 名 古 屋 ・富 山 ・ 札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・ 広 島

清 水 建 設 株 式

会 長 清 水 正 雄

社 長 吉 川 清 一

芝〉

ｾミ

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 r ノ

専務取締役支庖長 白 井 周

社

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 二 ノ 二 電 話 (443) 5  4  3  1大代表

.  .  
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‘惨

。

司b

パ?、

てV

島藤建設工業芸霊大阪支底

常務取締役

支 庖 長

斉 藤 健

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番34号 電 話 東 京 (403) 1  5  1  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1番地の 2 電 話 大 阪 (372) 6  0  0  1代表

イゑヌえ建言え株式令私

常務取締役大阪支庖長 宮 脇 日青 美

大阪支店 大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ピル 2階) 電話 (202) 代表7421番

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番

去五 銭

取締役社長 銭

I=t  

I司

高 輝

組

之

本 庖 大 阪市西区阿波座上通 3 丁目 2 番地 電話大阪 (531) 臼31番( 大代表)

支 底 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 青 森 ・秋 田 ・盛 岡 ・前 橋 ・ 新 潟 ・千 葉 ・ 償 j兵 ・静 岡 ・ 津

京 都 ・神 戸 ・ 岡 山 ・高 松 ・松 山 ・ 北 九 州 ・ 熊 本 ・長 崎 ・大 分

大 成 建 設 株 式 会 社

常務取締役

支 庖 長

菅 j畢 英 夫

大阪支庖 大阪市東区南本町4 丁目 2 0 番地 T E L 大阪 (252) 1131大代表

大 日 本 土 木 盟 大 阪 支 庖

22品Z 山 田 豊

取 締 役 支 庖 長 高 木 政 夫

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 9 番 地 電 話 06 ( 341) 代 表 5 9  3  1  

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 松 永 町19番 地 電 話 03 (255) 代 表 0 3 7 1  

本 庖 岐 阜 市 長 住 町 2 丁 目 3 番 地 電 筒 0582 ( 62) 代 表 6 1 4 1

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋

営 業 所 神 戸 ・京 都 ・奈 良 ・和 歌 山 ・ 上 六 ・岡 山 ・ 広 島 ・ 宮 崎

九 州 ・静 岡 ・長 野 ・中 津 川 ・ 新 潟 ・横 浜 ・千 葉 ・仙 台

額 竹 中 工 務 庖

取締役社長 竹 中 錬
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⑧ 
鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 勝 目 頼 春

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ピル) 電話 (358) 0321 ( 代表)

本社 ・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号電話東京 (262) 3411 ( 代表)

。

切

戸 田 建 設 芸 誌 大 阪 支 底

取 締 役 支 服 加 納 秀 雄

大阪市東区本町 3 丁目 27の 1 ( センパ ・セントラルヒ、ル)

電 話(252) 6311( 大代表)

本 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

大阪支庖営業所・京都 ・神 戸 ・金 沢 ・福 井 ・富 山 ・和 歌 山

、

I T、
てコ

飛島建設株式会社大阪支唐

常 務 取 締 役 支 眼 小 林
正 雄

大 阪 市 葉 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 3 番 2 8 号

@  西松建設株式会社関西支底

取 締 役 支 阪 上 田 明

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜川町 1 3 番地 電話東京大代表 (502) 0211番

支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘町 2 丁目 4 1番地電話大阪大代表 (942) 1131番

@  去 を 間 組 大 阪 支 応

支 庖 長 尾 崎 申

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二 丁 目 七 O 番地 電話 (203) 代 表 2 8 2 1  

本 庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁 目 一 番 地 電 話 東 京 (402) 代表8171

支 店 ・仙 台 ・ 名 ー古 屋 ・ 大 阪 ・ 福 岡

@  

株 式

会 社
藤 木 工 務 庖

本 庖 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 一 三 ・電 話 大 阪 06(942) 1461  ( 代)

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地 ・電 話 東 京 03(357) 1611 ( 代)

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 0 ・電 話 倉 敷0864(22) 3330( 代)

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 三 電 話 高 松0878(51) 7272 ( 代)

出 張 所 ・ 京 都 ・ 名 古 屋 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島 ・福 岡 ・熊 本
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取締役大阪支庖長 古 賀

国

出

A

藤

之

文

組

母島

未 来 を ひ ら く

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 8 番 地 電話 (362 ) 代表 7 6 7 1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 15  

支 庖 ・東 京 ・ 札 幌 ・横 浜 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・九 州

リマ ・カラカス

③ 
前田建設工業株式会社大阪支庖

常務取締役支官長 島 田 光

ｾ＠
Eコ

E日

支 庖 大 阪 市 東 区 石 田T 2 丁 目 7 番 地 電 話 大 阪 (942) 1301  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 111区富士見町2丁目 10番地の26号 電 話 東 京 (265)5551番( 代表)

， 

+  
真柄建設株式会社大阪支庖

P V 2 漆 村 重

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 寺 町 6 番 地 の 7 電 話 大 阪 (772) 3813番( 代表)

本 社 金 沢 市 彦三 町 1 丁目 13番43号 電 話 金 沢 ( 31 )  1266番( 代表)

。 株 式 会 社
松 村 組

取締役社長 松 村 雄
土

口

本 社 ・大阪市北区空心 IllJ ー 「目七 O 番 地 電 lili 代表大阪 (352) 1131  

1ピ 広・東 京 ・札 IIJ )t . 名 古 尾 ・広 島 ・福 岡

⑥ 

-
井 建 設 短 大 阪 支 庖

-・・・・・園-

役

長

a

'

ρ

h

H

 

U
刷取

市

伯

父

N

H

4

u

m

ナ
J

A

?ケ 内 慶久

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町21番地 三井ピル別館電話大阪 (443) 代表1321

本 社 東 京 自15中央区 1: : 1本的室町二 ノー(三井ビル) 芯話東京 (2iO) 大代表例51

支 庖 札 幌・仙 台 ・横 浜 - 名 古 屋 ・広 鳥 ・編 |河

。 株式会社
森 組

取締役社長

オミ

ホ木 幸治

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283- 7 番

( 支 庖 ) 東 京 ・名 古 屋 奈 良 ( 営業所) 和歌山 ・尼 崎 ・神 戸 ・ 岡 山

125 



⑬ 
株式会社 森

オてこ

ホ木

本

本 積 善

組

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘 町 三 番地 電 話 大 阪 (779) 1  4  5  1  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島

営 業 所 松 江 ・神戸

出 張 所 奈 良 ・米子・下北山 ・西明石 ・和 歌山 ・河内 ・相 生 ・木曽福島

。 式

社

株

会 井

取締役社長
井

上 組

上 福 蔵

本社大阪市都島区東野田町二丁目一五番地大阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出張所神戸市生田区加納町三丁目 一番地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  、

必鈴、

、末4グ

株 式 A  

A ' 社 7

A 、

7  

取締役社長

西 組

西 書 雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地ノ ー 電 話 (772) 1  2 5  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電話 (354) 0581- 5

営業所 神 戸 市 生田区 下山 手通 四丁目四番地ノ ー 電 話 (33) 6 0 6 0  

営業所埼玉県所沢市大字中富字北見元秋津分990番地 電話所沢 (22)6263

①

 

株 式 会 社

近

代表取締役

畿 建

Z ル

肩又

ー

l

 

E

E

，
，
F

 

崎 敬

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の 1 0 3 電話大阪(代)(532) 0081 - 5  

滋賀支社 滋賀県栗太郡栗東町字 上鈎 1 7  1  電話 (07755) (2) 1361  - 2  

ゐ
甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役 原 精

本 社 大 阪 市 東 淀川区十三西之町 4 丁目 3 電 話 ( 06) 302- 1551代 表

営 業 所 尼 崎 市 森 字 植 松 1 7 9 番 地 電 話 ( 06) 429 - 4  5  6  9  

神 戸 市葺 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 番 地 電 話(078)  22 - 6  2  9  3  

堺 市 宿 屋 町 東 3 丁 目 3 5 番 地 電 話 ( 0722)  2  - 5  4  2  3  

⑥ 
株式会社

坂 #  

代表取締役
小 坂 井 正 夫

本 自 大阪市北区太融寺町五六番地 電 話 代 表 (341) 9  3  3  1  

営 業 所 西 宮 市 ・ 京 都 市

出 張 所 東 大 阪 市 ・ 和 歌 山 市 ・堺 市
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求

本 末 男

本 社 大 阪 市 南 区 大 和 田T 1 番 地 電 話 (213) 大 代 0 5 5 5  

大 阪 工 場 大 阪 府 松 原 市 丹 南 町 6 3 5 の 1 電 話 松 原 @ 大 代 8 6  0  0  

東 京 支 I苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 2 の 9 電 話 (293) 代 5 3 0 1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋市 中 区 錦 1 丁目 2 番 11号( 岩 田ビノレ) 電 話 (211 ) 代 5 4 2 1  

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・ 埼 玉 ・ 横 浜 ・ 立 川 ・ 京 都 ・ 神 戸

奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 岸 和 田 ・堺 ・ 岡 山 ・ 広 島 ・九 州

系旦犬

山

株式会社

。

庖務工田西

式

社

株

会

J 会 、

、。〆

良日

大阪市浪速区元町 4 丁目 227の1 電話 ( 632) 4 0 0 1 代 表

岸和田市上野町西 2 6 番 3 3 号 電話岸和田 貝塚 ⑫ 2881代 表

東 京 ・神 戸 出 張 所 ・和 歌 山 ・ 堺 ・名 古 屋 ・姫 路

義田西
取締役社長

大 阪 本 庖

本 社

営 業 所

お長谷川工努唐ビル経営総合建設

《。

， 

(203) 566'1 (代表)

(463) 5451  (代表)

(23) 7  2  3  8  

T E L  

T E L  

T E L  

取締役社長

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 の 4 0  

東 京 都 渋 谷 区 栄 通 l の 5

神 戸 市 葺 合 区 坂 口 通 7 の l

本 社

東 京 支 庖

神 戸 出 張 所

阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

取締役会長 泉 谷 平 次 郎

取締役社長 藤 原 正 一

ｾ＠

v  

本 社

西 宮 営業 所

神 戸 営業 所

岡 山 営 業 所

出 張 所

社

h .  

ｾ＠式株設建月望
⑮ 

望

l 代 表

番

6  5  

良日

8  

太

電 話 大 阪 (344)

電話 (392)

月

本 社' 大 阪 市北 区 堂 島 上 ー ノ 一 八

工 作 所 豊 中 市 島 江

取締役社長

2  l  3  8  4  一 丁 目 ー

唐務工盛
社

之〉

- ; A  株 式① 

雄

電話大阪 ( 921) 3471(代表)

岡 ・ 西 宮

道

本 社 ・大阪市旭区赤川町二丁目八番地

営 業 所 ・神 戸 ・ 福

盛
代表取締役
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128 

@  

。。

$  

ｾ＠

マ守
総合建設事! ; 負業

建設大臣登録

( ワ) 第 5 2  2  2 号

場

矢 島 建 設 株 式

芝〉

社
エヨミ

取締役社長 矢 島 y告 一
一

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 七 丁 目 11 - 3 電話東京 (572) 代1436

大 阪 支 庖 大 阪 市 南 区 北 . 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (271) 代5837

取締役副社長

平 也
支 庖 長

支庖 ・営業所 仙
」ロ品、

福 岡 蒲 郡 手口 歌 山

株式会社
あ め り

ぉ、
屋

恥締役社長 前 里子 慶 太 良日

本 社 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番 地 電 話 代 表 (444) 1501番

株 式 会 副
新 井 i1i 

本 社 西 宮 市 池 田 町 9 番 1 8 号 電 話 西 宮26- 3111(大代表)

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 凹 町 7 2 屯話大| 仮 372- 5011(代表)

支庖 ・営業所 東京 ・名古屋 ・横浜 ・京都 ・神戸 ・岡山・広 島 ・高松 ・金沢

出 張 所 水 島

株式会社
金 岡。 組

代 表取 締 役 金 岡リ 手リ 隆

大 阪 市 天 王 寺 区 椎 寺 町 66 番 地 電 話 (779) 代 表7731 - 5 ・5930

三和金属互業株式会紅建設部

本 社 大 阪 市 西 区 立 売 沼 南 通 3 丁 目 7 1  電 話 大 阪馴 大 代 表6331

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 西 新 機3丁 目 10番 6号 ( 西 谷 ピ ル ) 匂 路 東 京(ω 2961- 2  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 錦3丁 目 23番 31号( 栄 町 ピ J レ) 旬 結 名 古 屋 倒 代 表4521

福 岡 蛍 業 所 福 岡 市 渡 辺 通 2 丁 目 10街 区 51 ( 平烏ピ J レ ) 電 鱈 補 問 。4附 表0661

広 島 営 業 所 広 島 市 鉄 砲 田T 6 番 7 号 旬 結 広 島(21) 1  2  8  3  

m 工 場 堺 市 大 仙 西 町 5 了 1 3  2 旬 結 緋 臼 1) 代 表3722

初 芝 工 場 甥 市 土 塔 町 5  8 電 話 ( 0723) ( 7 )  5181  

千 葉 駐 在 所 千 葉 県 市 原 市 五 井 6 4 8 3 - 1 電 話 ( 0477) ( 2  ) 5601  

__..・.

‘--

柚 目ｾ色 和 建 設 株 式
t主h主 社

代 表 取 締 役 耳オヲてK  
本 ｾ＠ ノ 良日

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 町 4 3 1 T E L  (301) 6  6  3  6イt

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 西 新 橋 2丁目 19番 1号 T E L 東 京 (436 ) 1  2  7  1代

京 都 営 業 所 京 都 市 右 京 区 西 大 路 五 条 上 ル T E L 京 都 (311) 8  8  9  7  

東 京 工 場 川 口 市 仁 志 町 1 - 2  4  1  T E L 川 口 (52) 4  1  0  0  

高 槻 工 作 所 高 槻 市 芝 生 町 5 の 2 T E L 高 槻 (74) 0  3  8  1  



東 淀 興 業 株 式 舎 社 大 阪 支 庖

⑪ 
小松英二

電 話 東 京 ( 212) 3  2  6  1  

電 話 大 阪 (313) 0  4  5  1  

専務取締役

大阪支庖長

東京都千代田区丸の 内3の4 日石ビル

大阪市北区梅田町 2 7 サンケイビル

名 古 屋 ・仙 台 ・札

中西小一取締役社長

社

庖

庖

支阪

本

大

支

ｉｾ 晃

社

A

会式株

畳ル

ー又
建急東

〈

m
v

. t  

佐 藤 信 一

電 話 東 京 (409) 4111大代

電 話 大阪 ( 313) 2491代

常務取締役

支 庖 長

本 庖 ・東京都渋谷区渋谷 3 丁目 1 2 番 1 4 号

大阪支庖 ・大阪市北区太融寺町 33 大阪合同ビル

昇島五

取 締 役

社 長

社

必

ず

日
式株設建本日

③ 

、.

政

T  E  L  (261)  7  5  9  1  - 6  

島 ・仙 台 ・ 札 幌 ・ 四 国

重田

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  

東 京 ・名 古 屋 ・福

生
長社

社

庖

本

支
岡 ・広

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

J L.¥ 

電話。02) 代表 4 7 9 1  

電話。41) 代表 4 1 7 1  

義

大 阪 市 東 区 高 路 橋 二 丁 目 九 番 地

東京都千代田区大手町二丁目 二 番地

本岩取締役社長

本 社

東京支庖

社

. d.  

;p; 式株組

-

-

E

・

E

・---

-------

E

E

・'

谷長

⑪ 
為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

話 (771) ( 代表) 4  1  4  8 ・4 1 4 9 ・4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町 1 0 3

話 (791) 2  7  4  4 番

ー
ー

'
E
a
'

'

 

/ 白、

' 口一長
取締役社長

大

電

大

電

社本

2  σ〉
工 作 場

之〉

プエヨミ

口 吾 郎

大阪市西区阿波座上通4丁目 8 干 550電 話( 06) 541- 5534代 表 ・9301代 表

東 京 都 新 宿 区 淀 僑 441- 4 〒 160 電 話 ( 03) 377- 5 1  7  1 代 表

名 古 屋 市 中 区 薮 田 町 4 1  干 460 電 話 ( 052) 321- 8  4  8  1 代 表

京 都 ( 075 ) 211- 5636代 ・姫 路 (0792) 36- 5111代 表 -大 垣 ( 0584) 78- 2876 

神戸 ( 078) 39- 3550 

社式株設建不

z  

3険

山

ーーーーーー. . J ‘

恥締役社長

社

活

本

支

出 張 所

129 



設 株 式 会

庄 野 勝

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 5 7 番 地 電 話 大 阪 ( 271) 4771

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 2 番 1 6 号 電 話 東 京 ( 567 ) 1751

名 古 屋 市 中 区 錦 1 丁 目 3 番 4 号 電 話 名 古 屋 ( 211 ) 5141 

札 幌 市 北 四 条 西 4 丁 目 1 番 地 電 話 札 幌 ( 26 ) 6526 

仙 台 市 圏 分 町 7 8 番 地 電 話 仙 台 ( 25 ) 4257  

千 葉 県 君 津 郡 君 津 町 人 見 1 0 5 4 健 話 木 更 津 ( 23) 0751 

北 九 州 市 小 倉 区 紺 屋 町 7 9 番 地 電 話 小 倉 ( 52 ) 3781 

横 浜 ・ 茨 木 ・ 神 戸 ・ 岡 山 ・ 広 島

社動 建不

本 社

東 京 支 社

名 古 屋 支 庖

北 海 道 支 庖

仙 台 支 1苫

千 葉 支 庖

九 州 支 庖

営 業 所

④ 

届
慈

W

衛

男

工田

郎 兵

良

田

田

米

米

米

株式合社

⑮ 
取締役会長

代表 7 7 7 1  

昭和44年盛夏

(771) T E L  

し上げます

代表取締役

大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ 町 7

暑中お見舞申

社本

設 備 業 者 有 志建 材

ア ス ニ ュ ー 式 防 水 工 事

ア ス ニ ュ ー シ ン 吹 付 工 事

マ J レケイアスフアルト床工事

マ ル ケ イ ア ス フ ア ル ト プ ロ γ ク工事

工

ウ レ タ ン ・エ ポ キ シ 樹 脂 の 合成 コ。ム 塗 膜 防 水 剤

九 ラ ' " シ ー ル 砂

同ｾ
施

アスニ. : t - - 工業株式奮i

任責

ト株式会社-レ浅野ス<( ; )  

1 2 1  1  (434) 

(372) 

電 話

幸

/.ぃ、、

' 口

東 京 都 港 区 芝 浜 松 町

大 阪 市 大 淀 区 中 津 浜 通 り 3 の 1 1 の l

2  の4  

取締役支庖長

社本

支 5 3 5  1  電 話庖

伊勢谷特殊硝子製作所

代 表 取 締 役 伊 勢 谷 圭 作

株式会社

社

庖

本

支

小
川

Y
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彦梅社
A

Q

E

 

式株

e  
良日

電話 06 ( 371 )  3  7  3  1 代

電話0726 ( 43)  6  1  4  9 代

電話 0720 ( 21) 4  3  3  8 代

太彦

大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 目 地

茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地

寝 屋 川 市 河 北 一 番 地

力℃松代表取締役

本 社

茨 木 工 場

寝 屋川工 場

陶 磁 タ イ ル ・ オ リ エ ン タ ル モ ザ イ コ

( 陶磁・ガラスを主材とする壁画権威・立体構成)

A >  

を3理5)f" 々タ8  開
⑦ 

.  

9  1  3  1  ( 代表)( 443)  電話大阪市西区江戸堀北通 1 ノ 1 9  ( オカダビル)

各 種 冷 暖 房 ・ 空 気 調 整 機 器 専 門 製 作

村。 社〈
云式株機エ木

、とk

l r::l 

大 阪 市 東 区 上 町 1 3 番 地 T包括 ( 06 ) 761 - 6 9 21  ( 代)

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 4 丁目 5 番地( 新光ピル) l ' 包括 ( 03) 273 - 8 8 21  ( 代 )

名 古 屋 市 中 区 錦 1 丁目 4 番 27 号( 高里子ピル) 也 結 ( 052) 211- 5048( 代 )

福 岡 市 大 名 1 r 回 12 醤 52 号( 内雌ピル) 電話 ( 092 ) 77 - 0628 ( 代 )

大 阪 府 八 尾 市 北 久 宝 寺 2 丁 目 2 番 7 号 慢 話 (0729) 23 ー 0621 ( 代 )

'1党村木代表取締役

本 社

東 京 i営 業 所

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 業 所

五 場

シェル石油大阪発売所

アスフアルト製品販売部

栗 山 和 三

株式会社

大 阪 ( 3 6 3) 0441大 代 表

大 阪 (3 0 3) 7  1  3  1 代 表

fli 言舌

電 話

長

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2  5  

大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 2 - 7 6

東 京 ・ 福 岡

音11

本 社

分 室

務 所

所清 水 工 業⑮ 

明

大 阪 (372) 2851附 - 7

東 京 (646) 6511 - 4 番

大 泉 ( 6 ) 3394- 6 番

出 雲 ( 21 ) 1  2  8  5 番

鳥 取 ( 23) 1  1  8  9 番

宇 都 宮 ( 61 ) 0  9  3  0 番

株式会社

代表取締役 清 水 愛

大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 1 4 番 地 包括

東 京 都 江 東 区 北 砂 町 6 丁目 1 番 2 3 号 電 話

群馬県邑楽郡大泉町大字吉田 2 0 6 6 番 地 電 話

島 根 県 出 雲 市 今 市 本 田T 3 番 1 号 電 話

鳥 取 市 立 川 町 5 丁 目 3 番 1 号 電 話

栃 木 県 宇 都 宮 市 平 出 4 7 3 1 包 括

本 社

東 京 出 張 所

群 馬 出 張 所

山 陰 出 張 所

鳥 取 出 張 所

宇 都 宮 出 張 所

建 築 用 接 着 剤 ・各 種 コ ー キ ン グ 剤 製 造 ・販 売 責 任 施 工

4

ム

4

T

 

A

会

治

式
件

木

E

T

n

a

 

ン
ダイメセ

伴井武大阪支庖長

電 話 ( 2 71 )  3  4  5  6  - 9  
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d 会込

、平ジ7

大阪ガス風 呂シ ョッ プ

" - ，- ，，回目
代 表 者 田 由

E

刀

門

尽

円
口

ハ

雄

大阪市浪速区元町 1丁目 7 4  7  (但 し国鉄湊町駅南へ 5 0 メーター西側 )

電 話 (641) 5313 ・6221 ・8128

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 4 丁 目 2 5 電話 (992) 3  8  2  2  

‘・ ｮ 二司 Ｚｉｯｦ ・ｾ
『 司 司

ＺＱＢＺＱヨ自動 ｾＧｪＷＭ

:t':J.:::J ｆｾＭ J : : J : i : ' 措置E轟 祉
.  

本 社 干 550 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 2 一 7 T  E  L  (代) 532- 5841  

営業所 名古屋 ・広島 ・高松 ・金沢・京都 ・神戸 / 浜松 ・岐阜 ・津 ・富山 ・松山

領遺ト
内外アスベスト株式会社大阪支庖

取締役支店長
松 尾 久 雄

大 阪 市 都 島 区 都 島 北 通 1 丁目 14番 地 電 話 大 阪 (922) 1371 ( 代表)

本 社 ・東京都千代田区岩本町 2 - 4 の11 電 話 東 京 (862) 3251  ( 代表)

支 庖 ・札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 出張所 ・福 岡 ・仙 台

鉄筋ラス ・親子ラス・ダイヤラス ・ラスシート ・メタルラス ・リプラス ・各種金網

中 川 ラ ス 製 作 所

代 表 者

中

ー

l

 

，.『，

J
安蔵

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 3 1  但し十合百貨庖北ノ辻東へ入ル南側

電話 (271 )  5228- 9 ・( 252) 8861- 3  

。

日 新 工 材 株 式 会 社

代 表 取 締 役 井

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7  

倉 庫 ・ 西 区 新 町 北 通 1 - 1  8  

土着 車責

電 話 ( 541) 3785- 6 ・2721

( 538)  3830 ・ 3 9 8 9  “  

⑥ 設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業 K. K.  

本 社大阪市大淀区天神橋筋六丁目 天六阪急ビル 電話 06 (351)  4927拘

束京営業所 東京都北区田端町 3 1 1 東京建築興業ピル電話 03 (822)  0995附

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 丁目 6 番 地 電 話 06 (328)  0363刊
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2  目 ホ 建 鉱 脈 式

。
z  社

取締役社長 石 川 辰 雄

本社 ・東京支庖 東京都千代田区大手町 2- 8  ( 日本ピル) 電話東京270-6511 ( 大代表)

大 阪 支 庖 大阪市北区梅田町 4 7番地 (新阪神ピル) 電話大阪341-4331( 代表)

@  

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 村 田 革丙

内 外 装 材 内 装 材 エ マ ジ ュ ラ ク

特 許 エ マ ノ レ リ シ ン エ マ ミ ッ ク ス

エ マ レ ッ ク ス リ シ ン エ 7 一口一ノレ

エ マ ノ レ ス キ ン エ マ ソ フ ト

プ レ ハ タ イ ノ レ 防 水 淘l 特 許 トマ- ) レ

本 社 明 石 市 中 谷 町 8 8 8 番 地 電 話 明 石 代 表 ( 913) 3456

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区北 久 宝 寺 町 2丁 目 6( 三 京ビノレ) 電話 06  ( 271 )  3967代

東 京 営 業 所 東 京 都 盛 田 区 両 国4 丁 目 37 13坂 井 ビ ル 電 話 (  634)  17. 56 - 8  

名古屋営業所 名 古 屋 市 西 区 枇 杷 島 通 4 丁 目 4 7 電 話 052( 521 )  6373代

福 岡 営 業 所 福 岡 市 小 林 田T 1  2  4 電 話 092( 41 ) 4  4  2  6  

井 上 窯 業 株 式

A

会社

代表取締役 井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電 話 771 - 2  8  2  5  ( 代)

争参

株式

会社

代表取締役 山 漣 龍 男

日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役支社長 山 漫 敏 郎

取 締 役 次 長 砂 川 哲 男

大阪支社 大阪市東区淡路町 1 丁目 14( 八千代ビル) 電話 (231) 8171(代)

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8 電話03(961 )1691 (代 )

神 戸 支 局 神 戸 市 茸 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 一 l 電話078( 29) 0541- 2  

京 都 支 局 京 都 市 右 京 区 鳴 滝 本 町 1 1  - 4  電話075( 463) 0 6  8  3  

量三
続 日 刊 建 設 新 聞 社

取締役社長
中 山 豊 雄

大阪本社 大阪市東区高麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ビル) 電話202- 6861( 代表)

3彰

株 式

会社 日刊建設通信関西支社

代表取締役会長 田 中

取 締 役 支 社 長 成 田 辰 美

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  8 電話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 (502) 8  5  8  1代表
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宇 都 セ メ Y ト

宇 部 興 産 株 式 会 社

大阪支庖大阪市北区曽根崎新地 3 一51 ( 桜橋東洋ピル) 電 話 (361) 1361 ( 大代 )

本 社 宇 都 市 西 本 町 1 - 1 2 - 3 2

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 霞 ヶ 関 3 一 7 - 2  

その他支底 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 高松・新潟 ・岡山・静岡・小倉 ・千葉 ・姫路・横浜・山 陰 ・札幌・ 大分 ・堺

大 阪 セ メ J  ト

大阪セメント株式会社

本 社 大阪市北区堂島浜通 1 丁目 5 7 番 地 電 話 (361) 1231 ( 大代)

支 庖 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 東 京

工 場 伊 吹 ・高 知・大阪 ・横 浜 ・芝 浦 ・ 市 川 ・堺・下 津 ・千 葉

イ主 zえ セ メ

住友セメント株式会社

大阪営業所大阪市東区北浜 5 丁目 2 2 番地

ン

新住友ピル第2 号館 2 階 電 話 北 浜 (203) 2321 (大代表)

本 社東京都台東区東上野5丁目 2番2号 電 話 東 京 (843) 1111 ( 大代表)

営 業 所 / 名 古 屋 出張所/ 仙 台 ・富 山 ・小 倉 ・広 島 ・高 松

アザ F セメシト

日本セメント株式会社

大阪支庖大阪市北区梅田 1 番地 大阪神ピル 7 階 電 話 大 阪 ( 361) 3351- 8

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 丁 目 4 番 地

支 庖北海道( 札幌) ・東京 ・ 名古屋 ・ 大 阪 ・ 九 州 ( 北 九 州 )

営 業 所 仙 台 ・ 新 潟 ・ 富 山 ・ 広 島 ・ 高 松 福 岡

日本スピンドル建材株式会社

営業品目

レ デ ィ メ ー ド サ ッ シ ・ ド ア ー

ス チ ー ル 製 . . . . . . SR. S RK アルミ 製 ・・ ・・・・ナルス 70 ・ナルス 40

オ ー ダ ー メ ー ド サ ッ シ ・ ド ア ー

ス チ ー ル 製 サ ッ シ ・ ド ア ー ア ル ミ 製 サ ッ シ ・ ド ア ー

ス テ ン レ ス 製 サ ッ シ ・ ド ア ー

社 長 円リ 回 j青

本 社 茨 木 市 太 田 新 田 6 0 番 地 電 話 0726 (24) 1 7 4 1  

営 業 所 大阪 06 (203)  4  3  2  1  東京 03 ( 279)  4  0  5  6  

名古屋 052 (582)  9  0  3  1  広 島 0822 (32)  2  6  9  7  

司F

‘  



空 調 設 備 の 頁

社嘆

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の l

本 社

出張所

京 都 庖

設 計 ・施 工

冷 暖 房 Y  作 付 サ ッ シ

給{非木、衛生水辺 s  環 境 術 生 胞 1: 貨

で1;t 気 1 =、荷 役 巡 搬 機 械

厨 房 7 ーーー可? 化 学 鉱山 機 械

= 幽 T 盤 株 式 → - I?Jn -;;1;- rl:・

ーー句珊ｾ現号 会 社 ノ 、 問K . . ) ι J ロ

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支底長 才通 口 H券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代必3071

本 1;5 東京・日比谷ー 三倍ピル

支 1占 名古屋、福岡、札幌、広島、仙台、郡山

出 強 所備前、金沢、 静岡 、高松

空 気 講 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 - 衛 生 設 備

1f!話 ( 302)2271 - 9(代)大阪市東淀川区加向町357

向 上

東京都港区芝浜松町2 ー7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

北海道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

釧 路 ・盛 岡 ・ 徽 浜 ・ 神 戸

本 庖

大阪支社

東京本社

支 庖

営 業 所

.. 

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 沼 田 町 16 番 地 m鯖 (363)大代表1371

東京都千代田区神田小川 町2丁目 l 番地 電話( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電話( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電話( 76) 代表3795

名 古 屋 ・ 窃 山 ・ 金 沢 ・ 福 井 ・ 京 都 ・ 松 江

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

大阪市西区江戸期 1 - 6  0  11I 話 ( 441)  8231大代

東 京 ・ 名 古 屍 ・ 稲 岡

札 税 . 1111 台 ・金 沢 ・神 戸・広 品

京 都 ・ 岡 山・ 高 松 ・熊 本

横 浜 新 潟 富 山 ・ 稲 井 ・ 22 回

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

舎

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ; . 昆 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 郎 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 ;!L ピル 6 7  6 号

電話 212(代 )3751

大同ピル 6 1 6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札帆市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電話 61(代)4371

名 古 置 庖 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代間ピル 5 1 4 号

o'll!l; 261  (代 :0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電結 681 (代) 1781

- t - .6、

エ¥， A  

菩 久雄

英 雄

112，rli ( 201)  0 18 1(1に)

屯川町 ( 363) 4 108- 9  

'1  I.!: ，1i 可( 231) 3046 ・6007

ｾｬＡＺ ｲ 祈 Ｈ ＷＴ Ｉ 6  8  6  3  

( 75)  5  4  8  2  

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

建 設 工 業 株

代 表 取 締 役 問中

大阪出張所長 猪俣

東京 都 中 央 l三 日 本 総 j凶 3 ー l

大 阪 市 北 区 樋 / 1'. H汀 5

? " 古尾市中村丸 / 1人J 2  - 17ー 10

似 岡 市 以 泌 岡r 3  8  

ふ

玄商株 式 会 社

社

庖

本

支

本 庖

支 庖

営業所

出浪所

出張所

社

t 、

去業 株 式工賀須設 計 施 工

生

気

水 ・街

房 ・換

排

冷

給

暖

株 式

会 社 衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電話 京都 561局4945( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 電 話 神戸34局 5 8  9  2  

庸 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

営 業 所 一 広 島 出張所ー北九州

支

冷 房 ・暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

話 ( 351)  ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

包 括 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・高 松 ・広 島

Ｚ Ｚ ｾＮヨ ｾ ｎ Ｈｮ ・空 気調和設備 ・ 給排水衛生設備 ・ 塗装設備

・ 蒸 気 噴 射式 冷 猿 機/ 設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

式

社

株

会ｉｔｾ 茅 ｚｐ
ヰ土本

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 : - 7 ⑩ ( 572)7411 代

大 阪 支 15=大阪市北区中之島 2 ー 22 ⑩ (203)3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211)  1535 代

出 張 所= 札幌 ・仙台 ・北陸 ・神戸 ・広島 ・松山 ・九州

ー
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j昆 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

投 ， l ! 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 制l 町 3 0 屯 a指 ij32;: ;;; jji ;  

本 社 東 京 郎 千 代 l士l 区丸ノ 内 3 - 2  ( 新 東 京 ピ ル )

.1! ，1古 (211) 8  5  1  1 ・8 5  6  1  ({¥:) 

仙 台 市 新 伝 同 町 6 0  

i1! J活 (21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 田1 3  - 6  

'1! ぷ ( 971) 3  6  2  1  

仙 台 支 庖

水道・衛生・暖冷房 ・J: tf也符 E 守l

設 計 並 } j jg L  

(旧 E制高久孝事筋所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東京都千代田区大子田1 2 の 8 111=!也 (日 本ピル)

屯，j苫 東 京 (270) 7  4  1  1  111= '( 代 必 )

川 ｉ ＧｩＯ［ Ｇ，Ｇｾ 業 所 札帆 市沖 ｩ 大 ｪ 岨凶 Ｔ r  hIl.f[s'i/; jt UNピJ レ ｯＧ ｕ ， ｪ ， ｦ［ 札幌 ｾＡＩＷＺ［Ｖ
寓 ｾＧｾＧｩＺｾＧ 業所金 沢 市 ＮＺＧＺｩ ｉ 活 ｬ 町 Ｒ 需 ￯ ＭＮ Ｖｾｾ［Ｇ Ｇ ， Ｇ￭ｕ［ｲｩ 金 ［ｊｾ :U' 2Ui ・1

ｾＧｉｾ＠ )  T  ， Ｇｂｾｍ 所制ｊｉＧ di i.卸. ; < 2 の i '，'ii:i ii iii ，il;  2ψ 24: 16 

尚位ili 帰 所 山'j tl: rl i  2  Iff r  Ｙ 行，ＱＯ［尚ｾｾＦ￵ｓ ｩ ＹＵ
l品l山 a

J

，悦所 |品iJ 11I rli 大( J ¥ :3 8  0 の 1  Ｎ ［ ｻ ｴＺｩ［ｾ附 ｩｩｩｩ ｙｹＡＧＢｪ ｳ［［ 名古屋支 l占
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道

設

水

施

-

一

生

工

誹

衛

包

践

境

j

沼

町

環

計

房

生

設

暖冷

衛

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

電 気 設 備 の 頁

回
社

大 阪 市 西 区 京 町 地 1 丁目 6 2 1 1 1訴 (443) 代表8161- 9  

名古昼市中村区水王 町 l の 1 2 1 f t ，活( 541 ) 0966(  551  )1655 

東 京 都 港区高i;:j庇 2 T 目 3 - 1  2  

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5 階 1[ 活 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田( x 北長狭通 7丁目 l のl 電話 (34) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式ネ来業工田山

土

ド

E

叶

1

5

F

 

張

本

支

出

品主4

-← 

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新 阪 急 ビ ル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

妻子1
fi!!! 高

大 阪 支 庖

社本

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー - ク ー ラ ー

スチール J アルミ ・サ ッシ- ド ア ・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

銅 機 株 式

4空雪h T T T P F ?

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖 社

大 阪 市 東 区 高 腿 縞 5 - 4 5  ( 興銀ピル別館)

電 話 (06) 2 0 2 - 7745番( 代表)

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 話 (03) 9 0 2 - 3111番 ( 代 表)

東 京 ・名 古 屋 ・ 仙 台

A

Q

一
品

研

本 社 ・工 場

庖

理

大 阪 支 庖
市北区堂島 ｈｾ j並 1 - 2  5  ( 新 大 ピ ル )

電 ;tt 大 阪 (344) 1  5  1  2  (大 代 )

東 京 在 日 中 央 区 日 本 嶋 本 石 町 4. - 2  ( 三件第二月IJ館 )

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州|

鳩 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 Ilf l 足 立 区

大 阪

社

宿

場

本

支

工
支

4・

く m哩型里コ 空 気 調 和 設 備

吾凡計施工

換気・除塵設備ー文

会 社

屋

部

部

本

業

古

業

事

名

事

各

東 洋 製 工 業 織 式 会 極 大 阪 安 倍

T E L ( 443) 8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡 Y尺

( 特許工法)

建設大臣賞授与

日本白蟻対策協会より表彰さる

特許買 ｾＸ 種目出願中
会 社

所

所 長 防 除 士 松 平 藤 佐 根

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町T 2  8  屯 話 ( 2 2) 4 0 9 8  

奈 良 市 登 大 路 二 番 町 ( 博 物 館 前 ) 徒 話 ( 2 2) 4 0 9 8  

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6  3  9  

‘  

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の l

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜! 日l専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天 満 橋 北 詰 )

包 括 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

ｩｉｾ市栄町 Ｒ - 1  1  1  電 話 ⑧ 3 6  1  0  

鳥取市品 治町鳥取農協会館内 定話 ( 22) 4477 

⑨ 

防予滅手支蟻白式平本会宇土

大 阪 営 蝶 所

@ 暖 冷 房 空 気 調 日 境 衛 生 工 事 一 切

、ー' 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 5 0  

大阪事業本附 電 話 大 代 表 (312) 8  6  7  1  

東京事業本部 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 1 8  

電 話 大 代 表 (353) 9  1  5  1  

名古屋市中村区下広弁町 3 - 1 5 (中京 電 気 ピ J レ)

包 括 (581) 9  3  7  6  - 8  

京 滋 、 下 関 、 新 潟 、 金

本

四日市営集所

主聖 営 喋 所

鳥 取 営 蝶 所

エ レ ベ ー タ ・リ フ ト ・カ ーリ フ ト

製 作計

壬J¥.

i iX 
給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

誌 類 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル ) ( 351)  4 9 2 U-I:: 

4540 

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364(-1:: 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995f-l:: エ 喝 ( 328) 0363代

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

ffll 制 岡

刊

京

大 阪 市 大 i定! 玄' 1' ; 1り*，ii J.U4

出 張 所

置
商 庖

カーテン・ 室 内 装 飾 ・リノリ ュ ーム

ビ ニ ー ル タ イ ル ・ 壁 張 り

利 倉 幸

平' " 互業株式会社@  
合名会社

大阪市南区長編焔筋二 ノニ O ( 日本儲パス 仰mJ)

電 話 大 阪 (211) 0  5  7  1  - 4  

ｾｬｌ話大阪 Ｈ Ｒ ＱＱ Ｉ 0  5  7  5  .  6  9  2  3  

京 都 市 中 京 区 河 原 田T 夷 川 下 ル 指 物 聞I

ｾＱｌ話京都 Ｈ ＲＳ Ｑ Ｉ 3  2  7  7 ・ 8 7  7  9  

所

( 販 売 部)

京都出張所

業営

設 計 ・施 工

大|以t ! i fJli f'( 江戸時tli .凶2 の 2
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 . m日ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 上 佐 沼 通 り 4

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京都市西京極I t l S 三 反 図 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311 ) 1  i  8  5  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 在 位 IHf /  r  IJ 2  2  

7立 ぷ 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

点 京 市1I 港 区 赤 坂 1 r  H  5 待 7

7[  ，li; (481)  8  6  2  1  (¥: 1主

名 古 ｬ ［ｬ ・札 帆ｾＧ ，｜ 1吊l

l t ! ! 川・悦 浜 . ｾｲ ｲＺ＠ ｦ ｾ Ｇ 姫路 Ｎ .:':j 訟

電 気 設備 の 頁

社〈
云式電陽

キ土

営 業 所

朝

本

社

十上

* .¥;r  k 社

本

営 業 所

業 所

Jピ

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

文社 ｬｾ ｾＱＱ￯ 川正男

大阪"i 点区向 91WUi 丁 I[ 二八 添j 也 '，(!. iifi 大阪 ( 202) ω25- 9 雪

本 利 点 1;¥r.l S 千代 m医 1可制IIII 1 丁 FI 4 得 J也 5 方

主 社 札 帆 . hll f; . 九 / 内・名 ti hl . ・偏 向

M4 11 所 地 川 内 河 償 浜 静 岡 iJ 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 市 此 花 区 恩 1・t 南 之 町 7 3  

iltI J 工事本音[1 T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  ( 代)

A

S

A

 

エ藤工太 陽

、

6  9  

1  ( 代)

大 阪 市 北 区 野 崎 町

T E L (06)  313- 3  4  5  

施 設

工 事 本 音[1

社

設計・ 施 工

A

Q

一

A
式

司'

株

; t : :  

支l

電 気 工 事

号 骨

弔，本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締役社長 中 本 正 明

社 大|坂 "i ))/.(点 1><: ｾｦＢ＠ i l: * 之 町 三 r fl .  Ii 

I'tr Mi 大 阪 (! J:ll ) Ｈｾￜ＠ 7  3  4  1  - ;; 

0 3 8 8 ・ 2 1  9  :1 

大阪市岐点以' f i l J l ，(之町: . J'II .  .  '，ti. t.rik. 似 (町11) 7(X) .1

ｾｾ＠ ｬｾ＠ ｬＧ［ｾ ｦ ，副 ｊｬｩ ，庁 Ｂｩ ｬ ，卸 ｦｮ｛ｪ 曲り ＺＱＶ ( ) 也!.ri制IJl .庁 2 ｾＨｪＰ￯ Ｎ＠ I D!) 

本

社

大 阪 市 北 区 高 厄 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ピ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 唐 東 京 ・名 ，1，ti. • 妹的 ・ 広島 ・ 九州・神 戸

A

G

E

 

式

英

一
一
一
三
日{

 

株

原、

業

来

エ

取 締 役 社 長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東 京都品川 区西五反図 6丁目 25祷 11号 ( 編 仏 ピ ル )

明Z 結 束 京 ( 491 ) 1746 (492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

1烏 ・ 千 紫 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 昼

社

ェ

市

興

敏

凡

又事工

告

別
雷】

株 式 会 社

ヰ土

庖

営 業 所

本

支

夫

大 阪 市 北 区中il 笠 岡T 5  0  ( : ) ; tピル 7 階)

屯， ｾｦｩ 妙 Ｓ 6  7  1  ( ( U 

東 京 的 中 央 区 日 本 陥 箱 崎 町 3 H l 2 /!1:地

'，'l ! ぷ ω 1 4  7  8  ( ( U 

川 崎 ・相 模 原 . ey ・ N，¥ 1[1 

林{に lA取 締 役

キ土

広

本

支

書羊出 5長p，斤
出 張 所

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ Jレ三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 減 兄 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・ 堺 市 ・ 高 槻 市 ・姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社
社

電 気 ・暖 冷 房 ・空 間 工 事 設 計施 工

A

Q

一

A
宝

ゐ

j と

大 11反1fi [1_Lj 1足北 Jj ，'I¥i  1: 1..;凶 1 J.  I-l 6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7! 48- 9  

東 京 ・ :1' ， 占 lil .  1.ぶ 山 . N，，; 

11 1  l[X締 f支社長

社イ=

キ上

社

本

支

.  

営業所

営業 所
ｾ＠

l前l

市神出張 所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事 ・計 装工 事 ・設 計 施工

A

Q

一

A

山 本 永 造

阪 市 北 区 凶 綴 川 町 1 5  /! I:地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京有s港区新締 5 - 3 4 - 6  相馬ピル 5 階

ｴ 日， ｾＶ 東京 (434) 3848 ・(431) 8435 

)(1坂件1 ・札幌・ rll' ili .  I'Lf I  [  ､ｩ ・ ｾｾｉ ｛ｉ .  ＱｾＱ｛Ｑ＠

商

取締役社長

大社

東 J江支 I，¥i

本

社工 業 株 式

今 村 騰

取 締 役 社 長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 悔 ケ 枝 問T 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・草 津 ・，'iI'岡 . 7}( !ゐ ・福岡

A

Q

冨中 央 電 気

取締役会長

社

支! 苫

営業所

本

所
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ト弓 1 ・ヒューム宅

ベンチしーチ・ミ〉京:-).レ

⑩ 

.  

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン 工 ス

s s s  タイル新発売

，. 

( カタ ログ進呈)
Board&Sl ate Standard 

⑪ 認 MPR8意息磨

d・

む

匂

ボ
I'y 

耐 酸

銅器、

セ卜モノのデン〈ー卜

? 吉g 三Tn需

. 内 念 事 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 ヱ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 脂 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

本 社 営業所 、大阪市東住吉区駒川 町 3 - 5 4  電話 ( 702) 代 7814- 6  

特 約代理唐・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・ 福 岡

FUTABAYA DECORATORS， LTD 

建 築 物 ・船 舶 等 の 造 作 工 事 及 び

室 内 装 飾 工 事 の 設 計 施 工

建 具 、 パ ネ ノ レ 、 家 具 、 各 種 木 工 品 の 製 作

内外装飾織物、窓、技ト、敷物、壁紙類一 式

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 株式会社

( 創 業 大 正 7 年 )庖商石理大橋矢

株 式

会 社

大 阪 支 庖

取締役社長 若 林 繁 吉

大 阪 市 大 淀 区 本 庄 川 崎 町 2 の 6

電 話 ・大 阪 ( 371 ) 3321- 3・3630

大 阪 市 東 区 高 麗 析 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 9 0 5  
大阪府知事建設登録

{ 白 ) 第 1 6  2  1  6 号

d‘  

• 

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  T E L  (361 )9055 (代 点 )

本町' ぷー業所大阪市東 区本 町4- 27御 堂 ピ ル T E L (252 )  3  9  0 6  

補 綴 蛍 業 所 大 阪 市 点 区 備 掘 2 - 3  6  

瓦

ル
イ

♂

山

タ
ム

，

勾

E

U

大

大

瓦

ル
J

1

 

タ
ノ

錦

町美変窯用装外内

社 寺 数 奇 屋 用

Jj': r. ( ; ddH買山今熊野太 仏地1U町 9 の 9

大阪市北区ｾ， し 、 ｬＡｬ ｔ 1 丁 目 2 8  

:}' ，占屋市守山区大 '-i: "j、l附山脇27

東京都 渋 谷 区 上 限 l T 目 29円 4

京 都 消 水 ・ 山 減 ・ 瀬 戸

本 社

大 阪 営 難 所

名 古 屋 営 換 所

東 京 営 業 所

工 場

大 F YK 渇 入 剣 落 防 止

警と 耐 震 耐 臥

i っ 安 定 経量

E 瓦

五株

電 式

罰 金

霊長

ナニワ媛匂 12ii
3 寸緩旬最適軽量7]' 止イ寸( 空葺)瓦

汐株式会社

主 宰 商 曾

各 種 局卦

ガラス製品卸問屋 ι W J

'h !  

顎吉田芳雄商庄 ｾ ＭＭｾ］ Ｈｾ
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盗

鈴 木 式防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル ③ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ 。 ⑮ シ ヤ タ ア ・7凡 用 シ ヤ タ ア

そ の他 特殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

.•. 
防防 煙 火発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

套22 三 高 製 作 所

ド ア ー ハ ン ガ ー

• ユノサ ッ

• 

曲目1

ス チ ー ル

7 1レミ

ス テ ン レ ス

W

4

〔

S

F
『

d

;

 

M

-

K

-

M

-

T

L

-

・

;

点

¥

、

M

F

'‘ 

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ" / 9 -武11¥ 1異

近代建築の要求する

米 特 許

11¥俣シャ・γ9- 工業株式会ネ士大阪支庖

工

イ乍

施

言十

製

言支

J  

豊 か な 経 験 と

最 新 の 技術 ・. .

東洋シャッタ一株式会社

本 社 大阪市東区谷町30 新野村 ビル T E  L  (762) 5861 代

支 広 東京 (771) 1171 ・名古屋 (331) 6171 ・大 阪 (352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・滋賀 ・京 都 ・神 戸 ・福岡 ・他 全 国 主 要 都 市
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建 材 の頁

］三一ＮＮＮＮＮＭＭＭＭＭＭＭ一一，ｾＮ ｟， ｣｟｟ Ｎ ，ＮＮｾＮＮＮ τﾭ
圃_.JI ・.，..._ニ..，._ " ' f t  .'.1.・円‘・・・・F二ご司・・

プ ル ー フ テ y ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 質 エ 7' レ ジ ョ ン に ポ

ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を y昆入し納骨オk となしこれに号車革担 .

な 合 成 繊 維 の 網 状 ノ レ ー 7 イ ン グ を 数 l宵 張 り 合 わ せ

防 水 層 を 形 成 す る も の で 極 め て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す 。

下 地 モ ル タ ル

プルーフテ y クス 4 固

プルーフテックス 3回

ビニロンクロース

コカレーフテックス2回

プループテックス l 回

《特 長》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 を 要 し な い

4 )耐 摩 耗 性

5 ) 物 理 的 強 度 優 秀

耐酸工事・防水工事専門庖耐酸化学工業株式会社

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 36ト 0178代

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フザス l二も/ 季初ごι

函すを・薬品 l三 も

大丈夫で・オ

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈

特 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

ｊｴ ｉｊ 工ミ ｊ 弓 ｊｾ ュ，Ｎ Ｙ ル
. 永 久建 材 の 超 ひふ く 鉄 板

スサ｜ＺＭ苅 ＧｊＱνｉｊＩＧｾｉｊｊＧ (S PM)  

カ弓ース ＭｊｴＭ 苅リ王 ν Ｇｊ ＩＧｾＹ ル Ｈ ｃｓｐｍＩ
. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I
J  I ! J ヲ帰京ヲル製造株式会祖

本 社 工 場 兵庫県尼崎市長州手相川新自44 電話大阪 (481) 8085- 9 

大 阪 支 庖 兵隣県尼崎市長州宇稲川新倒44 電話大阪 (481) 8085- 9  

東京支庖並工場 埼玉県蕨市東町 2- 20 - 4 電 話 蕨 (32) 311 5- 7  

主庖 ・出張所 郡山田八幡・名古屋・川崎・岩国・字部・延岡・教賀 三原徳島徳山

d二=tgemq
• L A  FJ Iヲ リ ミ ッ ト ロ ー ド 送 胤 機

・V A  F  ｊｲ ｾ＠ " j " 変式 'Iilll 流 送 j瓜 機

送 風 機
営 業品 目

・S A  FJ Iラ ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 j瓜 機

・C A  F  JIヲ 以よ心、ぷに Ｑ 作 ｾＧｦ 'Iil ll  ?オt .J2i J!al  H比

(  1".¥' ，i' I:) 
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本 社 工 場 / 大阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町二 T 自 一 番 地

言舌 決ごH反 (9 3 1) イセ 7 8 0 3 - 9

株式会社 谷 山 銭 工 所
東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 8 14 ) 6  6  5  1  - 3  

K A N D A N  

- 空気調和設備

・各種送排風機

- 給排水衛生設備

設 計 施 工

4lD
1
明融持斡持軍

.  
6  

.  
、
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建 材の 頁

腐らない そして 燃えない

法定不燃材 829号

新しい型の

ケミカラーオーシマメタル
ひふくてっぱん

|  屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 (782 ) 4171

住 友 の

建 築 分 野 で 使 用 き れ る ウ レ タ ン フ ォ ー ム ・ウレタンシーラント

コーキ ング ・ウ レ タ ン 塗 料 ・エ ラ ス ト マ 一等 に は 、 住 友 化学 の

ポ リ ウ レ タ ン 原 料 が 使 用 き れ て い ま す。

‘快

住友化学工業株式会社

大阪 (203)1231 東京 (211 )2251 名古屋 (201 ) 7571 福 岡 (76) 1061 

ポ リ ウ レ タ ン 原 料
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地 質 調 査 ・ 神 戸 大 学 土 木 学 部

田 中 茂 教 授

計 ・三 菱 地 所 株 式 会 社

工 ・ 株 式会社 奥 村 組

其 の 他 コ ン ク リ ー ト

二 次 製 品

建 設 大 臣 認 定

宅 地 造 成 ・ 分 譲

- 三段ブロック

- 東 多 聞 台

建 材の 頁

設 J

施

神 戸 市 主 主 合 区 熊 内 町 2 丁 目 8 8 番 地

電 話 0 7 8 代 表 ( 2 3 ) 1 4 2 1 ・6 9 5 6  

電 話 0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・6 1  7  7  

電 話 0 9 3 ( 6 8 ) 0  9  4  5  

電 話 0 8 4 9 ( 2 3 ) 2 6  7  9  

⑩ 神 戸 手 掛 株 式 会 不I;ii ii

キ土

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

く

や

小

い

い

沖

祖

r

、

(

特

長

)

全固有名建材j吉又は当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

寺F 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 (672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 田 八 田 町 2 6 の 1 T Eι 億岡 (41 )  

-

+

9

畠

C

・

・

す

か

・

.

新

い

す

ジ

-

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

伯

抑

紛

帆

・

・

王

座

・

草 案 斤 塗 料

老見る

① ソ フ ト な 感 覚 、 優 雅 な 味

② ペ イ ン ト 塗 料 に 優 る

③ 塗 り か え 自 由

④ 安価 で 塗 り よ い

⑤ 吹 付施 工 も 自 由

⑥ 洗 い も 下 地 も 自 由

繊 維 塗 料 の

レレ3

さ Ｇｾｊｾ

q ィs，z，

コート

( 特長)

1・

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 西 長 指 南 i泊1丁目 5番地 T E L 大 阪 (538) 2951 - 5・( 541)

営 業 所 東京 ・高 槻 ・明石 ・姫路 ・四国・中国

イ寸i星音水火
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JIt1 

J 二

日本建築協会優夏謹明

6診

ヲ ｾＭｱＮ イト ｂ 雪
株式会社日本セメン 卜防水剤製造所

本 社 大 阪 市 東 区 船 越 町 2 - 3  1  ( 船越ビノレ ) 世 話 ( 94 1) 2626 . 2628

連 絡 所 支 線 市 高 台 上 の 池 電 話 宝 塚 ( 86 ) 2153 

出 iJ長 所 電 話 東 京 (431) 8648 . 名 古 尾 (331) 1531 ・仙台 ⑪0721 ・札 叫 ⑪ 1111

オ - タ イ ト式 防 水 電 話 大 三 工 業 高 松 ( 2 ) 0016 安 藤 工 :1j J N，i l日J ( 28)  5  2  0  7  

工 事 代 行 鹿 股 永 建 材 広 臼 ( 61) 6  3  7  1  

東 宇111功 水 工 業 1 ' [ 新 札 帆 ( 82 ) 3  1  3  3  

句F I " I6. 防水剤

マ ノール 防水剤は、屋上 、内外 壁 、 地 下 室

などのモルタルやコソクリー卜、ブロック

の防水、防湿に最適です 。

その上、亀裂予防はもちろん、 作 業能率も

著るしくあがり、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつま っています 。

マ ノ ー ル 製 品

〈吉 J 与17-T用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 離 剤

日方 J東 劃l

エ ス コ ー ト

( セメント起泡剤 )

エ ア コ ー ル

( 空気巡行剤 )

山富 莞 警 慧

思 3由周旨. f t : 工事主

東京都品川区大井卜 15- 1 電東京 (774) 4111代表

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8 電 大 阪 (971) 4765- 6

名古屋営業所 名古屋市中区門前町 5 - 3 7 m 名古屋 (231) 5440 

福 島 営 業 所 福島県信夫郡吾妻町下里子寺迷原屯福島 (34) 7 4 2 8  

盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 街 大 通 3 - 1 2 - 5 0  ｾｉＮｴ盛岡 Ｈ ＲＲ Ｉ 2 2 0 4  

. 基 礎 施 工 の 悪イ際 件 を 克 服 す る

読 置 式 自 信 三 緬 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

株式会社 説 習 工 務 所

本 社 大 阪 t 打点 1'( 仙 胞 紙 2 - 2 0  ( "，; 飽和r ピ j レ)

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代 ) ・7501( 代 )

名 古 屋 営 業 所 ; 1' ，山路 "1'" 医 錦 1- 3- 2 ( 船 底 住 宅 ピ ル )

T E L  ;i'， ，'，L11 ( 211)  3 0 8 6 (1-1: )  

大 阪 工 場 大 阪 di fI :  . I{  ｛ＩＨＢ北川 ＱｾｾｊＱｾ ｊｬ ｉ ｊ 5  - 2  7  

T E L 大! 以 ( 672 ) 3  2  2  3 ・ 3 2  2  4  

名古屋工場 愛知県海部 ｉｩｉ ｉ 弥 ｾｉ ［ Ｇ［ lH r  fA=.  山 本

T  E  L  ＧｪＺＱ 、 ｾｩ ［ Ｇ ・ Ｈ 7 )  1  1  9  1  .  1  1  9  2  

2 日 本 建 鉄 の

P S 80Aレディメードサッシ

P A80A. P A  70Aサッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 H汀 2 - 8 T E L 東京 ( 270) 651 1( 大代 )

大 阪 支 前 大 阪 市 北 区梅 田 町 4 7  ( 新阪神 ビノレ ) T E  L 大 阪 ( 34 1) 4 3 31 ( 代 )
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屋 根 . 外 壁 . 内 壁 . 天 井 に

日の不燃建材 を

fぬ 1

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

大阪支底/ 大阪市北区神山町 4 3 電話 ( 312) 8521( 代表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3 電話( 573) 5111( 大代)

営 業 所 / 東 京 横浜・静岡・ 名古屋 ・富山・大津・姫路

岡山・広島・門司・福岡・長崎・延岡・高松

新 居浜・ 札幌

工 場/ 績 浜 ・山 梨 ・大 阪 ・水 島・玉島・ 門 司

気品と風格のあふれる床材

日本の感覚

!. ，10

M
"  • ｾ＠ ，，， 

風 格 あ る ビ ル づ く り に

いままでにない“ 気 品 の あ る 床 材 "。 み な さ ま に は 初 お 目 見 え の

色 と 僕 織 で す 。 い つ ま で も ア キ の こ な い の が 特 長 で す 。 風 俗 あ

る ビ ル づ く り に ぜ ひ 欠 か せ ま せ ん 。

優 れ た 品 質 と 性 能 で

ま す ま す 高 級 化 す る 最 近 の イ ン テ リ ア ・ デ ザ イ ン ガ 、 求 め て い た

床 材 。 プラスチ y ク床材 でいち ば ん 経 験 の 深 い 田 島 応 用 化 工 が 、

優 れ た妓 術 と 経 験 で つ いに 登 湯 さ せ ま し た 。

- 色と 機織 IJ 12極頒 豪 華主見本帖を用意 して おり ますハガキ にて お申 し込みく ださに 」

:.， ，ｾ事実ＧＱＭｦ ，ι P の

田島応用化工株式会社

東京/ 千代田区岩本町3- 11 T E L 8 6 6- 6101 (代) 大飯/ 西区; 9. 町娼1- 74 T E L HI -5951 (代)

- ご入会のお申込みは・社団法人 日本逮築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231) 9648・9649・9640 娠笹口座大阪39975番

工場・倉庫・住宅に

法 定 不 燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

朝 日 ス テ ン ド ス レ ー ト

朝 日 ネ ッ ト イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝日耐火' " ネル

朝 日 防 火 パ ネ ル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェ ザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン パ ネ ル

吹 付 石 総

朝 日 ブ ロ ベ ス ト

定価 300円 ( 送料共)

4  


